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本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。
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　　　　はじめに




　こんにちは。本書の筆者である加納正顕かのう・まさあきです。

　まずは本書を手にとっていただき、誠まことにありがとうございます。




　本書は『ダブルクロス The 3rd Edition リプレイ・デザイア（以下、デザイア）』シリーズの第四巻かんにあたります。そのため、前ぜん巻かんまでの内ない容ようを踏ふまえて書かれている部分がありますので、もし未読の方はぜひとも先に既き刊かんをお読みください。




　この本はＴＲＰＧ『ダブルクロス The 3rd Edition（以下、ＤＸ３）』のリプレイです。

　ＴＲＰＧとは、テーブルトーク・ロールプレイング・ゲームの略りやく称しようで、マージャンやトランプのようなテーブルゲームの一種です。プレイにはゲーム機などを必要とせず、筆記用具とサイコロ（ダイス）、ルールブック、そして一いつ緒しよに遊ぶ仲間がいれば誰だれにでもプレイができます。

　このゲームでは、参加者は各自一体ずつのキャラクターを作成し、ＧＭ（ゲームマスター）と呼よばれる進行役の管理のもと、会話によって物語を進めていきます。

　このリプレイで使用するＴＲＰＧ『ＤＸ３』の舞ぶ台たいは、現げん代だいにごく近い近未来。一見何の変へん哲てつもない平へい穏おんな世界は、実はレネゲイドと呼ばれる特とく殊しゆなウィルスの侵しん蝕しよくにより変へん質しつしており、その影かげではレネゲイドによって超ちよう常じよう能のう力りよくを得たオーヴァードと呼ばれる存そん在ざいたちが戦いを繰くり広ひろげています。




　そして本書のようなリプレイとは、そのＴＲＰＧを遊んだ風景や楽しさを、読み物として書き起こしたものです。本書をお読みになれば、ＴＲＰＧの楽しみというものを感じていただけるかと思います。




　それでは、説明はここまでにして、本ほん編ぺんに入りましょう。

　最後までお付き合いのほどをお願いいたします。










　　　　前回のあらすじ




　あらゆる願いを叶かなえるという未知の物ぶつ質しつ、『至高天エンピレオ』を守り、起動させるために戦うＦＨセル『神曲』のオーヴァード、青あお峰みねミユキ、大門寺朱香だいもんじ・しゆか、闇条晃士朗あんじよう・こうじろう、そして九く鬼きの四人。彼かれらはそれぞれ自らの欲望ねがいを持っていた。

『至高天』を起動するキーであるマテリアルと過か剰じよう反はん応のうしたブレイクエンドこと柾木真まさき・しんともども姿すがたを消す『神曲』セルリーダー〝プルガトーリオ〟永石美奈子ながいし・みなこ。混こん乱らんに陥おちいる中、『神曲』セルは様々な敵てきの襲しゆう撃げきを受ける。それらを迎むかえ撃うっていく中、ミユキと朱香は、かつて『至高天』の力で蘇よみがえったのがミユキではなく朱香だと知る。

　そして遂ついにミユキの仇かたきであり、最強の敵〝十字疵スカード〟がその姿を現あらわした。圧あつ倒とう的てきな力で『神曲』セルの制せい圧あつを始める〝十字疵スカード〟。彼の登場に続き、行方がわからなくなっていた真も姿を見せる。実は〝十字疵スカード〟の息子であった真の話から、〝十字疵スカード〟の目的があらゆるオーヴァードとレネゲイドの根こん絶ぜつだと知る。そして、真の目的は実の父親を止めることであった。

　凄せい絶ぜつな闘たたかいの末、遂に〝十字疵スカード〟を打うち倒たおすミユキたち。だが、彼かの女じよらの知らぬ間に、姿を消していた美奈子は真の前に姿を見せるのだった。



















　　　　ＰＲＥＰＬＡＹ




　昨日と同じ今日。

　今日と同じ明日。

　世界は繰くり返かえし時を刻きざみ、変わらないように見えた。

　だが、人々の知らないところで世界はすでに変へん貌ぼうしていた──。




　二〇一〇年、秋。筆者は大おお阪さか府ふ某ぼう所しよにて、四人の男女と待ち合わせをしていた。

　もちろん、『デザイア』四巻の収しゆう録ろくのためである。

　この日、筆者は少なからず浮うかれていた。

　なぜなら、本来『デザイア』シリーズはこの第四巻が最さい終しゆう巻かんとなるはずだったのだが、読者の皆みな様さまの好こう評ひようをいただき、全五巻となることが決定したからである。

　そのため、最終話として用意していたシナリオをいくつか修しゆう正せいすることとなったが、その苦労さえ今となってはありがたい。




　ＦＨセル『神曲』に所しよ属ぞくし、あらゆる「欲望ねがい」を叶えるという未知の物質『至高天エンピレオ』を巡めぐって熾し烈れつな戦いを繰り広げてきたオーヴァードたち。

　その戦いの最中、ミユキと朱香にとって次々と衝しよう撃げきの事実が明らかになっていった。

　前巻において、ＰＣたちはＵＧＮ京都支し部ぶに新たな支し部ぶ長ちようとして就しゆう任にんした男──ミユキにとって因いん縁ねんの相手であるオーヴァード、〝十字疵スカード〟を打うち倒たおした。だが彼は意味深な言葉を残して死に、またしてもＰＣたちの前にはいくつもの謎なぞが残された。




　半身が水すい晶しようの状じよう態たいと化して眠ねむり続けるミユキの弟、タクミ。

　ひょんなことから共きよう闘とうしながらも、不ふ審しんな動きを見せるＵＧＮのオーヴァード、柾木真。

　そして、未だ姿を見せない朱香の「お母さん」、〝プルガトーリオ〟永石美奈子。

　果たして、この第四巻で戦いはどのような局面を見せるのか。




　やがて、時間通りにメンバーは集合場所に現あらわれた。

　それでは、本リプレイに参加する面々を紹しよう介かいしよう。




▼若林直美わかばやし・なおみ

『THE IDOL M@STER』シリーズ（バンダイナムコゲームズ）の秋月律子あきづき・りつこ役をはじめ、多数のアニメやゲームの声、舞台出しゆつ演えんなどで活かつ躍やく中の声せい優ゆう。眼鏡めがねの似に合あう素す敵てきなお姉さんである。役者ならではの見事なロールプレイと、数度のセッションを経へて研とぎ澄すまされたゲーム勘かんはしばしばＧＭを驚きよう嘆たんさせ、時には苦しめる。

　本シリーズでは、心しん酔すいする『お母さん』への忠ちゆう誠せいと、心を通じた友達との感かん情じようの間で揺ゆれ動うごくＦＨチルドレン、大門寺朱香のプレイヤーである。




▼矢野俊策やの・しゆんさく

　言わずと知れた『ＤＸ３』シリーズの生みの親であるゲームデザイナーにして、『アリアンロッド・サガ』や『ダブルクロス』シリーズの小説も手がける作家。筆者にとっては偉い大だいにして敬けいすべき先せん輩ぱいである。得とく意い技わざは神速のツッコミ。

　本シリーズでは、かつて敗北した〝プルガトーリオ〟への復ふく讐しゆうを遂とげる機会を虎こ視し眈たん々たんと狙ねらう男、闇条晃士朗のプレイヤー。




▼三田誠さんだ・まこと

『レンタルマギカ』（角川書店刊かん）、『イスカリオテ』（電でん撃げき文庫刊）など、多数のヒットで知られる神戸在ざい住じゆうの小説家。やはり筆者にとっては偉い大だいな先輩である。

　理り性せい的てきで分ぶん析せき力りよくに富とみ、多大なアドバイスをくれる頼たよれる先輩だが、ゲームとなると我われを忘わすれる傾けい向こうがなくもない。

　本シリーズでは、実力最強と謳うたわれながらも、ＦＨらしからぬ人間味を見せる男、九鬼のプレイヤーである。




▼合あい鴨がもひろゆき

『異い界かい戦せん記きカオスフレア』（新紀元社刊）、『トリニティ×ヴィーナス』（ジャイブ刊）などで知られ、現げん在ざいは電撃文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥにて『アクセル・ワールド』（電撃文庫刊／著ちよ：川原礫）のコミカライズを手がける漫まん画が家か兼けんイラストレーター。ペンネームで誤ご解かいされがちだが、れっきとした女じよ性せいである。リプレイのプレイヤーとしても、その丁てい寧ねいなロールプレイ描びよう写しやで人気を博している。

　本シリーズでは、弟のために戦いに身を投じるクールな少女、青峰ミユキのプレイヤー。




　以上四名と、筆者こと加納正顕の五名でお送りする『デザイア』第四巻。

　どうか最後までお付き合いくださいませ。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：えー、いっぱいのお運びで御おん礼れい申し上げます。

三田：なんだその挨あい拶さつは。寄席よせじゃないんだから（笑）。

矢野：なんだか嬉うれしそうだな、加納くん。

ＧＭ：いやあ、本来四巻終しゆう了りようの予定だった『デザイア』が好評につき五巻まで書かせていただけることが決まりましたからね。喜びもしますよ。

合鴨：おー、おめでとうございます！

若林：わーい！　じゃあもう少しキャンペーンが続くんですね！

ＧＭ：これも応おう援えんしてくださる読者の皆みなさんと、プレイヤーの皆様のおかげです。ありがとうございます。

矢野：それとキミが頑がん張ばったからだ。最後までしっかりやろうぜ。

ＧＭ：押忍！

三田：めでたいねえ。じゃあ、記念に経けい験けん点の増ぞう量りようを……（笑）。

ＧＭ：しません。

三田：ですよねー。




　延えん長ちようの決定は、全四巻ではできないと思って省いたネタも入れるチャンスである。というわけで、いそいそと筆者はシナリオを修正し、今回の収録に臨のぞんでいる。

　そんなわけで、読者の皆様にはもう少しお付き合いを願います。




ＧＭ：ではでは、トレーラーを読み上げていきますね。

若林：来た！　もう前回はいろいろ不安なまま終わったから……。

合鴨：タクミは目覚めないし、美奈子さんはなんだか暗あん躍やくしてるし、真くんも不審だし……。

矢野：話が進むたびに状じよう況きようが悲ひ惨さんになっている気がするな。




●トレーラー

　あらゆる願いを叶えるという『至高天エンピレオ』。

　一〇個このマテリアル、そして三人の適てき格かく者しやを得ることで起動するという謎の物質。

　それを巡めぐり、京都の街では数多の戦いが起こり、数多の命が散っていった。




若林：必要な適格者が三人になってますね。

矢野：……本当に必要な適格者は三人で、マテリアルは一〇個こなんだろうか（笑）。

ＧＭ：なんでそこまで疑うたがうんですか!?

合鴨：一度「適格者はふたりだ」って噓うそつかれてますからね！。

三田：信じられるのは九鬼が《インスピレーション》を使って裏うらを取った情じよう報ほうだけだ。

ＧＭ：随ずい分ぶん疑うたがい深ぶかくなってしまって……。

矢野：お前のせいだ、お前の！（笑）




　──時は満ちる。

　すべての要よう素そが揃そろい、『至高天』の起動する時が訪おとずれる。

　その時──果たして、何を願うのか。

『ダブルクロス The 3rd Edition リプレイ・デザイア』第七話

「『至高天』、起動」

　ダブルクロス──それは裏うら切ぎりを意味する言葉。




一同：ええええええええええ!?

合鴨：ちょ、ちょ、ちょっと待って……！（笑）

若林：起動しちゃうの!?

三田：シ、シナリオタイトルで、とんでもない、ことを、言われた、よ？

矢野：さらっと起動、とか言うなよ！　どんだけ苦労したと思ってるんだ、今まで！（笑）

ＧＭ：まあ、飽あくまでトレーラーは予定ですからね。さて、続いてハンドアウトを読み上げます。まずはミユキのハンドアウト。

合鴨：はーい。




●青峰ミユキ用ハンドアウト

ロイス：青峰タクミ　　　推すい奨しよう感情　Ｐ：庇ひ護ご／Ｎ：悔かい悟ご

　最強の敵、〝十字疵スカード〟は斃たおれた。

　とはいえ、事じ態たいは未だ解かい決けつには遠い。タクミは『至高天』からは解かい放ほうされたものの、その半身が水晶化してしまったままだ。

　だが、そのタクミに変化が訪おとずれた。閉とじられていた目がゆっくりと開き──そしてキミは、三年ぶりにタクミの声を聞いた。




合鴨：…………!!（絶ぜつ句く）

若林：タクミくんの目が覚めるの!?

三田：これはまたなんとも……。

矢野：遂に目覚めるのか。ようやくここまで来た、って感じだが……。

合鴨：そ、そうですね。それにまだ半身は水晶のままだから……。

三田：何が起こるかわからないよ～？

矢野：まったくだ。いきなり洗せん脳のう済ずみでないとも限かぎらん。

若林：怖こわいよう。

合鴨：ふ、不安だなあ。

ＧＭ：それでは次に九鬼のハンドアウトです。

三田：え、俺おれ？　俺がまさかのＰＣ②に!?（笑）

ＧＭ：いえ、今回はもうＰＣ番号というのをなくしました。その上で、ハンドアウトをオープニングの時じ系けい列れつ順に並ならべてみた結果なんですよ。なので、ＰＣ間ロイスもこの順番で決めてもらおうと思っております。

三田：なるほどねえ。了りよう解かい、了解。んじゃ、ハンドアウトをおくれー。




●九鬼用ハンドアウト

ロイス：柾木真　　　推奨感情　Ｐ：庇護／Ｎ：不安

〝十字疵スカード〟との戦いから数日後。『神曲』セルに軟なん禁きん状態である真がキミのもとを訪れた。




三田：おい！（笑）

ＧＭ：なんですか突とつ然ぜん。

三田：なんですか、じゃない！　真、前巻ラストのマスターシーンで美奈子のことを「お母さん」とか呼よんでたやん！

若林：そうですよ！　あたしがあの一言でどれだけ煩はん悶もんしたことか。うう、あたしと真くんって兄妹だったりするのかな……。

矢野：どうなんだろうな。洗脳されてるっぽくもあるが……。

若林：そうだ。九鬼さんのところに来るまでは何してたんだろう？

ＧＭ：この三日間ほど眠り続けていました。それは監かん視しモニターなどでも確かく認にんできています。

矢野：なるほどなあ。とりあえず成り行きを見守るか。しかし、罠わなとしか思えない。たったこれだけの文章でこの怪あやしさはすごい（笑）。

ＧＭ：まあまあ、続きを読み上げますよ。




　話を聞いてみると、なんと彼は〝プルガトーリオ〟永石美奈子に洗脳されかけ、なんとかそのもとから逃にげ出だしてきたのだという。『至高天』の起動が近づいた今、美奈子が動き始めたのだろうか？　彼かの女じよの狙ねらいは一体？




一同：ちょっと待てえええええええっ!!




　見事な全員一いつ斉せいのツッコミであった。




ＧＭ：なんですか、全員で。びっくりするじゃないですか。

矢野：びっくりしたのはこっちだよ！（笑）

合鴨：どこから突つっ込こんでいいのか分からない……。

若林：こ、これってどういう……。

三田：「洗脳されかけたから逃げ出した」って何だよ！（笑）

合鴨：何もかも怪あやしすぎますよ、これ（笑）。

ＧＭ：まあまあ、そのあたりは色々あったんですよ。

三田：色々、じゃねえええええええ！

ＧＭ：まあ、そのあたりはセッションを開始してから……ということで。

三田：そりゃそうなんだが……。なんで今回はトレーラーもハンドアウトも、何ひとつ信用できないんだよ！（笑）

若林：あ、あやしいですよねえ。

三田：《インスピレーション》のレベルを上げて、オープニングで出てくる情報を本当かどうか確たしかめる必要があるかもしれない（一同爆ばく笑しよう）。

合鴨：まず裏を取るんですね（笑）。

矢野：俺たちが信用できるのは、裏を取った情報と事実から判はん断だんできる情報だけだ（笑）。

若林：は、ハンドアウトから疑うたがわれるって……（笑）。

ＧＭ：くっくっく。では次に若林さんのハンドアウト、行きますよー。

若林：あ、は、はい。




●大門寺朱香用ハンドアウト

ロイス：〝プルガトーリオ〟永石美奈子　　　推奨感情　Ｐ：幸福感／Ｎ：悔悟

　適格者とマテリアルがすべて揃そろった。──だが、キミの最愛の母である永石美奈子の行方は杳ようとして知れない。

　そんなある日、真がキミの元を訪れた。なんでも、〝プルガトーリオ〟について話したい事があるという。




若林：……んー、九鬼さんと同じ感じかなあ。お母さんについてかあ。

ＧＭ：そうですね。基き本ほん的てきには九鬼とセットのオープニングを想定しています。

若林：はーい。

ＧＭ：では、最後に矢野さんのハンドアウトです。

矢野：うむ。







●闇条晃士朗用ハンドアウト

ロイス：〝プルガトーリオ〟永石美奈子　　　推奨感情　Ｐ：執しゆう着ちやく／Ｎ：憎ぞう悪お

〝十字疵スカード〟との戦いから数日後、前セルリーダー大門寺蔵人くろうどがキミを訪たずねてきた。彼は〝十字疵スカード〟が隠かくし持もっていた残り六つのマテリアルすべてを探さがし当あてたと告げ、それをすべてキミに譲ゆずり渡わたしてきた。これで『至高天』を起動するための要素はすべて揃ったこととなる。




一同：えええええええええ!?

矢野：……お、俺達が散々苦労してきたマテリアルが、ハンドアウトで揃ったぞ。

合鴨：本物なんだろうか……（笑）。

若林：おじいちゃんは何者なのよー！

三田：さ、三巻と四巻の間に一体何があったんだ。

矢野：いくらなんでも怪しすぎるな……。

ＧＭ：では、続きを読みあげますね。




　だが、キミの目的は〝プルガトーリオ〟永石美奈子に復讐することだ。未だ姿を見せない彼女だが──再さい会かいの時は、すぐそこまで近づいていた。




矢野：まあ、そろそろ出てきてもらわんとな。前回ラストのマスターシーンも気になるし。

若林：そうですよ！　お母さんと真くんは一体どうなってるの……。

合鴨：なんだか身み構がまえちゃいますね。

若林：もうとにかく早く始めましょう！　早く説明して！

三田：若林さんが焦じれ始めた！　無理もない、ハンドアウトが何ひとつ信用できない（笑）。

若林：もうトレーラーの「『至高天』が起動する」ってところまで怪あやしいですよ（一同笑）。

矢野：タクミが目を覚ます、っていうのは単なる事実だから、この目で見れば信用はできるんだが……それにしたって俺たちに都合がいい展てん開かいになりすぎてる。

ＧＭ：みんなすっかり疑うたぐり深ぶかくなってしまって……。

矢野：加納くん、なぜそうなったか胸むねに手を当てて考えてみるんだ。

ＧＭ：考えましたが、俺は何も悪くないという結けつ論ろんに達しました。というわけで、皆様レベルアップ作業のほうをお願いいたします。

若林：流されたー！（笑）




　ハンドアウトの時点で不信と不ふ穏おんが渦うず巻まく今回のセッション、果たしてどうなるのか。

　全員が不安を抱いだきつつも、ほどなくしてレベルアップ作業が開始された。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊







▼青峰ミユキ

ＧＭ：では、ハンドアウトの順にミユキから成長と固定ロイスの報ほう告こくをお願ねがいします！

合鴨（以下、ミユキ）：はーい。今回はエフェクトは新しん規き取得せず、レベルだけ上げました。

晃士朗：ミユキはピュアブリードだから、普ふ通つうより限げん界かいが高いからな。

ミユキ：そうなんです。なので《炎ほのおの刃やいば》と《地じ獄ごくの氷炎》を５から７に、《終末の炎》は３から５に、《氷炎の剣けん》もひとつ上げて４になりました。残りは４点です。

三田：安定した固こ定てい値ちになってきたなあ。

若林：そこがピュアブリードの強みですよね。ミユキちゃんかっこいい！

ミユキ：あんまり器用なことはできませんから、初撃にすべてをかけます！（笑）

ＧＭ：ＧＭとしてはそれが恐おそろしい（笑）。

ミユキ：固定ロイスはタクミに〝庇護〟と〝悔悟〟で、朱香ちゃんに〝愛あい情じよう〟と〝隔かく意い〟で取っています。前回と同じですね。

ＧＭ：了解しました。
















▼九鬼

ＧＭ：では、次に九鬼さんですね。

三田（以下、九鬼）：《イオノクラフト》と《ポルターガイスト》を取った。これでシナリオ中に大おお槌つちを購こう入にゆうして殴なぐる予定。

ミユキ：大槌って、要するにハンマー？（笑）

若林：ナイフで切って、パイルバンカーを撃うって、さらにハンマー……（笑）。

九鬼：攻こう撃げき力りよくは破は格かくだからねえ。《ポルターガイスト》専せん用ようにすればペナルティも関係ない。

ＧＭ：さすが三田さん……（笑）。

晃士朗：そしてどんどん内ない蔵ぞうメカが増ふえる九鬼であった。

九鬼：んで固定ロイスなんだけど、セシリアは確かく定ていとして、もうひとつはミユキにした。朱香のロイスはＰＣ間ロイスで取れるみたいだからね。

ＧＭ：なるほど、わかりました。
















▼大門寺朱香

ＧＭ：では、朱香の成長をお願いします。

若林（以下、朱香）：はい！　そろそろリアクション無む効こうとかガード不ふ可かに対たい策さくするため、《エネルギーシールド》を取りました。

九鬼：お、俺の一いち撃げきさえ届とどかなくなりつつある……！

朱香：で、次に暴ぼう走そうした時の保ほ険けんとして、《庇護の獣けもの》を取得して３レベルにしました。これで経験点は１点残り。

ＧＭ：了解しました。固定ロイスはどうなりました？

朱香：シナリオロイスがお母さんなので、真くんとミユキちゃんに取りました。真くんに対しては、〝執着〟と〝不安〟。

ＧＭ：〝執着〟ですか？

朱香：うん。いつも頭の中に真くんがいるような状態になりつつあるかなー、と思って。日にち常じようのふとしたときに、真くんが浮うかぶっていうイメージです。

ミユキ：…………（無言でニコニコしている）。

ＧＭ：ミユキの笑顔が怖い（笑）。

ミユキ：いいのよ（笑）。

朱香：恋こい心ごころなのかはわかんないけど、ついつい思い出しちゃう感じです。

ミユキ：でも、考えてみれば奇き縁えんですよね。ずっと戦っていたのに、今この状態って。

朱香：うん……。ピッツァを拾ってから色々あったよ。マテリアルと過剰に適てき合ごうしちゃっていなくなったり……。

ミユキ：いなくなってる間のことは覚えてない、って言ってたっけ。

ＧＭ：そうですね。三巻であなた方と再会した時にそう言っていました。

晃士朗：一いち応おうブレイクエンドは捕ほ虜りよって扱あつかいだからな。そこは忘れるなよ。

朱香：はーい。で、ミユキちゃんには〝信しん頼らい〟と〝不安〟。誰より信じてるし、失いたくない人なので。
















▼闇条晃士朗

ＧＭ：では、最後に晃士朗です。

矢野（以下、晃士朗）：うむ。《波は紋もんの方ほう陣じん》を１から５レベルに、《先手必勝》を４から５レベル、〈ＲＣ〉を９から13まで上げた。これで経験点は使い切ったぞ。

ＧＭ：なるほど、ミユキと同じく今持っている能力を堅けん実じつに伸のばしましたね。

晃士朗：うむ。ちなみに行動値ちは27になった。前回１レベル足りずに〝十字疵スカード〟に先手を取られて悔くやしかったからな！

九鬼：晃士朗は相手にダイスペナルティを与あたえるから、先手を取るのは重要だよね。

晃士朗：そうそう。それに〝十字疵スカード〟とプルガトーリオは同等の力を持ってたんだろ？　だとしたら同じくらいの行動値は覚かく悟ごしていいと思った。

ＧＭ：なるほど、了解です。

晃士朗：それと、固定ロイスは相変わらず百も々も菊ぎくとプルガトーリオ。以上だ。



















　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では、最後にＰＣ間ロイスを決めましょう。最初に言ったとおり今回はハンドアウトどおり、ミユキ[image: ]九鬼[image: ]朱香[image: ]晃士朗[image: ]ミユキの順番です。

ミユキ：まずは私わたしですね。九鬼さんには〝信頼〟と〝不安〟で取りました。優やさしい人なので信頼できるけど、優やさしすぎるのが不安なので。

朱香：九鬼さんは優しいからねえ……。

晃士朗：子こ供どもに懐なつかれるからな（笑）。

九鬼：まあ、そういう生き方を選んじゃったんだよ（笑）。

ＧＭ：では、その九鬼さんから朱香へのロイスです。

九鬼：ん、朱香のことは前からパートナー扱いしているので〝信頼〟と〝脅きよう威い〟。あのガード能力は脅威としか………！（笑）

ＧＭ：ああ、なるほど（笑）。

ミユキ：……そういえば、九鬼さんのロイスは全部子供が対象ですね。シナリオロイスは真くんで、あとはセシリアさんと朱香ちゃんと、私。

九鬼：お、本当だ。意い識しきしてなかったんだけどねえ。

ＧＭ：実に九鬼らしいと思いますよ。では、次に朱香から晃士朗へ。

朱香：はーい。リーダーにはチームとしての〝連帯感〟はあるけど、やっぱり打うち解とけないので〝隔意〟です。本音で語ってくれないので（笑）。

晃士朗：お前ら相手に本音をぺらぺら出すようなマネができるか。

朱香：ほら、やっぱり壁かべがあるー（笑）。

ＧＭ：では、最後に晃士朗です。

晃士朗：ミユキに対してか。大分安定してきたんだよな、ミユキは。

九鬼：そうだねえ。真を犠ぎ牲せいにしてタクミを助ける、って誘ゆう惑わくも突つっぱねてたし。

晃士朗：仇を目の前にしても落ち着いていたしな。じゃあ、その変化を評ひよう価かしてポジティブは〝有ゆう為い〟にしよう。逆ぎやくに変わらない自分を見せ付けられるので〝劣れつ等とう感かん〟を抱だいている。

ＧＭ：わかりました。では、セッションを開始しましょう！

一同：はーい！


















《イオノクラフト》　イオノクラフト効果により飛行状態になって移動するブラックドッグのエフェクト。

《ポルターガイスト》　電磁力により武器を遠隔操作するブラックドッグのエフェクト。

《エネルギーシールド》　純粋なエネルギーの盾で、防御不能の攻撃さえ防ぐサラマンダーのエフェクト。

《庇護の獣》　暴走を受けていてもカバーリングとガードが可能になるキュマイラのエフェクト。












　　　　ＯＰＥＮＩＮＧ ＰＨＡＳＥ







◆Opening01◆待ちわびた目覚め

Scene Player ── 青峰ミユキ




〝十字疵スカード〟との戦いから数日後──ＵＧＮの京都での活動は実じつ質しつ停止し、『神曲』セルは晃士朗がその実権を握にぎっていた。

　その間、ミユキはタクミにつきっきりだった。半身が水晶になっているとはいえ、三年間、ずっと念願だった弟の姿なのだ。

　そして──。




ＧＭ：では、まずはミユキのオープニングですが……。

晃士朗：そうだ、その前に確認したい。今京都はどういう状況なんだ？

ＧＭ：おお、ちょうどそれを説明しようと思っていました。〝十字疵スカード〟との戦いからは数日が過すぎております。ＵＧＮ京都支部は戦力のほとんどを失い、事実上活動不ふ能のう。『神曲』セルはセルリーダーの美奈子が不ふ在ざいであるものの、晃士朗の手しゆ腕わんでなんとか安定しています。

晃士朗：ふむ……。あとは適格者とマテリアルか。

ＧＭ：朱香はもちろん、タクミと真も監視付きで保ほ護ごしています。マテリアルは〝十字疵スカード〟が所持していた『脳のう髄ずい』と『左目』、真と融ゆう合ごうしている『右目』と『脊せき椎つい』の四つを確かく保ほしている状態ですね。

朱香：そっか、真くんもまだいるんだね。普ふ段だんはどうしてるの？

ＧＭ：前巻の状況と変わらず、マテリアルの暴走を防ふせぐため一日の大半は眠ねむっています。

朱香：そっか……。ちょくちょくついててあげよう。

九鬼：どうなるのかが不安で仕方ないけどねえ。

ミユキ：しょっちゅう会いに行ってますよ。朝あさ昼ひる晩ばんの食後と学校から帰った後や訓練の後は必ずタクミの顔を見に行きます！

朱香：嬉しそうだなー。この二、三日はずっとそうしてるよね、きっと。

ミユキ：うん。だって心配なんだもん、水晶化は進行してると思うし……。

晃士朗：そういえば前回聞いてなかったが、タクミの身体はちゃんと成長してるのか？

ＧＭ：いえ、三年間肉体は年をとっていません。

ミユキ：そっか……。じゃあ、三つ年の差が開いちゃったんだ。

ＧＭ：では、そんなある日のことです。いつもどおりミユキはタクミの傍かたわらにいます。

ミユキ：きっと医い務む室しつとかですよね。ベッドの横でバイタルを確認しながら顔を見ています。

ＧＭ：では──不意に、タクミの半身、水晶化している部分が淡あわく光ります。

ミユキ：タクミ!?　いやだ、怖い……。ヒビでも入ったらどうしよう……？




　ぼんやりと淡く、そしてどこか温かな光がタクミの水晶化した部分から放たれる。

　不安げに見つめながら、ミユキはタクミの生身の手を握にぎりしめ、何度も名前を呼よび続ける。




ＧＭ：では、そのうちにタクミに変化が見えます。

ミユキ：（不安げに）ええ？

ＧＭ：ゆっくりと、タクミがその目を──水晶化していない左目を開き始めます。

ミユキ：!!




　それはミユキにとって、三年間待ち望んだ変化だった。

　タクミが目を開けている。タクミが自分を見ている。

「あ…………」

　ミユキの目に、みるみる涙なみだが溜たまっていく。

　そんなミユキを見ながら、タクミはゆっくりと口を開いた。

「…………おねえ、ちゃん？」




ミユキ：逸はやる気持ちを抑おさえて、囁ささやきかけるように言います。「そうよ……見えるのね？」

ＧＭ：「うん……わかるよ……」

朱香：よかったねえ……。

晃士朗：ここまで七セッションか。長かったなあ……。

ミユキ：タクミ、痛いたいところはない？

ＧＭ：「……わからない。痛いのか、そうじゃないのか、とか」

ミユキ：……そう。じゃあ、急いでマレボルジェの医い療りよう担たん当とうの人に連れん絡らくをします。ナースコールみたいなのがきっとあると思うので。

ＧＭ：わかりました。




　待ち望んでいたタクミの覚かく醒せい。衝撃と喜びで混乱を抱かかえながらも、弟の前で一いつ生しよう懸けん命めい平静を装よそおいながら、ミユキは医療担たん当とう者しやの呼よび出だしを行った。

　そんなミユキの背せに、不意にタクミが小さくつぶやいた。




ＧＭ：「三年間……いろんなことが、あった」

ミユキ：タクミ……？

ＧＭ：「あの中から……ぜんぶ、見てた」ゆっくり、言葉を選んで話しはじめます。

ミユキ：無理はしないで……。

ＧＭ：「おねえちゃんが……戦わなきゃ、いけなく、なったのは……ぼくの、せい……？」

ミユキ：そんなことない！　そんなこと……タクミのせいだとか、言わないで……。




　涙なみだ声ごえで、絞しぼり出だすようにミユキはそう言った。三年間戦い続けて、タクミのせいだと思ったことなど一度もない。すべてミユキが自分で選んだ道なのだ。




ミユキ：……聞きたいことが沢たく山さんあったはずのに、何から聞いたらいいかわからない。

朱香：そうなるよね……。

ミユキ：あ、でもこれは聞いておきたいな。タクミ、元の姿に戻もどりたいよね？

ＧＭ：「…………そう、だね。戻りたくないはずはないよ」

ミユキ：お姉ちゃん、頑がん張ばるから。タクミが元の姿に戻もどれるように、頑張るから。

ＧＭ：「……無理は、しないで。ぼくのために……お姉ちゃんを、犠牲にしたくない」

ミユキ：……答えが難むずかしいなあ。話をそらしちゃおう。それより、今はようやく目が覚めたんだから、ゆっくり話をしましょう。

ＧＭ：「うん。……ありがとう、お姉ちゃん。それと……朱香さんは大だい丈じよう夫ぶ？」

朱香：お、え、あたし？

晃士朗：……そうか、三年前に朱香を死に追いやったことを覚えてるのか。




　美奈子が残していた情報から知り得た事実。それは家族を失ったショックで暴走したタクミが朱香を死に追いやり、その後美奈子が『至高天』で朱香を蘇よみがえらせたということだ。




ミユキ：……ええ。大事な私のパートナーよ。

ＧＭ：「そっか……うん、わかったよ。落ち着いたら──お姉ちゃんもそうだろうし、朱香さんも聞きたいことが色々あると思うんだ。ぼくも、話したいことがあるしね」

ミユキ：ええ。でも無理はしないで。

ＧＭ：「うん。──そうだ、お姉ちゃん」

ミユキ：なに？

ＧＭ：「……ただいま」

ミユキ：ええ。おかえりなさい……。




　はにかむように、再会を喜ぶ姉と弟。ふたりは、自然に手をぎゅっと握にぎりあっていた。







◆Opening02◆帰ってきた少年

Scene Player ── 九鬼




　マレボルジェ内、九鬼の私し室しつ。部屋中に端たん末まつや機械部品、雑ざつ多たな武ぶ器きの転がった乱らん雑ざつ極まる部屋だ。その中で、九鬼は人工知ち能のう『テセウス』と、その制せい御ぎよ下で様々な機き能のうを発はつ揮きする特殊防ぼう弾だんコートのメンテナンスとバージョンアップを行っていた。




ＧＭ：次のシーンです。シーンプレイヤーは九鬼で、途と中ちゆうから朱香も登場。

朱香：はーい。

九鬼：んじゃ、俺はテセウスのバージョンアップと武器の更こう新しんをしている。んー、パイルバンカーひとつじゃ足りないよねえ……やっぱ大槌ハンマーかなあ……（笑）。

ＧＭ：では、しばらくするとドアがノックされます。

九鬼：開いてるよー。

ＧＭ：「失礼します」と言って、入ってくるのは真です。

晃士朗：ハンドアウトでも書いてたが、直ちよく接せつ出てくるのか。くそ、詰きつ問もんしてえ（笑）。

九鬼：ま、とりあえず普通に応おう答とうするかねえ。やあ、キミか。散らかってるから、物踏ふまないように気をつけてねー（笑）。

ＧＭ：「……すごい部屋だな」と、半ば呆あきれたように。

九鬼：メンテの最中に入ってくるのが悪いよ。んで、何？　決着でもつけに来たの？

ＧＭ：「まさか。今さらそんなことをする意味はないよ」

九鬼：ブレイクエンドくんも大人になっちゃったなー。つまんないなー（笑）。

ＧＭ：「そりゃあ……色々あったから」と苦笑します。

九鬼：ん、まあ、そうか。……お父さんのことは大変だったと思ってるよ。




　柾木真。本名、真田賢人さなだ・まさと。前回、九鬼たちとの戦いでジャームとなり、命を落としたＵＧＮ京都支部長・〝十字疵スカード〟こと真田六ろく郎ろうは、彼の実父だ。

　彼は父の「大たい義ぎ」──『至高天』を使い、オーヴァード、潜せん在ざい的てきな感かん染せん者しやを問わず全てのレネゲイドを根絶するというもの──に異いを唱え、ＵＧＮに居いられなくなるのを覚悟で九鬼たちと共闘した。その後、『至高天』起動に必要だからという理由でマレボルジェに軟禁状態となっている。




ＧＭ：「……済すんだことだよ。それに、自分で決めたことだから」

九鬼：そうかい。で、それなら何の用？　朱香に告白する決心でもしたの？（一同爆笑）

ＧＭ：「な、な、なんでそうなるんだよ!?」（笑）

ミユキ：こんなヘタレにそんな度ど胸きようないやい！

朱香：ミ、ミユキちゃん……。

九鬼：なんだ、違ちがうのか。

ＧＭ：「い、今はそんな場合じゃないだろ」と、咳せき払ばらいをしてから真しん剣けんな表ひよう情じように戻ります。「……そうじゃなくて、プルガトーリオのことなんだ」

九鬼：んー……？　それは──朱香も一緒に話を聞いた方がいいかい？

ＧＭ：「この後、直接話をしに行こうと思ってたけど……」

九鬼：子供だけでそんな話はさせられないよ。一応、大人だからねえ。話をするなら、朱香も呼んでまとめて話した方がいい。

ＧＭ：「……ありがとう」と、真は頭を下げます。では、ここで朱香も登場ということで。

朱香：わかりましたっ。ええと、あたしのところに来てもらうのがいいかな？

ＧＭ：そうですね。大体時じ刻こくは夕方ごろを想定しています。

朱香：んー、じゃあトレーニングしてます。

九鬼：オッケー。じゃあ真に言うよ。今いま頃ごろトレーニングしてると思うからさ、とりあえず朱香のところに行こう。そう言ってついてくるように促うながすよ。

ＧＭ：「わかりました」と言って、真は九鬼の後に続きます。




　九鬼と真が向かってきていることなど知らず、朱香はひとり日課のトレーニングを続けていた。ミユキと一緒に行うのが常つねだが、彼女は今弟のところに行っている。

　ミユキの弟──タクミのことを思い出すと、朱香は連れん鎖さ的てきに真のことを思い出していた。




朱香：ちょっと真くんのことを思い出しながらランニングとかしてます。真くん、これからどうなるんだろう……。身体の調子大だい丈じよう夫ぶかな。

九鬼：朱香がすっかり恋こいする乙女おとめに。

ミユキ：（悔くやしそうに）くっ…………。

朱香：あ、いや、プリプレイでも言ったけど、恋かどうかはわかんないよ？（笑）　ただ、何か気になって、真くんのことを考えちゃう。

九鬼：んじゃ、そのへんで声をかけよう。朱香ー、もう五〇キロも走ってるよ？（笑）

朱香：ふぇぇぇ!?　ど、どうりで汗あせが出ると思ったんだよ！（笑）

九鬼：はは、お疲つかれさん。ところでお客さん連れて来たんだけど、いいかい？

朱香：あ、え、うん。いいよ？　誰？

九鬼：お許ゆるしが出たし、入ってこいよー。

ＧＭ：「……やあ」と、真が入ってきます。

朱香：え、あ、し、真くん？　ちょ、ちょっと待って、あたしこんなに汗あせまみれで……！　あ、でもそんなの普通だよね？　なのにどうしちゃったんだろう、あたし！（一同笑）

ミユキ：なんだか朱香ちゃんが乙女の反応を……！　悔くやしい……けど可愛かわいい……!!（笑）

朱香：九鬼さんだと平気なのに、真くんだと気になる。汗あせだくで透すけブラなので（笑）。

ＧＭ：「つ、都合が悪いなら改めるけど……」と、真もそれに気づいて目をそらそう。

朱香：だ、大丈夫！　上にジャージ羽は織おったから！

ＧＭ：「あ、う、うん。急にごめんね、大門寺さん」
















九鬼：…………やれやれ、青春してるねえ。それより真、本題、本題。

朱香：あ、そうだ。何か用……なんだよね？

ＧＭ：「ああ……うん。九鬼さんと、何より大門寺さんには伝えておく必要があるんだ」

朱香：……………うん。

九鬼：長くなりそうだねえ。少し座すわって話そうか。

ＧＭ：「わかった」




　九鬼に促うながされ、トレーニングルームのベンチに並ならんで座すわる真と朱香。彼らの脇わきで、九鬼は壁にもたれかかって立っている。

　数秒の沈ちん黙もくが流れたあと、真は本題を切り出した。




ＧＭ：「話というのは──〝プルガトーリオ〟永石美奈子についてだ」

朱香：その名前が出てきたので一いつ瞬しゆんびくっとなります。お母さん……？

九鬼：ふむ……？

ＧＭ：「それは──」と、真が語りはじめます。ここで一度シーンを終了して、彼の説明を回想という形でマスターシーンで演えん出しゆつしますね。




　未だ姿を見せぬ〝プルガトーリオ〟永石美奈子。

　果たして、真は彼女の何を見たのだろうか──？







◆Opening03◆暗あん闘とう

Master Scene




　マテリアル、そして適格者が揃い、『至高天』の起動の時は確かく実じつに近づいている。

　その影で、ひとり孤こ独どくな抵てい抗こうを続ける少年の姿があった。




ＧＭ：では、ここはマスターシーンとなります。

九鬼：お、了解。つまりこれがさっきのシーンでの真の独どく白はくの内容ってわけだねえ。

ＧＭ：そういうことです。──まず少し時間を遡さかのぼって、真の身に起こったことを演出します。

朱香：前巻のラスト[image: ][image: ]！（笑）

晃士朗：あの「母さん」発言の真意が明らかになるのか？

ＧＭ：その通りです。というわけで、時間は前巻のラスト、〝十字疵スカード〟との決着直後。晃士朗のオープニングから二、三日前というあたりです。




　マレボルジェ内で軟禁状態の真のもとに、空間を歪ゆがめたゲートを用いて現れたのは、『神曲』セルリーダー、〝プルガトーリオ〟永石美奈子。

　そっと揺ゆするだけで目覚めた真の顔を覗のぞき込こみ、彼女は微笑ほほえんだ。

「そろそろ行くわよ、真」

「はい、準じゆん備びはできてます──母さん」




ＧＭ：ここで、プルガトーリオはＥロイス〝歪ゆがんだ囁ささやき〟を使用。真が持つ〝プルガトーリオ〟永石美奈子に対するロイスの感情を〝幸福感〟と〝偏へん愛あい〟に書かき換かえます。

晃士朗：なるほど、そういうカラクリか。

朱香：って、やっぱり洗脳されたんじゃん！（笑）

ミユキ：でも、ここからどう九鬼さんや朱香ちゃんのハンドアウトにつながるんだろう。

ＧＭ：真が母さん、と答えたのを見て、プルガトーリオは我わが意を得たり、と微び笑しようします。「そう、それでいいのよ。じゃあ、あなたに今からお願いをするわね」

朱香：お願い……。

ミユキ：洗脳した真くんに命令、ってことですよね……。

ＧＭ：「材料はそろいつつある。あなたはなんとしても『至高天エンピレオ』を起動させるの。その為ために、自分の身と、朱香と、タクミを守りなさい」と、念を押おすように彼女は言います。

九鬼：なるほどねえ。真は起動を嫌いやがってたから……。

晃士朗：真に起動させて、横からかっさらう魂こん胆たんなのかもな。

ＧＭ：真がこくりと頷うなずくのを見て、プルガトーリオは満足し、再ふたたびゲートを開いてその場から立ち去ろうとしますが──そこで、ある現げん象しようが発生します。




　顔を上げた瞬しゆん間かん、真はハッキリとした違い和わ感かんに気付いた。

　──今去ろうとするこの女性は、母親などではない。




朱香：え─────!?

ミユキ：ど、どういうこと!?

九鬼：むう……。

晃士朗：……母親じゃない？

ＧＭ：ひとまず描写を続けますね。




　プルガトーリオの力は、人の記き憶おくや認にん識しきすら書かき換かえてしまうものだった。それにより彼女は、真が自分を母として慕したうように仕向けたのだ。

　だが、真の体内にあるマテリアルのひとつ──『脊椎』は、侵蝕率の上じよう昇しようと引ひき換かえに肉体を正せい常じような状態に戻もどす力を持っていた。それは、負ふ傷しようや疲ひ労ろうを含ふくめたあらゆる悪あく影えい響きようを正常に戻すように働いていたのだ。




晃士朗：確たしか『脊椎』の効こう果かってクリンナップにＨＰを40点回かい復ふく、だったよな。

ＧＭ：そうです。それに加えて、真はバッドステータスなどのあらゆる悪影響を消去できます。つまり、〝歪んだ囁き〟も悪影響と判断されます。

九鬼：じゃ、じゃあここで洗脳が解とけるのか！　クリンナップで！（笑）

ＧＭ：そうなります。ちなみにこれは、真が他のレネゲイドを活かつ性せい化かさせるＤロイス〝触媒カタリスト〟を持っているため、マテリアルが過剰反応した結果です。ここで真は美奈子のロイスをタイタスにしてしまいます。

晃士朗：なるほど。意外とＤロイスは支し援えん系けいだったんだな。

ミユキ：すごいな真くん……自力で帰って来た……どこまでＰＣ①なんだろう……（笑）。

朱香：で、でも二巻のラストみたいにバーって光ってどっかいっちゃわないの!?

ＧＭ：ずっと着けていたためか、ある程てい度ど制御ができるようになっているようです。

朱香：（少し安あん堵どした表情で）そっかー……。

九鬼：しかし、これで俺や朱香のハンドアウトにつながるのか。

朱香：うわー……。ど、どうしたらいいんだろう……。

ＧＭ：洗脳から逃のがれた真は、頭ず痛つうを覚えながら部屋の外へと向かいます。




「大門寺さんに……伝えないと……」

　プルガトーリオが姿を消してすぐ、真は部屋の外に向かおうとする。だが、マテリアルの暴走を防ぐため、身体の防ぼう衛えい本ほん能のうは彼を深い眠りへと誘いざなっていった──。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




朱香：このあと三日間眠って、起きてすぐ九鬼さんやあたしに話しに来たってことだね。

ＧＭ：そういうことになります。

ミユキ：……洗脳されかけたけど、マテリアルの力で助かったってことだったのね。

九鬼：俄にわかには信じがたいが、こうしてマスターシーンでＥロイスまで使われちゃねえ。

朱香：……でもまあ、なんだかこう、ホッとしたような。

晃士朗：いや、俺はそれでも信用ならん。なにせ『デザイア』だからな！（笑）

九鬼：うん、実は俺も《インスピレーション》を使いたいと思ってる（笑）。

ＧＭ：ふっふっふ。では、次がオープニング最後のシーンです。






〝歪んだ囁き〟　誤解や妄想を植え付けることで、他者の感情を操るＥロイス。

〝触媒（カタリスト）〟　他者のレネゲイドを活性化させ、追加行動を行わせるＤロイス。









◆Opening04◆全て揃そろう時

Scene Player ── 闇条晃士朗




　セルリーダー不在の『神曲』セル。ＵＧＮは実じつ質しつ的てきに活動を停止したとはいえ、美奈子、そして残りのマテリアルの行方など、問題はまだ山積みだ。

　その日も、晃士朗は雑ざつ務むに追われていた。




ＧＭ：では、最後に晃士朗のオープニングです。

晃士朗：んじゃ、また美奈子の部屋で机つくえに座ってるか。

ＧＭ：わかりました。では、不意に扉とびらがノックされます。

晃士朗：ふむ、ジジイが来るのか。……どうしたものかな。

ＧＭ：「失礼するよ」と、返事を待たずに老人──大門寺蔵人は支部長室に入ってきます。

晃士朗：あんたからこっちに来るなんて珍めずらしいな。用よう件けんは何だ？

ＧＭ：「いやいやいや、これが必要だと思ってね」




「入りたまえ」

　そう言って蔵人が二、三度手を叩たたくと、彼の部下であろう黒服の男たちが現れた。

　人数は六人。それぞれがひとつずつ、アタッシェケースを抱えている。




晃士朗：眉み間けんに皺しわを寄よせながら見ている。

ＧＭ：「私からの気持ちだ。受け取ってくれたまえ」と言うと、黒服たちがアタッシェケースを開きます。そこには……。

晃士朗：残り六つのマテリアル……か。

ＧＭ：その通りです。水晶でできた人体のパーツのようなもの──『至高天』の起動に必要とされる一〇個のマテリアル、その残りがすべて揃っています。

朱香：あ、あたしたちがあれだけ苦労したものを……（笑）。

ミユキ：あっさりと持ってこられちゃいましたね。

晃士朗：俺たちが手に入れたマテリアルもあるんだよな。

ＧＭ：あります。〝ストラグル〟と戦った時に手に入れた右手と肺はい、ピッツァの時の心しん臓ぞうと右足。そして、所しよ在ざいが全く分かっていなかった左手と左足。

晃士朗：これで揃った……ってことか。全部本物だったらって前ぜん提ていだがな。

九鬼：そういえば、美奈子が『左手』でピッツァのマテリアルを抜ぬき取とっていたよね。

朱香：……それがあったら真くんのマテリアルも外せる!?

ミユキ：逆に言えば、それができれば本物ってことですよね……。

晃士朗：（苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔で）……で、なんだこれは？

ＧＭ：「見ての通りのものだよ。遠えん慮りよなくおさめてくれたまえ」

晃士朗：どうやって手に入れやがった？

ＧＭ：「簡かん単たんなことだよ。先日〝十字疵スカード〟が攻せめ込こんできた際さい、彼が近きん隣りんの施し設せつに隠かくしていたものだ。それを私が部下を使って探さがし出だしたというわけだね」

晃士朗：……隠していた、だと？　なら何故なぜお前がその隠し場所を調べられたんだ？

ＧＭ：「キミたちのおかげだよ」と、蔵人はニンマリと笑顔をつくります。「キミたちが〝十字疵スカード〟と戦い、彼を引きつけてくれたおかげだ」




　したり顔で蔵人は自らの功こう績せき（と、彼が思っている）を語りはじめる。ジャーム化を恐おそれず乗のり込こんできた〝十字疵スカード〟が、『至高天』起動のために他のマテリアルを持ってきていたことは容よう易いに想そう像ぞうができたこと。晃士朗たちが〝十字疵スカード〟と交戦中に自らの手て勢ぜいをすべて使ってその隠し場所を探し当てたこと──。




晃士朗：ふむ……一応そういうことにしておいてやろう。

九鬼：まあ、この爺じいさんがずっと〝十字疵スカード〟と争っていたのは事実だからねえ。直接やり合わずに受け流し続けてた、ってだけでも政せい治じ力りよくはあるのかもしれない。

朱香：なるほどー……。ただの小者でもないのか（笑）。

ＧＭ：なお、マテリアルと一緒にそれに関する資し料りようなども渡わたされます。すべて〝十字疵スカード〟が纏まとめたものですね。

晃士朗：ふむ。……で？　こいつを俺に渡わたすのはどういうつもりだ？

ＧＭ：（揉み手をしつつ）「降こう伏ふく宣せん言げんと受け取ってくれ。〝十字疵スカード〟を倒たおした以上、キミたちとやり合って勝つことは不ふ可か能のうだし、少しでも心しん証しようをよくしておきたいからね」

九鬼：ご、ごますり……（笑）。

朱香：やっぱりただの小者だった！

晃士朗：はん、なるほどな。だがな、これで何かの便べん宜ぎを図ってもらえると思うなよ？　お前に対する扱いは変わらない。それなりの立場は保ほ障しようしてやるが、それだけだ。

ＧＭ：「あ、ああ。それで構かまわない。私が安全に暮くらせればそれでいいんだ」と、少しおびえたような様子で言います。

晃士朗：ならいい。マテリアルそれを床ゆかの上に置いて、とっとと出て行け。

ＧＭ：「あ、ああ。……失礼するよ」

晃士朗：あ、いや──ちょっと待て。ひとつ質しつ問もんがある。




　立ち去ろうとした蔵人を晃士朗が呼よび止とめた。何事か、と振ふり返かえる蔵人に、晃士朗がふと浮うかんだ質問を投げかける。

「爺さんよ、あんたは仮かりにも『神曲』セルの前リーダーだったんだ。『至高天』を使って叶かなえたい願いがあるんじゃねえのか？」

　至し極ごく当然の質問だ。『神曲』セルはもともと『至高天』を研究し、最終的にはそれを起動させて自らの願いを叶えたいものが集まっているセルなのだ。

　蔵人は数度目を瞬しばたかせてから答える。

「私の、願い？」




ＧＭ：「………なんだったかな」

ミユキ：この期に及およんで……（笑）。

朱香：もうやだこの人！

九鬼：なんだかどんどん不安になってくるねえ。

晃士朗：韜とう晦かいしやがって。脅おどしとして周囲の黒服を殺してやろうかな。

ＧＭ：「そんな怖い顔をしないでくれよ……。本当にちょっと思い出せないんだ」はは、と決まりが悪そうに愛想笑いをします。

晃士朗：ふむ？　……まあ、今はそれでいい。とっとと行け。

ＧＭ：「そ、そうさせてもらうよ……」と、蔵人が振ふり返かえろうとした瞬間、ドアが開きます。

晃士朗：何？

ＧＭ：部屋に入ってくる人物を見て、蔵人は思わず戦せん慄りつする。

晃士朗：おい、それはまさか……。

ＧＭ：はい。入室してくるのは、長い髪かみの女性──〝プルガトーリオ〟永石美奈子です。

一同：ええええええええ!?




「しばらくだったわね」

　肩かたにかかる髪をそっと手で背せ中なかに流しながら、美奈子は晃士朗に微笑んだ。今まで行方をくらませていたはずの彼女が、唐突に姿を現したのだ。

　さしもの晃士朗も驚おどろきを隠かくせず、蔵人にいたっては、表情が恐きよう怖ふと驚きよう愕がくに染そまっていた。




ＧＭ：美奈子は蔵人を一瞥だけして、くすりと笑ってから晃士朗に視線を戻します。

晃士朗：てめえ……。

朱香：お、お母さん…………！

ミユキ：どうして美奈子さんが……。

九鬼：こ、ここで出るのは想定外だよ！　だって真になんか仕し掛かけてたのに！（笑）

晃士朗：……わからん、こいつはマジで何を考えてるんだ。

朱香：ううー…………。

ＧＭ：「ちゃあんと『神曲』セルを守っていてくれたのね。感心よ、フラジャイル」

晃士朗：……はん、てめえのためじゃねえよ。

ＧＭ：ちなみに、蔵人は恐怖に満ちた表情でぷるぷる震ふるえています（笑）。

朱香：お、おじいちゃん……。

ＧＭ：「わ、わしはこれで失礼するよ!?」と、蔵人は黒服を連れ、慌あわてて逃にげるようにその場を去ります。美奈子は特に反応を見せません。

晃士朗：相手にする価か値ちも無いってツラだな。……で、今頃何しに出てきやがったんだ？

ＧＭ：「何をしに……って、『神曲』セルの目的を果たしに来たのよ」

晃士朗：目的だと？

ＧＭ：「ええ。……まずはケルベロスのメンバー全員を集めてくれるかしら？」

朱香：あたしは出るよ、超ちよう出る！　言われなくても登場するよ!?（笑）

晃士朗：……はん、拒きよ否ひ権けんはなさそうだな。全員に召しよう集しゆう命令を掛かける。

ＧＭ：では、そこでシーンを終了します。




　すべて揃ったマテリアルと、ここに来て姿を見せた〝プルガトーリオ〟永石美奈子。

　彼女の狙いは一体なんなのだろうか──？










　　　　ＭＩＤＤＬＥ ＰＨＡＳＥ







◆Middle01◆帰ってきた女

Scene Player ── 大門寺朱香




　揃そろったマテリアル、目覚めたタクミ、洗せん脳のうから逃のがれた真。

　そして──ふたたび姿すがたを見せた〝プルガトーリオ〟永石美奈子ながいし・みなこ。

『至高天エンピレオ』を起動する材料は、まさに揃ったと言っていい状じよう態たいだった──。




ＧＭ：では、ミドルフェイズは晃こう士じ朗ろうのオープニングの直後からはじまります。シーンプレイヤーは朱香ということで。

朱香：はーい。うう、どきどきする……。

晃士朗：じゃあ、とりあえず用よう件けんは告げずに「すぐに集まれ」とだけ連れん絡らくしよう。

朱香：あ、真くんはどうするの？

晃士朗：んー……あいつは連れてこないほうがいいな。俺おれはまだ信用できん（笑）。

九鬼：そうだねえ。ま、一いち応おう捕ほ虜りよって扱あつかいだし、そもそもあいつは一日の大半寝ねるんだよねえ。なら、タクミと同じ病室にでも叩たたき込こんでおくよ。

朱香：プレイヤーの心しん情じよう的てきには真っ先に向かいたいけど、朱香はまだお母さんが来てるなんて思ってもいないから、ミユキちゃんと一いつ緒しよに行くよ！（笑）

ミユキ：じゃあ病室で合流して、部屋に向かう感じかしら。

朱香：うん。ついでだから九く鬼きさんも一緒に。

九鬼：ほいほい。まあ、おじさんはついででいいよ（笑）。

朱香：リーダー、来たよー！

ＧＭ：では、司令室の扉とびらを開けると、そこには晃士朗の姿と、美奈子の姿があります。




　扉を開けた瞬しゆん間かん、三人は思わず絶ぜつ句くした。

　それも無理からぬこと──思ってもいない人物が、目の前に立っていたのだ。

　驚きよう愕がくする三人に、美奈子は平時と変わらぬ笑顔を向ける。




朱香：お、お母さん……!!

ミユキ：（息を吞のんで）美奈子、さん…………。

九鬼：……おいおい晃士朗、こいつはどういうことだい？

晃士朗：……俺が聞きてえよ。

ＧＭ：美奈子はまず朱香のほうを向いて、優やさしく微笑ほほえみます。「久ひさしぶりね、朱香。連絡できなくてごめんなさいね？」

朱香：う、ううん、いいの……。それより、あたしお母さんに聞きたいことが！

晃士朗：そうだな、聞きたいことは山ほどある。

ＧＭ：「質しつ問もんの前に──」と、美奈子はあなた方を制せいします。「全員揃ったことだし、セルリーダーとして、あなたたちに指令を伝えるわね」

晃士朗：指令だと？

ＧＭ：「ええ」と頷いて、美奈子はあなた方にきっぱりと告げます。




「条じよう件けんはすべて揃ったわ。『至高天エンピレオ』を起動させなさい」




一同：えええええええええええ!?

九鬼：早い、早いよ！　まだミドルに入ったばかりだよ!?

ミユキ：起動……って……。

朱香：お、お母さん……？

晃士朗：『神曲』セルの目的……なるほどな、そういうことかよ。

ＧＭ：「そもそも、それが私わたしたちの目的でしょう？　何か問題があって？」

九鬼：大有りだねえ。そもそも、条件が揃ったってのはどういうことだ？　具体的な起動方法はどうするんだい？

ＧＭ：「順を追って説明しましょうか。まず──『至高天』の起動に必要な一〇個このマテリアル、それは揃ったわね」と、彼かの女じよはマテリアルの入ったケースを示しめす。

朱香：あれって……。

晃士朗：……あの蔵人ジジイが持ってきたモンだ。〝十字疵スカード〟が隠かくしてたのを奪うばってきたらしい。

九鬼：ま、そのうちふたつは真の中……だけどねえ。

朱香：……『左手』が本物なら、それも抜きとれるんだよね。

ミユキ：そうね……。

ＧＭ：「察しがいいわね、朱香。そう──そこにある『左手』を使えば、真の身体からマテリアルは抜ぬき取とることができるわ。少しレネゲイドは活かつ性せい化かするでしょうけれど」

晃士朗：ああ、やっぱり可か能のうなのか。

ＧＭ：ゲーム的には、外そうとするマテリアルひとつにつき侵しん蝕しよく率りつが１Ｄ10上じよう昇しようします。もちろん、ひとりでやっても別々にやっても構かまいません。

晃士朗：なるほどな。

朱香：じゃ、じゃあ本当に……揃っちゃってるんだ。

ＧＭ：「ええ。次に──三人の適てき格かく者しやも揃っている。そうよね？　ミユキちゃん」

ミユキ：……タクミが目を覚ましたこともご存ぞん知じなんですね。

ＧＭ：「……もちろん。よかったわね、ミユキちゃん」

晃士朗：なに……!?　タクミのことはまだ聞いていなかったので驚おどろくぜ。

九鬼：わーお。こりゃまた朗ろう報ほうだねえ。──その結果だけ聞けば、さ。

朱香：でも……全部揃ってるなら、もう起動しちゃってもおかしくないんじゃないの？

ＧＭ：「それだけじゃダメなのよ。もうワンステップ必要なの」

晃士朗：はん、もったいぶってねえで教えろ。

ＧＭ：「三人の適格者とすべてのマテリアルを一定の範はん囲い内ないに揃そろえ、マテリアルに適格者の血けつ液えきを数すう滴てきかけること。それで『至高天』は起動させられるわ」

朱香：血液、かあ……。

ミユキ：それだけ、ですか？

ＧＭ：「起動させるだけなら、ね。事実、三年前に起動したのは──適格者であるあなたの弟、タクミくんが負ふ傷しようしたからよ」

ミユキ：あ……！




　三年前、タクミはマテリアルを抱かかえてＵＧＮに接せつ触しよくしようとしていた。その際さいに、タクミを追う美奈子やＦＨとＵＧＮとの間で戦せん闘とうが発生したのだ。そしてミユキと朱香は、戦いの中で一度命を落としている。

　この時、戦いの中でタクミも傷きずを負い、その時に流れた血がマテリアルと反はん応のうしたのだ。




ミユキ：でも、その時は不完全な起動だったんですよね。

朱香：うん……。だから、あたしには記き憶おくが無いし……。

ＧＭ：「そう。三年前の適格者は、タクミくん、〝十字疵スカード〟、そして私。この三人では不完全な起動しかできなかった。けれど、今回は間ま違ちがいない。朱香と真、そしてタクミくん。この三人なら完全な起動ができるのよ」

晃士朗：理り屈くつがわからんな。要するに、どういうことなんだ？

ＧＭ：「この三人の違ちがいはね──適格者たちの間でつながりがあるか、ということなのよ」

ミユキ：つながり……？

朱香：どういうことだろう……。

ＧＭ：「『至高天』は適格者の心の絆きずな、つながりを求めるの。三年前、〝十字疵スカード〟はその名前しか知られておらず、私とタクミくんもただの上司と部下でしかなかった」

九鬼：……ふむ？

晃士朗：随ずい分ぶん面めん倒どうな条件が必要になるんだな？　一体なぜだ？

ＧＭ：「私たちが望むように、『至高天』にも望みがあるからよ」




「『至高天』の望みは人間になること。そのために人間を知りたがっているのよ」

　マテリアルの入ったケースを拾い上げながら、美奈子は語り始める。




朱香：人間に……？

晃士朗：なんだそりゃ。意味がわからねえぞ？

ＧＭ：「言葉どおりの意味よ。人間が人間として成り立つには、誰だれかとの関係──絆ロイスが必要なの。それを知ることで『至高天』は人間となり、その報酬として願いを叶える」

ミユキ：それで……適格者同士に絆ロイスが必要と？

ＧＭ：「そうよ。ただし、少なくともひとつは最も大切な絆である必要があるわ。その絆の深さを知り、それではじめて『至高天』は人間同士のつながりを知るの」

朱香：Ｓロイス……ってことだよね、たぶん。

ミユキ：人間になりたいから、人間を知る……。

九鬼：……なーるほどねえ。ＧＭ、ロイスは全員相そう互ごに持ってる必要があるのかい？

ＧＭ：いえ、ＰＣ間ロイスのように一いち巡じゆんしていれば大だい丈じよう夫ぶです。今回の場合は朱香が真のロイス、真がタクミと朱香のロイス、タクミが真と朱香のロイスを持っています。で、そのうちひとつ以上はＳロイスであれば条件は成立します。

ミユキ：なるほど。朱香ちゃんがタクミにロイスを取れば全員相互になるのね。

ＧＭ：そうです。取らなくても現状は成立していますが。

九鬼：まあでも、その条件なら美奈子はもう適格者にはなれんわな。

晃士朗：……そうだな。ロイスが必要だってんなら無理だ。

朱香：（はっとした表ひよう情じようで）あ……。

ミユキ：そうか、Ｅロイス……。




　Ｅロイス──エグゾーストロイスとは、ジャームの持つ妄もう執しゆうを現あらわすものだ。当然、ジャーム以外には使用できない。そして、ジャームは人との絆──ロイスを持つことができない。

　美奈子は真を洗脳するため、Ｅロイスを使用していた。それはつまり──。




朱香：お、お母さんが……ジャーム……。

ミユキ：…………うーん。

ＧＭ：美奈子はさらに続けます。「絆を、繫つながりを知ることで、『至高天』は新たな人間を生み出すの。その報ほう酬しゆうとして、大切な絆を教えてくれた人の願いを叶かなえるのよ」

九鬼：……ふむ。つまり、大切な絆Ｓロイスの数だけ願いが叶かなうってことかい？

ＧＭ：「そういうことになるわね。つまり──少なくとも、タクミくんは叶かなえられない」と言って、ミユキに視線を送ります。

ミユキ：……それって。

朱香：……そっか、タクミくんのＳロイスはミユキちゃんなんだ。当たり前だよね。

ＧＭ：整理すると、以下が『至高天』起動のプロセスです。




【『至高天』起動のプロセス】

・三人の適格者Ａ、Ｂ、Ｃを揃そろえる。

・一〇個のマテリアルをすべて揃える。

・いずれかの適格者がひとまとめにしたマテリアルに血液をかける。

・この時、Ａ[image: ]Ｂ[image: ]Ｃ[image: ]Ａのようにロイスが結ばれている必要がある。

・また、いずれかのロイスが最低ひとつＳロイスである必要がある。

　　　　　　[image: ]

・『至高天』は適格者Ａ～Ｃの関係から、人間のなりたちを知る。その結果、Ａ～Ｃのロイスを所持した新しい人間が生まれる。

・その報酬として、適格者にＳロイスを結んでいる者の願いを叶かなえる。

・条件をひとつでも満たさない場合、願いは不完全な形で叶かない、未知の副作用が発生する。




九鬼：ロイス三つ……ああ、要するにキャラクター作成時に取るロイスの数か！（笑）

晃士朗：……なるほど。しかし、ややこしい条件だな！　先に言っとけよ！（笑）

ミユキ：でも、理屈はわかりました。取引というか、授じゆ業ぎよう料りようみたいなものなのね。

晃士朗：しかし人間が生まれる、ってのがよくわからん。要するに『至高天』が人間として生まれ変わるのか？　それとも人間に似た生物？

九鬼：レネゲイドビーイングみたいなもんなのかね。

ＧＭ：「安心なさい、害のあるものが出てくるわけじゃないわ。ちゃんと社しや会かい性せいを学んでから生まれてくるんだし、ね」

九鬼：うん、まあ、ロイスがあるってことは少なくともジャームじゃないよねえ（笑）。

晃士朗：それだけで害がないとは言い切れねえだろ。〝十字疵スカード〟の例もある。

ミユキ：うーん……。

朱香：でも、あれだよね。これはつまり、あたしが願いをかなえようとすると、真くんをＳロイスにしなきゃダメってことじゃない？（笑）

晃士朗：そういうことになるんじゃねえか？

九鬼：なんてひどい条件なんだ！（笑）

朱香：……真くんが大切なのは間違いないんだけどな。願いのために、っていうのは何か違ちがう気がする。ううう～、こんなの言われたら悩なやむじゃん！　ＧＭの鬼！（笑）

ミユキ：悪あく魔ま！（笑）

ＧＭ：はっはっはっ。別に強きよう制せいではないんですよ？（笑）

朱香：くそう……（笑）。

九鬼：しかしプルガトーリオさん、あんたの目もく論ろ見みどおりにはいかないんじゃない？

ＧＭ：「あら、どうして？」

九鬼：ブレイクエンド──真のヤツだよ。あんたはあいつを洗脳しようとしたみたいだが、どうやらそいつはうまくいかなかったみたいだぜ。

晃士朗：俺とミユキはその件初耳だな。さすがに驚くぜ。

ミユキ：そうですよね。え……って、思わず絶句してしまいます。

朱香：（目を伏ふせて）でもお母さん、どうしてそんなこと……。

晃士朗：真に願いを叶かなえさせるため……なんじゃねえのか？　自分に都合のいい願いをな。

ＧＭ：「ああ──そのこと？」ふふ、と美奈子は笑って答えます。




「いいのよ。洗脳が解けるまで、織り込み済みなんだから」




一同：………………え？

ＧＭ：「あの子が自分で洗脳を解とくことまで織り込み済み。そう言ったのよ？」

一同：ええええええええええええ!?

ミユキ：な、なんでそんなことを……？

晃士朗：まったく意味がわからんぞ！（笑）

ＧＭ：美奈子は愉ゆ快かいげに笑って答えます。「あの子──真は洗脳が解とけてすぐ、あなたたちのところへ向かったでしょう？　逃にげるでもなく、あなたたちのところへ」

朱香：う、うん……。

ＧＭ：「それが見たかったのよ。洗脳が解けて、まず誰だれを頼たよるのか。九鬼と朱香だったのでひと安心と言ったところね」

朱香：どういう、こと……？

ＧＭ：「あの子の絆は、間違いなく朱香にあるということよ。ＵＧＮには戻れないあの子がどこに戻るのか、それを確かめたかったの」

朱香：あー…………。

ＧＭ：「それに、洗脳したままで『至高天』が正せい常じように起動する保ほ証しようもないわ。もしもそれで朱香より私を大事に思われても困こまるしね」

九鬼：そ、そこまで考えるか、普ふ通つう……（笑）。

ミユキ：……なんだか怖こわいです。

朱香：…………（黙だまって俯うつむいている）。

晃士朗：だが、それだとあんたの願いは叶かなわんぜ？　朱香に命令するなら別かもしれんがな。

朱香：（びくっと反応して）あ、えと…………。

ＧＭ：「その必要は無いのよ」

晃士朗：……何？

朱香：…………え？

ＧＭ：美奈子は穏おだやかな笑みを浮うかべて言います。




「『至高天』が起動した時に生まれてくる存そん在ざい──それこそが、私の目的なのだから」




九鬼：むうう？　ますますわからんねえ。

晃士朗：願いを叶えるより重要ってことなのかよ。一体その存在はなんなんだ？　なぜそんなものを欲ほしがる？

ＧＭ：「答える必要は無いわ。その代わり、願いはあなたたちで好きに叶えなさい。けれど、『至高天』の起動は絶ぜつ対たいよ。これは『神曲』セルリーダーとしての命令」

晃士朗：はん、都合の悪い事はだんまりかよ。

九鬼：………ＧＭ、《インスピレーション》使って構かまわんか？

ＧＭ：一回だけなら許きよ可かしましょう。もちろん、答えられるかどうかは質問次第ですが。たとえば、『至高天』から生まれる存在がなんなのかは、今のところわかりません。

九鬼：なるほどねえ。んー……じゃあとりあえず、真が本当に洗脳が解けているのかどうか。プルガトーリオが言ったことが真実なのか、のほうがいいか（笑）。

ＧＭ：そうですね……後者だと適てき用よう範はん囲いが広すぎるので、前者だけなら回答可能です。

九鬼：よし、じゃあそれで行こう。真は本当に元に戻もどってるのか確認するぜ。テセウス、量子演えん算ざんプログラムおよび心理演算プログラム並へい列れつ起動。




　九鬼の相あい棒ぼうたる電子頭ず脳のう「テセウス」が思考力と推すい理り力りよくを常じよう人じんのそれを大きく上回るものに引き上げる。真の洗脳が解けているのであれば、美奈子は本当に願いそのものは欲ほつしていないということになるのだ──。




ＧＭ：わかりました。では、それは紛まぎれも無い真実だとわかります。少なくとも、真については美奈子は噓うそを言っていません。

九鬼：おおう……。つまり、本当に『至高天』の起動だけが目的ってことか。

晃士朗：……ますます何を考えてるかわかんねえな。

朱香：でも、少なくとも真くんはまともなんだね。

九鬼：まともって（笑）。ま、まあそうだねえ。

ＧＭ：「どちらにせよ、これは命令よ。さあ、今すぐ『至高天』を起動なさい」

朱香：お母さん……

ミユキ：う……。

晃士朗：どう、する……？

九鬼：ちょ、ちょっと待て！　待ってくれよ、プルガトーリオ！

ミユキ：九鬼さん？

ＧＭ：「何を待つのかしら？」

九鬼：いくらなんでも急すぎる。……せめて真を説得する時間が欲ほしいよ。洗脳が解けたってんなら、あいつが素す直なおに協力するとも思えないからねえ。無理矢理やらせたら、それこそ何を願われるかわからんよ？

晃士朗：……そう、だな。せめてそのくらいの時間はよこせよ、プルガトーリオ。

ＧＭ：「……ふぅん」




　見え透いた、苦肉の策さくとも言える時間稼かせぎの提案だった。

　九鬼や晃士朗の狙いは簡単だ。情報を得るための時間が欲しい。ただ、それだけ。

　しばし黙もつ考こうする美奈子。やがて──。




ＧＭ：「なら、明日の正午まで待ってあげるわ。それまでに、適格者全員とすべてのマテリアルを持って最さい下か層そう、コキュートスまでいらっしゃい。いいわね、フラジャイル」

晃士朗：……はん。

ＧＭ：答えを聞く前に、美奈子は部屋をあとにします。

九鬼：……言うだけ言って行っちまいやがった。

朱香：うー……もう、わかんないよう！　お母さんがなに考えてるのか！

ミユキ：きっと何か事じ情じようがあるのよ。そう思いたい……。

朱香：（抱だきついて）ふぇぇぇん、ミユキちゃ───ん！




　美奈子の帰還、積み上がった状況。四人の胸に悩みと疑問が去来する。

　──果たして、このまま『至高天』を起動してもいいのだろうか……？




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




晃士朗：……しかし、どうするか、だな。

朱香：……ほんとに起動させていいのかな？

ミユキ：そうよね……。正直、不安のほうが大きい。

晃士朗：だが忌いま々いましいことに、俺たちには断ことわる理由がねえんだ。

九鬼：そうなんだよねえ……。これまでそのために動いてきたんだし、命令、って言われたらどうしようもないんだ。

晃士朗：うむ。次のシーンでいきなり真を連れてコキュートス、もあり得るんだが……。

九鬼：裏うらは取っておきたいねえ。そのためにあんな苦しい理由で時間を稼いだんだ。

朱香：お母さんは疑うたがいたくないけど……でも……。

ミユキ：……調べたい、よね。

ＧＭ：まあ、こういう反応になるだろうと思ってました（笑）。ひとまず、長くなりましたし、ここは一度シーンを切って、今回のシナリオの仕様を説明します。

朱香：仕様？

ＧＭ：今回のシナリオでは、以下のどちらかの条件を満たすとクライマックスとなります。




①【『至高天』を起動させる】

　任にん意いに『至高天』を起動する、としてよい。その場合自動的にクライマックスとなる。




②【セッション中に全員で合計二回、情じよう報ほう収しゆう集しゆうなどの判はん定ていに失敗する】

　美奈子はＰＣの動きに網あみを張はっている。二回失敗すると、それ以上言いい訳わけができず、美奈子の命令を受じゆ諾だくするほかなくなるため、クライマックスとなる。

ＧＭ：情報収集は美奈子について調べる、誰かに話を聞く、『至高天』の起動方法などの裏を取る、などが考えられます。

九鬼：ふむふむ。なるほど、つまりこれは美奈子との情じよう報ほう戦せんってわけだな？

ＧＭ：そういうイメージです。負けたら情報を得られず、至高天を起動することになる、と。

晃士朗：全員で二回しか失敗できねえのか。まさに情報戦だな……。

ＧＭ：〝工作員〟を使用すれば失敗を一回なかったことにできます。ただし、《インスピレーション》では失敗をなかったことにはできません。

九鬼：くう、先に予よ防ぼう線せんを張はられちまった。

ＧＭ：なお、誰に話を聞くか、どういう情報を入手するかで展てん開かいも変化します。

ミユキ：あ……じゃあ、次は私のシーンでもいいですか？　やりたいことがあるので。

ＧＭ：わかりました。では、ミユキからシーンを作成しましょう。







◆Middle02◆タクミは語る

Scene Player ── 青峰ミユキ




　美奈子の真意は何か。『至高天』を起動させても構わないのか。

　それを確たしかめるために残された時間は余あまりにも少ない。

　そんな中、ミユキの取った行動は──。




ＧＭ：では、まずはミユキのシーンです。

ミユキ：はーい。まず、タクミに話を聞きたいと思います。主に三年前のこと。

九鬼：わかりやすい裏の取り方だねえ。

朱香：三年前のことはあたしも知りたいし、一緒に出ていい？　できれば真くんも一緒に。

ミユキ：私は構わないけど……真くんを連れ出して大だい丈じよう夫ぶかな。

晃士朗：そのくらいは構わんだろう。もっともＧＭが許可するか、だが。

ＧＭ：それは問題ありません。

ミユキ：じゃあ、朱香ちゃんや真くんといっしょにタクミの病室を訪たずねます。

ＧＭ：わかりました。では、タクミの病室にミユキと朱香と真が向かう、ということで。




　三年の時を経へて、タクミは遂に目覚めた。まだその半身は水すい晶しようと化しているとはいえ、意い識しきはしっかりしている。となれば、三年前のことをはじめ、聞くべきことはいくつもある。




朱香：じゃあ、ミユキちゃん……お願い。先に入って、声をかけてあげて。

ミユキ：ええ。まずひとりで先に部屋に入って、小さな声で呼よびかけます。……タクミ。

ＧＭ：「……お姉ちゃん？」

朱香：あたしは──何も言わない。入り口で様子を見てるよ。

ＧＭ：真も無言で見ています。朱香を気き遣づかうように隣となりにいますが。

朱香：真くん……。ありがと。




　ミユキひとりに先に部屋に入ってもらい、入口から様子をうかがう朱香と真。

　タクミの傍かたわらに近づき、ミユキはそっと弟の髪かみを撫なでた。




ミユキ：タクミ、身体は苦しくない？　大だい丈じよう夫ぶ？

ＧＭ：「うん、話くらいはできるよ」

ミユキ：……今ね、朱香ちゃんと真くんも来てるの。辛つらくなったら途と中ちゆうで止めてもいいから、お話できる？

ＧＭ：「わかったよ、お姉ちゃん。ぼくはだいじょうぶ」

ミユキ：ん、わかった。まずは──これまでのこと。『神曲』セルのケルベロスとして戦ってきたことや、マテリアルを集めていたことを話すわね。

ＧＭ：タクミは聞きながら、ひとつずつ反はん芻すうして頷うなずきます。

ミユキ：……説明したら、ふたりの方を見て頷く。入ってきて。

朱香：（こく、と頷いて）じゃあ、お邪じや魔まするね。

ＧＭ：「お邪魔します」と真も朱香に続いて入室します。

ミユキ：タクミ。ふたりのことはわかる？

ＧＭ：「わかるよ。『至高天』の中にいた時のことも、真さんといっしょにいたことも、ちゃんと覚えてるもん」そう言ってから、申もうし訳わけなさそうな顔で朱香を見ます。

朱香：あたし？　あー……三年前のこと、かな。

ＧＭ：「朱香さん、ぼく──」

ミユキ：タクミ、あのね……。

朱香：（さえぎって）待って、ミユキちゃん。あたしが言うよ。

ミユキ：朱香ちゃん……。わかった。

朱香：タクミくん、あたしは真実を知りたい。謝しや罪ざいや同どう情じようなら、必要ないからね。




　責せめるでもなく、激げきするでもなく、ただ、朱香は自分の心のままに話していた。

　──真実を知りたい。

　母の真意を確たしかめたい。この先に何が起こるのかを見極めたいのだ。




朱香：だから、教えて欲しいことがあるの。

ＧＭ：「ありがとう、朱香さん」

九鬼：……成長したなあ、朱香。ちょっとおじさん感無量だよ。

晃士朗：俺もちょっと感心した。

ＧＭ：タクミはふっと微笑ほほえんでミユキを見ます。「お姉ちゃんのともだちは、強いね」

ミユキ：でしょう？　自じ慢まんの──私の一番の親友よ。

ＧＭ：「うん。よかった」と言って、タクミは微笑みます。「……何から話せばいいかな」

ミユキ：……そうね。タクミは三年前までＦＨでエージェントをしていて、事じ件けんの時にすべてのマテリアルを持ってＵＧＮに行こうとしていた。それは間違いないわね？

ＧＭ：「うん。そうだよ」

ミユキ：じゃあ、最初の質問ね。──どうしてＵＧＮに行こうとしていたの？

ＧＭ：少し逡しゆん巡じゆんしてから答えます。「……ＦＨが、怖こわくなったんだ」

ミユキ：怖く……。

ＧＭ：「ぼくに力の使い方を教えてくれたのは、美奈子さんなんだ。それで……最初は正せい義ぎの味方みたいだな、なんて思って戦ってたんだよ。でも──だんだん、疑問になってきた」




　己おのれの欲よく望ぼうを満たすために手しゆ段だんを選ばず戦う、ＦＨという組そ織しき。その異い常じよう性せいと脅きよう威いは、幼おさないながらも当時のタクミには感じられていた。

　このままＦＨとして力を使い続けても構わないのか。

　自分がしていることを、家族が知ったらどう思うだろうか──。




ＧＭ：「そんなＦＨが、ううん、『神曲』セルが信じてる『至高天エンピレオ』ってものがもし起動したら──って思うと怖くなった」

ミユキ：タクミは『至高天』の起動方法とか、起動したらどうなるのかは知ってたのかしら。

朱香：それは気になるね。お母さんは願いが叶うと人間が出てくる、って言ったけど……。

ＧＭ：タクミがどこまで知りえていたのか、というのは、〈情報：ＦＨ〉または〈知ち識しき：レネゲイド〉、〈知識：至高天〉で難なん易い度ど12の判定に成功すれば出てくる、としましょう。

ミユキ：う……これも失敗したらカウントされます、よね？

ＧＭ：（笑顔で）もちろん。

朱香：どうしよう……。

ミユキ：んー……でも、やるしかないと思う。〈知識：至高天〉ならレベルは高いし。

朱香：わかった、じゃあ任まかせるね。

ミユキ：うん、やってみるわね。……よし、12ぴったりで成功！　タクミ、あなたが知っていることを教えてもらえるかしら。

タクミ：「……うん」タクミは頷いて、まず起動する方法について話します。それはあなた方が美奈子から聞いたとおりの内ない容ようです。

ミユキ：それでマテリアルに血をかける、って話ね。それでマテリアルを持ち出して──。

ＧＭ：「ＵＧＮの人と連絡を取ったんだよ。その人が……」と、真をちらりと見ます。

朱香：その人が、〝十字疵スカード〟なのね……。

ＧＭ：「うん。あの人も、適格者だったから……」

ミユキ：美奈子さんが追いかけてきて、条件が揃った、ってことなのね。

朱香：……お母さんの言ってたことと大体おなじだね。

ミユキ：ええ……。少なくとも、起動自体はさせられるわね。ということは、美奈子さんが言っていた起動方法自体はホントのこと……。

朱香：うー……お母さん……。




『至高天』起動の条件はそろっている。その方法も、美奈子が告げた方法でどうやら間違いないようだ。だが、懸け念ねん材料はまだある。




ミユキ：じゃあ、『至高天』が起動した時に人間が生まれる──っていうのは？

ＧＭ：「それは、多分そのとおりだよ。人間になりたい、っていう気持ちが、あの中にいる時にぼくに伝わってきたもの」

ミユキ：そうか、言ってみればタクミはこの三年間、『至高天』と一体化してたんだものね。

朱香：その時にわかったってこと？

ＧＭ：タクミはこくりと頷きます。「でも、それはそんなに怖いと感じなかったんだ。少なくとも、ぼくがＦＨって組織に感じたような怖こわさはないよ」

ミユキ：ロイスを持って生まれてくるって話だし、それ自体には本当に害はない……のかな。

朱香：それでも、その子を使ってお母さんは何かしようとしてるんだよ……。

ミユキ：……そうね。害がなさそうだから起動する、は怖いわ。




　消えない不安。『至高天』の起動は、いったい何をもたらすのだろうか。

　答えが出ない中、ミユキはタクミに寄より添そい、優やさしい視線を向けた。




ミユキ：タクミ。私は、あなたを元に戻もどしたい。けど、その願いを叶える資し格かくはどうやら私にはないみたい。助けられるとしたら──真くんか朱香ちゃんにお願いすることになるわ。

ＧＭ：「お姉ちゃん…………」

ミユキ：あなたはどうしたい？　『至高天』を起動させて、元に戻もどりたい？

ＧＭ：正面から聞かれると、思わず答えに詰つまります。

ミユキ：正直に、今の気持ちを答えてちょうだい。

ＧＭ：「……元に戻りたいよ。でも──『至高天』を起動させるのは、怖い。ぼくだけじゃなく、お姉ちゃんたちにも何かあったら……」

九鬼：まあ、無理もないよねえ……。

ミユキ：…………。

ＧＭ：じゃあ、このあたりで真がミユキに声をかけます。「……青峰さんも、起動させるかどうかを悩なやんでるよね？」

ミユキ：言われてハッとします。……前回の伏ふく線せんが（笑）。

朱香：あ、前回のミユキちゃんのエンディング！（笑）

晃士朗：真が聞いてたことにしてください、ってやつだな（笑）。

ミユキ：……知ってたの？

ＧＭ：「……うん。すまない、この間──聞くとはなしに聞いてしまって」

ミユキ：起動させたくないわけじゃないのよ。ただ、あまりにも『至高天』を巡めぐって傷きずついた人たちを沢たく山さん見てきたし──やっぱり、疑うたがわしいのよ。何かありそうで……。

ＧＭ：「……わかるさ」と、自ら手をかけたに等しい父親のことを思い出しています。「僕ぼくだって、できることなら使いたくない。けど──タクミくんを助けたい気持ちもある」

朱香：真くん……。

ミユキ：……そうね。起動するかどうかはまだ決められないけど、ひとまず聞きたいことはこのくらいかな。

ＧＭ：では話し疲れたタクミが、ゆっくりと息をつきます。

ミユキ：ごめんね。沢山喋しやべって、疲つかれたでしょう？

ＧＭ：「ううん、話して楽になったことも沢山あるから……。そうだ、これを言わなきゃ。僕が言うことじゃないのかもしれないけど──朱香さん」

朱香：うん、なあに？

ＧＭ：「……お姉ちゃんを、よろしくお願いします」

朱香：もちろん！　あたしとミユキちゃんはず～っとパートナーだもん！

ミユキ：朱香ちゃん……嬉うれしい……！

ＧＭ：ふたりを見て、タクミはにっこりと笑います。

朱香：あと、真くんにも言っておきたいことがあるの。そう言って真くんを見るよ。

ＧＭ：「僕に？」

朱香：あたしたち、誰かの願いを叶かなえられるかもしれない。でも、軽けい率そつな願いは絶対にダメなの。それを肝きもに銘めいじないとね。だって、何が起こるかわかんないんだもん。

ＧＭ：「ああ。……誰かを不幸にさせないために」

朱香：うん。願いだけじゃない、何かをするときは──必ず自分で責せき任にんを持とうね。

晃士朗：タクミも真も朱香もミユキも、いわば被ひ害がい者しやだからな。

九鬼：ものすごく重みのある言葉だ。これが朱香から出るとは、成長したなあ……。

ミユキ：でも、その負ふ担たんは三人だけのものじゃないからね？　私だけ仲間はずれは嫌いやよ。

朱香：もちろんだよ！　いつだってあたしはミユキちゃんに支ささえてもらってるもん！

ＧＭ：真は力強く頷き、タクミも目配せで同意を示しめします。

ミユキ：みんなで……後こう悔かいしないようにしようね？

朱香：うん！




　ベッドの周りで頷き合う四人の少年少女。問題は山積みだが、ひとまず彼らは前に進むことを決めた。その先に待っているのがなんであれ、後悔はしないと決意して。




ミユキ：じゃあ、このあたりで部屋を出ましょう。ありがとう、タクミ。

朱香：またね。

ＧＭ：タクミは精せい一いつ杯ぱいの笑顔を見せます。──では、そこでシーンを終しゆう了りようしましょう。







◆Middle03◆老人は語る

Scene Player ── 闇条晃士朗




『至高天エンピレオ』起動の時は刻こつ々こくと近づきつつある。だが、未だ美み奈な子この真意は摑つかめぬままだ。

　気は進まないながらも、九く鬼きと晃士朗は最も彼かの女じよに近いと思われる老人、大門寺蔵人くろうどにふたたび接せつ触しよくすることを決めた。




ＧＭ：では次のシーンです。若者組の次は大人組ということで、シーンプレイヤーは晃士朗。

晃士朗：ふむ。ミユキと朱しゆ香かがタクミに話を聞いたなら、こっちはジジイだな。

九鬼：んじゃ、俺おれも出よう。場所はどうする？

晃士朗：美奈子が戻もどってきてるし、司令室は不味いだろう。かといってマレボルジェを離はなれるのもそれはそれで疑うたがわれそうだ。

九鬼：んー……俺の部屋で、なおかつお前が《ディメンジョンポケット》を使うのは？

朱香：また謎なぞの部屋ができるんだ（笑）。

晃士朗：それだな。癪しやくだが、今のところ話を聞き出せそうなのはあのジジイしか居ねぇ。

九鬼：……ま、そうだねぇ。

晃士朗：あのジジイの言うことは正直信用ができん。お前にも手伝ってもらうぞ。

九鬼：なるほどね。ところで、聞いておきたいんだけれどさ。




「『至高天』が本当に起動できるとしたら、お前はどうするんだい？」

　調査用の端末を展開しながらそう言って、九鬼はちらりと晃士朗に目配せをする。

　冗じよう談だんめかして──それでいて八割わりがたは真しん剣けんに。




晃士朗：……はん、俺が叶かなえられるわけじゃねえ。

九鬼：答えになってないぜえ？　朱香次第だが、願いはふたつ叶かなうんだ。タクミを助けるとしても、ひとつは余あまるぜ。お前こそ、ここで三年血ち反吐へどを吐はいて頑がん張ばったんじゃないの？

晃士朗：（舌した打うちして）うるせえおっさんだ。……お前がそれを言うのか？

九鬼：ん～？

晃士朗：俺はそんなにボンクラじゃねえぜ？　隠かくし事ごとってのはそんなに長くはできねえ。

九鬼：……ほう？

晃士朗：鮫さめのように笑う。




「セシリア・ドーソン」

　いぶかしむ九鬼を見ながら、晃士朗は女じよ性せいの名前を口にする。

　それは、最強の男のアキレス腱けんそのものだ。




九鬼：…………お前、いつから？

晃士朗：『神曲』セルのデータは全部浚さらったんだぜ？　ま、お前だけの秘ひ密みつなら隠かくし通とおせたんだろうけどな。ガキに喋しやべっちゃどっかで足はつく。目覚めさせる方法を探してんだろ？

朱香：え、あたしたちのせい!?（笑）

ミユキ：みたいね（笑）。

九鬼：耳みみ聡ざといねえ……。ま、そのために朱香やタクミくんを踏ふみつけたりできないよ。

晃士朗：はん、相変わらずガキ優ゆう先せんってわけかよ。

九鬼：大人がカッコ悪いことしちゃいけないよ。でないと子こ供どもがカッコ悪くなっちまう。

晃士朗：そのために、セシリアとかいう娘むすめが目を覚ますのが遅おそくなってもいいのか？

九鬼：遅くなるだけで、不ふ可か能のうになるわけじゃない。目覚めさせる方法が『至高天』だけ、ってこともないだろう。自分のために子供を押おしのけるってのは、俺の主しゆ義ぎに反するんでね。

晃士朗：……なるほどな。面めん倒どう臭くさい生き方だ。

九鬼：そのぐらい我がを通せないと、俺についているふたつ名も通せないってこと。

晃士朗：はん………。最強、か。

九鬼：勝手に言い出されたことだけれど、それぐらいしないと締しまらないって話だよ。

晃士朗：苦笑しながら、九鬼の横にどさっと腰こしかける。



















「おい、邪じや魔ますんなよな晃士朗」

　苦言を呈ていする九鬼を一いち瞥べつし、晃士朗がくぐもった声で笑う。最強ねえ、と、幾いく分ぶん疲つかれた声で九鬼のふたつ名を口にした。

「……そんな名が欲ほしかったこともあったな」




九鬼：……今は、何が欲ほしいんだ？

晃士朗：証あかしが欲しい。俺の標的は変わらない。プルガトーリオ──あの女の首だけだ。

九鬼：それが朱香の母親でも？

晃士朗：それでもだ。俺は、ヤツを倒たおせればいい。それが俺の強さの証になる。

九鬼：なるほどねえ。……御ご立りつ派ぱだよ。

晃士朗：そうだ、お前にひとついいことを教えてやるよ。お前が京都に来たとき、京都駅で出で迎むかえた女がいただろう。

九鬼：あぁ、覚えてる覚えてる。百も々も菊ぎくさんだろ？　綺き麗れいな芸げい妓こさんだったねえ。

晃士朗：あいつは俺の妹だ。プルガトーリオに人質代わりにされてる。

九鬼：…………ほう？　ひょっとして、セシリアの話を出したから気を遣つかったのかい？

晃士朗：そんな所だ。ああ、手を出すのは構かまわねえよ。

九鬼：お、マジ？　話がわかるねえ、晃士朗！

晃士朗：だがな、その時ゃてめえは弟として扱あつかうぜ？（一同爆ばく笑しよう）

九鬼：………！（絶ぜつ句く）

ミユキ：な、なるほど（笑）。

ＧＭ：──というあたりで、そろそろドアがノックされます。

晃士朗：来たか……。入れ、ジジイ。




　九鬼と晃士朗が他愛のない会話をする中、突とつ然ぜんの呼よび出だしに戸と惑まどいながら蔵人は入室した。

　老人はどこか怯おびえたような、卑ひ屈くつな表ひよう情じようで晃士朗を見上げる。




ＧＭ：「あ、あの……私わたしに何の用かな？」

晃士朗：来たか。なら、まずは《ディメンジョンポケット》で部屋を創って、その中に三人で入る。おら、入れジジイ。

ＧＭ：促うながされると、渋しぶ々しぶといった感じで蔵人は中に入ります。

晃士朗：プルガトーリオこと、永石美奈子のことだ。

ＧＭ：「美奈子の？」

九鬼：三年前にプルガトーリオと朱香が、〝十字疵スカード〟と直ちよく接せつ交戦したでしょ？　その時具体的に何があったか、教えてほしいんだよ。

ＧＭ：「具体的に、と言われてもねえ……」彼かれの口から出てくるのは、タクミが話した情じよう報ほうと変わりません。「ただ……」と付け加えます。

晃士朗：……なんだ。

ＧＭ：「あれは……キミたちとこの三年間行動していたのは、本当に美奈子なのかなあ？」

晃士朗：どういうことだ？

ＧＭ：「美奈子はねえ……」




　美奈子のことを口にするたび、蔵人はあからさまに怯おびえの色を見せ始める。

　続けて口にした言葉は、彼の怯惰を色いろ濃こく反はん映えいし、か細く震ふるえていた。

　──永石美奈子は。

「美奈子は……三年前に死んだはずなんだよ…………」




朱香：え…………？

晃士朗：ちょっと待て。三年前に死んだのは朱香じゃねえのか？

九鬼：そのはずだねえ。で、不完全な『至高天』で蘇よみがえった。そう聞いてるよ。

ＧＭ：「う、うん、それは間ま違ちがいない。美奈子が死んだのはその二日後だよ」

晃士朗：二日後？

ＧＭ：「あ、ああ。朱香が生き返ってから、美奈子はまるで常じよう人じんのように傷きずの治りが遅くなっていた。それで〝十字疵スカード〟との戦いで受けた傷が治りきらず……」

九鬼：……死んだ、と？

ＧＭ：蔵人はこくりと頷うなずきます。話を聞くと、どうやら《リザレクト》の能のう力りよくを失ったため傷が治らず、衰すい弱じやくして死し亡ぼうしたということのようです。

九鬼：……晃士朗、それって。

晃士朗：不完全な起動による副作用──とかか？　で、そのあとどうなった？

ＧＭ：「しばらくして、死んだはずの美奈子が普ふ通つうにセル内を歩いていたんだよ。わ、私は恐おそろしくなって……」

九鬼：『神曲』セルを明あけ渡わたした、か。

ＧＭ：こくこく、と蔵人は慌あわてたように頷きます。「その後、あの子は人が変わったように冷れい酷こくになっていた。なにより、見たこともないエフェクトを使うようになっていた」

九鬼：見たこともないエフェクト？

ＧＭ：「あ、ああ……うん」と、彼は口ごもります。これ以上、美奈子についての情報を引き出すには、以下の判はん定ていに両方成功する必要があります。




【〝プルガトーリオ〟永石美奈子について】

▼蔵人に話をさせる　〈意い志し〉　難なん易い度ど７

・美奈子に対する恐きよう怖ふ心しんを持つ蔵人に、美奈子のことを詳くわしく話させるための判定。




▼蔵人の資し料りよう、マレボルジェ内のデータを再さい度ど洗あらいなおす　〈情報：ＦＨ〉　難易度14

・蔵人の話やマテリアルと一いつ緒しよに持ってきた資料、マレボルジェ内の端たん末まつデータのサルベージなどを行い、情報を分ぶん析せき・統とう合ごうする判定。




晃士朗：……要するに、締しめ上あげて吐はかせたあと、資料と照らし合わせるのか（笑）。

朱香：な、難易度の差が二倍……（笑）。

ミユキ：このおじいさんって……（笑）。

晃士朗：……とりあえず、財ざい産さんポイントがあるのでデータを洗あらうのは俺がやろう。

九鬼：んじゃ、俺はじいさんを締しめ上あげるかねえ。〈意志〉で……うん、あっさり成功。

晃士朗：こちらはかなり難易度が高いし、「コネ：要人への貸かし」を使って判定。……10。財産ポイントを４点使って14にして成功だ。

九鬼：お金の力は偉い大だいだねえ（笑）。

晃士朗：ジジイから色々ツテを聞いて、そこに大量の装そう備びを積んだ人員を送おくり込こんでデータを持ってこさせる。足りないところはテセウスに埋うめてもらおう（笑）。

九鬼：俺かよ！　まあやるけどさあ。テセウスー、量子演えん算ざんシステム起動ー。

ＧＭ：では、そこでひとつの事実が浮うかび上あがります。廃はい棄きデータのサルベージや新たに発はつ掘くつした資料をあたった結果、裏うらを取ることができるのでしょう。

晃士朗：……ふむ。




　晃士朗と九鬼の調ちよう査さは、シンプルかつ決定的な結けつ論ろんに到とう達たつした。

　──『神曲』セルのオーヴァード、永石美奈子は三年前に死亡している。




九鬼：…………まあ、そうだよねえ。死亡したら記録は残るか。

晃士朗：……それを隠かくしていたにせよ、痕こん跡せきをあさることは可か能のうだからな。

朱香：え…………。

ミユキ：どういうことなの……。

ＧＭ：で、以下の情報が続きます。




　その後確かく認にんされている〝プルガトーリオ〟永石美奈子は、通つう常じようのエフェクトと趣おもむきを異ことにするエフェクトを一部使用している。




晃士朗：趣の違ちがうエフェクト……。さっきジジイもそんなことを言ってたな。

九鬼：なんだろうねえ……。

ミユキ＆朱香：…………………（固唾を飲んで聞いている）。




　これは、死亡した永石美奈子の肉体にレネゲイドビーイングが寄き生せいし、利用しているためと思われる。




朱香：っ────!!

ミユキ：そんな…………！

晃士朗：………マジか。

九鬼：かぁなり重要なことっぽいよ、これは……。

ＧＭ：ゲーム的には、三年前のある時点以い降こう、美奈子はＤロイス〝奇妙な隣人ストレンジネイバー〟を取得しています。死亡した美奈子の肉体に取りついて操あやつっているものがいる、という状じよう態たいです。

九鬼：レネゲイドビーイングか……。

晃士朗：……ああ。プルガトーリオの副作用は朱香の記き憶おくの欠けつ如じよかと思ってたが、違ちがったみたいだな。あくまでも副作用は《リザレクト》の消しよう滅めつだ。

九鬼：朱香の記憶は……そもそも起動が不完全なので、復ふつ活かつも不完全だった、ってとこか。

朱香：…………死んだっていう情報を隠してたのは、お母さん本人──っていうか、そのレネゲイドビーイングなんですよね。

ＧＭ：恐おそらくそうでしょう。破は棄きしたデータを晃士朗たちが探さぐり当あてたということです。

晃士朗：朱香のバイタルをチョーカーで逐ちく一いちチェックしていたのも何か関係があるのかもな。

九鬼：ん？　ということは、Ｅロイスを使ったのもそのレネゲイドビーイングなのか。

ＧＭ：そうなります。既すでに美奈子自身の意志はありません。

朱香：つまり……どういうこと？

九鬼：あくまでも、ジャームなのは美奈子さんを乗っ取ってるレネゲイドビーイングで、美奈子さん自身はそうじゃない可か能のう性せいがあるってこと。

晃士朗：……普通に考えればそうなんだろうな。三年前は少なくとも、プルガトーリオは朱香に対してロイスを持ってたんだろう。

朱香：（少し安あん堵どしたような表情で）そっか……。

ミユキ：……ひどい事実ばっかり明らかになるけど、そこだけはよかったのかな。

九鬼：しかし、願いの使い道は決まったっぽいねえ。セシリアはやっぱり後回しだな。

晃士朗：お前がミユキや朱香を押おしのけてまで叶かなえたいなら方法はあるかもしれんがな。

九鬼：それ、「無理」って言ってるんだよ？　わかる、晃士朗？

晃士朗：……はん。それより、美奈子の肉体からレネゲイドビーイングを引っぺがせるのかどうかだ。仮かりに生き返っても、また乗っ取られました、じゃ話にならん。

九鬼：んー……ＧＭ、それは調べられる？

ＧＭ：可能です。〈知ち識しき：レネゲイド〉、難易度は13で。

九鬼：んじゃ、今度は俺が調べよう。……よし、14。成功だねえ。

ＧＭ：レネゲイドビーイングの機き能のうや性せい質しつがマテリアルに類るい似じしている、というのがわかります。つまり、『左手』を使用すれば引ひき剝はがせるのではないか、と結論できます。

晃士朗：マテリアルがくっつくのと同じようなもんか……。

九鬼：やっぱりこいつ『至高天』に関係ありそうだねえ。

晃士朗：ほぼ確かく定ていだろう。で、引ひき剝はがしたとして……残るのは死体、か。

ＧＭ：それはわかっていいでしょう。引き剝がした場合、Ｄロイスが昇しよう華かされ、レネゲイドビーイングは消滅します。そのあとに残るのは、永石美奈子の死体です。

朱香：………………。

晃士朗：……ふむ。

九鬼：……あ、そうだ。




　不意に九鬼がナイフを投げつけた。軽い音を立て、刃ははじっと部屋の隅すみで立っていた老人──大門寺蔵人の足下に刺ささる。




ＧＭ：「ひ、ひぃっ」

九鬼：じいさん、他に何か知ってることや言い残したことはないかい？

晃士朗：俺も同じことを聞こうと思ってた。この期に及およんで隠し事は許ゆるさんぜ。

ＧＭ：「な、ないない、ないよ！　私の知っていることはこれで全部だよ？」

晃士朗：いや、まだだ。まだ、お前が何を『至高天』に願おうとしたのか聞いていない。今度ははぐらかすなよ？

ＧＭ：「そ、それは……」ごくりと唾つばを飲んでから、震ふるえる声で答えます。「せ……世界征せい服ふく……だよ」（一同爆笑）

朱香：……言ってることはでかいのに、なんでこんなにちっちゃく感じるんだろう（笑）。

晃士朗：呆あきれてものも言えん。確たしかに「欲よく望ぼう」の一いち覧らんの中にあるけどさあ！（笑）

九鬼：あ、開いた口がふさがらない……。

ＧＭ：「……か、帰って構わんかな？」

晃士朗：帰れ。──あ、いや、待て。最後にひとつ確認しておくが、この『神曲』セルがつくられたのは、『至高天』が見つかったからだってことでいいな？

ＧＭ：「あ、うん。二〇年前に私が設せつ立りつした研究グループが母体だよ」声を震ふるわせたまま答えます。『至高天』を発見し、研究していたのが元となったセルのようです。当然、これまで一度も完全に起動したことはありません。

晃士朗：はん、なるほどな。もういい、とっとと行け。

九鬼：あ、ジジイに通信機器だけくっつけておくぜ。監かん視しはしておきたい。

ＧＭ：わかりました。それにも気付かずそそくさと蔵人は退たい場じようします。




　逃にげるように去っていく蔵人を一いつ顧こだにせず、晃士朗と九鬼は顔を見合わせた。

　事実はわかった。だが、それをどう伝え、これからどう動くべきなのか──。




晃士朗：（はぁ、と嘆たん息そくして）あいつらに伝えねえとな。

九鬼：特に朱香には言わざるを得ないねえ。気が重いよ。

晃士朗：それでも、敵てきがなんなのかはわかってるだけでもマシだ。願いをどうするか考えるのは、ガキどもに任まかせりゃいい。

九鬼：……そうだねえ。んじゃ、子供たちのところに行ってくるよ。






〝奇妙な隣人（ストレンジネイバー）〟　協力型レネゲイドビーイングが取りついていることを表すＤロイス。









◆Middle04◆暗転

Master Scene




　大門寺蔵人。『神曲』セル前リーダーでありながら、かつてはプルガトーリオの、そして今では晃士朗や九鬼の顔色をうかがうだけの哀あわれな老人だ。

　知っていることを洗あらいざらい吐はき出だし、彼はマレボルジェ内を逃げるように歩いていた。




ＧＭ：ここで一いつ旦たんマスターシーンが入ります。

九鬼：お？　了りよう解かい。

ＧＭ：司令室から出て行った蔵人ですが──九鬼や晃士朗に監視されてるんですよね。

晃士朗：あのジジイか。うん、監視している。ということはジジイのシーンになるのか。

ＧＭ：はい。あなた方が蔵人に話を聞く、というのがこのシーンが発生するトリガーです。で、監視しているので基き本ほん的てきにこのシーンは筒つつ抜ぬけです。

晃士朗：なるほど。……ジジイに死相が見えるなあ（笑）。




　リノリウムの床ゆかを早足で歩き、足音を立てながら老人は歩く。その表情はどこか真剣で、何かを考かんがえ込こむかのようだ。

「……私の、願いか」

　問われて答えはしたものの、その場しのぎのでっち上げにすぎない。

　なぜなら。

「私の願いは……一体、なんだったかなあ……？」

　──彼は、自分の欲望ねがいを思い出すことができなかったからだ。




朱香：ええー？

九鬼：こ、こいつが洗せん脳のうされたりしてねえだろうな！（笑）

ＧＭ：考かんがえ込こみながら蔵人が歩いていると、ふっと目の前に影かげが差します。

ミユキ：誰だれか出てきた……？




　立ち止まって見上げると、目の前にはひとりの女が立っていた。

　記憶の中にある、もっとも恐おそろしい相手のひとり。蔵人は思わず戦せん慄りつする。

「み……美奈子……!!」

　女──〝プルガトーリオ〟永石美奈子は、薄うすい笑みを浮うかべて蔵人を見つめていた。ただそれだけで、老人は蛇へびに睨にらまれた蛙かえるのように、震えるだけで動くこともできない。

「──時が、来たわ」

「ひっ、ひぃぃ…………」

「これまで、ごくろうさま──」

　そっと美奈子が蔵人に手を伸ばす。そして──その手が触ふれた瞬しゆん間かん、老人の姿すがたは黒い炎ほのおに飲のみ込こまれるようにして搔き消えた。




　それを最後に、大門寺蔵人の消息は途と絶だえた。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




朱香：し、死んじゃった……？

ミユキ：もう用よう済ずみ……ってことなんでしょうか。

晃士朗：余よ計けいなことを喋ったから、とかもあるな。

九鬼：それって俺たちが話を聞きに行かなきゃ、このシーンは発生しなかったのか（笑）。

晃士朗：まあでも仕方ないよなー。あのジジイに聞くよ、絶ぜつ対たい。

ミユキ：どのあたりまで美奈子さんが知っているのかも怖こわいですね……。

ＧＭ：これ以降、蔵人は完全に消息不明になります。では、ここでシーンを終了します。







◆Middle05◆九鬼の宣せん告こく

Scene Player ── 九鬼




　マレボルジェ内、医い務む室しつ。並ならんだベッドには真とタクミが休んでおり、その傍かたわらに、ふたりを見守る朱香とミユキが控ひかえていた。

　四人の子供たちが揃そろう部屋に、九鬼はひとり訪おとずれる。残ざん酷こくな真実を告げるために。




九鬼：……朱香に美奈子のことを伝えにいくかあ。

朱香：うん、早く聞いておきたいです。でないと先に進めない……。折角みんなで、後こう悔かいしないようにしようね、責せき任にんをとろうね、って言ってたところなのに。

ミユキ：毎回結束したと思ったら揺ゆさぶられる……。

晃士朗：加か納のうくんは本当にひどいな……（笑）。

ＧＭ：ふふふ（笑）。なら次のシーンは真とタクミのベッドがある病室にしましょう。ふたりは休んでいますが、看かん病びようする朱香とミユキのところに九鬼がたずねる、ということで。

九鬼：お、了解。んじゃ……出てこようかね。邪魔するよ。

朱香：あ、九鬼さん……。

ミユキ：ぺこりって一礼しておこう。




　病室のドアが開き、見み舞まいの果物を持った九鬼が入って来た。どこか陰かげのあるその表情に、朱香もミユキも気づくことができない。




朱香：そうだ九鬼さん、さっきね、ミユキちゃんや真くんと相談したの。あたしたち、どんな願いでも叶かなえられるかもしれないけど、それで何が起こるかはわからないでしょ？

九鬼：ああ……そうだねえ。何のリスクもなしに願いが叶う、ってのは疑うたがわしいよ。願いを叶かなえたら出てくるっていう人間も、どんなヤツかはわからないし。

朱香：だから、責任を持とう、って。そう決めたの。起動するにしても、しないにしても、自分で決めたことには責任を持とう──って。

九鬼：へえ……そうなのか。

朱香：うん。それってね、九鬼さんがあたしにちゃんと自分で考えるように教えてくれたからなんだよ。ありがと、九鬼さん。

ミユキ：私からもお礼を言います。九鬼さんやリーダーには、お世話になりっぱなしだから。

九鬼：（どこか沈しずんだ声音で）そうか……そいつはよかった。

ミユキ：……九鬼さん？　どうかしたんですか？

朱香：うん。……なんか様子が変だよ？

九鬼：ああ。ふたりに──とくに朱香には言っておかなきゃいけないことがあるんだ。

朱香：ん、なあに？

ミユキ：私と朱香ちゃんに？

九鬼：（目を逸そらしつつ）……美奈子さんの、ことだよ。彼女について、いくつかわかったことがあるんだ。

朱香：……お母さん、に？

ミユキ：どういうことですか!?

九鬼：……というわけで、さっきのシーンでわかったことを包つつみ隠かくさず話そう。




　訥とつ々とつと、九鬼は知り得た情報を朱香とミユキに告げた。

　今の美奈子は、ある種のレネゲイドビーイングに身体を乗っ取られていること。




　そして──。




九鬼：《タッピング＆オンエア》を使って、モニターに今までの俺たちのバイタルデータを映うつす。晃士朗みたいな用心深いヤツは別だが、『神曲』セルの人物はある程てい度どこうやってバイタルを監視されてる。

朱香：うん。あたしもそうだったよね。

九鬼：その中に削さく除じよされたデータもあったんだけど──復ふく元げんしたものが、これだ。そう言って、モニターを復元した美奈子のバイタルデータに切きり替かえる。

朱香：お母さんのデータ？　……削除、されてた？

九鬼：美奈子さん……いや、レネゲイドビーイングが削除したんだろうね。




　表ひよう示じされたデータは、三年前のとある日付で止まっている。その内ない容ようを把は握あくしかねるミユキと朱香に、九鬼はハッキリと何を意味するのかを告げた。

「三年前に、永石美奈子は死んでいる」と──。




朱香：えと、その、あの……九鬼さん、ウソでしょ？　ウソだよね？

九鬼：……残念だが。

ミユキ：うそ……。美奈子さんが……そんな……。

朱香：（涙なみだ声ごえで）そ、んな……。なんで？　なんでお母さんが……!?




　高ぶる感かん情じようを制せい御ぎよできず、両りよう腕うでから炎を噴ふき上あげる朱香。こぼれる涙なみだが炎に焼かれて瞬しゆん時じに蒸じよう発はつしていく。




ミユキ：落ち着いて、朱香ちゃん……！　焼かれるのも構わずに手を取る。

朱香：み、ミユキちゃんがそうしてくれるなら、少し落ち着く。でも……うぇぇん……。

九鬼：落ち着くんだ、朱香。……今お前の手には、何でも願いが叶う権利があるだろう？

朱香：え──？

ミユキ：九鬼さん、それって……。

九鬼：──よく考えて、どうしたいかを決めるんだ。起動するのか、しないのか。願うのか、願わないのか。願うなら、何を願うのか。美奈子さんとタクミを救いたいなら、それもいい。

ミユキ：でも……！　そしたらセシリアさんが……！

朱香：そうだよう……九鬼さんはどうするの？

九鬼：──いいんだ。大人は子供の頼たのみを優先するもんなんだよ。

朱香：でも……もしもあたしがわがままを通したら、九鬼さんかミユキちゃんが願いを叶かなえられなくなるんだよ？　そんな責任、あたしだけで背せ負おえないよ……。

ミユキ：……朱香ちゃんの背せ中なかをさすって言うね。それは違うわ、朱香ちゃん。

朱香：ミユキちゃん……？

ミユキ：選ぶのは私たちみんなよ。だから、責任はみんなで背せ負おうの。

九鬼：……美奈子さんと違って、セシリアは死んだわけじゃない。今助けられなくても、何か方法は見つかるさ、きっとね。

朱香：九鬼さんの願いは、セシリアさんを日にち常じように戻もどすことだよね……？

九鬼：……ああ。どんなリスクを負ってでも、願いたいと思ってる。たとえそのせいで世界が滅ほろびかかって、誰だれに迷めい惑わくをかけてでも、俺はあの子を救いたいよ。

朱香：じゃあ──。

九鬼：（さえぎって）けどねえ、俺は目に見える人間全員が幸せじゃなきゃダメなんだよ。

朱香：……あたしも、みんなが幸せじゃないと、やだ。今のあたしは、いろんな人の不幸の上に立ってるもん。あたし、そんな自分、いやだもん。

ミユキ：九鬼さん、このことリーダーは知ってるんですか？

九鬼：ああ。晃士朗はお前らの好きにしていいってさ。だからどうするかはお前たちに任せるよ。少しふたりで話してみな？　そう言って、俺はひとまず退場するかねえ。

ミユキ：……わかり、ました。

朱香：…………（無言で頷く）。

九鬼：……どういう選せん択たくをしても、俺はお前たちの味方だ。それだけは忘わすれないでくれよ。




　九鬼はふたりに屈くつ託たくのない笑顔を見せ、扉とびらへと向かう。見み慣なれた背中が、その言葉にウソがないことを雄ゆう弁べんに語っていた。

　九鬼が部屋から出て十分ほどの間、ミユキと朱香は黙だまりこくっていた。お互たがいに、何を言えばいいのかわからなかったのだろう。

　沈ちん黙もくを破やぶったのは、朱香のほうだった。




朱香：……ねえ、ミユキちゃん。

ミユキ：……ん？

朱香：あたしは、別に願いなんて必要なかったの。だってあたしにはお母さんがいて、ちゃんと愛されてるってわかって、それで十分だって思ってた。




　でも、と、俯うつむいたまま朱香は続ける。にぎりしめた拳こぶしの上に、ぽたぽたと涙の滴しずくが落ちた。

「でも……あたしの知ってるお母さんは、実は誰かに乗っ取られてて、お母さんじゃなかった。愛されてたって記憶はあっても、現げん実じつに覚えてるのは、今のお母さんだけなんだ」




朱香：あたし、怖いんだ。お母さんには生き返って欲しい。でも、それが本当にあたしの知ってるお母さんなのか確かく信しんが持てない。何よりも、こんなに迷まよってるあたしがわがままを通して──それでみんなが許ゆるしてくれても、あたし自身が納なつ得とくできないと思うの。

ミユキ：……三年前のことがわからないから、怖いのよね。私にだって迷まよいがあるし、真くんにも、タクミにも迷いがある。

朱香：迷いがある状態で……『至高天』を起動させるのは、怖いよね。

ミユキ：ええ。それに──選べないわ、人の願いなんて。リーダーにも九鬼さんにも叶えたい願いはある。いくつもある願いのうち、叶かなえるものを私たちだけで決めていいの？

朱香：そんなの、本来は神様の領りよう域いき……だよね。

ミユキ：昔ね、真くんに言ったことがあるの。願いを叶えるためには、他を蹴け落おとさなきゃいけない。スポーツでも、栄えい冠かんを受けられるのは限かぎられてる、って。

朱香：そうなんだ……。

ミユキ：今考えたら、随ずい分ぶんバカなこと言ったなって思う。だって──今の私たちがそれを言ったら、人の願いを天てん秤びんにかけようとしてるってことでしょ。

朱香：（はっとした表情で）天秤に……。

ミユキ：私は──自分の願いを叶えても、その願いを引ひっ込こめて他の人の願いを叶えても、きっと後悔すると思う。

朱香：そう、そうなの。あたしも同じなの。だから、選べないの……。

ミユキ：選ばないで済すむなら選びたくないわ。




「でも──時間は待ってくれない気がする」

　そう言ってミユキはタクミに視し線せんを移うつす。最愛の弟は、今でこそ静かに眠ねむっているが、その身体は着実に水すい晶しようへと変化しているのだ。このまま完全に水晶となった時どうなるのか、それは誰にもわからない。

　──急かされている。そうミユキは感じていた。




ミユキ：選びたくなくても、選ぶ必要がある──そう思うの。

朱香：あのね、……今ミユキちゃんに今言われて気づいたんだけど。

ミユキ：何？

朱香：なんでだろう……。あたし、お母さんを生き返らせなきゃ、とは思ってるの。でもね、お母さんを何に代えても生き返らせたい、絶対にそうしたい、とは言い切れないんだ。

ミユキ：……朱香ちゃん。

朱香：お母さんのためになんでもしてあげたいのは本当なの。でも……。

晃士朗：そもそも朱香の欲望は「愛されたい」であって、母親そのものではないからなあ。

ミユキ：じゃあ──朱香ちゃんの手を握にぎって、タクミの方を見る。あのね、私も同じなの。昔に比くらべたら、何に代えてもタクミを救いたい──って気持ちは薄うすれてる。

朱香：ミユキちゃん……も、なの？

ミユキ：迷ってる……が正しいかな。受け入れなきゃいけないのかも、って思うの。

朱香：……真くんやタクミくんは、どう思うんだろう。




　迷っていた。悩なやんでいた。ふたりだけでは、答えは出そうになかった。

　真とタクミ、そして九鬼や晃士朗も交えて、全員で決めたい。

　それが朱香とミユキの共通した気持ちだ。




ＧＭ：では、そこで不意に病室のドアが開きます。

ミユキ＆朱香：え？




「あらあら、バレちゃったみたいね？　この身体のこと」




ＧＭ：そう言って、美奈子が入ってきます。彼女はふたりを見ながら、やれやれ、とでも言うように肩かたをすくめます。

朱香：お母さん……!!

ミユキ：美奈子さん……!?

ＧＭ：──というところで、一度シーンを終了します！







◆Middle06◆プルガトーリオかく語りき

Scene Player ── 大門寺朱香




　真実を知ったミユキと朱香の前に、不意に姿すがたを現あらわした〝プルガトーリオ〟永石美奈子ながいし・みなこ。

　彼かの女じよは正体を判はん明めいさせられたにも拘らず、余よ裕ゆうの笑みを湛たたえたままでいた。




ＧＭ：では、このシーンはミユキと朱香のみ登場。先さき程ほどのシーンの続きで、美奈子──の身体を操あやつっているレネゲイドビーイングと会話するシーンとなります。

朱香：は、はい……。

ミユキ：……わかりました。

ＧＭ：彼女は距きよ離りを保たもったまま腕うでを組み、あなた方ふたりを微笑ほほえみながら見つめています。「聞きたいことがたくさんある──って顔をしてるわね」

ミユキ：念のために身み構がまえておきます。

朱香：お母さん……じゃ、ないんだよ、ね。

ＧＭ：「私わたしが永石美奈子そのものなのか、という意味でならば、ノーよ」

朱香：……じゃあ、なんて呼よべばいいの？

ＧＭ：「好きに呼べばいいわ。悩なやむようなら、〝プルガトーリオ〟と呼よびなさいな。彼女のコードネームは、今は私そのものなのだから」

朱香：……そう。なら、プルガトーリオ。あなたの目的はなんなの？

ＧＭ：「目的は既すでに言ったとおりよ。『至高天エンピレオ』を起動させ、新たな人間──至高天の子どもを生まれさせることね」

朱香：子ども……？　それで何をするのよ？

ＧＭ：「さあ？　そこまで話す必要はないでしょう。安心なさいな、たとえばその子がいきなり人類に牙きばを剝むく、なんてことはないはずだから」




　美奈子の顔で嫣えん然ぜんと笑い、韜とう晦かいを続けるプルガトーリオ。とにかく彼女の目的は、願いそのものではなく『至高天』の生み出す子どもなのだ。




朱香：じゃあ──どうしてお母さんの身体を乗っ取って、あたしに優やさしくしたの？

ＧＭ：「それはもちろん──すべては、あなたのため」

朱香：あたしのため……!?　お母さんの身体を勝手に使って、ずっとあたしをだまして、それがあたしのためだって言うの!?

ＧＭ：「もちろん。考えてもみなさい？　この三年間、あなたのなかの『永石美奈子』を守ってあげたのは私なのよ」

朱香：え…………？

ＧＭ：「永石美奈子の死は、あなたに深い悲しみを与あたえたでしょう。拠より所どころのなくなったオーヴァードが辿たどる道はひとつ──ジャームよ」

朱香：…………っ！

ミユキ：それってつまり、朱香ちゃんをジャームにしないために……？

ＧＭ：「当然じゃない。この子がジャームになって人との絆きずなを失ってしまえば、貴き重ちような適てき格かく者しやがその資し格かくを失うのよ？」

ミユキ：それだけが、理由ですか？

ＧＭ：「……他にどんな理由があるの？」

ミユキ：朱香ちゃんのためじゃなく、あくまでも『至高天』を起動させるために必要だから、朱香ちゃんの心を守っていた。あなたはそう言ってるんですよ？

ＧＭ：ミユキの言葉を聞いて、プルガトーリオは可笑しそうに笑います。




「そうよ。大切なのは朱香が絆を持っていること。朱香自身が大切なわけではないわ。少なくとも、プルガトーリオわたしにとってはね」




ミユキ＆朱香：………………!!

ＧＭ：「だからね、別にもうバレたところで問題ないのよ。だって朱香にはミユキちゃんや真、ケルベロスのメンバーといった大切な絆ができているんですもの」

朱香：…………（俯うつむいて肩かたを震ふるわせている）。

ＧＭ：「納なつ得とくしてもらえたかしら？」

ミユキ：……ええ。あなたが最悪のジャームだってことは理り解かいしました。

ＧＭ：「そう。じゃあどうするのかしら？　あなたの弟は歩くことさえままならず、刻こく一いつ刻こくと水すい晶しように変わり果てようとしている」

ミユキ：っ…………。

ＧＭ：「そして、朱香の大事な大事なお母さんは死んでしまっている」

朱香：…………おかあ、さん…………。

ＧＭ：「助けたいでしょう？　弟を。母親を。あなたたちにはそれができるのよ？」

ミユキ：……他に何か副作用はないんですか？　『至高天』を起動させて、ただですむとはどうしても思えません。『至高天』が生み出す人間だって、どんな存そん在ざいだか……！

朱香：……そうだよ。これまでみたいに、何か変なことが起こるかもしれないじゃない。

ＧＭ：「『至高天』は、いわば精せい密みつで強固な機械よ。要よう素そが足りなければエラーを起こすけれど、完全な条じよう件けんが揃そろいさえすれば、その場のレネゲイドは高レベルで安定する」




　つまり──と、可笑しそうに笑みを浮うかべてプルガトーリオは続ける。

「たかが人間ふたりを正せい常じように戻もどす程てい度ど、イレギュラーの起こりようもないわ」




朱香：たかが……って……。

ミユキ：も、もうこの場で斬きりかかりたいくらい、腹はら立だたしい……。

ＧＭ：「それに、言ったでしょう？　『至高天』が生み出す子どもは、まず適格者──朱香と真、タクミくんへの思いを持って、言ってしまえばあなたたちを慕したって出てくるのよ。どうしてそれが害をなすのかしら」

ミユキ：理り屈くつは通ってる……けど……。

朱香：でも、やっぱり不安だよう。

ＧＭ：「どちらにせよ、あなたたちに選せん択たく肢しはない。明日の正午、必ず起動してもらうわ」そこまで言うと、彼女は一気に冷ややかな声音で続ける。「──力ずくでもね」

朱香：っ…………。

ミユキ：どうあっても、起動はさせるってことですか……。

ＧＭ：「ええ。それに、タクミくんの時間もあまりないわよ？　──彼を救う手しゆ段だんは、他にないと思ってくれていいわ」

ミユキ：…………。

ＧＭ：「──もちろん、永石美奈子を救う手段も、ね。死者の蘇そ生せいが『至高天』なら可か能のうであることは、あなたも知ってるはずよね？」

朱香：…………。

ＧＭ：「明日の正午までに心を決めておきなさい。──それじゃ」と、彼女は退たい場じようします。




　プルガトーリオが背を向ける。ほんの瞬きの間に、その姿は煙のように消えていた。

　あとに残されたのは、選せん択たくを迫せまられたミユキと朱香、眠ねむり続けるタクミと真──。




朱香：……ミユキちゃん。

ミユキ：……何、朱香ちゃん。

朱香：リーダーと、九く鬼きさんと──タクミくんと真くんも交えて、話をしよう。あたしひとりじゃ決められない……。

ミユキ：……そうね。それに、みんなで責せき任にんを取るって、そう決めたものね。

朱香：うん。……みんなを呼んで、話をしよう。




　美奈子の姿を借りた存在から突き付けられたのは、あまりにもシビアな現実。時間も、手段も、あまりにも少ない。

　それでもミユキと朱香は、必死に考え抜いて──決断を下そうとしていたのだ。







◆Middle07◆決けつ断だん・Ⅰ

Scene Player ── 青峰ミユキ




『至高天エンピレオ』の起動に関する様々な情じよう報ほうはどれも、一同に少なからぬ衝しよう撃げきを与あたえていた。

　美奈子──否いや、プルガトーリオの告げた刻こく限げんまで時間はない。

　決断の時は近づいていた。




ＧＭ：では──全員登場のシーンです。場所は先程と同じ病室でいいですか？

ミユキ：はい。リーダーと九鬼さんに来てもらいましょう。

九鬼：ほいほーい。あ、そういえばマテリアルはどうする？

晃士朗：一いち応おう持っていこう。九鬼、運べ。

九鬼：ええ～？　人使い荒あらいんだから、もう。コートからアームを出して運ばせよう。

晃士朗：どうせ横着するんじゃねえか（笑）。

朱香：じゃあ、あたしは真くんやミユキちゃん、タクミくんと一いつ緒しよに待ってよう。ふたりとも起きててくれるかな？

ＧＭ：はい。真は一応普ふ段だんどおりの様子。タクミはベッドに横たわっていますが、意い識しきははっきりしています。

ミユキ：……タクミ、無理はしないでね。

朱香：真くんもね。

九鬼：んじゃそのあたりで出てこようか。重いよ晃士朗～。

晃士朗：ミユキ。俺おれたちをわざわざ呼よび出だすってことは、なんかあるんだな？

ミユキ：リーダー、さっき私たちのところに……。

朱香：お母さん──じゃない、プルガトーリオがきたよ。

晃士朗：そうか。……ならそれも含ふくめ、ひとまず今わかっていることをすり合わせるぜ。




『至高天』の起動方法。

　永石美奈子が死し亡ぼうしており、現げん在ざいはその身体を〝プルガトーリオ〟と名乗るレネゲイドビーイングに利用されているという事実。

　このふたつは、最早疑うたがう余よ地ちはないだろう。だが──。




ミユキ：本当に完全起動して出てくる人間に害がないのか──ですよね。

朱香：プルガトーリオはそう言ってたけど……。

晃士朗：あと、変な副作用はもうないのか、だな。ＧＭ、これは裏うらを取る事はできるか？

ＧＭ：可能です。プルガトーリオの言っていたことが事実かどうか、〈知ち識しき：レネゲイド〉で難なん易い度ど15の判はん定ていをすれば解かい析せきできるとします。

晃士朗：高いなー……。だがまあ、〈知識：レネゲイド〉なら【精せい神しん】だし、サポートスタッフも使えるから俺が判定しよう。……よし、成功だ。

ＧＭ：わかりました。では──プルガトーリオの言は真実だとわかります。

一同：（どよめく）




　あれだけの複ふく雑ざつな手順を踏ふみ、『至高天』の起動を試した場合──すべての要素がまるで複雑かつ精密に組み上げたプログラムのように、破は綻たんなく実行される。

　その結果、適格者や周囲へのイレギュラーな影えい響きようはなくなるだろう──。

　いくつものデータから導みちびき出だされた解かいは、その事実を示しめしていた。




晃士朗：……ちっ。あの女、変な噓うそだけはつかねえみたいだな。

九鬼：本当に「生まれてくる子に罪つみはない」って話なのかねえ。けど、問題はそいつをどうしようとしてるのか、だ。

朱香：そうだよね。ただ子どもが欲ほしいわけじゃないだろうし……。

ミユキ：うーん……。

晃士朗：悩なやんでる暇ひまはねえな。ここは《インスピレーション》の使いどころじゃねえか？

九鬼：ん～、俺もそう思ってた。

ミユキ：お願いできますか、九鬼さん。

九鬼：……よし。ＧＭ、《インスピレーション》を使用する。プルガトーリオの思おも惑わくを看かん破ぱできるかい？　『至高天』から生まれる人間をどうするのか、でもいい。

ＧＭ：……そうですね、最さい低てい限げんのことだけですが、ある意味非ひ常じように重要な点が判明します。プルガトーリオは叶かなえられる願いに興きよう味みはなく、『至高天』から生み出される存在を捕ほ獲かくする準じゆん備びをしているようです。




　美奈子──プルガトーリオの発言やこれまでの経けい緯い、探さぐれるところはすべて探さぐり、九鬼の誇ほこる超ＡＩ「テセウス」が演えん算ざんを続け、推すい論ろんを組み立てる。

　その結果は、これまでの調ちよう査さを裏うら付づけ、補ほ強きようするものだった。




九鬼：……だって、さ。

ミユキ：捕つかまえる、って……。

ＧＭ：捕つかまえて何をするのか、まではわかりません。ただ、無力化して捕獲する準備をしているというのがわかります。

晃士朗：とすると、本当に何を願おうが構かまわないし、それ自体にはリスクがないってことか。ヤツにとっての本番はその後なんだからな。

九鬼：……ってことだろうねえ。

ミユキ：でも…………。

朱香：…………。

晃士朗：はん、なら決まりだろう。そう言って俺は『左手』を手に取るぜ。

朱香：リーダー!?

ミユキ：『左手』って、まさか……真くんのマテリアルを？

晃士朗：どちらにせよ、真からマテリアルは外す必要はある。ま、侵しん蝕しよく率りつ的にも俺が一番低いしな。無言で真に『左手』を使う。

ＧＭ：わかりました。では、取り出すマテリアルひとつにつき１Ｄ10侵蝕率が上じよう昇しようします。

晃士朗：じゃあ合計で２Ｄ10だな。……よし、17上がった。これでようやく68％だ。




　晃士朗はその手に『左手』のマテリアルを携たずさえ、無言で真に近づいた。何も言わず、真の身体から『右眼』と『脊せき椎つい』、ふたつのマテリアルを引きずり出す。




ＧＭ：「っ……!?」と、不意をつかれて身じろぎする真の身体からふたつのマテリアルが引ひき剝はがされ、地面に転がります。同時に、晃士朗の体内のレネゲイドが活かつ性せい化かします。

晃士朗：真に入ってたのは『脊椎』と『右みぎ眼め』だったな。抜ぬき取とった瞬しゆん間かんに『左手』を落として、息を荒あらげる。

ＧＭ：マテリアルが離はなれると少し落ち着きますが、そのまま所持し続けていれば遠からずジャーム化するだろう、というのはわかります。

晃士朗：……二度と使うか、こんなもん。

ＧＭ：「闇あん条じよう……さん……!?」真は驚おどろきながら、少し軽くなった身体に戸と惑まどっています。

九鬼：無茶するねえ、晃士朗。

晃士朗：はん、他にマテリアルを引っぺがす手段があるってのかよ。そう言ってマテリアルを積んでるところに無む造ぞう作さに投なげ捨すてる。

ＧＭ：「……ありがとう、ございます」

晃士朗：またてめえに暴ぼう走そうでもされちゃあ面めん倒どうなだけだ。

ミユキ：でもリーダー、真くんからマテリアルを外したって事は……。

晃士朗：ああ。起動させるぜ？　完全な形でな。

ミユキ＆朱香：────!!

九鬼：……ま、そう来るよねえ。

晃士朗：俺の目的は端はなからプルガトーリオにひと泡あわ吹ふかせることだ。願いはお前らにくれてやる。『至高天』を起動したいならさせてやる。だがな、あの女の思い通りにはさせねえ。

朱香：でも……。

晃士朗：母親を生き返らせたくねえのかよ。

朱香：そりゃあ……生き返って欲しいよ。でも──。

晃士朗：はん……。お前はどうだ？　ミユキ。

ミユキ：…………。




　朱香もミユキも、まだ答えが出せないでいた。

　完全に起動し、危き険けんな副作用もなく願いが叶かなうのなら、それでいいのではないのか？

　美奈子を、タクミを助けても構かまわないのではないのか？

　──だが、少女たちは結けつ論ろんを出せない。




晃士朗：叶かなえたくなきゃ別にいいがな。……おっと、一応お前にも聞いておくか。真、お前は何も願わねえのか？

ＧＭ：「……僕ぼくは、僕自身のために何か願うつもりはない」

晃士朗：はん、そうかよ。ま、それならそれで構わん。俺は『至高天』を起動して、絶ぜつ頂ちようになってるあの女をどん底に叩たたき落おとせればそれでいいんだからな。

九鬼：……んじゃ、晃士朗の分の願いは俺にくれよ。

晃士朗：ほう？

ミユキ：九鬼さん？

九鬼：んー……願いは最大でふたつなんでしょ？　で、ミユキはタクミくんを助けたい。朱香は朱香で、美奈子さんを生き返らせたい。俺は──セシリアを助けたい。最初からひとつ足りないんだ。

ミユキ＆朱香：…………。

九鬼：なら、その願いを俺にくれよ。その代わり晃士朗、お前に雇やとわれてやるぜ。プルガトーリオの奴やつにひと泡吹かせるんだろ？

晃士朗：………ふむ。




　ミユキも朱香も、言葉を発せないでいた。

　叶う願いはふたつ。叶かなえたい欲望ねがいはみっつ。

　それでいて、ミユキも朱香も、自分の願いを叶かなえていいのかに、まだ迷まよいがある。

　だが──九鬼には、そこに迷いはないのだ。




九鬼：俺は自分の願いは何より尊とうといって思ってるし、その自信もあるからねえ。願いを叶かなえる代わりに、『至高天』から子どもが出てくるってんなら、それの面倒も見るさ。

晃士朗：簡かん単たんに言うがな、それは場合によっちゃ、そのガキを殺せって話になるぜ。プルガトーリオに捕獲されて、いい結果になるとは思えん。

九鬼：……それも含めて、責任ってことだろ？

晃士朗：それがわかってるならいい。ま、ガキを奪うばわれる前にプルガトーリオを倒たおせばいいって話なんだがな。

九鬼：はは、違ちがいないねえ。で、どうする晃士朗？

晃士朗：（皮肉げに笑って）〝最強〟サマの差しのべた手だ。払う理由はねえよ。

九鬼：オーライ、雇用関係成立だ。

ミユキ：九鬼さん……九鬼さんは全てを受け入れる覚かく悟ごができてるんですね。

九鬼：そうじゃなきゃ、こんなとこまで来ないよ。いいかい、ミユキ。それに朱香も。大人ってのはさ、責任を取ることができるやつのことなんだよ。

朱香：責任……を……。

ミユキ：……黙だまって聞いています。

ＧＭ：「そうだよな。じゃなきゃ、この人は僕や雪村、高円寺さんをあんなに気にかけたりしないだろう」九鬼の発言を受け、真が答えます。

ミユキ：……あこがれます、九鬼さんのそういうところ。

九鬼：ついでに言えば、誰だれも何も願わない社会なんてのは停てい滞たいするだけだよ。子こ供どもに願いを譲ゆずりはするが、子供が何も願わないなら大人がもらうさ。

ミユキ：……そうね。私……九鬼さんの願いを優ゆう先せんしていいと思う。




　ミユキの発した言葉は、その場の全員を驚おどろかせるには十分なものだった。

　とりわけ、九鬼の受けた衝撃は大きい──。




九鬼：……ミユキ？　そりゃどうして……。

ミユキ：九鬼さんは、ちゃんと責任を取ろうとしてるもの。きちんと考えて、リスクも何もかも背せ負おって、それでもセシリアさんを助けたいって思ってる。そうですよね。

九鬼：…………ああ。

ミユキ：それに──こう言ったら変かもしれないけど、セシリアさんだけは『至高天』とは無関係な人なのよ。彼女を助けたら、美奈子さんやタクミは助からないかもしれない。けど、一番まっとうな気がするんです。

九鬼：ありがたい……話ではあるけどねえ。

ミユキ：もちろん、後こう悔かいしない自信はありませんけどね。

九鬼：俺は絶ぜつ対たい後悔するけど、その後悔ごと背せ負おう覚悟はあるよ。だからこそ曲げられない。

朱香：ミユキちゃん……でも、本当にそれでいいの？

ミユキ：そうね……じゃあ、ここで声をかけます。タクミ、聞いていたわね？

ＧＭ：「……うん」タクミはじっとあなたの言葉を聞いていたので、真しん剣けんな顔で頷うなずきます。

ミユキ：あなたならどうする──って、聞くのは酷こくかしら？

ＧＭ：「そっか──」と、タクミはとても複雑な表ひよう情じようをします。「ぼく、元に戻もどりたい」

ミユキ：タクミ……。

朱香：そうだよね……。

ＧＭ：「でも、それでお姉ちゃんがつらい顔をするのはイヤだよ。……けど」

ミユキ：けど……？

ＧＭ：「…………」タクミは少し伏ふし目めがちになって小さく震ふるえています。なんだかんだ言ってもまだ子供なので、怖こわいのでしょう。

ミユキ：そうだよね、怖いよね。……そう言ってタクミの生身のほうの手を握にぎります。

ＧＭ：タクミは無言でミユキの手を握り返します。

ミユキ：私は──セシリアさんには会ったことも話したこともない。でも──怒おこらないでね？　今、私が一番叶えて欲しいって思う願いは、九鬼さんのものなの。

ＧＭ：タクミはじっと耳を傾かたむけ、うん、と頷きます。「……そうだね。ぼくの身体は、他に元に戻もどる手段があるかもしれないもんね」

ミユキ：ええ。それにね、もっと感かん情じよう的てきな理由もあるのよ。

ＧＭ：「……それって？」

ミユキ：うん。私ね──『至高天』が、嫌きらい。

九鬼：おお！

晃士朗：ついにハッキリ言ってくれたか……。

ミユキ：ずっとあなたを縛しばり付つけて、みんなを苦しめたものの力なんて借りたくないわ。

ＧＭ：「そうだよね」と、タクミは笑います。「うん、ぼくも嫌いだよ。どうせぼくには願いは叶かなえられないし、『至高天』なんかの力を借りずに、ぼくらで何とかしようよ」




　すべての発ほつ端たんである『至高天』が嫌い──。

　ミユキの素す直なおな感かん情じようの発はつ露ろだ。それを受けて、タクミは安心したような表情を見せた。




ミユキ：あ、ここで私、『至高天』に対してロイスを取りますね。ポジティブが〝執しゆう着ちやく〟、ネガティブが〝嫌けん悪お〟なんですけど、もう速そつ攻こうでタイタスにします。

ＧＭ：おお、了りよう解かいです。

晃士朗：成長したもんだな。

九鬼：この七回にも及およぶセッションで、ようやく呪じゆ縛ばくから解とき放はなたれたねえ（笑）。

朱香：……あたし、ずっと黙って聞いてるね。

ミユキ：ありがとう、朱香ちゃん。……それで、タクミにもう一度微笑みかけます。きっと方法はあるはずよ。ずっとそばにいるからね、タクミ。

ＧＭ：「……うん」

ミユキ：ここまでやってこれたんだもの、ね？

ＧＭ：「そうだね。三年待ったんだもん、少し長くなるだけだよ」

ミユキ：我が慢まん、できるのね。

ＧＭ：「あたりまえだよ！」

ミユキ：……本当にいい子ね、タクミは。そう言って頭を撫なでます。

ＧＭ：「へへ……。だって、お姉ちゃんの弟だもん」

晃士朗：これでようやく、四人の中で『至高天』から卒業できたヤツが現あらわれたか。

九鬼：ミユキが一番拘こだわってたからこそ、かねえ。

ミユキ：そうかもしれませんね。──ねえ、リーダー。

晃士朗：なんだ。

ミユキ：私も、リーダーに協力させてください。……これだけみんなを弄もてあそんだプルガトーリオを、許ゆるすことなんてできません。

晃士朗：……はん、好きにしな。

朱香：ＧＭＧＭ、あたしはそのやりとりを見てから真くんと話したいです。

ＧＭ：はい。真はミユキとタクミのやりとりをまぶしそうに見ています。

朱香：そっか。……じゃあ、あたしは真くんに声をかけるよ。ねえ、真くん。

ＧＭ：「……何？」

朱香：真くんの願いは──決まってるの？　思ったこと、願った事が自動的に叶かなっちゃうんだよ？　あたしが、生き返ったみたいに……。

ＧＭ：では、真は『至高天』を見上げながら答えます。「……僕自身がこれに叶えて欲しい願いはない。だから──誰だれかのために使いたい、って思う」

朱香：真くん……。

ＧＭ：「……いや、違ちがうな」そう言って、真はじっと朱香を見つめます。




「願いを叶える力を僕が使えるのなら、好きな人のために使いたい」

　はっきりと、朱香を見つめたまま──目をそらさずに真は言った。




九鬼：おお、言うねえ（笑）。

ミユキ：またこの男はしれっとそんなことを……！（笑）

朱香：じゃあ──ね。あたしの願いを、真くんが叶えてくれる？

ＧＭ：「うん」と、力強く頷うなずいて、朱香の手をとって、ぎゅっと握ります。

朱香：あ、えと……。やだな、なんかどきどきする。思わず握り返しちゃう。

ミユキ：離はなれろ……とは、今は言わないでおいてあげるわ（笑）。

ＧＭ：「──大門寺さんが心からの願いを僕に伝えてくれるなら、それが僕にとっても心からの願いになるはずだから」

朱香：真くんっ……！　そう答えてくれるなら、あたしは真くんをＳロイスにするよ！

九鬼：おお……！

ＧＭ：……わかりました。

朱香：……あたしが今一番特別に思うのは、あなただから。だから、お願い。九鬼さんの大切な人を──あたしの友達のセシリアさんを、助けてあげて欲しい。

九鬼：お、おい、朱香、いいのかい？　ブレイクエンド──いや、真、お前も。

朱香：あたしの気持ちは今言った通りだよ。いいよね、真くん。

ＧＭ：「……大門寺さんがそう言うなら、僕にも異い論ろんはないよ。なんのしがらみも罪もなくて、救える人がいるなら、その人を救うべきだと思うしね」

九鬼：（はにかんだように笑って）……そう、か。

朱香：（嬉うれしそうに）えへへ……。真くん、ありがと……。でも、よかった。

ＧＭ：「いいんだ。これが僕の選んだことだから」

朱香：そういう真くんだから、あたし、いっつも真くんのこと考えちゃうんだね！




　少し頰ほおを染そめながら、屈くつ託たくのない笑顔でそう言い放つ朱香。

　その発言がどれほどの破は壊かい力りよくを秘ひめているかなど、知る由もない。




ＧＭ：は、はっきり言われたッ!?　「え、あ、それって……!?」と、多少フリーズしたみたいになりますがな（一同笑）。

九鬼：ヘタレめ！（笑）

朱香：あたしは言いたいこと言ったので満足。ふふふ（笑）。それから、リーダー！

晃士朗：なんだ。

朱香：……あたしも、プルガトーリオは許ゆるせないよ。お母さんの体と、あたしの気持ちをずっと弄んでたんだもの。

晃士朗：そうか。なら、美奈子を生き返らせてプルガトーリオを倒たおすか？

朱香：──その前に、プルガトーリオと話したい。起動させようとしたら来るんでしょう？

晃士朗：まあな。起動時間を前まえ倒だおしにして、あの女にヘタに準備させねえようにする。なんなら〝工作員〟も使うぜ。できれば部下とか連れてくるのも防ふせぎてえ（笑）。

ＧＭ：そうですね……Ｄロイスの〝工作員〟を使うなら、プルガトーリオを起動までの任にん意いのタイミングで、配下のトループもなしで登場させられるとしましょう。

晃士朗：なら決まりだな。コキュートスに行ってから使うさ。

朱香：わかった。じゃあ、行こう。リーダー、みんな。

ミユキ：朱香ちゃん……決めたの？

ＧＭ：「大門寺さん……」真も心配そうに朱香の顔を見ます。

朱香：……うん。決めた。決められる、と思う。──でも、まだちょっと怖いから。




「ふたりが、あたしに勇気をちょうだい」

　おずおずと、朱香はミユキと真に手を差し出す。

　ほんのわずか──迷いを抱かかえて震ふるえる手を。




ミユキ：じゃあ、差し出された手を握にぎるよ。

ＧＭ：真も無言でその手を重ねます。

朱香：じゃあ、それであたしの手の震えが止まります。……うん、もう大だい丈じよう夫ぶ。行こう！

ミユキ：ええ！

九鬼：あいよ。んじゃ、行こうか。

ＧＭ：では、全員でコキュートスに向かう──というところでシーンを終了しましょう！







◆Middle08◆決断・Ⅱ

Scene Player ── 大門寺朱香




　コキュートス。すべてのはじまりであり、目的である『至高天エンピレオ』の座ざす場所。

　数すう奇きな運命に導みちびかれ、願いを叶えるために必要なものがその場へと集っていく。

　そして──適格者たる朱香は、誰も思いもしない決断を行おうとしていた。




ＧＭ：では、全員コキュートスに集合するシーンです。恐おそらくクライマックスの前のシーンになるでしょう。

晃士朗：よし。早速だが、俺はＤロイスの〝工作員〟を使用する。もう『至高天』の起動準備に入ったという情報を流して、プルガトーリオをおびき寄よせるぜ。

ＧＭ：わかりました。では、あなた方はコキュートスに到とう達たつします。




　タクミ、真を含ふくめた六人は、『神曲』セルの本ほん拠きよ地ち・マレボルジェの最さい下か層そう、コキュートスへと到達した。

　強化アクリルガラスに護まもられた巨きよ大だいな水晶の薔薇ばら──『至高天』の本体が鎮ちん座ざする場所だ。




九鬼：いつ見ても馬ば鹿かでかい薔薇だよねえ、ホント。

ミユキ：……ちょっとタクミを心配そうに見ちゃうかな。

ＧＭ：「だいじょうぶだよ、お姉ちゃん。こうやって改めて見るのは初めてだけど、不思議だよねえ……」

朱香：……もうすぐ、全部終わるのかな。あたしもちょっと不安になって、薔薇を見上げる。

ＧＭ：では、不安そうな朱香の手を真がそっと握る、ということで（笑）。

朱香：お、お、おお!?　真くんじゃないみたいな行動を！（笑）

ミユキ：ちっ！　ちっ！（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：「あ、ごめん。……いやだった？」

朱香：……いいよ、ありがと。一回ぎゅっと握り返すね。

晃士朗：イチャつくのは勝手だが、そろそろ始めるぞ、お前ら。

ミユキ：そうだそうだ、離れろー（笑）。

朱香：っとと、そうだったね（笑）。

ＧＭ：では──そのあたりで、空間が不意にゆがみます。

一同：!!




　歪わい曲きよくした空間がゲートを作り出し、そこからひとりの女がコキュートスに降おり立たつ。

　──プルガトーリオ。

　永石美奈子の肉体を操あやつり、『神曲』セルを支し配はいしてきたレネゲイドビーイングだ。




晃士朗：よう、お早いお出ましだな。

ＧＭ：「そちらこそ、随ずい分ぶんと前倒しにしたものね。明日の正午まで待つと言ったはずよ」と、少し不ふ快かいげに眉まゆ根ねを寄よせます。「──まあいいわ。どうせ起動させるのに変わりはないし」

晃士朗：そういうこった。気を遣つかってやったんだぜ？

九鬼：くく、晃士朗も言うねえ。

ＧＭ：「あら、それはどうも」と流して、プルガトーリオは朱香を一いち瞥べつします。「……願い事は決まったの？　朱香」

ミユキ：朱香ちゃん……。

晃士朗：…………。

九鬼：ん……。

朱香：……うん。決まったよ。




　朱香は、姿を見せた時からずっとプルガトーリオを見つめていた。

　大好きなお母さんとして、三年間の記き憶おくを共有する人。

　大好きなお母さんの姿をした、お母さんではない、別の存在──。

　じっとその目を見て、朱香はこくんと頷いた。




ＧＭ：「……そう」と、プルガトーリオは薄うすい笑みを浮うかべる。

朱香：（深しん呼こ吸きゆうして）…………ミユキちゃん。

ミユキ：……何？

朱香：──例の短たん剣けん、まだミユキちゃんが持ってる？　副作用を押おし付つける、ってやつ。




　かつてミユキは、ＵＧＮのオーヴァード、〝十字疵スカード〟からひと振ふりの短剣を預あずかっていた。それは『至高天』やマテリアルによって被こうむった副作用を他人に押し付けることができる、というものだ。




ミユキ：うん、持ってるけど……。

朱香：なら、これから言うことを落ち着いて聞いて欲しいの。

ミユキ：……うん。

朱香：あの短剣をちょうだい。タクミくんの副作用は、あたしが引き受ける。

一同：おおおおおおお!?（どよめく）

ミユキ：ちょっと待って、それって……『至高天』の願いをそのために使うの？

朱香：うん。……（少し震える声で）あたしは、自分の水晶化を治してもらうことを願う。




　朱香の決断。セシリアを救い、タクミの副作用を引き受けた上で自分で治す。

　それは、最愛の母である美奈子の生せい還かんを諦あきらめるという意味だ。

　ミユキのみならず、その場にいた全員がその決断に驚きよう愕がくしていた。




朱香：……ＧＭ、それは問題ないですよね？

ＧＭ：……あ、えと、はい。びっくりして一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんとしてしまった（笑）。もちろん、それは可能です。無む論ろん、プルガトーリオも驚きます。「朱香、あなた本気なの？」

朱香：……あたりまえじゃん。こんなこと、軽々しく言えない。

九鬼：そりゃそうだよ。一体どうやってそんな結論に。

ミユキ：で、でも……そんなことしたら、美奈子さんは……。

朱香：（肩を震わせて）わかってる……!!

九鬼：朱香、本当にわかってるのかい？　俺のことはいいんだぜ？　俺なら……。

ミユキ：そうよ朱香ちゃん、私たちだって……。

朱香：（ふたりを遮さえぎって）ダメなの！　……ダメなの。それじゃダメなんだよ。




　涙なみだを浮かべながら、声を荒あらげ、ミユキと九鬼を制せいする朱香。

　ふるふると震えながら、彼女はゆっくりと話し始める。




朱香：……ずっとね、考えてたんだ。あたし、プルガトーリオじゃない、お母さんとのちゃんとした記憶がない。おぼろげには覚えてるけど、ちゃんと戻もどってないんだ。

ミユキ：……朱香ちゃん。

朱香：だから──生き返ったお母さんを本当にお母さんだって思えるかどうか、わからない。自信がないの。




　震ふるえた声で、しかしはっきりと、朱香は言葉を続ける。

　誰もが、彼女のとった思いがけない決断に驚愕し、耳を傾けていた。




朱香：でも……でもね、ミユキちゃんや、真くんがあたしを大切に想ってくれてることはわかるの。それは絶対に、だれにも否ひ定ていさせないよ。

ミユキ：もちろんよ。あたりまえじゃない。真くんだってそうよね？

ＧＭ：「……ああ。僕の気持ちに噓はないよ」

朱香：それと同じで──九鬼さんがセシリアさんを大事にしているのも、ミユキちゃんとタクミくんの絆も本物なの。なのに、あたしがもやもやしたまま願いを叶えるなんてできない。

ミユキ：でも……！

朱香：……たぶん、この判はん断だんは間ま違ちがってるってみんなに言われると思う。あたしも、絶対後悔すると思うの。

ミユキ：朱香ちゃん…………。

朱香：でもここでお母さんだけを生き返らせるなんて、そんなの都合が良すぎる。




「そんなの、あたしが自分の思い出ロイスを護まもりたいから生き返らせるって風に思ったの」

　いつしか、朱香の目には大おお粒つぶの涙が浮うかんでいた。それを拭ぬぐおうともせず、彼女はキッとプルガトーリオを睨にらみつける。




朱香：それじゃあ──ただあたしの絆ロイスを守りたいためだけにお母さんを演えんじてた、プルガトーリオと変わらない。そう思ったの。

ミユキ：………そう、なんだ。

朱香：うん。あたしは──。




「あたしは、プルガトーリオと同じにはなりたくない」




九鬼：なるほどねえ……。

晃士朗：……流石に驚おどろくぜ、これは。まさか朱香がここまで言うとは思ってねえよ。

ＧＭ：「……あらあら、かわいそうな美奈子さん。娘むすめに見み捨すてられちゃったわねえ」

朱香：勝手にそう思えばいい。きっと、ほんとのお母さんはわかってくれるもん。

ＧＭ：「……ま、いいわ。好きになさい。『至高天』が起動すれば、私はそれでいいもの」

朱香：言われなくてもそうするよ！

ミユキ：……朱香ちゃん、決意は変わらないのね。

朱香：…………うん。

ミユキ：でも、怖い。あの短剣を使って朱香ちゃんにどういう影響があるか……。

朱香：そうしなきゃダメなの。タクミくんを治してって言うのは簡かん単たんだけど、それはあたしの心からの願いじゃないもの。

ミユキ：…………。

朱香：あたしが、これからもあたしでいるために。他の誰のためでもない、あたし自身のために願いを使いたいの。

ミユキ：リスクを……背せ負おいたい、ってことね？

朱香：……うん。なんなら、『至高天』から出てくる子どものお母さんにでもなるよ。

ミユキ：……そっか。




　長い沈ちん黙もく。

　朱香はじっとミユキを見つめ、ミユキは──見つめ返せないでいた。

　本当にいいのか。

　取り返しのつかないことになりはしないか。

　何度も考えをめぐらせた結果──。




ミユキ：……わかったわ。朱香ちゃんを信じる。

朱香：ありがとう……。じゃあ、お願いがあるの。

ミユキ：何？　もうなんでも聞くわ。

朱香：あたしを短剣で刺さすのは、ミユキちゃんにお願いしていい？

ミユキ：それは、私にしかできないことね。

朱香：うん。

ミユキ：……鞄かばんから短剣を取り出してまじまじと見るわ。

朱香：ミユキちゃんになら、安心してまかせられるよ。

ミユキ：……本当に。朱香ちゃんも、タクミも、真くんも──リーダーも、九鬼さんも。




「──ここにいるみんなを失いたくない」

〝十字疵スカード〟に渡わたされた短剣を手に、ミユキは最愛の弟と最高の親友に視し線せんを送る。

　ふたりとも、ミユキに全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを置き、リラックスしたような表情だ。

「行くわね──」




ミユキ：では、まずはタクミを短剣で突つきます。水晶化してる部分でいいのかな。

ＧＭ：そうですね。抵てい抗こうなく、すっと刃はがタクミの水晶化している部分に入っていきます。

晃士朗：要よう領りようとしては注ちゆう射しや器きみたいなもんか。

九鬼：そうだねえ。副作用を抽ちゆう出しゆつして別の人に渡わたす（笑）。

ＧＭ：まだタクミの半身は水晶化したままです。これから適格者──朱香を刺すことでリンクが形成され、徐じよ々じよに水晶化の副作用が朱香に移うつっていくことになります。

ミユキ：……わかりました。じゃあ、朱香ちゃんの目をじっと見つめます。

朱香：ん、あたしは大丈夫。ついでにあたしの血で起動させちゃえばいいよ！

ミユキ：そうね。じゃあ──マテリアルを足元に用意する。

朱香：いつでもいいよ、ミユキちゃん。

ミユキ：ええ。朱香ちゃん……全力で、私が守るから。

朱香：（満面の笑みで）──うんっ!!




　そっとミユキが朱香の腰こしに手を回し、抱だき寄よせる。

　背せ中なかに回した手に握にぎられた短剣。その切っ先は、朱香の背に向けられていた。

　誰にも、自分が朱香を刺すところを見せないように──。




朱香：……お願い、ミユキちゃん。

ミユキ：ええ……行くわね。




　朱香の背に突つき刺ささる短剣。流れ落ちる血が、足下のマテリアルに滴したたり落おちる。

　鈍にぶい光。徐々にそれは強くなっていく。

　そして──『至高天』の起動が、始まった。
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◆Climax01◆『至高天エンピレオ』、起動

Scene Player ── 闇条晃士朗




　朱しゆ香かの血を受け、一〇個このマテリアルが輝かがやきを放つ。

　数多の戦いと数多の決けつ断だんを経へて、『至高天』は、起動を始めた。

　それを見ながら、プルガトーリオは恍こう惚こつの笑みを浮うかべる──。




ＧＭ：では、クライマックスです。『至高天』は起動し始め、朱香の身体が徐じよ々じよに水すい晶しように変わっていきます。

朱香：んっ……と、始まったみたい。

ミユキ：私わたしがついてるから……。

朱香：うんっ。ありがとう、ミユキちゃん。

九鬼：──ありがとう、ミユキ、朱香。他に言う事が浮うかばないよ。

朱香：うふふ。だって、九く鬼きさんが一番年長者だし、一番最初に死んじゃうもん（爆ばく笑しよう）。

九鬼：そ、そんな理由なの!?（笑）

朱香：──ほんとに、いっぱい学ばせてもらってありがとう。あたしは、あたし自身の欲望ねがいを叶かなえることにする。

九鬼：……ああ。

晃士朗：自分がどうこうするんじゃなくて相手に何かさせる、か。お前らも成長したもんだ。

ミユキ：リーダーたちがいたからですよ。

晃士朗：なんでも自分でやるってんじゃねえのは、相手を信しん頼らいしてるから、らしいぜ。

朱香：（にやあっと笑って）素す直なおじゃないリーダーも、あたしたちを信用していいんだよ？

晃士朗：……お前はスッキリすると必ず俺おれに嫌いや味みを言うな（笑）。

朱香：うふふふ。あたしもリーダーを信頼してるから言えることなんだよ。

晃士朗：はん、今は好きに言わせてやるよ。──何せお前らの中で、俺が一番最初に欲望ねがいを叶かなえさせてもらうんだからな！




　晃士朗が指を鳴らすと同時に、黒い風の塊かたまりがプルガトーリオ目め掛がけて放たれた。

　咄とつ嗟さに放った炎ほのおで相殺しながら、プルガトーリオの顔にあからさまな不ふ快かいが見える。




ＧＭ：「……なんのつもりかしら？　もうあなたたちの用は終わったはずだけど」

晃士朗：言ったろうが、俺は俺の欲望ねがいを叶えるってな。俺の願いは、この三年間ずっと変わらず──てめえを叩たたき潰つぶすことだぜ？

ＧＭ：「……バカなことを」嘆たん息そくして、彼かの女じよは他の三人にも視し線せんを送ります。「……ひょっとして、あなたたちも同じことを考えてるんじゃないでしょうね？」

ミユキ：……私たちケルベロスは、リーダーの意い志しで動きます。あなたなんかに『至高天』から生まれる子どもは渡わたしません。

朱香：そうだよ。それにお母さんの体、そのまま使えると思わないで！

九鬼：──俺はさあ、晃士朗に雇やとわれちまったんでね。報ほう酬しゆうは前まえ払ばらいで今もらっちまった。




　晃士朗と同じく、ミユキ、朱香、九鬼もはっきりとプルガトーリオに戦意を向ける。

　彼女は表ひよう情じようをますます不快に歪ゆがめ、その身体に炎ほのおを纏い始めた。




ＧＭ：「そんなザマになってよくもそこまで言えたものね、朱香」

朱香：……お母さん。

ＧＭ：「なあに？」

朱香：……あなたのことじゃない！

ＧＭ：「───ふん？」

朱香：（空を見上げて）聞こえてる？　お母さん。あたし──記き憶おくはないけど、お母さんの事が大好きだよ。だからね、乗のり越こえてくよ。──ごめんね。ありがとう。




　目の前のプルガトーリオにせものではなく、本物の──今はいない母に向けて、朱香はありったけの想いを込こめて叫さけんだ。

　──生き返らせてあげられなくて、ごめんね。

　──ずっと思いだせないままで、ごめんね。

　──そして、ありがとう。

　あたしを、愛してくれて。




ＧＭ：「……人形が随ずい分ぶん成長したこと」と吐はき捨すてるように言うと、プルガトーリオは両手に炎を纏まといます。その表情は、朱香の知る『お母さん』とは似にても似につかぬ邪じや悪あくな表情です。
















朱香：じゃあ、あたしも両手に炎を纏まとうよ！　あなただけは許ゆるさない──プルガトーリオ！　ロイスを取って即そくタイタスにします！

ＧＭ：「元気のいいこと。──なら、まとめて相手をしてあげる。全員を仕し留とめてから、『至高天』の生み出すものを連れて行くとするわ」

晃士朗：はん、上等だ──と、俺は三年前のように覇は気きのある笑みを浮うかべる。

朱香：リーダーのあんな顔、初めて見る……。

ミユキ：……ええ。私はその顔を見てリーダーにロイスを取ろう。〝尊そん敬けい〟と〝隔かく意い〟です。

晃士朗：さあプルガトーリオ──。




「──リターンマッチだ」

　晃士朗が三年前──野望と力に満ちていた頃ころと同じ、覇気のある笑顔を浮かべる。

　それと同時に、彼の手に闇やみの塊が生み出される。

　暗くら闇やみの中でさえはっきりとわかる、黒い黒い暗黒の風。




ＧＭ：「……返かえり討うちにしてあげるわよ」プルガトーリオがそう言った瞬しゆん間かん、周囲の壁かべや地面、天てん井じようから浸しみ出すようにして、不定形のジャームが現あらわれます。

ミユキ：何、あれ……。

晃士朗：プルガトーリオが何かしたのか？

ＧＭ：特に何かした様子はありません。つまり、Ｅロイスなどで登場したわけではない、ということですが。見た目はヘドロの塊にいびつな手足がついたようなものですね。そして、このジャーム達からは凄すさまじい飢き餓がの衝しよう動どうが感じられます。

朱香：やーん、気持ち悪いー！

九鬼：飢餓……か。前回〝十字疵スカード〟に〝加か虐ぎやくの宴うたげ〟を使ってたのがプルガトーリオだとすると、全く関係ないのか。

晃士朗：『至高天』が生み出した、とかか？

ＧＭ：現げん状じようではこのジャームの素す性じようはわかりません。で……本来はこのジャームが四体、晃士朗が〝工作員〟を使わなければ登場予定だったトループとは別に現あらわれるんですが。

朱香：が？

ＧＭ：晃士朗が真からマテリアルを外したので、今彼は普ふ通つうに戦える状じよう態たいです。なので、「この連中は僕ぼくが引き受けます！」と前に出ます。これでトループはこの戦せん闘とうからは除じよ外がい。

晃士朗：おお！

九鬼：頑がん張ばれブレイクエンド（笑）。

朱香：きゃー、真くんかっこいいー♪

ミユキ：今回はＰＣ番号ないし、真くんがＰＣ①でいいよ（笑）。

ＧＭ：なお、タクミも自衛程度はできるので、クライマックス戦闘には参加しません。

ミユキ：よかった……！

朱香：あたしがガードしなくてすむ！（笑）

九鬼：しかし……あのジャームどもはなんなんだろうねえ。

晃士朗：確たしかに気になるが、今は後回しだな。

ＧＭ：「……予想よりも戦力が多いわね。けど、誤ご差さの範はん囲いよ」と、プルガトーリオはあなた方四人に向かって歩いてきます。




「さあ、燃もやし尽つくしてあげるわ」

　プルガトーリオから放たれる、圧あつ倒とう的てきな悪意。

　否いやが応おうにも四人のレネゲイドがざわめき、その衝動を喚かん起きされる──！




ＧＭ：では、衝動判はん定ていを行ってください！

一同：成功！

ＧＭ：く、相変わらず衝動判定に強いメンバーだ……。では、戦闘を開始します！




◆第一ラウンド

[image: ]

ＧＭ：まず最初に、朱香の処しよ理りから説明しましょう。今、朱香の身体は徐々に水晶化していっております。なので、三ラウンド目のクリンナッププロセスに半身が完全に水晶化し、行動不ふ能のうになります。

朱香：んー……わかりました。

晃士朗：他のペナルティはない？

ＧＭ：はい。それまでは判定に支し障しようはないとします。

九鬼：それならなんとかなるかな。三ラウンドで決着をつければいいんだよ。

ミユキ：そういうことですね。

ＧＭ：ではセットアップです。こちらの行動値ちは20。

九鬼：《加速装そう置ち》だ。これで行動値は17。

朱香：あたしは《氷の城じよう塞さい》！

ＧＭ：では《灰はい色いろの庭》を晃士朗に使用。行動値をマイナス９します。

晃士朗：それだと18になるな。……先手を取られるか。

ＧＭ：はい。そしてイニシアチブプロセスで《加速する刻とき》を使用。マイナーで《斥せき力りよく跳ちよう躍やく》《オリジン：ヒューマン》《白熱》を使用してあなた方にエンゲージ。

晃士朗：そういや、俺の回想シーンでも白兵系けいだったな……。

ＧＭ：メジャーアクションはＥロイス〝加虐の宴〟を使用。対象はミユキ！




　邪悪そのものの笑みを浮かべ、プルガトーリオがミユキの頭部を鷲わし摑づかみにする。

　注そそぎ込こまれるレネゲイドが、ミユキの身体を爆ばく弾だんへと作り変えていく……！




ミユキ：っ……！　これって、〝十字疵スカード〟がやられた……!?

ＧＭ：はい。ミユキは［戦闘不能］になった瞬間、爆ばく発はつして周囲に５Ｄ10のＨＰダメージを与あたえた後死し亡ぼうします。

九鬼：常つねにタイタスを使って復ふつ帰きするしかないってわけか……。

ミユキ：……なら、倒たおれなければいいだけよ。

朱香：うんっ！　ミユキちゃんを倒たおさせたりしないもん！

ＧＭ：「ふふ……いつまで持つかしらね？」では、行動値20でプルガトーリオがまた動きます。マイナーで《斥力跳躍》＋《終末の炎》。ＨＰを25点消費、10ｍエンゲージを離はなれます。

九鬼：前のめりな技わざを使ってきたな……！

晃士朗：はん、ＨＰを勝手に消費してくれるならありがたいさ。

ＧＭ：メジャーで《プラズマカノン》＋《斥力の槌つち》＋《因いん果が歪わい曲きよく》＋《エネルギーマイスター》その他を組み合わせて攻こう撃げき！　対象は範囲、達成値は42！




　プルガトーリオが指を鳴らすと、地面から炎の柱が噴ふき上あがる。その猛もう炎えんは人間を焼き尽くし、熱風で焼け残った身体を弾はじき飛とばす。

　──かつて晃士朗の部下を大量に葬ほうむり去さった技だ。




晃士朗：……ちっ。色々思い出しちまうな。

朱香：あたしは全部組み合わせてミユキちゃんをガード！

九鬼：俺は《電でん磁じ障しよう壁へき》でガードしておく。

晃士朗：ドッジは失敗だ。

ＧＭ：ダメージは[image: ]点！

九鬼：そりゃどうあがいても無理だ！　装そう甲こう含ふくめて45点も止めたのに！（笑）

晃士朗：俺は《リザレクト》。１点回かい復ふくだ。

朱香：あたしは……《氷の城塞》で12点減へらして、《氷雪の守しゆ護ご》も使うけど……あーん、低い！　[image: ]点も喰くらっちゃう！

晃士朗：それは《波は紋もんの方ほう陣じん》を使っても無理だな。

九鬼：さしもの朱香も耐たえ切れなかったか……！

朱香：もう少し出目がよければなー。プルガトーリオのタイタスを昇しよう華かして立ち上がるっ！　あなたのことだけは絶ぜつ対たい許さない！

ＧＭ：では、ダメージを受けた人は14ｍ移い動どうさせられます。

九鬼：随分吹ふっ飛とばされたねえ。《イオノクラフト》を取っておいて正せい解かいだった。

朱香：すぐそっちに向かうからね、ミユキちゃん……！

ミユキ：ええ、待ってるわ。

晃士朗：……次は俺だな。マイナーで２ｍ移動、エンゲージを九鬼と分ける。メジャーは《サイレンの魔ま女じよ》を含ふくめたいつもの組み合わせ。達成値はサポートスタッフも使って41だ。

ＧＭ：《氷盾》でガード。両手に纏まとった炎を盾たてのように展てん開かいする！

晃士朗：はん、流石は朱香の母親ってところか。ダメージ44点と硬こう直ちよくだ。

ＧＭ：晃士朗の放った黒い風と、プルガトーリオの纏う炎が拮きつ抗こう。19点引いて25点ダメージ。硬直は《状態復ふく元げん》で治ち療りようします。

晃士朗：……はじめて俺の攻撃が効きいたな、プルガトーリオ。

ＧＭ：「そうね。──どうしたの？　三年前より強くなってるじゃない」

晃士朗：あんたのおかげさ、感かん謝しやしてるぜ。……その風がまとわりついてる限かぎり、まともにゃ動けねえだろう。そこに突つき刺ささるのは──最強の一矢だ。

九鬼：持ちあげてくれるねえ。……んじゃ、いきますよ！　マイナーで《イオノクラフト》、ちょうど24ｍ移動してエンゲージだ！




　三年間待ち続けた晃士朗の執しゆう念ねんが、黒い風となってプルガトーリオの身体を縛しばる。

　そして次の瞬間──『最強』の男が刃はを構かまえ、無む双そうの連撃を放つ。




九鬼：アクビが出るぜ、プルガトーリオさんよ！　テセウスも起動、《マルチウェポン》その他を組み合わせて攻撃だ！　達成値は33！

ＧＭ：では──彼女はにやりと笑い、エフェクトは使わずにガードします。アームナイフの効こう果かでガード値は０ですね。装甲値もありません。

九鬼：おや？　なら、ダメージは37点だぜ。

ＧＭ：……《ワームホール》。その37点をそのまま九鬼に返す！

晃士朗：なるほど、返すダメージを増ふやすためにあえてガード値を下げたのか……！

九鬼：ぐっ！　けど、実はまだ侵しん蝕しよく率りつが93％なんだよねえ。《リザレクト》して６点上じよう昇しよう、侵蝕率99％！　〝十字疵スカード〟に比くらべたらヌルいねえ。

ＧＭ：「へえ？　……データよりも強いわね」

九鬼：おいおい、何年前のデータだよ。

ＧＭ：「ここ二週間ほどの最新データなんだけど、ね」

九鬼：……なるほどねえ。〝十字疵スカード〟との戦いを見てやがったな。

ＧＭ：ふっふっふ。では、次はミユキですね。

ミユキ：……よし、前に出よう。まだ《リザレクト》もできる！

朱香：あたしもすぐに追いつくよ！

ミユキ：ええ！　……マイナーで《氷炎の剣けん》＋《地じ獄ごくの氷炎》＋《氷の回かい廊ろう》＋《終末の炎》、ＨＰは25点消費。メジャーも全て組み合わせて攻撃、これで侵蝕率は99％！




　ミユキの生命力を喰くらい、氷の刃が一いつ層そう鋭するどさを増ます。

　瞬しゆん時じに凍こおらせた地面を滑すべりながら、プルガトーリオに肉にく薄はく──。




ミユキ：いきます！　クリティカル！　……またクリティカル！

ＧＭ：ちょ、ちょっと、何回クリティカルするんですか!?

ミユキ：60、70、80、90……95なので、〈白兵〉レベルを足して達成値は[image: ]！

一同：おおおおおお！（どよめく）

朱香：（うっとりした声で）すごい、ミユキちゃん。かっこいい……！

晃士朗：お、恐おそろしい……。

九鬼：そのダイス目の良さを分けて欲ほしい……（笑）。

ＧＭ：……ひょ、《氷盾》でガード！

ミユキ：ダイス目が61、固こ定てい値ちは《終末の炎》も入れて61。……[image: ]点！

ＧＭ：が、ガード値を引いても[image: ]点……。まだ倒たおれませんが、かなり痛いたい……！

朱香：すごーい！　独どく力りよくで三桁けただよ！（笑）

ＧＭ：「なんなの、この力は──!?」




　ミユキの放った一いつ閃せんはプルガトーリオの炎を切きり裂さき、その身に痛つう打だを与あたえる。

　予想を超こえる──否いや、予想外の力に、悪意の塊たる存そん在ざいが驚きよう愕がくに震ふるえた。




朱香：ミユキちゃんはひとりで立って、あんなに凄すごい力を出して……。なんだか、まぶしい。

ミユキ：……この力は、朱香ちゃんのおかげなの。みんなを大事に思う心が、力になる。それを教えてくれたのは、朱香ちゃんだから。

朱香：ミユキちゃぁぁぁん！　うわぁぁん、嬉うれしい[image: ][image: ][image: ]！

ミユキ：プルガトーリオ……。朱香ちゃんを、そして私たちを欺あざむき続けたあなたを、決して許さないわ。そう言ってプルガトーリオへのロイスを取って即タイタスにします。

ＧＭ：「……いい気き魄はくね」

晃士朗：どうした、プルガトーリオ。笑みが歪ゆがんでるぜ？

ＧＭ：「そうね、そうかもしれないわ」

晃士朗：……はん、やけに素直じゃねえか。

ＧＭ：「──こんなに追おい詰つめられたのは生まれて初めてだもの」そう言うと、彼女は両手の炎をいっそう強く燃もえ上あがらせます。では、朱香の行動ですね。

朱香：あたしは戦闘移動と全力移動でミユキちゃんと同じエンゲージに移動！　いつでも一いつ緒しよだよ、ミユキちゃん！

ミユキ：ええ。……一緒に戦ってね。

朱香：うんっ！

ＧＭ：では、クリンナップですね。

朱香：あたしは《フェニックスの翼つばさ》！　20点回復して、ＨＰは今36点！

ＧＭ：プルガトーリオも《フェニックスの翼》を使用、ＨＰが25点回復。

九鬼：やっぱりか！

晃士朗：なるほどな。《終末の炎》で使った分を回復するってことか。




◆第二ラウンド

[image: ]

ＧＭ：では次のラウンド。セットアップです。

九鬼：俺は《加速装置》を使うよ。これで侵蝕率が[image: ]％を超えるので、行動値は21だ。

ＧＭ：では晃士朗に《灰色の庭》を使用。先にペナルティを撃うってくる方が怖こわい。

晃士朗：……わかった、それはどうしようもないな。

朱香：あたしは改めて《氷の城塞》！

ＧＭ：では……イニシアチブプロセスにプルガトーリオが《極大消滅波》を使用、対象はミユキ、朱香、九鬼。

朱香：大だい丈じよう夫ぶ、《エネルギーシールド》を組み合わせればガードできるよ！

ミユキ：朱香ちゃん、私はまだ《リザレクト》できるから九鬼さんをお願い！

九鬼：ありがとー！

朱香：わかったよ！　じゃあ《炎陣》《氷盾》も組み合わせて九鬼さんをカバーリング！

ＧＭ：ダメージは37点。出目は悪くないんだが……。

朱香：……ノーダメージ♪

ミユキ：私は《リザレクト》です。

晃士朗：俺の《波紋の方陣》は使わずに済すんだな。

ＧＭ：朱香に効きかないのは想定内、ミユキをリザレクトさせただけよしとしましょう！　では行動値21の九鬼の行動です！

九鬼：オーケー。んじゃ、まずはイニシアチブプロセスに《フルインストール》、マイナーで《ポルターガイスト》！　これでダイスは22個、ダメージに＋12だ。

ＧＭ：それは《時の棺ひつぎ》！




「跪ひざまずきなさい──!!」

　怒ど声せいと共に放たれるプレッシャー。

　圧倒的な物量と手数で迫せまる九鬼に強きよう烈れつな重力の塊を叩たたきつけ、その進路を阻はばむ。




九鬼：やれやれ、まだそんな切り札があったのかい。けど、余よ裕ゆうはなさそうだねえ？

ＧＭ：「さあ、それはどうかしら？」ミユキに向き直って襲おそいかかります。

ミユキ：……！

朱香：来るなら来い！　あたしが守るもん！

ＧＭ：マイナーで《終末の炎》＋《ダークマター》、メジャーで《巨きよ人じんの斧おの》＋《漆しつ黒こくの拳こぶし》、その他を組み合わせた白兵攻撃。肘ひじ打ちでバランスを崩くずしてから、踏ふみ込こみと同時に背せ中なかで体当たりを行う！　達成値は61！

朱香：《炎陣》！　他にも全部組み合わせてガードするよ！

ＧＭ：「はぁぁぁぁっ！」ダメージは[image: ]点、装甲無む視し！

朱香：《氷の城塞》とあわせて60点防ふせぐよ！　《氷雪の守護》も使って……あ、大きい！　29点軽けい減げんして39点！

晃士朗：それなら《波紋の方陣》を使う。29点軽減だ。

朱香：それなら10点ダメージ！　残りＨＰは26点！

ＧＭ：おっと、《エネルギーマイスター》があるので、更さらに９点のＨＰが減げん少しようします。

朱香：いやーん！　それでもＨＰ17、全然だもん！

ＧＭ：実に硬かたいなあ。ちょっと強く育てすぎたかしら（笑）。それはそれとして14ｍ後方に移動しておいてください。で、朱香を弾はじき飛とばした瞬間に《時間凍とう結けつ》！

九鬼：なるほどねえ……朱香を弾き飛ばしてから追つい撃げきでとどめ、って腹はらかい。

ＧＭ：そうです。《斥力跳躍》でエンゲージを外して10ｍ移動。ミユキと九鬼に《プラズマカノン》他を組み合わせた範囲攻撃！

晃士朗：はん、その程てい度ど読んでるんだよ！　《時の棺》！




　プルガトーリオの放った轟ごう炎えんが、晃士朗の黒風に巻まかれ、食い尽つくされて消失する。

　三年間の雌し伏ふくは、隻せき眼がんの復ふく讐しゆう者の力を確かく実じつに押おし上あげていた。




晃士朗：これでミユキまで吹ふき飛とばされると厄やつ介かいだからな。

朱香：リーダーやるう！

ＧＭ：く、ＨＰ20点が無む駄だに……！

晃士朗：旗色が悪そうじゃねえか。

ＧＭ：「……調子に乗らないで欲しいわね」

晃士朗：そろそろ認にん識しきしたらどうだ？　これが俺がこの三年間で得た力、お前の下で耐たえ忍しのんで手に入れた力──ケルベロスだ。

ミユキ：リーダー……。

朱香：リーダーったらもう！

ＧＭ：「そうね──随分と強く育て上げてくれたものだわ」

晃士朗：そして次は俺の行動だ。まず前に死んだ仲間へのロイスを取ってタイタスにする。更に、プルガトーリオへのＳロイスをタイタスにして勝負をかける！

一同：おおおおおおっ!!

朱香：え、Ｓロイス切っちゃうの!?

九鬼：晃士朗、そこまでやるのか！

ミユキ：リーダー、本気なんですね……。

晃士朗：ここで切らずに、どこで切るってんだよ！　白く染そまった髪かみをざわめかせ、全身から血を噴ふき出だしながら全力で攻撃を仕し掛かける！

ＧＭ：「──これがあなたの今の力というわけなの？」

晃士朗：そういうことだ。まずは死んだ仲間のタイタスを昇華してクリティカル値を下げる。攻撃は全部組み合わせて──達成値は47だ。

ＧＭ：こちらは《氷盾》でガード。

晃士朗：ここでプルガトーリオのタイタスを昇華、Ｓロイスの効果でダメージに＋５Ｄ10！

一同：おおおおおお！

晃士朗：これが今の俺の力だ。あの時とは違ちがうぜ……!!

ＧＭ：「随分とスッキリした顔をしているじゃない。まるで別人ね……！」

晃士朗：そうさせたのは──俺を強くしたのは、間ま違ちがいなくお前だ、プルガトーリオ。その点だけは感謝してやる。だから──。




「こいつを喰らってくたばりなァ！」

　純じゆん粋すいな破は壊かいの意志を体たい現げんするかのような、黒い、闇の中でもなお黒い風。

　執念によって練り上げられた晃士朗の力がプルガトーリオを吞のみ込こんでいく……！




晃士朗：ダメージは……おおお、かなり良い！　[image: ]点!!

九鬼：そんなにプルガトーリオが憎にくかったのか……（笑）。

朱香：また三桁けた！　今までにない生き生きとしたリーダーを見たよ（笑）。

ＧＭ：ガードで19点減らして、硬直は《状態復元》で解かい除じよ！　「……っ！　口だけじゃ、ないみたいね……」

晃士朗：仕留め損そこねたか。だが、そろそろ限げん界かいじゃねえのか？　ミユキ、畳たたみ掛かけろッ！

ミユキ：はいっ！　《氷の回廊》で戦闘移動、プルガトーリオにエンゲージ！

朱香：ミユキちゃん……お願い。

ミユキ：（力強くうなずいて）行きます！　全部組み合わせて──達成値36！

ＧＭ：こちらは《氷盾》でガード……！

ミユキ：ダメージは66点……！

ＧＭ：く……！　《燃もえる魂たましい》で起き上がる！

ミユキ：まだ倒たおれないのね。さすがだわ……。

朱香：あたしだね。ミユキちゃんにエンゲージして、メジャーは《鋼はがねの肉体》。21点回復！




　続くクリンナップで、朱香とプルガトーリオはともに《フェニックスの翼》でＨＰを回復する。そして、戦局は第三ラウンドを迎むかえた──。




◆第三ラウンド

[image: ]

九鬼：もう一丁《加速装置》！

ＧＭ：こちらも晃士朗に《灰色の庭》を使用。

晃士朗：……予想以上にしぶといな。このラウンドで決めないとマズいぞ。

ＧＭ：朱香の体はもう一割近く水晶化してますね。

朱香：…………。

九鬼：だったら切きり刻きざむまでだ！　さっきと同じコンボで攻撃してやるよ！　達成値は26！

ＧＭ：「ちょこまかと……五月蠅うるさい男ね！」　右手から発生する重力フィールドがその攻撃の衝しよう撃げきをゼロに変へん換かんする！　《黒星招しよう来らい》！

九鬼：ちぃっ！　だがこれで切り札は切らせたはずだ。あとは頼たのむぜ、晃士朗、ミユキ！

ミユキ：はいっ！

晃士朗：はん、言われなくても！

ＧＭ：ですが、次はこちらの攻撃です。「……やるわね。本当に予想以上だわ！」マイナーで《終末の炎》、メジャーは晃士朗を狙ねらう！　《プラズマカノン》その他で攻撃！

晃士朗：こっちに来たか……！

ＧＭ：九鬼の《ラストアクション》が鬱うつ陶とうしいですからねえ。まずはひとりずつしとめる！　達成値は……44!!




「燃もえ尽つきなさい、フラジャイル！」

　プルガトーリオの炎が晃士朗を包つつみ込こみ、紅ぐ蓮れんの炎ほのおで焼き尽つくそうとする。なみのオーヴァードなら骨ほねも残さず燃もえ尽つきるそれを受けながら、晃士朗はなお不ふ敵てきに笑っていた。




晃士朗：……『至高天』のロイスをタイタスにして昇華、起き上がる。これで終わりか？

ＧＭ：「ふふ……さすがね」笑いますが、その表情からは徐々に余裕がなくなっています。では、次はミユキの行動ですね。

朱香：ミユキちゃん……お願い！

ミユキ：……ええ。行きます！　プルガトーリオ──あなたは絶対に許さない！　全部組み合わせて、達成値は36……！




　真っ向から、氷の剣が振ふり下おろされる。

　ミユキの怒いかりを、朱香の悲しみを、晃士朗の執念を、九鬼の信念を代だい弁べんする一刀──。




ＧＭ：こちらは《氷盾》でガードを宣せん言げん。炎の盾で刃を受け止める！

ミユキ：ダメージは……57点です。

ＧＭ：……！




「……なるほどね。中々──楽しめたわ」

　ミユキが振ふり下おろした刃に炎もろとも斬きり裂さかれ、なお笑みを浮かべるプルガトーリオ。

　──そして、その身体がぐらりと傾かしいだ。




ミユキ：…………。

朱香：終わっ……た……？

ＧＭ：……はい。その一いち撃げきで、プルガトーリオは斃たおれます！

九鬼：あら……もちょっと苦戦するかと思ったけど、ひょっとして意外とそうでもない？

晃士朗：そう、だな。俺をあれだけ叩きのめしてこの程度なのか？

ミユキ：……なんだか怖いですよね。あっさり倒せすぎたというか。

ＧＭ：疑り深いなあ（笑）。間違いなく、プルガトーリオは完全に戦闘不能です。

ミユキ：リーダー、私を利用するって言ってましたけど──これで、役に立てましたよね？

晃士朗：……ああ。

ミユキ：今の瞬間……私は、あなたの剣です。

晃士朗：はん、美味しいところを持って行きやがって。……ま、これで貸かし借かり無しだ。

朱香：あの……倒たおれたお母さんに駆かけよっていいですか？

ＧＭ：はい。そのくらいの時間はあります。

朱香：お母さん……。

晃士朗：……そうだな、『左手』でプルガトーリオを剝はがしておくか？

九鬼：まあ、もう死ぬんなら必要ない気はするけどねえ。

ミユキ：……でも、剝はがせるなら剝がしておきたいです。綺き麗れいにしてあげたいって意味で。

晃士朗：……確かにな。

朱香：じゃあ、あたしが……。

ミユキ：朱香ちゃん、私にやらせて。一番侵蝕率は低いし。

朱香：ミユキちゃん……。うん、お願い。

ＧＭ：では、１Ｄ10の侵蝕率を上昇させてください。

ミユキ：……う、10点上昇。じゃあ、美み奈な子こさんからプルガトーリオを引ひき剝はがします。

ＧＭ：はい。声にならない抵てい抗こうをしたあと、引ひき剝はがされたプルガトーリオという存在は消滅します。……これでＥロイス〝不ふ滅めつの妄もう執しゆう〟が解除されます。

九鬼：……そんなもの持ってたのか！

朱香：なになに、どういうこと？

ＧＭ：このＥロイスは決まった条じよう件けんで解除しない限り、死んでもいつか必ず復ふつ活かつする、というものです。『左手』で宿主から引ひき剝はがすことが今回の条件です。

ミユキ：結果オーライですね。よかった……。

朱香：ありがとう、ミユキちゃん。……じゃあ、改めてお母さんの身体を抱だきしめる。……もう、変なのに取りつかれてないんだよね。お母さんなんだよね。

ＧＭ：「……朱香、なの？」

朱香：（はっ、と息を吞のんで）…………！　おかあ、さん。

ＧＭ：美奈子はほとんど力の残っていない手で、そっと朱香の頰ほおを撫なでます。

朱香：うん……うん。

ＧＭ：「ごめん、なさいね……」

朱香：（涙なみだ声ごえで）あたしの方が、ごめんなさい、だよ……。

ＧＭ：──美奈子は朱香の目を見つめて、安心したように微笑ほほえみます。




「ありがとう……」

　朱香の頰に添そえた手のひらは、既すでにほとんど体温が失われていた。それでも、美奈子の表情は穏おだやかで、優やさしい。愛する娘むすめが生きていてくれている、それだけで彼女は救われる。

　そして──何よりも伝えたい言葉を口にする。

「────愛してるわ、朱香」



















朱香：お母さん……あのね、あたし、お母さんに愛されてること、忘わすれてたの。ごめんね、お母さん。ごめんね……。

ＧＭ：「いいのよ……。あなたが生きていてさえくれれば、お母さんは幸せなんだから」

朱香：（涙なみだをこらえるように）……。あの、ね。こんなに、いい仲間がいっぱいできたのは、お母さんのおかげだったりするんだよ。複ふく雑ざつだけど……それは確たしかなんだよ。

ＧＭ：「そう。みんなにも、お礼を言わないといけないわね」

朱香：お母さんがあたしにくれた命、これからも、たいせつに生きていくからね……。

ＧＭ：「そうして頂ちよう戴だい……。それが私の、何よりの欲望ねがいなんだから」




　そう言って、美奈子は最後の力で朱香の頭を優やさしく撫なで──静かに、事切れた。




朱香：お母さん……おかあさあああああああああああん!!

ＧＭ：では──美奈子の死と時を同じくして、朱香の水晶化も止まります。が──。

ミユキ：………が？




　カツン、カツン──。

　戦いが終わったはずのコキュートスに、杖つえを突つく音が響ひびく。




九鬼：……なに？

晃士朗：おい、まさか…………。

ミユキ：こ、これで終わりじゃないの？

朱香：しかも、杖……って……。

ＧＭ：「素す晴ばらしい、これが起動した『至高天』か。いやあ……見事見事！」と、大笑しながら老人──大門寺蔵人くろうどが姿すがたを見せます。

朱香：お、おじいちゃん……なんで……？

九鬼：し、死んでなかったのか!?

ミユキ：わ、私、すごくいやな予感が。

晃士朗：──何も言わずに黒い風を撃うちこむ。

ＧＭ：晃士朗の風が蔵人の身体を抉えぐりますが、肉体の一部を失っても彼は意に介かいさず笑っています。

晃士朗：何……!?

九鬼：ちょ、ちょっと……予想外だねえ。

ミユキ：い、いやな予感がますます……!!

ＧＭ：「ハハハ……この時を待っていた!!」と、彼が叫さけぶ──というところで、クライマックスその２に移い行こうします。

一同：えええええええええええええええ!?






〝加虐の宴〟　他者の肉体を変質させ、生きた爆弾へと変えてしまうＥロイス。〝加虐〟の衝動を持つジャームのみが使用できる。

《オリジン：ヒューマン》　人間を模したレネゲイドビーイングであることを現すエフェクト。

《白熱》　拳や足に超高熱を発生させるサラマンダーのエフェクト。

《プラズマカノン》　プラズマ火球を発射して攻撃するサラマンダーのエフェクト。

《斥力の槌》　斥力によって敵を弾き飛ばすバロールのエフェクト。

《因果歪曲》　物理法則を捻じ曲げ、効果を拡大するバロールのエフェクト。

《エネルギーマイスター》　対象の体温を操り、防御の上から生命力を削り取るサラマンダーのエフェクト。

《ダークマター》　〝魔眼〟に意識を集中し、力を操る準備をするバロールのエフェクト。

《巨人の斧》　武器の質量を増大させて攻撃力を増すバロールのエフェクト。

《漆黒の拳》　重力の塊を自分の手で直接ぶつけるバロールのエフェクト。

《黒星招来》　ブラックホールを形成して攻撃を吞み込むバロールのエフェクト。









◆Climax02◆ほんとうの悪意

Scene Player ── 大門寺朱香




　哄こう笑しようと共に姿すがたを現あらわした老人──大門寺蔵人くろうど。

　彼かれと共に、コキュートス、否いや、マレボルジェ全体がおぞましい変へん貌ぼうを遂とげようとしていた。




ＧＭ：では、クライマックスその２です。侵しん蝕しよく率りつを上げてくださいね。

朱香：[image: ]だよー。こんなに高いの、はじめてかも。どうするの、これ!?

晃士朗：俺おれは[image: ]だ。さ、さすがに想定外だぞ、おい。

九鬼：[image: ]超えたーっ！　こっからさらに戦えってか!?（笑）

ミユキ：わ、私わたしも[image: ]ですよ……。あ、私にかかってた〝加か虐ぎやくの宴うたげ〟はどうなるんですか？

ＧＭ：は、それはプルガトーリオの死し亡ぼうと共に解かい除じよされます。

朱香：……そうだ、あたし、ここでお母さんのロイスをタイタスにします。

ＧＭ：おお、わかりました。

ミユキ：あ……。

晃士朗：そうなるよな……。

朱香：うん、お母さんを生き返らせようとしなかったしね。

九鬼：……なるほどねえ。

ＧＭ：では、シーンを描びよう写しやしましょう。まずは──蔵人の身に何が起こっていたのかを演えん出しゆつしたいと思います。




　遡ること、数時間前──。突とつ如じよ現あらわれた何者かに頭部をはっしと摑つかまれ、蔵人が悲鳴を上げた。摑つかんだのは女──〝プルガトーリオ〟永石美奈子ながいし・みなこだ。

　幾いく秒もしないうちに手が離はなされ、美奈子──否、プルガトーリオは一歩退しりぞいて問いかける。

「いかがでしょうか？」

「うむ……悪くない、悪くない気分だよ？　まるで靄もやが晴れたような気分だ」

　鷹おう揚ように頷うなずき、先さき程ほどまでとはまったく違ちがう表ひよう情じようを見せる蔵人。

「私が忘れている間、随ずい分ぶん苦労をかけたようだねえ？」




九鬼：忘れている間……？

朱香：どういうことなんだろう……。




「もうすぐ『至高天エンピレオ』は起動します。そうすれば、目的は達成できるかと」

　主にかしずく従じゆう者しやのように、プルガトーリオは一礼する。蔵人はぺろりと舌したなめずりをしながら、恍こう惚こつの表情を浮うかべた。

「ああ──とても楽しみだね。さぞかし──おいしく仕上がるんだろうねえ？」




ＧＭ：蔵人は自分で自分に《メンタルインベイジョン》を使用し、「自分にはなんら取り得がない」と自じ己こ暗あん示じをかけていましたが、ここで暗示を解とき、本来の目的を取とり戻もどします。

晃士朗：……三下であり続けて、疑うたがわせないようにしてたってところか。

九鬼：どんだけ回りくどいことを……。

ＧＭ：「完全起動するこの瞬しゆん間かんこそ、『至高天』に隙すきができる。このタイミングをずっと待っていたんだよ」彼は先程の晃士朗の攻こう撃げきで肉体を破は損そんしたまま構かまわず喋しやべり続けます。

九鬼：隙、ねえ。普ふ段だんはバリアーでも張はられてたのかい？

ＧＭ：「そういうことになるかなあ。自己の維い持じに使用していたレネゲイドの力を消費し、願いを叶かなえる。そのときこそが千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスだったんだ」

晃士朗：はん、のろのろ喋しやべってるならどんどん攻撃を打うち込こむぜ。

九鬼：俺もだよ。爺じいさんが黒くろ幕まくだってんなら、容よう赦しやはしない。駆かけ込こんで切きり刻きざむよ。

ＧＭ：では、肉体が砕くだけ散ちったり切きり刻きざまれますが、そのまま地面や壁かべに吸きゆう収しゆうされ、直後に別の場所から蔵人の姿がボコリと浮うかんできます。

朱香：な、なにあれ……。

ミユキ：不死身……なの？

ＧＭ：「ははは、無む駄だ無駄。それは単なる端たん末まつにすぎないよ。今君たちが居いるこの場所、否、この『神曲』セルの拠きよ点てんであるマレボルジェ──」




「それこそが、私の肉体そのものに他ならないのだから、ねえ」




ＧＭ：この発言と共に、彼はＥロイス〝暴ぼう食しよくの胃い袋ぶくろ〟を使用します。宣せん言げんどおり、このシーン──マレボルジェ全体が彼の胃袋の中である、ということになります。

朱香：ええええええ!?

ミユキ：つまり、私たちは鯨くじらに飲のみ込こまれたピノキオ、ってところね……。

九鬼：変だとは思ってたが、まさかさっきの妙みようなトループは……。

晃士朗：こいつが生み出してた、ってことかよ。

ＧＭ：そうです。言わば蔵人の持つ消化酵こう素そのようなものですね。

九鬼：露ろ骨こつにプルガトーリオとは異い質しつだったもんねえ……。

晃士朗：『至高天』を吞のみ込こむ、だと？　そう言って水すい晶しようの薔薇ばらを振ふり返かえる。

朱香：そうだ……あたしの身体は？　『至高天』の薔薇はどうなるの？

ＧＭ：蔵人の哄笑があたりに響ひびく中、水晶の薔薇は徐じよ々じよに色づき始めます。




『至高天』の本体である水晶の薔薇にも明らかな変化が起こっていた。

　透とう明めいだったそれは緑の本体を得て、純じゆん白ぱくの花を咲さかせる。その花は、見るもの全てを陶とう酔すいさせるであろう絶ぜつ対たいの美を、ほんの一いつ瞬しゆんだけ輝かがやかせた。

　刹せつ那な──朱香の体を蝕むしばんでいた水晶化の呪のろいは解とけ、その身は元へと戻る。




ミユキ：朱香ちゃん……！

朱香：もとに、もどった……。

ＧＭ：恐おそらくはセシリアもこの瞬間に目覚めているのでしょう。それと同時に、水晶の薔薇は枯かれていき、崩くずれ落おちていきます。

九鬼：全部終わったら確かく認にんしないとねえ……。

晃士朗：マテリアルはどうなった？

ＧＭ：ミユキの持っている左手、九鬼の持っている心しん臓ぞうも含ふくめ、すべてのマテリアルが一箇か所しよに集まります。本来ならこれが人の姿を取るのですが──。




　ずぶり、と、肉と化した地面にマテリアルが吞み込まれる。

　その瞬間──どこかから、子どもの泣き声が聞こえたような気がした。




朱香：い、今のって……。

ミユキ：『至高天』の子どもなのかしら……。

ＧＭ：そこまでは確認できません。また、周囲から強きよう酸さん性せいの液えき体たいが滲み出してきます。

朱香：（咄とつ嗟さに）お母さんの身体を抱かかえ上あげる！

ＧＭ：わかりました。では、そのあたりで雑魚ざこと戦っていた真とタクミも合流します。

ミユキ：タクミ、大だい丈じよう夫ぶ？　怪け我がはない!?

ＧＭ：「大丈夫だよ、お姉ちゃん。それより……」

九鬼：……飲み込まれちまってるんだよねえ。

晃士朗：このままここに居いたら……ヤバいだろうな。

ＧＭ：「さて」と、集まったあなた方に蔵人の声が聞こえます。「私は今から念願の『至高天』を賞味するんだ。君たちはその前菜……いや、調味料かな？　ふふふふ」

ミユキ：き、きもちわるい……！

朱香：賞味って……た、食べるの!?

晃士朗：はん、そう来ると思ったぜ。

ＧＭ：では──ここで、あなた方には以下のどちらかを選んでいただきます。




１：戦せん闘とうする

２：逃とう走そうする




一同：（声を揃そろえて）２!!

ＧＭ：……おお、早い。

晃士朗：さすがに侵蝕率とロイスが厳きびしすぎるからな……。

九鬼：やっぱそれしかないよねえ。

朱香：……悔くやしいし、『至高天』の子どもも気になるけど──早くお母さんをちゃんとした所で休ませてあげたい。

ミユキ：私も手伝うわ、朱香ちゃん。絶対に吞み込ませたりしない。

ＧＭ：真とタクミも頷きます。では逃走を選びましたので、ここからは「胃袋マレボルジエから脱だつ出しゆつする」というＦＳ判はん定ていを行います！

一同：はいっ！

九鬼：しっかし、ひどい話だよねえ。まさか胃袋になるとは……。

ＧＭ：「勘かん違ちがいしているようだがねえ……。そもそも『神曲』セルとは私の肉体そのものだよ。この場所もまた、然り」

九鬼：……へ？

晃士朗：今一体化したわけじゃなく、ずっとそうだった、ってことか!?

ＧＭ：「そういうことだよ。すべては、この時のためだ」

九鬼：……大門寺蔵人の姿は、チョウチンアンコウのチョウチンってことかよ。

ミユキ：つ、つまり今まで私たちはずっとこの人の中で生活を……。

朱香：あ、あたしなんか汗あせかいてシャワー浴びたりしてたよ!?（笑）

晃士朗：それどころか、あれだけ悩なやんだり苦しんだり、それを解かい決けつしたりしたのも、全部こいつの胃袋の中だ。

ミユキ：汗あせも涙なみだも全部……（笑）。

ＧＭ：「素す敵てきな青春ドラマだった。それもまた、良い味付けになっているだろうなあ！」

九鬼：ひ、ひでぇな！

晃士朗：忌いま々いましい野や郎ろうだが、今は逃にげるしかねえ。急ぐぞ！




　大門寺蔵人の肉体と化し、不気味に変へん質しつしたマレボルジェ。戦うには敵てきはあまりにも巨きよ大だいすぎ、一行はあまりにも疲ひ弊へいしていた。

　だが、このまま溶とかされ喰くわれるわけにはいかない。ようやく叶かなえた欲望ねがいを無駄にすることだけは絶対にできないのだ。




ＧＭ：では、ＦＳ判定を始めましょう。目的はさっき言ったとおりここから脱出すること。判定は【肉体】、難なん易い度ど８、最大達成値ちは40。支し援えん判定は【精せい神しん】です。

ミユキ：私と朱香ちゃんが頑がん張ばらないと……！

朱香：うんっ！

ＧＭ：終しゆう了りよう条じよう件けんは５ラウンド経けい過か、［完かん了りよう値］は25です。５ラウンド経過すると、真とタクミも含めて全員が消化されて死亡します。

晃士朗：問答無用、か。はん、わかりやすくてありがてえ。

ＧＭ：なお、〝暴食の胃袋〟の効こう果か中なので、毎ラウンドのクリンナッププロセスに全員１Ｄ10のＨＰダメージを受けます。

九鬼：そ、装そう甲こうは……効きかないよね、ＨＰダメージだもんねえ。

晃士朗：防ふせげるのは朱香の《氷の城じよう砦さい》や俺の《波は紋もんの方ほう陣じん》くらいだな。

ＧＭ：そういうことです。また、ＦＳ判定の間、真の助けを三回まで、任にん意いのタイミングで得ることができます。

朱香：真くーん♪

ミユキ：具体的にはどういう助けが得られるんですか？

ＧＭ：「【肉体】の判定を行う。達成値は27に固定」「エネミー一体ないしオブジェクトひとつに60点のＨＰダメージを与あたえる」「Ｄロイス〝触しよく媒ばい〟の効果を使用する（一回のみ）」という効果の中から、合計三回使用する事が出来ます。

朱香：なるほど。

ミユキ：たとえば判定を三回やってもらう、とかでもいいの？

ＧＭ：構かまいません。その場合他の効果は得られなくなります。

朱香：わかった！　頼たよりにしてるからね、真くん！

晃士朗：猫ねこの手も借りてえところだからな。

ＧＭ：では、ここからラウンド進行になります。



















◆第一ラウンド

[image: ]

ＧＭ：セットアッププロセスですが、まずはハプニングチャートを振ふりますね。……52。「膠こう着ちやくした進行。修しゆう正せいは特にない」です。

晃士朗：何もなし、か。まあいい。

九鬼：俺は《加速装そう置ち》を使って行動値を上げておくぜ。

朱香：あたしは《氷の城砦》を使っておくね。

ＧＭ：イニシアチブプロセスにＥロイス〝さらなる絶ぜつ望ぼう〟と〝永えい劫ごうの奴ど隷れい〟を組み合わせて使用。消化酵素トループと、その司し令れい塔とうが登場します。司令塔はＥロイスの効果でＨＰが０になっても戦闘不ふ能のうになりません。

九鬼：ぐう、厄やつ介かいな……。

ＧＭ：また、クリンナッププロセスまでにＨＰが１以上になれば、そのまま死亡せず戦闘を続行します。

晃士朗：逆ぎやくに言えば回かい復ふくさせなきゃいいってこったな。

朱香：あたし、お母さん抱かかえてるけど何かペナルティあるかな？

ＧＭ：それは考えなくていいでしょう。

朱香：わかりました。……お母さん、もう冷たくなってる。

ミユキ：せつないね……。

朱香：あたし……もう死んじゃってる人を抱えて走ってるんだね。

九鬼：朱香……。

朱香：でも、食べさせたくないもの。頑がん張ばる。

ミユキ：ええ。……ちゃんと、美奈子さんとも一緒に帰りましょう。

朱香：…………うん。

ＧＭ：では、まずは行動値の最も高い晃士朗の行動です。

晃士朗：俺はどうせ【肉体】は低いからな。侵蝕率的に最後の一発になるだろうが、《サイレンの魔ま女じよ》を含ふくめた最大攻撃で全員を潰つぶすぜ。……達成値は30だ。

ＧＭ：全員《イベイジョン》で回かい避ひは固こ定てい値ちなので命中します。

晃士朗：ダメージは49点、装甲無む視しだ。ダイスペナルティ12個こと硬こう直ちよくも込こみだぜ。

ＧＭ：トループは全ぜん滅めつ。しかし司令塔ジャームはまだ立っています。では、次は九鬼です。

九鬼：んじゃ、俺はそのバケモンをまず潰すとするか。多少手て加か減げんして組み合わせて攻撃するぜ。ナイフはひとつパイルバンカーに交こう換かんして、ダメージの固定値は42だ。

朱香：固定値すごいなあ（笑）。

九鬼：テセウスの効果はいらないだろ……達成値は35！

ＧＭ：ダイスペナルティがあるので回避は不能。

九鬼：ダメージは66点！　どうだ！

ＧＭ：装甲値15点を差し引いてもＨＰは０ですが、Ｅロイス〝永劫の奴隷〟の効果で倒たおれません。そして次はこの司令塔ジャームの行動。

ミユキ：なんて厄介な……。

晃士朗：何があっても一ラウンドの間は必ず行動する、ってＥロイスだからな。

ＧＭ：マイナーでダイスペナルティを解除。メジャーは《渇かわきの主》＋《鮮せん血けつの一いち撃げき》＋《ブラッドバーン》＋《コンセントレイト》で九鬼を攻撃します。達成値は30！

九鬼：《電でん磁じ障しよう壁へき》でガードだ！

ＧＭ：こちらは……おおお、４Ｄで37!?　ダメージは52点！

九鬼：それはたまらないねえ。『至高天』をタイタスで取って即そく昇しよう華か。願いが叶かなった、という感かん触しよくがあるので執しゆう着ちやくが薄うすれたんだ。

ＧＭ：了りよう解かいです。では、《渇きの主》の効果で司令塔ジャームのＨＰが20回復して行動終了。

九鬼：次は待機してから殴なぐるべきだねえ。

ミユキ：じゃあ、次は私が進行判定をします。絶対に脱出するんだから……！　達成値は11です。




進行値：０[image: ]２




ＧＭ：では、最後に朱香の行動ですね。

朱香：あたしも進行判定するよ。こんなにたくさんダイス振ふるの、はじめてかも。……あ、いっこクリティカル！　12！




進行値：２[image: ]４




ＧＭ：では、進行値が４になりましたのでイベントが発生します。

朱香：うう、なんか嫌いやな予感が。




　異い形ぎようのジャームを打うち倒たおしながら、脱出を試みる一行。だが、マレボルジェの内部は確かく実じつに変貌を続けていた。壁や床ゆかは奇き妙みようにうねり、通路やドアは肉で塞ふさがれていく……。




ＧＭ：変貌していく通路から、正せい解かいのルートを導みちびき出ださねばなりません。以い降こうの判定を【精神】に、支援判定を【肉体】に変へん更こうします。

朱香：うわーん！　やっぱり嫌な予感がしたんだよう！

九鬼：大だい丈じよう夫ぶだ、【精神】なら俺と晃士朗が得意だからな。

ミユキ：役やく割わりが変わっただけですね。

ＧＭ：では、何もなければクリンナッププロセスに移うつりますが……。

晃士朗：待った。ブレイクエンドにこのジャームを潰つぶしてもらった方がいい。

九鬼：そうだねえ。残しておくのも厄介だ。

朱香：そっか、そうだよね。……真くん、お願い！

ＧＭ：おお、了解です。では──。




　「行きます！」

　真が右みぎ腕うでを魔ま獣じゆうのそれへと変貌させ、渾こん身しんの一撃をジャームに叩たたき込こむ。ブレイクエンドの名に恥はじぬ一撃は、異形の活動を完全に停止させた。




ＧＭ：司令塔ジャームは60点のダメージを受けてＨＰが０になります。で、クリンナップになるので倒たおれますね。

晃士朗：よしよし。

朱香：真くん、かっこいいー♪

ミユキ：むかっ（笑）。

ＧＭ：ええと、では〝暴食の胃袋〟の効果によるダメージです。……３点。

九鬼：そのくらいなら大丈夫だ。

朱香：あたしは《氷の城砦》の効果で０点！

晃士朗：俺は残りＨＰ１なので《波紋の方陣》を使う。ダメージは０だ。侵蝕率は[image: ]になったぞ（笑）。

ミユキ：私はちょうどＨＰが０になるので、プルガトーリオのタイタスを昇華します。




◆第二ラウンド

ＧＭ：では、まずはセットアップなのでハプニングチャートを振りますね。……おや、51。さっきと同じで特に効果はありません。

九鬼：よしよし。

晃士朗：んじゃ、まずは俺だな。ＧＭ、【精神】のかわりに《ディメンジョンゲート》を使っていいか？　逃げる判定なので。

ＧＭ：……そうですね、認みとめましょう。脱出できない代わりに〈ＲＣ〉で判定可か能のうとします。

晃士朗：侵蝕率３点上がるだけのことはあるな。ゲートをその場で開く。




「この中とこの先がまともであることを祈いのれ！」

　蔵人の体内にいることで、晃士朗の空間操そう作さ能のう力りよくもどうやらまともには働かない。大体の目星を付け、勘かんと経けい験けんを頼りに次元の扉とびらを開く。

　真っ先に飛とび込こむ晃士朗に続き、一行がゲートを潜もぐっていく……！




晃士朗：……クリティカルはしない、か。だが〈ＲＣ〉のレベルは13だから達成値は21だ。これで進行値は＋３されるぞ。




進行値：４[image: ]７




ＧＭ：では、７でまたイベントが発生します。幸運にもよく知るルートがそのままになっており、以降の判定を【肉体】【社会】に、難易度を６に。支援判定を【精神】に変更。

九鬼：俺にとっては不利になったよ！（笑）

ミユキ：先に私と朱香ちゃんが判定した方がいいかな？

晃士朗：そうだな、またイベントで【精神】になったりするかもしれん。それと、今のうちにブレイクエンドを働かせておこう（笑）。

朱香：真くん、がんばってー（笑）。

ＧＭ：わかりました（笑）。では【肉体】で達成値27の効果を使用、でいいですか？

晃士朗：問題ない。おい、そこの壁をぶち壊こわせ。

ＧＭ：「わかりました！」と言いつつ、壁を破は壊かい。進行値が３上じよう昇しようですね（笑）。




進行値：７[image: ]10




九鬼：……このキャンペーン始まって以来、真がもっとも輝かがやいている気がするねえ（爆ばく笑しよう）。

晃士朗：俺もそう思った（笑）。

朱香：主人公だから最後は持っていくんだよ！（笑）

ミユキ：面めん目もく躍やく如じよってことかしら（笑）。

朱香：じゃあ次はあたしが判定するね。……あーん、クリティカルしなかった。達成値９。

ＧＭ：これで進行値は11ですね。イベントはまだ特に発生しません。




進行値：10[image: ]11




ミユキ：私も【肉体】で判定……うーん、７止まりです。




進行値：11[image: ]12




ＧＭ：それでも脱出まで半分程てい度どの道どう程ていはクリアした感じでしょうか。そして、ここでまたイベントが発生します。

ミユキ：何が来るのかしら……。

ＧＭ：進行値12：再ふたたび通路が歪ゆがんで原型をとどめていない場所に出る。以降の判定を【精神】に、難易度を８、支援判定を【肉体】に変更する。

九鬼：よし、俺が最後に回って正解だったねえ。【精神】なら任まかせとけ。

晃士朗：待て、なんかイージーエフェクト使えないか!?（笑）

九鬼：あー……。そ、それがさあ。俺、機械以外は苦手なんだよね……（笑）。

朱香：そっか、ここ、お腹なかの中だから……（笑）。

ミユキ：有機的なのは苦手なんですね。

晃士朗：そ、そうか……。じゃあ【精神】で振るしかねえな（笑）。

九鬼：なにせ胃袋でしょ？　写真記き憶おくしても意味ないんだよねえ。……というわけで、普ふ通つうに【精神】で振る。達成値は……９止まりか。




進行値：12[image: ]13




ＧＭ：では、クリンナップに胃い液えきの効果で全員４点のダメージ。次のラウンドです。

晃士朗：俺は残りＨＰ１なので《波紋の方陣》で耐たえるぞ。侵蝕率は最早[image: ]だ（笑）。




◆第三ラウンド

ＧＭ：では、まずはハプニングチャートですが……75。「チャンス到とう来らい。このラウンド中に行う進行判定は、ダイスが＋５個される」ですね……って、なにー!?

一同：おおー！

晃士朗：よしよし、まだ【精神】だな。……なら俺は待機しよう。《ディメンジョンゲート》は脱出である以上使い道があるはずだ。

九鬼：んじゃ、俺が真っ先に判定させてもらうかねえ。＋５個こならひとつはクリティカルしてくれよな……よし、14だ！




進行値：13[image: ]15




ＧＭ：進行値15……！　では、またイベントが発生！　隔かく壁へきが下りて閉とじ込こめられ、この隔壁を破壊するまで進行判定ができません。隔壁の装甲値は20、ＨＰは60です。

ミユキ：60か……。

九鬼：ブレイクエンド、頼たのんだ。

晃士朗：うむ、残しておいて正解だった。

朱香：真くん、お願い！

ＧＭ：こくり、と頷うなずいて真は右腕を変化させます。




　蔵人の肉体の一部となり、耐たい久きゆう性せいを上げた隔壁に真が迷まよいのない一撃を放つ。

　爪つめに穿うがたれた中心部から亀き裂れつが走り、一秒後には隔壁が砂すなの如ごとく粉々に崩くずれ落おちた。




ＧＭ：……はい。では真の一撃で隔壁は跡あと形かたもなく吹ふき飛とびます。

晃士朗：演出からして《クリスタライズ》でも使った感じだな。

九鬼：ほんとに今日のブレイクエンドは輝いてるよ！（笑）

ミユキ：もっと私にかっこいい所を見せて株かぶを上げてください（笑）。

朱香：なんだろう、なんかドキドキする（笑）。

ＧＭ：では、ミユキまたは朱香の番ですね。

朱香：じゃあ、まずはあたしが！　……やった、クリティカルしたよ！　達成値17！




進行値：15[image: ]17




ミユキ：次は私ですね。……よし、達成値９で一いち応おう成功。




進行値：17[image: ]18




ＧＭ：そこでまたイベントが発生します。あなた方の健けん闘とうにより、蔵人の「消化」が促そく進しんされ、以降、判定を【肉体】、難易度を９に、支援判定は【精神】になります。

朱香：【肉体】ならまたあたしとミユキちゃんの出番かな。

ミユキ：そうね。

ＧＭ：そして胃液の分ぶん泌ぴつが増ふえ、クリンナップに受けるダメージが２Ｄ10に変更されます。

九鬼：なんでやねん！　思わず突つっ込こむよ！　なんでやねん！（笑）

ミユキ：ダイス目によっては一発で倒れますよ!?

晃士朗：うかうかしてられんな、これは……。ＧＭ、《ディメンジョンゲート》を使って判定するぜ。達成値は……おお、二回クリティカル！

朱香：リーダーすごーい！

九鬼：これは……行くんじゃね？

晃士朗：27の……達成値40！　一気に進行値＋５だ！




進行値：18[image: ]23




ＧＭ：おお……！　では、一いつ旦たん地上に出ることができます。

晃士朗：抜ぬけた、か……!?

ＧＭ：ですが、まだ脱出したわけではありません。あなた方が見るものは──。




　晃士朗のディメンジョンゲートを潜った先。そこはマレボルジェを地下に擁ようする聖せい地ち──稲いな荷り山やま。幾千本もの鳥とり居いの連なる、千本鳥居と呼よばれる場所だ。

　だが、蔵人の影えい響きようを受け、稲荷山そのものも変へん容ようしていた。

　無数の鳥居はまるで生物のように蠢うごめき、消しよう化か液えきを滴したたらせながら、その姿を変化させていく。最早、稲荷山そのものが大門寺蔵人の肉体と化しているのだ……！




ミユキ：そ、想そう像ぞうするだけで気持ち悪い！　ただでさえ夜に行ったら怖こわいのに！

朱香：い───や────！

九鬼：酔よいそうな光景だねえ……。

晃士朗：ここまで同化が進んでる、ってことかよ……。

ＧＭ：というわけで、以降の判定を【精神】、難易度は10になります。支援判定は【肉体】に変更。さらにクリンナップになるので２Ｄ10のダメージです。

晃士朗：これが厳きびしいな……。

ミユキ：低いの出てー（笑）。

ＧＭ：……うお、18点！　鳥居や地面、はては山林の樹じゆ木もくからも強酸が降ふり注そそぐ！

朱香：いたーい！

ミユキ：私は『至高天』をタイタスにして起き上がる……！

九鬼：……それでＨＰが０になるねえ。よし、《ラストアクション》!!

一同：おおおおおお！

九鬼：ここで終われば戦闘不能になっても問題ないはず！　まだラウンド中なのでハプニングチャートの＋５もあるし、テセウスの効果で＋３個！

晃士朗：侵蝕率のぶんも入れると16個か。それだけあればひとつくらい10が出るだろう。

ミユキ：確かく率りつ的てきには間ま違ちがいないですね。

九鬼：………た、達成値９……（笑）。

一同：ええええええええええええ!?（笑）

九鬼：い、いや、まだだ！　これから接せつし方かたを変えるということで、真をタイタスにして昇華、達成値を上昇させる！

晃士朗：その手があったか。でも侵蝕率的に大丈夫か？

九鬼：ロイスの数は問題ない。１Ｄ10で……こ、ここで10が出た（一同爆笑）。

朱香：三田さん……（笑）。

ミユキ：出さなくていいときには出るんですね……（笑）。

九鬼：し、真がすごい頑がん張ばってくれたんだよ！（笑）

ＧＭ：（笑いながら）では、達成値19ですね。




進行値：23[image: ]25




ＧＭ：あなた方は満まん身しん創そう痍いになりながらも、消化されきる前にマレボルジェから逃のがれることに成功します。一旦その場から逃にげ去さるところで、シーンエンドです。




　かつての拠点であった場所は、巨大な胃袋へと変じた──否、もとより巨大な胃袋そのものであったのだ。

　かろうじて逃げることは出来たが、吞み込まれた『至高天』は、マテリアルはどうなったのか。その巨大な姿を示しめし、大門寺蔵人は何を思うのか……？






〝暴食の胃袋〟　世界そのものを食い、シーン全体を自分の胃袋としてしまうＥロイス。

〝永劫の奴隷〟　操る手駒の心身を支配し、死ぬことすら許さないようにするＥロイス。

《渇きの主》　敵から水分を奪って回復するブラム＝ストーカーのエフェクト。

《鮮血の一撃》　流した血を操り、思わぬところから攻撃を行うブラム＝ストーカーのエフェクト。

《ブラッドバーン》　全身の血液をエネルギーに変えて攻撃するブラム＝ストーカーのエフェクト。












　　　　ＥＮＤＩＮＧ ＰＨＡＳＥ




ＧＭ：では、バックトラックですね。Ｅロイスはプルガトーリオと蔵人くろうどをあわせて８つ。

九鬼：さすがに多いな……！　おお、57も減へったよ！　減へりすぎた！（笑）　……うわーん、案の定ロイスの分で67まで下がってしまった……。経験点が減った……。

ミユキ：私わたしはちょうど[image: ]ですね。で、ロイスの分で11しか減らない（笑）。結局89です。

朱香：あたしはＥロイスで[image: ]まで下がって、最終的に74！

晃士朗：俺は一倍にチャレンジして97で生せい還かんだ。Ｓロイス切ったからなあ……。

九鬼：そうだよなあ。どうすんだよ、これから（笑）。

朱香：あたしもミユキちゃんも、九く鬼きさんもリーダーも、全員願いが叶かなっちゃったんだよね。……あたしたち、もう目的なくなってない？（笑）

晃士朗：まあ、あの山を何とかしなきゃいかん（笑）。

九鬼：まさにアレが願いを叶かなえた責せき任にんだよねえ。聳そびえ立たつ責任（笑）。

ＧＭ：では、全員生還ということでエンディングになります。







◆Ending01◆終わりの始まり

Scene Player ── 大門寺朱香




『至高天エンピレオ』は起動し、願いは果たされた。

　だが、これは終わりではなく始まり。欲望ねがいに伴ともなう責任を果たすため、新たな戦いに身を投じる始まりなのだ。




ＧＭ：では、エンディングフェイズです。あなた方が脱だつ出しゆつした瞬しゆん間かん、京都全ぜん域いきに《ワーディング》が展てん開かいされます。




　京都を覆おおいつくすレネゲイドの波動。それは、オーヴァードならぬ人々を速やかに眠ねむらせ、千年の古都をゴーストタウンへと変へん貌ぼうさせた。

　しんと静まり返った街の中、一行は稲いな荷り山やまから遠ざかっていく。




晃士朗：ひとまずロングアイランドに行くか。場所が割われてるリスクはあるが、回かい収しゆうしなきゃいかんものもある。

朱香：そっか、ピッツァもいるし……。

九鬼：俺は本間さんのところにも行きたいけど……ま、別行動は取れないねえ。

ミユキ：セシリアさんも心配ですよね。

晃士朗：さて、とりあえずロングアイランドに戻もどる。様子はどうだ？

ＧＭ：特に異い変へんはありません。オーヴァードではないマスターはカウンターの裏うらで意い識しきを失っており、ピッツァがその頰ほおを舐なめています。

朱香：ピッツァ……。

ミユキ：ひとまずピッツァは私が抱だいておくね。

晃士朗：んじゃ、スツールに腰こし掛かけて溜ため息いきをつくぜ。やれやれ、願いを叶えた結果、ジジイが山になるとはな。

朱香：おかしいけど笑えないなあ。とりあえず、あたしはお母さんの身体をぎゅっと抱だきしめてます。冷たい……。

ミユキ：朱香ちゃん……。気になるけど、タクミも気になる。

ＧＭ：タクミは少し不安げにミユキに寄より添そい、服の裾すそを摑つかんでいます。真は朱香の傍かたわらにいる状じよう態たいですね。

朱香：そっか。……ねえリーダー、お母さんの身体を隠かくしておくことってできる？

晃士朗：ああ、《ポケットディメンジョン》を使えってことか。

朱香：うん。あとでちゃんと、お母さんを弔とむらってあげたいの。

晃士朗：構かまわねえよ。時間はかけられねえだろうけどな。

朱香：ありがとう。……お母さんの身体をリーダーの作ってくれた空間にそっと置きます。

ミユキ：……まだ、やることはありますね。

晃士朗：ああ。

九鬼：どうせこの《ワーディング》の中じゃ、セシリアも寝ねてるだろうしねえ……。

晃士朗：俺たちの願いは叶った。あとは、後始末をつけなきゃならねえ。責任ってヤツだな。

ミユキ：力強く頷うなずきます。

朱香：…………（こくり）。

ＧＭ：タクミと真も同意して頷き、ピッツァもワンワン！　と力強く吠ほえます（笑）。

朱香：（抱だきしめるしぐさ）ピッツァ～！　そうだよね、お前もオーヴァードだったよね。

晃士朗：それに、個こ人じん的てきにもあのジジイに踊おどらされっぱなしじゃシャクに触さわるしな。

ミユキ：ええ。……自分の手で終わらせます。

九鬼：ここから、ってことかねえ。




　静まり返る京都の街。不気味に佇たたずむ巨きよ大だいな黒い影かげ。

『至高天』を巡めぐる戦いは、ひとつの結末に向けて動こうとしていた──。





……To Be Continued.





















　　　　ＰＲＥＰＬＡＹ




『デザイア』シリーズの象しよう徴ちようともいえる存そん在ざいであり、これまでの戦いにおいて最大の焦しよう点てんであった願いを叶かなえる物ぶつ質しつ、『至高天エンピレオ』は遂ついに起動した。

　最愛の弟、タクミを取とり戻もどしたミユキ。

　母・美み奈な子ことの別れを経へて、自分の足で歩み始めた朱しゆ香か。

　因いん縁ねんの敵てき、プルガトーリオを葬ほうむり、遺い恨こんを晴らした晃こう士じ朗ろう。

　かつて救えなかった少女、セシリアを救いだした九く鬼き。




　……なんと、ＰＣたちの目的はほぼすべて完かん遂すいされてしまったのである。正直なところ、ここまでの事じ態たいはＧＭとしても予想外であった。

　だが、戦いは終わったわけではない。これまでの戦いを影かげで操あやつっていた真の黒くろ幕まく・大門寺蔵人くろうどとの決着をつけねばならない。

　そのためにあまり捻ひねらず、それでいて決戦に相応ふさわしいシナリオを用意したつもりである。




　そして迎むかえたセッション収しゆう録ろく当日。

　ふたたび大おお阪さか府ふ某ぼう所しよに五人の男女が集まっていた。




ＧＭ：えー、それでは皆みな様さま、本日もよろしくお願いいたします。

一同：よろしくお願いしまーす！

ＧＭ：では早速ですが、トレーラーから読み上げますね。




●トレーラー

　遂に『至高天』は起動し、願いは叶かなえられた。




ミユキ：起動……しちゃったんですよね（笑）。

朱香：そー！　願いも叶かなっちゃったよ！（笑）




　だが、それこそが『神曲』セルを真に支し配はいする男、大門寺蔵人くろうどの目的だったのだ。

　起動した『至高天』を取とり込こみ、稲いな荷り山やまと一体となって沈ちん黙もくを続ける蔵人。おぞましい欲よく望ぼうの波動は、京都全ぜん域いきを死の街へと変える。

　破は滅めつの足音が近づく中、救いを求める声をあげたのは──『至高天』そのものだった。

『ダブルクロス The 3rd Edition リプレイ・デザイア』第八話

「戦せん慄りつの巨影」

　ダブルクロス──それは裏うら切ぎりを意味する言葉。




朱香：これ、助けを求める声ってもしかして……前回で生まれた『至高天』の子ども？

ミユキ：……うん、ちょっと他に考えられないよね。

九鬼：んー……なるほどねえ。

晃士朗：そういや、前回からどの程てい度ど時間が経たってるんだ？

ＧＭ：脱だつ出しゆつした翌よく日じつ、くらいですね。直後からスタートです。

晃士朗：そんなもんか。怪け我がの手当てをした直後ってところだな。

九鬼：セシリアが心配だし、様子を見に行きたいところだけどねえ。

ＧＭ：では、ハンドアウトを読み上げていきますね。




●青あお峰みねミユキ用ハンドアウト

ロイス：『至高天』　　　推すい奨しよう感かん情じよう　Ｐ：期待／Ｎ：不安

　キミは最愛の弟タクミを救う事ができた。だが、まだやるべきことは残っている。起動した『至高天』を取とり込こんだ真の黒幕、大門寺蔵人をこのままにしておくわけにはいかない。

　そんな時、話があるとタクミが君を訪たずねてきた。なんでも『至高天』そのものからメッセージを受け取ったというのだ。




ミユキ：はい、遂にタクミを助けることができました！

朱香：よかったね、ミユキちゃん！

九鬼：しかし、タクミは相変わらず電波なやっちゃなあ（笑）。

朱香：『至高天』の子ども……面めん倒どうだから至高天ちゃんでいいや（一同笑）。その子からのメッセージってことだよね、これ。

ミユキ：うん、そうとしか考えられないけど……。

ＧＭ：そのあたりはオープニングで演えん出しゆつするということで。

ミユキ：あ、でも私わたし、前回のセッションで『至高天』のタイタスを昇しよう華かしたんですけど……。

ＧＭ：前回昇華したのは願いを叶かなえる謎なぞの存在としての『至高天』で、今回は『至高天』が生み出した存在に対してのロイス、という解かい釈しやくにしてください。

ミユキ：なるほど、わかりました。

朱香：至高天ちゃん、って書けばいいんだよ（笑）。

ミユキ：そうしようかな……（笑）。

ＧＭ：別にそれでもいいですけども（笑）。では、朱香のハンドアウトです。




●大門寺朱香用ハンドアウト

ロイス：『至高天』　　　推奨感情　Ｐ：慈じ愛あい／Ｎ：恐きよう怖ふ

　遂に『至高天』は起動した。その戦いの最中、キミはかけがえのない絆きずなを手に入れ、同時に最愛の母を失った。だが、真の黒幕である大門寺蔵人はその恐おそるべき正体を現あらわし、京都の街を脅おどかし始めている。

　そんな時、キミの頭に不思議な声が響ひびく。それは『至高天』の意い志しそのものだった。




朱香：うん……お母さん、いなくなっちゃった。

ミユキ：つらかったよね……。

朱香：でも、いつまでもくよくよはしてないよ。で、あたしも電波を受信するの？

九鬼：適てき格かく者しやがみんな電波を受信してる感じなのかな。

ＧＭ：そんな感じです。オープニングで詳くわしく演出しますが、真も同じようなメッセージを受け取ります。

朱香：はーい。

ＧＭ：では、晃士朗のハンドアウトです。




●闇条晃士朗用ハンドアウト

ロイス：大門寺蔵人　　　推奨感情　Ｐ：執しゆう着ちやく／Ｎ：敵てき愾がい心しん

　遂にキミは宿しゆく敵てき〝プルガトーリオ〟を討うち果はたした。だが、真の黒幕である大門寺蔵人はその恐るべき正体を明らかにし、京都の街を沈黙に包む。

　奴やつを倒たおすまで、キミの復ふく讐しゆうは終わったとは言えない。あの異い形ぎようの怪かい物ぶつを葬ほうむり去さるという、最後の仕事が残っているのだ。




晃士朗：ん、了りよう解かい。

九鬼：大だい丈じよう夫ぶ、晃士朗？　燃もえ尽つき症しよう候こう群ぐんになってない？（笑）

ミユキ：リーダーが真っ先に欲望ねがいを叶えちゃいましたからね（笑）。

晃士朗：その辺はまあ、色々考えてはいる。第一、黒幕がいるならそいつを潰つぶさないと復讐したとは言えねえだろう。

朱香：なるほど……。

ＧＭ：では、最後に九鬼のハンドアウトですね。




●九鬼用ハンドアウト

ロイス：大門寺蔵人　　　推奨感情　Ｐ：執着／Ｎ：憎ぞう悪お

　遂に『至高天』は起動し、積年の願いだったセシリアを救うことができた。




九鬼：できたんだよなあ……。絶ぜつ対たいキャンペーン中に助けられないと思ってたよ（笑）。

朱香：よかったよねえ。




　だが、彼かの女じよの無事を喜ぶ暇ひまもなく、真の黒幕である大門寺蔵人はその恐るべき正体を明らかにし、京都の街を沈黙に包む。

　このままセシリアと逃にげてもいいが、キミを願い一回分で雇やとった晃士朗はまだ復讐を続けるようだ。どうやら、仕事はまだ終わらないらしい。




晃士朗：うん、逃にがさねえよ（笑）。

九鬼：逃げたいのに……！　まあ、後味も悪いし最後まで付き合うけどさあ。

朱香：九鬼さんならそう言ってくれると思ってたよ（笑）。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：というわけで、前回までに得た経けい験けん点を使ってレベルアップ作業をお願いしますね。

一同：はーい！




　経験点の残りと成長プランを確たしかめつつ、作業を行うプレイヤー一同。

　小一時間後、全員のレベルアップ作業が終しゆう了りようした。




▼青峰ミユキ

ＧＭ：では、まずはミユキから成長の報ほう告こくをお願いします。

ミユキ：はーい。まず《氷の加か護ご》を新しん規きに取得して、一気に５レベルにしました！

九鬼：さらに攻こう撃げき力りよくが上がったのか……。

晃士朗：しかも《氷の加護》は物理攻こう撃げきに限かぎりませんからね。今後〈ＲＣ〉で攻撃するエフェクトを取っても役に立ちますよ。

ミユキ：そう思って、〈ＲＣ〉を５レベルまで上げました。まだ〈ＲＣ〉が使えるエフェクトは取ってませんけど、将しよう来らいを見み越こして。

ＧＭ：了解です。あとは固定ロイスですね。

ミユキ：朱香ちゃんに〝愛あい情じよう〟と〝隔かく意い〟、タクミに〝庇ひ護ご〟と〝悔かい悟ご〟。前回と同じです。




▼大門寺朱香

ＧＭ：それでは、次は朱香、お願いします。

朱香：《野生の錨いかり》を取りまして、吹ふき飛とばされても踏ふん張ばれるようになりました。そしてアイテムの「守しゆ護ご者しやの手て袋ぶくろ」を経験点10点で常じよう備び化！

ＧＭ：『インフィニティコード』の追加アイテムですね。

晃士朗：装そう備びしなくて持ってるだけでガード値ちに＋３ですね。カバーリング時だけですが。

朱香：あたしだけが攻撃されることってまずないから大だい丈じよう夫ぶ！（笑）　で、15点は今後のためにまるまる残しています。

ＧＭ：了解です。朱香もどんどん鉄てつ壁ぺきになっていくなあ。固定ロイスはどうなりました？

朱香：えっと……まずはお母さんのタイタスを残しました。

ミユキ：そっか、前回タイタスにしたんだよね……。

朱香：うん。……で、あとは真くん。〝好意〟と失うことへの〝恐怖〟で、好意が表です。




▼闇条晃士朗

ＧＭ：はい、わかりました。次は晃士朗ですね。

晃士朗：《ダークマター》を１レベルで新規取得、19点残して終了。

九鬼：シンプルだねえ（笑）。

ミユキ：なんてわかりやすい（笑）。

晃士朗：固定ロイスは百も々も菊ぎくは変わらずだが、プルガトーリオは昇華してしまったので……。

ＧＭ：昇華しましたね。まさかのＳロイスをタイタスにして昇華。

晃士朗：決着がつく時はやろうと思ってたからな。なのでミユキに取った。至高天を否ひ定ていしたことに対して、ポジティブを〝感服〟にしておく。ネガティブは〝劣れつ等とう感かん〟だ。

ＧＭ：了解しました。




▼九鬼

ＧＭ：では、最後に九鬼さんお願いします。

九鬼：ほいほーい。〈白兵〉を１レベル上げて９にしました。終了。

晃士朗：俺おれよりシンプルじゃねえか！（爆ばく笑しよう）

ＧＭ：……35点も残したんですね（笑）。

九鬼：セッション中の状じよう況きようを見て、何を取るか決めようと思ってさ。あ、固定ロイスはセシリアと朱香に取っておくよ。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：最後にＰＣ間ロイスを結ぶんですが、今回はちょっと趣しゆ向こうを変えてみようと思います。

ミユキ：というと？

晃士朗：ＰＣ番号順じゃないのか。

ＧＭ：はい。状況が激げき変へんしたので、恐おそらく一番気にかけるであろう相手ということにします。なのでミユキは朱香を、朱香はミユキを。晃士朗と九鬼は朱香かミユキのどちらかを選んでロイスを取得してください。

九鬼：んー、なるほどねえ。

ミユキ：私はもともと朱香ちゃんを固定ロイスにしてるんですけど……。

ＧＭ：その場合は枠わくをひとつ空けておいてください。

朱香：あたしはミユキちゃんを誰だれよりも〝信しん頼らい〟してるので、失うことに〝不安〟を感じてます。前回と同じですね。

晃士朗：俺は固定ロイスでミユキを取ったので、朱香にしよう。母親を諦あきらめる選せん択たくに誠せい実じつさを感じたので、ポジティブは〝誠せい意い〟。ネガティブは〝隔意〟だろうな。

九鬼：晃士朗とは逆ぎやくになるねえ。ミユキに〝信頼〟と〝脅きよう威い〟で取るよ。もちろん、表に出ているのはポジティブだけどね。

ＧＭ：では、プリプレイはこのくらいにして、セッションを始めましょう！










　　　　ＯＰＥＮＩＮＧ ＰＨＡＳＥ







◆Opening01◆動かざる山

Scene Player ── 闇条晃士朗




『至高天』起動の翌日、京都は不気味な沈黙に包まれていた。稲荷山を中心とした《ワーディング》は京都全域におよび、その都市機き能のうを完全に停止させている。

　京都の町で活動するものは、限かぎられたオーヴァードだけとなっていた。




ＧＭ：それでは、まずは晃士朗のオープニングからはじめましょう。現げん在ざい京都全域に蔵人による《ワーディング》が展てん開かいされ、都市機能が停止しております。

晃士朗：とりあえず俺たちはロングアイランドに戻もどってる、でいいんだよな。

ＧＭ：そうですね。あと、おそらくＵＧＮが政せい府ふに働きかけたのか、京都は戒かい厳げん令れいが敷しかれたような状じよう態たいです。

九鬼：きっとニュースでは「京都全域にテロでも勃ぼつ発ぱつか？」みたいな感じなんだろうねえ。

晃士朗：意い識しきを失ったロングアイランドのマスターを、そこらのソファーに寝ねかせて、勝手に酒とかを出しつつ、テレビ見てるとそんなニュースがやってる。




「ＵＧＮも手が早いことだな」

　やれやれといった風に晃士朗はつぶやいた。

　プルガトーリオとの戦い、そして蔵人の胃い袋ぶくろと化したマレボルジェからの脱出。それから、まだ一日と経けい過かしていない。晃士朗を含ふくめた仲間たちはみな、少なからず疲ひ弊へいしていた。




晃士朗：ＦＨやＵＧＮはどう動いてる？

ＧＭ：ＵＧＮ、ＦＨともに、既すでに京都市内に入りこんでいます。稲荷山に攻撃を開始しているチームもありますが、ＵＧＮは主に一いつ般ぱん市民の回かい収しゆうや保ほ護ごが目的です。

九鬼：おお、さすがＵＧＮ。

朱香：そういうことしてくれると安心するね。

ミユキ：ＦＨは無む視しするでしょうしね。彼かれらは正せい義ぎの組そ織しき、私たちは悪の組織（笑）。

晃士朗：しかし、両方いっぺんに入ってきてるのか。かち合ったら戦せん闘とうにならねえか？

ＧＭ：想そう像ぞうの通りです。散発的にＵＧＮとＦＨの遭そう遇ぐう戦も発生しています。

晃士朗：……なるほどな。それに関わってる余よ裕ゆうはねえし、避さけながら稲荷山を見に行く。外から見てどういう感じなのかも確かく認にんしておきたい。

ＧＭ：霧きりに覆おおわれ、表面が蠕ぜん動どうし、建物や鳥とり居いがもぞもぞと動き続けている状態です。ただ、なにかアプローチを仕し掛かけてくるという様子はありません。

晃士朗：つまり、表皮が動いているだけで、それがたとえば広がったりとか、化け物がたくさん出てきたり、ってのはねえんだな。

ＧＭ：ありません。

晃士朗：……それは逆に不思議だな。『至高天』を手に入れて半日──何も動きはねえ。何を企たくらんでやがる、あのジジイ。




　プルガトーリオは倒たおした。だが、彼女を操っていた黒幕は異い様ような姿すがたとなって未だ健けん在ざいだ。

　ヤツを倒たおさないと、自分の復讐は終わったとは言えない──。




晃士朗：……ケリはつけねえとな。そう呟つぶやいてロングアイランドに戻もどるぜ。

ＧＭ：わかりました。ではそこで晃士朗のシーンは終了になります。







◆Opening02◆再さい会かいにはまだ早い

Scene Player ── 九鬼




　大門寺蔵人によって沈黙させられた京都。

　しかし、九鬼の懸け念ねんはたったひとつ──なによりも大切な少女のことだった。




ＧＭ：次は九鬼のオープニングになります。

九鬼：セシリアはどうなりましたか？

朱香：早い！（笑）　でも気になりますよね。

ＧＭ：あ、はい。セシリアのところに行くのを想定していました。

九鬼：だよねえ。朱香たちの無事が確認できたら真っ先にセシリアのところに行くよ。

晃士朗：セシリアがいるのはＦＨの施し設せつだからな。ＵＧＮに見つかると面倒だしな。

ミユキ：それに、本当に願いが叶ったのか直ちよく接せつ確認したいですよね。

九鬼：そういうこと。というわけで、セシリアのいる施設に行くよ。

ＧＭ：施設にはオーヴァードが多くいるので、セシリアの生命維い持じは無事です。九鬼が到とう着ちやくすると本間医い師しが迎むかえます。「九鬼くんか」

九鬼：本間先生。セシリアはどうなってる？

ＧＭ：「良い報しらせと悪い報せがある」

九鬼：まとめて聞かせろ。

ＧＭ：「わかった、なら結けつ論ろんから言おう。マレボルジェ内部から強力なレネゲイドの反はん応のうがあった直後に、彼女は一度目を覚ました」

九鬼：……「一度」？　今はどうなってる？

ＧＭ：「現在展開されている《ワーディング》の影えい響きよう下にあり、ふたたび眠ねむりについている。抗こうワーディング装備を使うという手もあるが……」

九鬼：……いや、無理させる必要はないよ。

ＧＭ：「そうだな。……しかしここで保護していたのは正せい解かいだった。一般の病院だったら生命維持ができているか、どうか」

九鬼：じゃあカプセルに手をついて、そうか……とだけ重々しく呟つぶやこう。この《ワーディング》さえ解かい除じよされりゃいいんだろう？

ＧＭ：「もしくは、その影響下から離はなれる……ということだな」

九鬼：……ふむ？

ＧＭ：「キミたちふたりを京都から脱出させるぐらいは容易たやすい」




　このまま何もかも捨すてて、セシリアを連れて京都から逃にげる。元々九鬼の最大の目的はこの少女を助けることであり、ＦＨに義ぎ理り立だてすることなど何もないのだ。

　……だが、その提てい案あんを九鬼は一笑とともに否定する。




九鬼：俺が帰らなかったら本間先生、あんたがそうしてくれ。脱出ぐらいならできるだろ。

ＧＭ：「……そうか。まあ、キミならそう言うと思っていたが」

九鬼：ＵＧＮも一いつ般ぱん人じんの女の子なら保護せざるを得ないだろうしねえ。ま、悪いけど頼たのむよ。

ＧＭ：「わかった。で、キミはどうするのかね」

九鬼：場合によってはさっさと逃げるよ。けどまあ、子こ供どもたちの前で責せき任にんは取れって大見得切っちゃった手前もあるんでねえ。

ＧＭ：「わかった。なら、三日だ。三日の間にこの《ワーディング》が解除されない場合、私は彼女を連れて脱出し、この施設も破は棄きする」

九鬼：ああ、それでいい。万が一、ＵＧＮの連中がここに来るようなことがあってもさっさと逃げてくれ。とりあえず──。




「願いが叶ったお代でも支し払はらいに行くさ」

　そう言ってコートを翻ひるがえし、九鬼は本間医師に背せを向けた。







◆Opening03◆呼よびかける声

Scene Player ── 大門寺朱香




　マレボルジェでの戦い──朱香と美奈子の最後の別れの翌日。朱香はひとり、晃士朗が創つくり出だした空間の中にいた。

　そこには今──最愛の母が眠ねむっていた。




ＧＭ：では朱香のオープニングです。状況はやはり脱出の翌日ですね。

朱香：リーダーの《ポケットディメンジョン》に入れてもらいたいんだけど……。

晃士朗：出入りは自由でいいぜ。

ＧＭ：わかりました。晃士朗が創つくった空間には、美奈子の遺い体たいが安置されています。

朱香：お母さんをただぼーっと見てます。とくに何か考えてるわけじゃないけど……気持ちの整理をしてる感じかな。




　美奈子は、朱香に見守られて安らかに眠っていた。

　死に顔は穏おだやかで美しく、ともすればただ眠っているだけにも見える。




朱香：……お母さん、と呟いてその手を取る。あ、お母さんが手袋を持ってたことにしていいですか？　何かすごく思い出に残るもの。

ＧＭ：……あ、なるほど。わかりました。ブラウスのポケットから手袋が覗のぞいていることにしましょう。美奈子が愛用していたものです。

朱香：じゃあ、それをそっと手に取ると、あたしの記き憶おくがフラッシュバックする。三年前、お母さんはあたしと並ならんで任にん務むに行く時は常つねにつけていたんですよ。

ミユキ：あ、それが今回常備化した「守護者の手袋」なのね。

晃士朗：なるほど。

朱香：で……その手袋を、そっと自分の手にはめます。




　美奈子の手袋は、朱香の手には少しサイズが大きかった。そしてなにより、温かかった。

　手袋といっしょにぎゅっと手を握にぎり締しめたまま、朱香はひと言だけ呟つぶやく。

「お母さん」、と。




ＧＭ：既に体温を失っているはずの美奈子の所持品が温かいのは、彼女がサラマンダーシンドロームだったからかもしれませんし、朱香の気持ちのせいかもしれません。

朱香：……うん。一度手袋を外して、たいせつにしまいます。これ、形見にもらうね。

ＧＭ：では──そうしていると、不意に朱香は耳鳴りと刺さすような頭ず痛つうを覚えます。

朱香：（表ひよう情じようを少し歪ゆがめて）んっ……、何、これ……。

ＧＭ：不意に小さな女の子の声が聞こえます。「たすけて……おかあさん」

朱香：あたしの声じゃないよね……？　あたりをきょろきょろ見回します。

ＧＭ：誰だれかが見当たる気配はありません。

朱香：リーダーの創った空間で聞こえた……。リーダー？（一同爆笑）

九鬼：晃士朗にそんな趣しゆ味みが……。

晃士朗：そんなはずがあるか！（笑）

朱香：ええと、声はまだ聞こえる？

ＧＭ：断だん続ぞく的てきに聞こえてきます。そして朱香にはその声の主がわかります。

朱香：……ほえ？




　声は何度も訴うつたえかけるように呼よびかける。たすけて、おかあさん。くるしいよ──。

　そして、朱香にはその声が誰のものか、すでにわかっていた。

　これは──『至高天エンピレオ』そのもの。人間になりたいという願いを持ち、それを叶かなえようとしている『至高天』の声だ。




朱香：至高天ちゃん……！　前回おじいちゃんに食べられちゃったんじゃ……。

ＧＭ：「こわいおじいさんが……あたしを、たべようとしてる……」と訴えかけ、その声が聞こえるたびに朱香は頭痛と、『自分も食べられる』ような感覚を覚えます。

朱香：た、助けないとどうなるんだろう……。

ミユキ：そもそも、どうやって助ければいいのか……。




　どうすれば助けられるのか、そも、どうして助けないといけないのか。

　朱香の疑ぎ問もんに答えはなく──ただ、漠ばく然ぜんとした不安と悪寒だけが彼女を襲おそっていた。

　そして始まりと同じく唐突に、不快感は消え去る。少女の声と共に。




ＧＭ：……というわけで、シーンは変えずに真を登場させようと思うのですが。

朱香：はーい。じゃあお母さんの手袋を大事に抱かかえて、リーダーの空間から出ます。

ＧＭ：では外──というかロングアイランドの中に戻ると、ソファーのところで真が神しん妙みような顔をしています。

朱香：真くん……どうしたの？　ひょっとして、真くんも聞こえたの？

ＧＭ：「……大門寺さんも？」と、顔を上げます。

朱香：うん、適格者に聞こえるのかなーって思って。じゃあタクミくんにも多分聞こえてるよね、今の声。

ＧＭ：「だろうね。なんで僕ぼくのことをお母さんって呼よぶのかはよくわからないけど」

朱香：真くんがお母さん……（笑）。

晃士朗：ああ、それぞれに同じことを話しかけてるのか。朱香に対するメッセージが真にも聞こえる、ってわけじゃなく。

ＧＭ：そういうことですね。自分に対するメッセージだ、というのはわかるようです。

ミユキ：……適格者は自分を生み出してくれた人だから、みんなお母さんってことかしら。

九鬼：そんなとこだろうねえ。

朱香：そっか、真くんにも聞こえたんだ。……ねえ、あたしのおじいちゃんに食べられようとしてるのって、『至高天』なんだよね。

ＧＭ：「……うん。それに、なんだか──僕自身も食べられそうな感覚になる」

朱香：とりあえずみんなに相談しないといけないよね。

ＧＭ：「そうだね。このまま放っておいていい結果になるとはあまり思えないし」




　ふと、真はテレビをつける。ニュースでは、京都の異い変へんについて報ほうじられていた。一般人向けに偏へん向こうされた報ほう道どうだが、それが何を意味しているのかわからない朱香ではない。

　──京都は、今まさに未み曾ぞ有うの惨さん事じに襲おそわれているのだ。

　真はテレビを消し、朱香に向き直る。

「だいいち、この状況を見み捨すてて逃げるなんてできないしね」




朱香：そっか。……うん、真くんはそうだよね。そういうとこ、あたし好きだよ？（笑）

ＧＭ：「あ……うん、ありがとう」と照れて。

ミユキ：イラッとします（一同爆笑）。

晃士朗：（プレイヤーに戻って）どうどう、どうどう。今ミユキはいませんから！（笑）

朱香：そうだ、声はひとまず置いといて……あたし、真くんに聞きたいことがあったの。

ＧＭ：「聞きたいこと？」

朱香：うん。……真くんさ、お父さんのこと、どうやって折り合いつけたの？

九鬼：ああ……なるほどね。

ＧＭ：「……折り合いがついたわけじゃないよ。ただ、父さんを放っておいたら多くの人が傷きずつく。それを見み過すごせなかったし、あの時はああするしかなかった」

朱香：そっか。──後こう悔かいしてないの？

ＧＭ：「してないって言ったらウソになるかな。でも、それを──自分が父さんを手に掛かけたことを背せ負おってく覚かく悟ごは、してるつもりだよ」

朱香：……そうなんだ。

ＧＭ：「うん。でないと、僕が戦った意味がなくなると思うんだ」

朱香：……あたしもね、自分の決けつ断だんに後悔はしてないんだ。でも、今は何にも考えられないの。この状況に……どうしたらいいのか、とか。

ＧＭ：「…………」

朱香：……おじいちゃんをどうにかしたら、なんとかなるのかな？

ＧＭ：「──うん。この《ワーディング》も、僕らに聞こえる声も、元げん凶きようはあのお爺じいさんなんだと思う。だったら、それをどうにかすれば好転するはずだよ」

朱香：そっか。じゃあ……真くんも、協力してくれる？

ＧＭ：「もちろん」そう言って笑います。

朱香：えへへ……そう言ってくれると思ってたよ。ありがと。

ＧＭ：少し頰ほおを赤らめつつ頷うなずいたりします。

ミユキ：またなんかラブな空気が流れ始めた……。

晃士朗：ミユキがどんどん不ふ機き嫌げんに（笑）。

ＧＭ：で、ではそのへんでシーンを終了しましょう。







◆Opening04◆タクミとミユキ

Scene Player ── 青峰ミユキ




『至高天』起動の直後、京都の街はゴーストタウンへと一変した。

　様変わりした街を目にし、ミユキは小さく溜息をついた。




ＧＭ：では、ミユキのオープニングです。タクミと会話するシーンを想定していますが……。

ミユキ：その前に、少し街の様子を見ておきたいです。すごい静かだろうし。

ＧＭ：わかりました。街はとても静かで、車が止まったままになっていたり、人が倒たおれていたりしていて、それでいて有線放送が流れたままだったりです。

ミユキ：異様な光景ですね……。あ、ＵＧＮや他のＦＨに一応見つからないように、ロングアイランドからあまり離れないようにしています。




「よく知っている街のはずなのに──まるで知らない街みたい」

　閑かん散さんとした街を見ながら、ミユキが呟く。




ＧＭ：そのあたりでタクミを登場させましょう。

晃士朗：そういや、タクミは今どういう状態なの？

ＧＭ：無理はできませんが、通常の生活ができる程度には回かい復ふくしています。それと、三年の間肉体は変化していないため、未だ一〇歳さい児程度の肉体ですね。

晃士朗：なるほどな。まあ、三年間も水すい晶しようになってたんだもんなあ。

ミユキ：そっか……。

ＧＭ：ミユキの後ろから声をかけます。「お姉ちゃん」

ミユキ：タクミ、大だい丈じよう夫ぶなの？　ダメよ、外に出たりしちゃ。

ＧＭ：「うん……」ミユキに寄より添そうと、少しもたれかかるようにします。
















ミユキ：どうしたの？　どこか痛いたいの？

ＧＭ：「……声がね、聞こえてくるんだ」

ミユキ：声？

ＧＭ：ここから直接は見えないんですが、タクミはマレボルジェ──稲荷山の方角を見ます。「マレボルジェの奥おくから……ぼくに、『助けて、お母さん』って言ってる」

ミユキ：お、お母さん？　タクミに？（笑）

朱香：あたしに聞こえた声とおんなじなのかな……。

ＧＭ：そうですね。朱香とタクミ──それと真も、同時に同じ呼びかけを受けます。

ミユキ：適格者…………。

晃士朗：だろうな。まあ、わかりやすい。

ＧＭ：「あの中で、『至高天』が食べられようとしてる。──なんだか、ぼくまで食べられちゃいそうな感覚になるんだよ」

ミユキ：そう。……やっぱり、あれを放置したままではいけないみたいね。




　タクミと同じ方角を見る。マレボルジェ──あの奥で、一体何が行われているのだろうか。

「まだ、戦いは終わっていないんだわ」




ＧＭ：「お姉ちゃん……なんだか怖こわいよ。あのおじいさん、何をしようとしてるんだろう」

ミユキ：……わからないわ。けど、このままにしていいとは思えないの。

ＧＭ：「ぼくも……そう思う」

ミユキ：一度みんなのところに行きましょう。これからのことを相談しないと。

ＧＭ：「うん、お姉ちゃん」




『至高天』が食われようとしている。一体それは何を意味するのか。

　朱香やタクミに聞こえてくる声とは一体なんなのだろうか。

　そして、大門寺蔵人は一体何をしようとしているのだろうか──？










　　　　ＭＩＤＤＬＥ ＰＨＡＳＥ







◆Middle01◆カウントダウン・１

Scene Player ── 大門寺朱香




　朱香、真、そしてタクミに呼よびかける『至高天エンピレオ』の声。

　マレボルジェに座ざす蔵人くろうどは、今この瞬しゆん間かんにも、『至高天』を捕ほ食しよくしようとしているという。それが何を意味するのか、まだ誰だれひとり気づいていなかった。




ＧＭ：ここからミドルフェイズです。全員登場のシーンを想定しています。

晃士朗：まあ、ロングアイランド以外にないだろう。

朱香：じゃあ、あたしは真くんと微び妙みような距きよ離り感を保たもってたりして（笑）。

ＧＭ：みんなが入ってきたら、真もパッと朱香と距離を空ける感じですね（笑）。

晃士朗：戻もどってきてその光景を見るのか。何いちゃついてやがる。

朱香：あ、リーダー。いちゃついてないよ？

ＧＭ：「変な勘かん繰ぐりはやめてください」

晃士朗：はん、勘繰りなのか？　と言いつつ、勝手に棚たなから酒をかっぱらって飲む。

九鬼：俺おれも入ってこよう。若者はいいねえ（笑）。

朱香：あ、九鬼さん。……セシリアさんはどうだったの？

九鬼：一いつ旦たん意い識しきは回かい復ふくしたらしいが、この《ワーディング》によって沈ちん黙もくってとこだ。

朱香：そっか…………。

ミユキ：私わたしもタクミを連れてこのあたりで入ってきます。で、朱香ちゃんと真くんがラブコメってるのを見てイラッ（一同笑）。

九鬼：ひぃ、ミユキがなんか怖こわい！（笑）

ＧＭ：「お、お姉ちゃん？」（笑）

ミユキ：あ、うん、なんでもないのよタクミ（笑）。

晃士朗：……全員集まったな。街の状況は見ての通りだが、お前らはこれからどうする？

九鬼：まあ……俺としちゃ、逃にげたいのが本音だけどねえ。

ミユキ：私も……本音を言えば、そうです。

朱香：あたしもそうなんだけど──でもね、今、おじいちゃんに食べられちゃうっていう『至高天』からの声が聞こえたの。えと、真くんもそうなんだって。

ミユキ：そうなの？　……タクミも同じような声を聞いたのよね？

ＧＭ：真とタクミはふたりともこくりと頷うなずきます。

晃士朗：ふむ……？　まあ、それは後でいい。いま重要なのは、お前らがどうしたいかだ。

朱香：どうしたいか……って？

晃士朗：あえて真とタクミは省いて言おう。俺たちケルベロスはそれぞれ目的があって集まり、望んだ形とは違ちがうかもしれねえが、一いち応おうの目的は果たした。そうだな？

九鬼：まあ、そうだねえ。少なくとも『神曲』セルの一員として動く理由はないわな。

晃士朗：ああ。その上で、俺はあのジジイを倒たおしたいと思ってる。プルガトーリオを操あやつってたのがアイツだってんなら、俺の本当の敵てきはあのジジイだからな。

朱香：……そっか。

九鬼：晃士朗～、セシリアを助けてもらう代わりに手を貸すって話、まだ終わってないの？

晃士朗：当然だ。最後まで付き合ってもらうぜ。

九鬼：（嘆たん息そくしつつ）はいはい、了りよう解かいですよ。ま、京都がこんなことになったのも、言ってみれば俺たちが『至高天』を起動させたからだしねえ。

ミユキ：私の中でも、まだ終わっていません。……それが、責任ってことだと思います。

晃士朗：なるほどな。……朱香、お前はどうだ？

朱香：あ、あたし？

晃士朗：お前は真実を知り、自分で決けつ断だんした。あとはどう行動しても自由なはずだ。

朱香：自由……。じ、自由は怖い（一同爆ばく笑しよう）。

ミユキ：そっか、朱香ちゃんはそうだよね。命令されて安心するんだもん（笑）。

朱香：……ねえ、ミユキちゃんはどうしてまだ終わってないって言えるの？

ミユキ：まだ知らないことが残ってるわ。蔵人さんが何をしようとしているのか──。

九鬼：……だねえ。『至高天』を食って何をするのか、全然わかんないよ。

ミユキ：知るべきことは全部知っておきたいの。だから、私は戦う。

朱香：知りたいこと、か……。九鬼さんもリーダーも、もうやることは決めてるんだよね。

晃士朗：まあな。あのジジイを叩たたきのめすまでは終われねえよ。

九鬼：そうだねえ。正せい確かくに言うと、やることというか──やるべきこと、だねえ。

朱香：じゃあ、みんな『至高天』に──おじいちゃんのところに行くんだね？

ミユキ：そのつもりよ。

九鬼：……決着はつけないとねえ。

晃士朗：もう一度聞くぞ、朱香。お前はどうする？

朱香：あたし……。




　顔を上げて晃士朗を見つめる朱香。その目には、もう迷まよいはない。

「あたし、みんなといたい。みんなと一いつ緒しよに行く！」




朱香：だって──みんなと一緒にいたいから、あたしはお母さんを生き返らせなかったの。だからみんなと行く。ミユキちゃんを守る！

ミユキ：朱香ちゃん……ありがとう。そう言ってくれるのが、なにより嬉うれしい。

朱香：えへへ～。

晃士朗：──よし、話は決まったな。『神曲』なんて名前のＦＨセルはもう存在しねえ。おそらく、ケルベロスというチームで行動するのもこれで最後だ。

朱香：リーダー……。

ミユキ：……はい。

晃士朗：マレボルジェに乗り込んで全てを解き明かし、各自の目的を遂げる。いいな？

九鬼：あいよ。随ずい分ぶんコケにされちゃったしねえ。

朱香：うんっ！　……なんだか、あたしたちっぽいしね！

ミユキ：そうね、私たちらしいわ。

晃士朗：だが、まずは情じよう報ほうが必要だ。これも大分高い代だい償しようを払はらって学んだことだがな。

ミユキ：ええ。無む策さくで乗のり込こんでなんとかなるなら、もう片付いてるでしょうし。

九鬼：なんかあのジジイ、変な能のう力りよくは持ってそうだよねえ。それに目的もわからないし。

晃士朗：そこは調べるしかねえ。あいつの力がどういうものか、くらいは目星をつけたい。

朱香：なにせ食べられかけたもんね！

ＧＭ：それについては、前回の脱だつ出しゆつ前後の状況などから分ぶん析せき、類るい推すいが可か能のうです。具体的には〈知ち識しき：レネゲイド〉で難なん易い度ど12。

晃士朗：……俺がやってみるか。【精せい神しん】なら高いから──よし、14で成功だ。

ＧＭ：では、まず彼がオルクスシンドロームであろう、ということはわかります。ただし、通つう常じようのオルクスとは違い、自分の能力を大きく限定し、特化しています。




　オルクスシンドロームである蔵人は、自らの細さい胞ぼうとレネゲイドをマレボルジェ内の特定のオブジェクトに同化させ、マレボルジェ内でのみ能力を発はつ揮きできるようにしているという。

　外に出てしまえば無力。だがマレボルジェの中、即すなわち自分の体内にいる相手には無む敵てき。

　それが大門寺蔵人というオーヴァードだというのだ。




ＧＭ：つまり、マレボルジェから絶ぜつ対たいに動けない代わりにその中では無敵の力を発揮する、というように「領りよう域いき」を限定しているわけです。

九鬼：……要するに、マレボルジェそのものがあいつの能力ってことかい。

晃士朗：それなら前回あいつの胃い袋ぶくろの中に放ほうり込こまれたってのも納なつ得とくできるな。

ミユキ：〝十字疵スカード〟との戦いも手伝ってくれなかったのも、その能力なら納得できます。

晃士朗：あと、〝十字疵スカード〟をマレボルジェに入れようとしなかった理由もな。戦ってたら勝ってたのかもしれんが、リスクは高い。

九鬼：マレボルジェごと自じ爆ばくでもされたら大変だろうしねえ。なるほど……。

朱香：でもそんなおじいちゃんが『至高天』を食べ終わったらどうなるの……？

ミユキ：わからないけど、あまり想そう像ぞうしたくないわね。

晃士朗：とにかく、いくつか調べねえとな。ジジイの現げん状じよう、あとは『至高天』の能力、それと……朱香、真、タクミ。お前らが『至高天』から受け取ったメッセージとやらもだ。

ＧＭ：では、そのあたりで少しイベントを発生させましょう。朱香──そしてタクミと真も、『至高天』からの呼よびかけが強くなります。

朱香：ふぇっ……？

ＧＭ：その瞬間、三人とも突然激はげしい飢き餓がの衝しよう動どうや恐きよう怖ふの感かん情じように襲おそわれます。その中で、先さき程ほど聞こえてきた少女の声──『至高天』の助けを求める声を聞きます。




「い、いや、なに、何なの……!?」

「これはッ……!!」

「お姉ちゃん……!!」

　黒く深い飢餓の衝動。何かに吞のみ込こまれそうになる恐怖。それらの中に、助けを求める声が混まざりあい、適てき格かく者しやとして『至高天』を起動させた三人に流ながれ込こむ。




ミユキ：朱香ちゃん、タクミ!!

晃士朗：──どういうことだ!?

九鬼：何かまずいことが起こってるっぽいが……。

ＧＭ：……というわけで、突とつ然ぜんですが朱香は〈意い志し〉で難易度９の判はん定ていを行ってください。

朱香：え？　あ、は、はい。

ＧＭ：これに成功すると、『至高天』が何を訴うつたえかけてきているのかを理り解かいできます。

ミユキ：『至高天』が何を言ってるか翻ほん訳やくする、ってことかしら。

ＧＭ：なお、タクミと真も同じ声を聞いているので、二回まで振ふり直しが可能です。

朱香：それならなんとかなりそう。〈意志〉は４レベルあるし……うん、13で成功。

ＧＭ：では、朱香たち三人はある事実を理解します。それは、三人が『至高天』と意識や魂たましいを共有している状じよう態たいである、ということです。

朱香：ふむふむ。共有してるから、食べられちゃう、怖い、っていうのを感じるのね。

ＧＭ：はい。で、このまま『至高天』が大門寺蔵人に食われると、『至高天』そのものがジャーム化します。その結果──魂を共有する存在もそれに引きずられます。

朱香：そ、それって、あ、あたしや真くんたちも……。

ＧＭ：はい。このままだと、朱香と真とタクミはそろってジャーム化します。

一同：ええええええ!?

朱香：……それを、あたしや真くんが理解しちゃうってことだよね……。

ミユキ：朱香ちゃん……どうしたの？　何があったの？

朱香：『至高天』から声が聞こえる……って言ったよね。それは女の子の声で、助けて、って言ってたの。そのたびに、あたしはなんだか怖くなったりしてたんだけど……。

ミユキ：……うん。

朱香：おじいちゃんが『至高天』を食べると、あたしたちも食べられたことになる、みたい。そうしたら──みんな、ジャームに……なっちゃう。

ミユキ：そんな……！

九鬼：『至高天』とずっとシンクロしたまま、ってところかねえ……。

晃士朗：『至高天』が願いを叶かなえるのは報ほう酬しゆうに過すぎねえ。俺たちは願いを叶えてもらったが、まだ『至高天』の願いは叶かなってねえんだ。だとしたら繫つながりが続いても不思議じゃねえ、か。

九鬼：ふむ……確たしかにねえ。

ミユキ：タクミも……ジャームに……？

ＧＭ：不安げにタクミはミユキを見上げます。「ぼくが、ぼくじゃなくなる……」

ミユキ：そんな……。せっかく元に戻もどれたのに！

朱香：あたしも嫌いや。ここでジャームになったら、お母さんの死が無む駄だになる……。

ＧＭ：真も拳こぶしを握にぎりしめて言います。「……僕もだ。ここで僕がジャームになったら父さんを止めた意味がない」




　適格者である三人がジャームになる。それはここまで来るために払った犠ぎ牲せい、続けてきた努力、それらがすべて水すい泡ほうに帰す事じ態たいだ。それだけは絶対に受け入れることなどできない。




晃士朗：……どちらにせよ、ジジイを止める必要があるのは確かく定ていだな。

九鬼：しかし、どうやってあの化け物を倒たおすかだねえ……。

ミユキ：ひとまずそれを調べないと、ですね。時間もあまりありません。

朱香：ねえＧＭ、あたしから『至高天』に呼よびかけられないのかな。受信だけじゃなく、送信もしたいって意味で。そうしたら、今のマレボルジェについて教えてもらえるかもしれない。

九鬼：……なるほどねえ。そりゃ確たしかに。

晃士朗：できるのか？　そんなことが。

朱香：わかんないけど……やるだけやってみる価か値ちはあるんじゃないかな？

ＧＭ：……実は正せい解かいです。こちらから言う前に若わか林ばやしさんが自分で気づいてしまった（笑）。

ミユキ：すごい！

朱香：おお～。じゃあ何かわからないことはあたしに聞いて！（笑）

ＧＭ：もうおわかりかと思いますが、今回のシナリオはつまり、突とつ入にゆう不ふ可か能のうな要よう塞さいに侵しん入にゆうし、中の罠わなを潜くぐり抜ぬけて蔵人と戦うという話になります。

九鬼：わかりやすいな！（笑）

晃士朗：ふむ。つまり侵入方法やトラップの解かい除じよ方法を調べていけ、ということか（笑）。

ミユキ：一巻かんの第一話で、マテリアルを奪うばうためにビルに突入したのを思い出しますね。

朱香：ほんとだ。そこに戻ってきたよ（笑）。

晃士朗：あの時とはちょっと訳が違うがな。しかし、やることは決まったぜ。

九鬼：侵入方法、蔵人の能力、あとは──マレボルジェの現状とかも調べないとねえ。

ミユキ：ＵＧＮとＦＨの動きも調べないといけませんね。

朱香：倒した後、逃げる方法も探そうよ！

九鬼：ああ、そこは気にしなきゃな。……朱香はよく学んでるな。

朱香：えへへ、もっと褒めていいよ！（笑）

ＧＭ：では、そこで一度シーンを切りましょう。次から情報収しゆう集しゆうになります。




　蔵人を放置することは、京都そのものの危き機きだけではなく朱香たちのジャーム化も伴ともなう。

　すべての元げん凶きようが座すマレボルジェに向かうため、オーヴァードたちは準じゆん備びを始めた──。







◆Middle02◆カウントダウン・２

Scene Player ── 闇条晃士朗




　マレボルジェに攻せめ込こむことを決めたケルベロスのメンバーたち。だが、無策で乗り込んでは返かえり討うちに遭あうだけだ。時間の許ゆるす限かぎり、情報を確かく保ほせねばならない。




ＧＭ：では、一旦シーンを切きり替かえて情報収集シーンとなります。

九鬼：お、んじゃ俺も登場しておくかねえ。

晃士朗：とりあえず朱香とミユキは様子見だな。

ミユキ＆朱香：はーい。

ＧＭ：では、晃士朗と九鬼のみ登場ということで。

晃士朗：じゃあまずマレボルジェの状況確認から始めるか。ＦＨやＵＧＮの侵攻状況とか、あとは侵入経路や内部の状況なんかも調べたい

ＧＭ：了解です。マレボルジェの現状を確認するには〈情報：ＦＨ〉か〈情報：ＵＧＮ〉で難易度８、内部の状況などを調べるには〈情報：ＦＨ〉で難易度８です。

晃士朗：……ふむ。

九鬼：そういや、俺たちにＦＨの上じよう層そう部ぶとかから連れん絡らくはないの？

ＧＭ：ありません。恐おそらく『神曲』セルは壊かい滅めつしたと思われているのでしょう。

晃士朗：……逆に言えば、こちらから連絡を取ることはできるか。

九鬼：やっといた方がいいんでない？　ＦＨ上層部のスタンスも知りたいしねえ。

晃士朗：そうだな……。

朱香：んー、思ったんだけど、連絡取らずに死んだことにした方が都合がいい人もいる？

九鬼：ああ、その手もあるねえ。たとえば俺なんかはその方が楽でいい。セシリアが助かった以上、ＦＨに残る理由はないからね。

ミユキ：……私も、タクミのことを考えるとそうしたいです。

晃士朗：なら、そういうことにして連絡をしよう。で、一度場所を変える。九鬼、付き合え、と言って俺のセーフハウスのひとつに連れて行って、そこでＦＨに連絡をつける。

九鬼：ほいほい。




　ロングアイランドを出た晃士朗と九鬼のふたりは、京都に点てん在ざいする晃士朗のセーフハウスのひとつを訪おとずれる。暗号化をかけた通信装そう置ちを使い、ＦＨ上層部に繫つなぎをとるためだ。




ＧＭ：現在京都に出で張ばっているＦＨで一番権けん限げんの強い奴やつに連絡する、という演えん出しゆつでマレボルジェの現状について調べる。

ＧＭ：では、難易度は先程のとおり８。成功したら連絡も付く、ということで。

晃士朗：念のため「コネ：要人への貸かし」も使う。……成功だ。折角なのでＦＨの偉い奴と話がしたいところだな。

ＧＭ：わかりました。では、若わかい女じよ性せいに通信が繫がります。

晃士朗：ほう？

ＧＭ：「あら、『神曲』セルの──確か〝フラジャイル〟さんでしたかしら」と、聞こえてくるのは穏おん和わな印象を受ける女性の声。〝マスターマインド〟天船巴あまふね・ともえです。




　天船巴。〝マスターマインド〟の称しよう号ごうを持つＦＨエージェント。

　物もの腰ごし穏おだやかな美しい深しん層そうの令れい嬢じよう、といった風ふ情ぜいの女性だが、奸かん智ちに長け、目的のためなら手段を選ばない生きつ粋すいの陰いん謀ぼう家だ。




ＧＭ：「全ぜん滅めつした、と聞いていましたけど──生き残りがいらしたのね」

晃士朗：……俺以外に生き残りがいることは言わないでおこう。そうだ、とだけ答える。

ＧＭ：「それは結けつ構こうでしたわね。で、何の御ご用ようかしら？」

晃士朗：こちらはまだ京都にいる。稲荷山からなんとか逃にげ出だしたが、《ワーディング》で街は沈黙してやがるし、あちこちでＵＧＮとＦＨが小競り合いだ。何が何だかわからん。一体今どうなってるんだ？　あんたなら現状を把は握あくしてるんだろう？

ＧＭ：「芳かんばしくありませんわね。マスターに準じゆんじるクラスのエージェントを投入しましたが、ほんの数時間で全滅してしまいましたわ」

晃士朗：全滅？　ＵＧＮにやられた、ってわけじゃねえよな。

ＧＭ：「まさか。ＵＧＮとは現状遭そう遇ぐう戦のみ、戦力差も勝しよう率りつも五分というところでしてよ」

晃士朗：なら何にやられたんだ？

ＧＭ：「そうですわね。強いて言えばあなた方の本拠地、ですかしら」

晃士朗：……ほう？




　天船巴の言によれば、稲荷山──マレボルジェに侵攻を試みた部隊は例外なく全滅ないし連絡不ふ能のうになっているという。

　あるものは鳥とり居いから滴したたる消しよう化か液えきに溶とかされて死に、あるものは地下に侵入した瞬間に肉に押おし潰つぶされて死んでいる。

　それはあたかも稲荷山そのものが意思を持って侵しん入にゆう者しやを喰くらっているかのようだ。




ＧＭ：たとえば地表を爆ばく破はして侵入しようとした部隊もいますが、穿うがたれた穴あなが瞬しゆん時じに再さい生せいして押し潰されたり、入った瞬間に消化液で溶かされたりして全滅しています。

晃士朗：……はん、なるほどな。捕食能力に加えて超ちよう再さい生せい能力か。

九鬼：俺たちも前回食われかけたからねえ。それにしても、死にそうにねえなあ……。

ＧＭ：「とにかく決定打を欠く状態ですわ。わたくしとしては山ごとミサイルで吹ふき飛とばしても構かまわないと思っているんですけれど」

晃士朗：ミサイルで吹ふっ飛とばした程てい度どで死んでくれればいいんだがな。

ＧＭ：「保ほ証しようはありませんわね。まあ、死ぬまでミサイルを叩たたき込こむのも一いつ興きようですわ」

朱香：なんかすごいことを言ってる（笑）。

ミユキ：でもすごくＦＨっぽい。

晃士朗：試したきゃ試せ。とにかくあそこに入ったら死ぬ、そう考えていいんだな？

ＧＭ：「わずか二〇時間でＵＧＮ・ＦＨ共に数百人単位で被ひ害がいを出してますわ」

晃士朗：……相当な数だな。二〇時間でそれか。

九鬼：何も計画無しに突つっ込こんでも俺たちが消化されるだけ、って話だねえ……。

晃士朗：なら、こちらのわかっていることだけ知らせておこう。あの山の正体は、『神曲』セルの前リーダー、大門寺蔵人の肉体そのものだ。

ＧＭ：「そうですの。随分と大きな身体をお持ちですのね、その方」

晃士朗：その大門寺蔵人が『至高天』にちょっかいを出した結果があれだ。細かいことは俺たちにもわからない。……真実は言っていないが噓うそも言っていない。

朱香：ほんとだ（笑）。

九鬼：実じつ際さい、わからないことだらけではあるからねえ。

晃士朗：ともあれ、あんたらはミサイルを撃うち込こんでまであれを破は壊かいしたいわけか。

ＧＭ：「そうですわね。ああいったものは揉もめ事ごとの種にしかなりません。私が手に入れるならそれでいいんですけれど」

晃士朗：同感だ。……助かった。他に余よ計けいなことは言わない。

ＧＭ：「どういたしまして。ああ、そうそう──あまり京都に長居するのはお勧めいたしかねますわよ」と言って、彼女は通信を切る。警告なのでしょう。

晃士朗：通信を切ってから鼻で笑おう。はん、好き放題するのがＦＨの──俺たちののやり方だろうが。ちゃちな脅おどしが効きくと思うなよ。

九鬼：……結構ひどい状況みたいだねえ？

晃士朗：ああ。それとＦＨが『至高天アレ』をぶっ壊こわしたいということはわかった。

九鬼：まあそうだよな、気持ちはよくわかる。……俺たちの痕こん跡せきも消した方がいいかもねえ。

ＧＭ：というわけで、マレボルジェへの侵入は不可能。稲荷山に入っていけても、内部に到とう達たつできません。まず中に入る方法を探さがす必要があります。

晃士朗：……ふむ。まだ振ふり出だしにも行けねえ、か。

九鬼：そうだ、ちょっと待てよ。ってことはもしマレボルジェに人が残っていたら……。

晃士朗：……食われてるだろうな。

ＧＭ：そうですね。おそらく二〇〇人ほどの人員が残っていましたが、全滅でしょう。

晃士朗：それも含ふくめて数百人、か。随分持ってかれたな、あのジジイに。

朱香：ひどい……。こんなに犠ぎ牲せい者しやの出たシナリオって初めてじゃない？

ミユキ：うん、初めて。冷静になると未み曾ぞ有うの大だい惨さん事じって気がしてきた……。

九鬼：とりあえず、今調べられることを調べちまうか。マレボルジェの内部状況だけど……ＧＭ、《電子使い》でデータを持ってきてたことにしたいけどいいかな？

ＧＭ：わかりました。それなら〈ＲＣ〉で判定可能としましょう。

九鬼：オッケーオッケー。それなら問題なく成功だ。なんと達成値ち16。

ＧＭ：了解です。では、これは容よう易いに想像がつくんですが、前回の脱出時の状況から考えて、マレボルジェ内部は最早原形をとどめていないでしょう。

九鬼：まあそりゃそうだ。

ＧＭ：で、晃士朗と九鬼は知っているんですが、マレボルジェには自爆装置が存在します。起き爆ばくできれば、マレボルジェそのものである蔵人に大きなダメージを与あたえられるでしょう。

朱香：じ、自爆装置？

晃士朗：誰だれだ、そんなロマンあふれるものを仕し掛かけたのは（笑）。

九鬼：蔵人とは思えないけどねえ。だってあいつ、マレボルジェから出たら弱体化でしょ？

晃士朗：とすると、プルガトーリオに乗っ取られる前の美み奈な子こか。あいつならマレボルジェがジジイの本体なのは知っているかもしれねえし、そう考えるのが自然だな。

九鬼：けどさあ、どうやって起爆すんのよ。

朱香：あ、あたしが念じて『至高天』に頼たのむ……？（笑）

ＧＭ：そこまではできません（笑）。

ミユキ：ＵＧＮ側で何か情報を握ってたりしませんかね？

晃士朗：ＵＧＮか……。真の野や郎ろうを使えねえもんかな。

九鬼：どうだろうねえ……。

晃士朗：とりあえず、一度戻って朱香やミユキとももう一度話すか。

九鬼：んだねえ……やれやれ。




　調べるほどに絶ぜつ望ぼう的てきになる状況。刻こつ々こくと差さし迫せまる状況。

　逆ぎやく転てんの一手は果たして見つかるのだろうか──？







◆Middle03◆進む道、戻もどる場所

Scene Player ── 大門寺朱香




　タイムリミットが迫せまる。適格者たちのジャーム化、京都へのミサイル攻撃。

　少ない残り時間の中、マレボルジェに突入し、蔵人を倒す方法を見つけねばならない。




ＧＭ：では、全員登場のシーンですね。シーンプレイヤーは朱香でお願いします。

朱香：はーい。じゃあ、まずはリーダーと九鬼さん待ちだね。

ミユキ：そうね……。タクミの体調を気に掛かけたりしていよう。

晃士朗：んじゃ、その辺で戻ってくるか。

九鬼：いよ～う、そっちはどうだい？　変わりない？

ミユキ：ご苦労様です、リーダー、九鬼さん。

朱香：おかえりー♪

晃士朗：ああ。……ひとまず、さっき手に入れた情報は全部伝えるぜ。




　ロングアイランドに戻った晃士朗と九鬼は、待っていた四人に手に入れた情報を伝えた。

　被ひ害がい者しやの数、京都で行動するＵＧＮとＦＨの現状、そしてＦＨによるミサイル攻撃の予告。

　それは、彼らに衝しよう撃げきを与あたえるには十分すぎるものだった。




ミユキ：……思ったより深しん刻こくですね。

朱香：そうなんだ……。

ＧＭ：「何も方法はないんですか？　このまま犠牲者が増ふえるのを見てるなんて……！」と、真は晃士朗に詰つめ寄よります。

晃士朗：ならどうする？　玉ぎよく砕さい覚かく悟ごで入り口でも作るか？

ＧＭ：「……それしか方法がないなら」

朱香：ダメだよ、そんなの……。気持ちはわかるけど、真くんが死んじゃったら意味ないよ。

九鬼：そうそう。無む駄だ死じにの可か能のう性せいの方が高いしねえ。

ミユキ：あなたが自殺するのは勝手だけど、朱香ちゃんを悲しませるのは許ゆるさないから。

ＧＭ：一いつ斉せいに責められてしまった（笑）。少し落ち着いて、「……ごめん。軽けい率そつだった」と頭を下げます。「けど、このまま無駄死にしていく人たちを放置はできない」

晃士朗：まだＵＧＮ側がどう動いてるかの情報はねえし、そこから調べる手はあるぜ。

九鬼：あっちには〝十字疵スカード〟がいたしねえ。何か摑つかんでいる可能性もなくはない、か。

晃士朗：真、お前がＵＧＮに潜もぐり込こんで調べてくるってのも手だぜ？

朱香：リーダー……それは……。

ＧＭ：「……それは」真は少し表ひよう情じようを曇くもらせます。「それは本当にＵＧＮを裏うら切ぎって、あなたたちＦＨに染そまることになる。それはできない」




　拳を見つめながら、真は俯うつむいた。結果的に裏うら切ぎることになったとはいえ、彼はＵＧＮの理念に感かん銘めいし、正しいと信じて戦ってきたのだ。今もなりゆきで同行し、共通の敵がある、というだけで、ＦＨに所しよ属ぞくするつもりはない。




朱香：……ねえ、真くん。

ＧＭ：「大門寺さん──何？」

朱香：真くんってさ、ＦＨに入りたいわけじゃないよね。

ＧＭ：「……うん。大門寺さんたちに助けられて──それと、父さんを止めるって目的があったからね。結果的に共きよう闘とうはしたけど、もともとひとりでやるつもりだったから」

朱香：そうだよね。……でも、もうお父さんはいないじゃない。

ＧＭ：「……うん」

朱香：それに、京都のＵＧＮもあんなことになって……今、別のＵＧＮの人が戦って、やられたりしてるよね。

ＧＭ：「そう……だね」と、少し俯うつむきがちに答えますが、拳がわずかに震ふるえています。

朱香：じゃあさ──。




「真くんはＵＧＮには戻もどらないの？」




一同：おおおおおおおっ!?

ＧＭ：「え────」と、雷かみなりに打たれたような顔をします。

ミユキ：……そうね。さっき真くんが自分で言ったわよね、犠牲者を増ふやしたくないって。それってまさにＵＧＮの考え方だと私も思う。

ミユキ：だから──私も戻ったほうがいいと思うの。

朱香：…………うん。だって真くん、無理してる気がするもん。

九鬼：ふむ……確かに、アリかもねえ。このタイミングなら、〝十字疵スカード〟のことはわりと有う耶や無む耶やにして戻もどれるんじゃないかな。むしろ、最後のチャンスかもよ？

ＧＭ：顔の前で手を組んで考かんがえ込こみます。「……でも僕が今さら戻って、ＵＧＮのために戦わせてくれって──都合が良すぎやしないか？　一度、裏切った事は確たしかなんだ」

朱香：だったら、あたしたちとこのままＦＨにいるの？

ＧＭ：「っ…………」

ミユキ：……そうね。なら、聞き方を変えるわ。今度は私たち流の聞き方をするわね。




「真くん。あなたはどうしたいの？」

　それはまさしくミユキたちＦＨ流の聞き方だった。

　自分の欲望やりたいことを自覚し、そのために動く。正せい邪じやも善ぜん悪あくもない、たったひとつのルール。




九鬼：すごい、ミユキが、というか合あい鴨がもさんが生き生きしている（笑）。

ミユキ：別に朱香ちゃんから離はなれろってわけじゃないのよ!?（爆笑）

晃士朗：いや、それはわかってますから（笑）。

ＧＭ：「僕の……やりたい、こと……」

ミユキ：ええ。真くん。あなたが選んで構わないと思うの。

朱香：そうだよ。……真くんがそうしたいなら、戻るべきだと、あたしも、思う。

ＧＭ：「……本当にそれを僕が言っても、選んでも構わないのかな。僕が父さんと戦ったことでＵＧＮに出た被害もあるはずなんだ。その償つぐないもできずに──」

ミユキ：それは違うわ。戻ってからだって償つぐなえるはずよ。

朱香：そうだよ。だってこないだ話したじゃない！　自分の決めたことには責任を持とうねって……。あれは噓だったの？

ＧＭ：「…………！」




　自分で決めたことに責任を取る。ミユキも、朱香も、タクミも、そして真も、そう誓ちかって『至高天』を起動させたのだ。

　そして責任を取るのは、何も『至高天』に関することだけではない。突つきつけられた言葉に、真は激はげしく衝撃を受けていた。




ＧＭ：「……そうか。責任──か」

ミユキ：ええ。あとは、真くんが決めることよ。

ＧＭ：「────戻っても、いいのかな」

朱香：あたしは、戻った方がいいと思う。そうして、ＵＧＮの人がこれ以上犠牲になるのを止めるの。それが真くんのやるべきことだと思うから。

ＧＭ：「………………僕の、やるべきこと──か」

朱香：リーダー、いいよね？　真くんに戻ってもらってもいいよね？

晃士朗：……俺たちについて余計な情報を漏もらさねえなら、な。真を通じて余計なことがＵＧＮに筒つつ抜ぬけになるのだけは避さけたいからな。

九鬼：そうだねえ。『神曲』セルはなくなったし、俺たちにもしがらみはないんだ。『至高天』で叶かなえた願いとか、俺たちのアジトとか、そういうのさえ黙だまっててくれりゃね。

ＧＭ：「…………わかった」




「僕は戻るよ。──ＵＧＮに。僕のいるべき場所に」




朱香：真くん…………。

ミユキ：……そっか。自分で言っててなんだけど、少しびっくりした。

ＧＭ：「ありがとう、青あお峰みねさん。──大門寺さん」と、屈くつ託たくなく笑います。

九鬼：話は決まったなー。んじゃさっさと帰れよヒーロー。

晃士朗：……そうだ、条件をもうひとつ加えよう。蔵人とマレボルジェについて、ＵＧＮでしか持ってない情報があれば流せ。そのくらいの貸しはあるはずだ。

ミユキ：〝十字疵スカード〟のことを考えたらありそうですよね。

ＧＭ：「わかった。倒すべき敵は同じなんだし、できる限かぎりのことはするよ」

晃士朗：ならいい。行くならとっとと行け。

ＧＭ：「じゃあ、僕はこれで──」と、立ち去ろうとする前に一度朱香に視し線せんを向けます。

朱香：…………床ゆかを見てる。さっきはああ言ったけど、その、やっぱり……少し。

ミユキ：朱香ちゃん。




　不意にミユキが、そっと朱香の背せ中なかを押おす。

　二、三歩つんのめってから、朱香は真のすぐ目の前まで押おし出だされた。

　顔を上げると──眼鏡めがねをかけた見み慣なれた顔がある。ふたり同時に、頰ほおを染そめた。




朱香：ミ、ミユキちゃん……！　ううう……顔を赤くしてミユキちゃんを睨にらむ（笑）。

ＧＭ：「あ、青峰さん……」と、真も恨うらみがましい目でミユキを見る（笑）。

ミユキ：このぐらいのいぢわるする権けん利りはあると思うのよ（笑）。

朱香：うー……。じゃあ、その、えと、真くん。

ＧＭ：「……ん」

朱香：約束、覚えてる？　最初にしたよね、橋の下で。

ＧＭ：「うん。忘わすれないよ、何があっても」

朱香：……もし、あたしがジャームになったら、ちゃんと倒しに来てね。あなたはＵＧＮで、あたしはＦＨなんだから。

ＧＭ：「わかってる。けどその時は、ＵＧＮのブレイクエンドとしてじゃない」




「柾木真まさき・しんとして、キミは──朱香ちゃんは誰にも渡わたさない」




ミユキ：言った！　言った！　言いやがった！

九鬼：おやおやまあまあ。

朱香：あ、え、ほ、ほう……。どきどき（笑）。

ＧＭ：「でも、僕は必ず生き残る。ジャームにもならない。そのために全力を尽つくそう」

朱香：……そうだね。




　花のように笑って、朱香は真を見上げる。

「……また、絶対会えるよね？」

「うん。ＵＧＮとか、ＦＨとか言う前に──人間同士だから」

　少女と少年は、屈託なく笑った。




朱香：次に会えた時、またパンおごってね。バイト先の。

ＧＭ：「……うん」

朱香：ピッツァの散歩も行こうね。

ＧＭ：「…………うん」

朱香：……連絡、待ってるから。

ＧＭ：「………………うん」

朱香：こっちも何かわかったら連絡するよ。あ、ちゃんとリーダーや九鬼さんやミユキちゃんの許きよ可かを取ってからだけどね？

ＧＭ：「わかった。僕も無む謀ぼうな突とつ撃げきはしないって約束する。僕らが協力し合えば、きっと解かい決けつできると思うから」

朱香：えへへ……。ＦＨもＵＧＮも関係なくてね、こうやって協力できるなら、確かに人間同士っていう繫がりでいいかもしんないね。

ＧＭ：「きっとそうだよ」と言って、真は他のメンバーにも視線を向けます。「世話になりました。こういうのも変かもしれませんが……お元気で」

ミユキ：あなたもね。

九鬼：ま、しっかりやんな。

晃士朗：さっさと行け。




　そうして、少年は去って行った。晴れやかな顔で、堂々と胸むねを張はって、そして、少女との絆きずなの証あかしである眼鏡をかけたまま──〝ブレイクエンド〟真田賢人さなだ・まさとではなく、柾木真として。



















ＧＭ：では、真は退たい場じようします。……まさかＵＧＮに戻れるとはＧＭも思わなかった。

ミユキ：やっぱりそこが帰るべきところなんですよね。というわけで、真くんにロイスをとります。〝好こう敵てき手しゆ〟と書いてライバルですよ（笑）。

九鬼：俺も真が頑がん張ばったのでロイスを取るか。〝慈じ愛あい〟にでもしておくよ。

朱香：……寂さびしいけど、真くんが自分に整理をつけたのでよしとする！　うん！

晃士朗：……そうだな、最後にこれだけ言っておこう。朱香。

朱香：なあにリーダー？




「──お前の帰る場所は、まだＦＨなのか？」

　真の姿すがたが見えなくなってから、晃士朗はふと朱香に聞いた。

　ＵＧＮ──帰るべき場所へと戻って行った少年を見て、なんとなく思ったことだ。

「え──」




朱香：なんだろう……キョトンとしてます。考えるんでもなくて、わからない。

晃士朗：……即そく答とうできないならいい。考えておけ。ミユキ、お前もな。

朱香：うん……わかった。

ミユキ：……はい、リーダー。

ＧＭ：では、そこでシーンを終了しましょう。







◆Middle04◆結界

Scene Player ── 闇条晃士朗




　真は自らの居い場ば所しよ、ＵＧＮへと戻もどった。彼かれは彼の場所で再ふたたび戦いを始めるだろう。

　だが、こちらはこちらの戦いを続けねばならない。

　大門寺蔵人くろうどの喉のど笛ぶえに牙きばを突つき立たてるため、ケルベロスは再び行動を開始する。




ＧＭ：では、情じよう報ほう収しゆう集しゆうの続きになるシーンです。シーンプレイヤーは晃士朗。

晃士朗：そうだな……。マレボルジェへの攻撃状況について調べておきたい。ＵＧＮ周りは真に任せたしな。

九鬼：なら俺おれも登場する。バーに引きこもるより、街に出て調べるのがいいだろうしねえ。

ＧＭ：では、ふたりで京都の街を探たん索さくしつつ調ちよう査さを行う、ということですかね。判定自体は〈情報：ＵＧＮ〉で、難なん易い度どは８です。

晃士朗：それは問題なさそうだな。念のため「コネ：要人への貸かし」も使う。……９で成功。

ＧＭ：わかりました。京都では各所で戦せん闘とうが勃ぼつ発ぱつしており、戦場へ足を運んでその状じよう況きようや特とく徴ちようを見定めることができます。その中で、晃士朗はある違い和わ感かんに気づきます。

晃士朗：違和感？

ＧＭ：はい。蔵人が規き格かく外がいなのはもちろんあるのですが、それにしては攻せめ手があまりにも弱く見えます。これはＵＧＮ、ＦＨに限かぎりません。

九鬼：んん～……？

晃士朗：どういうことだ？

ＧＭ：マレボルジェを中心に、オーヴァードを弱体化させる結界が張はられているようです。




　攻め手のオーヴァードの弱体化──これはいわば、オーヴァードにも有ゆう効こうな《ワーディング》を蔵人が展てん開かいしているようなものだ。

　だが、おかしなことがあった。晃こう士じ朗ろうと九く鬼きは、その影えい響きようを感じないのだ。




ＧＭ：しかし、あなたがたには効こう果かがありません。これはマテリアルの影響を一度でも受けた相手には効きかないようです。

九鬼：なーるほどねえ。要するに、俺たちじゃなきゃあのジジイを倒たおせないってことか。

晃士朗：はん、もとから誰だれかに頼たよる気なんざねえし、頼たよれる相手もいねえよ。

九鬼：違ちがいないねえ。んじゃ、ひとまず戻もどろうか。ここはこんなもんでしょ。

晃士朗：……そうだな。

ＧＭ：では、そこで一いつ旦たんシーンを終しゆう了りようしましょう。







◆Middle05◆突とつ破ぱ口こうは見えるか

Scene Player ── 九鬼




　無む敵てきと思える大門寺蔵人に抗こうし続け、徐じよ々じよにその喉笛に近づいていくケルベロスの牙。

　次なるステップは、帰るべき場所へと去った少年からもたらされる。




ＧＭ：では、次のシーン。シーンプレイヤーは九鬼ですが、全員登場を想定。

九鬼：お、了りよう解かい。どういうシーンかな？

ＧＭ：はからずも真がＵＧＮに戻ったので、彼からマレボルジェに侵しん入にゆうするための手て掛がかりを得るシーン、ということになります。

朱香：真くんえらい……！

晃士朗：よしよし、帰らせた甲か斐いがあったってもんだ（笑）。

ミユキ：やっぱりＵＧＮに戻もどると輝かがやきが違ちがいますね。

ＧＭ：そういうわけなので、本来は調べる判定があったのですが省しよう略りやく。真と別れてから大体半日ほど経けい過かしてから、メールと添てん付ぷ資し料りようが届とどきます。

朱香：真くんからのメール……あたしに来ないかな（笑）。

ＧＭ：そこはけじめをつけるので、晃士朗あてですね。

朱香：ちぇー。まあいいや、真くんらしい（笑）。

晃士朗：そこでテンション上げてる娘むすめは放っておいて内ない容ようを確かく認にんするぜ。

ＧＭ：内容は「父さん──〝十字疵スカード〟が隠かくしていたマテリアルに仕し掛かけがしてあった」というものから始まります。

晃士朗：……ふむ。




　迅じん速そくに、晃士朗は真から伝えられた情報の確認を始めた。

　それによれば、どうやら〝十字疵スカード〟はウロボロスの能のう力りよくを使い、隠していたマテリアルに自身の持つ賢けん者じやの石の一部を移い植しよくしていたというのだ。




九鬼：賢者の石か……！

晃士朗：それを使って何をしようとしてたか、だな。続きを見よう。




　賢者の石は〝十字疵スカード〟の意思で一種の起き爆ばく装そう置ちとなる。最悪の場合、彼はそれを使って『至高天』ごとマレボルジェを吹ふき飛とばそうとしていたようだ。




晃士朗：……自じ爆ばくかよ。

九鬼：なんて迷めい惑わくな父親なんだ……（笑）。

ミユキ：でも、前回はマテリアルを持ちこむまでいかなかったってことですね。

朱香：そっか。んで、今はそのマテリアルがマレボルジェの中にあるもんね。

ＧＭ：〝十字疵スカード〟はマレボルジェと蔵人の正体には気付いていたようです。ただプルガトーリオの存そん在ざいや、〝加か虐ぎやくの宴うたげ〟を受けていたことまでは気付けなかった。

晃士朗：なるほどな。で、それを使ってどうにかするのはわかるが、具体的にどうする？

ＧＭ：〝十字疵スカード〟の代わりに、真が自分のレネゲイド活かつ性せい化か能力──Ｄロイスの〝触媒カタリスト〟を使用して起動させます。

晃士朗：『至高天』の中の賢者の石に対して？

ＧＭ：いえ、〝触媒〟の対象は〝十字疵スカード〟が死んだあとその場に残っていた賢者の石です。前ぜん巻かんの戦いのあとＵＧＮが回かい収しゆうしていたようですね。

朱香：お父さんの形見か……！

晃士朗：なるほどなあ（笑）。

ＧＭ：もともとは『至高天』とマレボルジェを爆破するためのものだったのですが、現在は蔵人が『至高天』とマテリアルを取り込んでいる状態です。そのため、起爆すると蔵人にダメージを与えることができ、その再生能力を一時的に抑えることが可能なようです。

朱香：じゃあ、その間に入口を抉じ開けるのかな？

九鬼：マテリアルの影響を受けてる真なら弱体化の影響も受けない、か。……ん？

ミユキ：どうしたんですか、九鬼さん？

九鬼：いや、そういえば雪村と真ま梨り子こも弱体化受けないんじゃないかと……。

晃士朗：……そうか、あいつらはそうだな。




　ＵＧＮ京都支し部ぶのエージェント、雪村豪たけ久ひさと高円寺真梨子。

　彼らはかつて、ケルベロスとの戦いの際さいに自らマテリアルを使用している。




ＧＭ：……はい、その通りです。再生能力を抑えている間真は動けませんが、雪村と真梨子は突とつ入にゆうする手て筈はずになっています。他のＵＧＮの人員は弱体化させられるため、バックアップに徹てつするようですね。

ミユキ：んー……共きよう闘とう、って感じにはならないわよね。

晃士朗：そんなつもりはねえよ。ハゲはハゲで勝手に動く、俺らは俺らで動けばいい。

九鬼：中でカチ合ったらその時だねえ。いくらなんでもケンカは売ってこないと思いたいよ。

ＧＭ：真からはその作戦を伝えられたあと、「きっかり二時間後に状況を開始する。こちらから言えるのはそこまでです」とだけ連れん絡らくがあります。

朱香：ええっと、これってつまり……。

ミユキ：通るなら勝手に通れ、ってことじゃないかな。

晃士朗：そのくらいの駆かけ引ひきはできるようになったのか（笑）。

ＧＭ：なお、真は入り口を作るのに全力を傾かたむける必要があるため、そこで戦線離り脱だつします。

九鬼：決まりだねえ。真が手引きしたって疑うたがわれないよう、蹴けり倒たおしながら入ってやるのが優やさしさってところかな？（笑）

ミユキ：私わたしたちが出だし抜ぬいた、って形にするわけですね。

晃士朗：ま、なんとかなるだろう。俺の《ポケットディメンジョン》に隠かくれておいて、入り口が開いたら《ディメンジョンゲート》で繰くり込こめばいい。

朱香：決まりだね。……形は違ちがうけど、真くんとは一いつ緒しよに戦ってることになるよね。

ミユキ：そうね。私たちと真くん、どっちが欠けても多分勝てないわ。

晃士朗：……よし、なら真に最後の返信をする。奇き跡せきでも起きない限り、中ちゆう枢すう部ぶに行けるのは俺たちだけだろうってな。




〝稲いな荷り山やまに何か変化があったら、俺たちがやったものだと思っておけ〟

　その返信を最後に、晃士朗は通信を遮しや断だんする。

　──突入開始まで、あと二時間。







◆Middle06◆タクミの戦い

Scene Player ── 青峰ミユキ




　マレボルジェ突入まであと一時間と四十分。ミユキが気にかかるのは、弟タクミのことだ。

　──連れていくべきなのだろうか？




ＧＭ：では、次はミユキのシーンです。タクミと話すシーンですね。

ミユキ：あ、ちょうど私もそのシーンがやりたかった（笑）。

ＧＭ：タクミはミユキに何か言われる前に、自分も出る準備をしています。

ミユキ：タクミ……あなたも一緒に行くつもりなの？

ＧＭ：「うん。ぼくも戦う」

ミユキ：……大だい丈じよう夫ぶなの？

ＧＭ：「大丈夫。あそこに一番長くいたのはぼくだよ？」と、笑顔さえ見せます。ぶっちゃけて言うと、連れて行くかどうかでシナリオが分ぶん岐きします。

ミユキ：な、なるほど。うーん……本当のことを言えば、連れて行きたくないなあ。

朱香：……あ、そうだ。タクミくんも自分から『至高天』に呼よびかけたりできないかな？

ミユキ：あ、なるほど。何かヒントが出るかもしれないわね。……ＧＭ、できますか？

ＧＭ：……そうですね、ミユキの〈知ち識しき：至高天〉で難易度８としましょう。

ミユキ：……成功。ねえタクミ、あなたから『至高天』に呼びかけて、何かわからない？

ＧＭ：「ぼくからうん、やってみるよ」そう言うと、タクミは意い識しきを集中させます。

ミユキ：……どう？




　じっと感覚を研とぎ澄すまし、助けを求める『至高天』の声を探さぐるタクミ。ほどなくして、何かが聞こえたのか、彼はそっとミユキの顔を見上げた。




ＧＭ：「……中枢部まで行けば、ぼくが入っていた水すい晶しようの薔薇ばらの破は片へんか何かがあると思う。それを媒体にすれば、『至高天』にもう少し強く呼びかけられるかもしれない。そうすれば、あの子はもっと頑張って抵抗してくれると思うんだ」

九鬼：闘とう病びよう中の患かん者じやに呼よびかけるみたいな感じかねえ（笑）。

ＧＭ：「そうすれば、あの子が完全に食べられるまでの時間を引ひき延のばせるかもしれない」

ミユキ：……逆ぎやくに言えば、引ひき延のばさなきゃいけないほど残り時間がないのね。

ＧＭ：「……うん。だから真さんも、二時間って時間を限げん定ていしたんだと思う」

ミユキ：そう言われたら連れて行かないわけにはいかないわね。……でも、一緒に戦うのはなんだか不思議な感じ。

ＧＭ：「三年前はこんなことになるなんて、思ってもいなかった」

ミユキ：私は、タクミがこんな世界で生きているなんて思いもしなかった。

ＧＭ：「ぼくは……本当はね、お姉ちゃんにはこっちに来て欲ほしくなかった」

ミユキ：でも、もう済すんだことで、決めたことよ。

ＧＭ：「……ねえ、お姉ちゃん。お姉ちゃんは全部終わったらどうするの？」

ミユキ：そうね……。実は、あんまりないのよね。ああしたいとか、こうしたいとかって。この三年間、あなたを元に戻したいって──それだけでやってきたから。

ＧＭ：「お姉ちゃん……」

ミユキ：でも──リーダーや九鬼さん、真くん、美み奈な子こさん。それに、朱香ちゃんに会えた。そう考えたら悪くない三年間だって思うのよ。

ＧＭ：「……わかるよ。みんなといるときのお姉ちゃん、楽しそうだもん。

ミユキ：でしょう？　さっきね、リーダーに聞かれたの。私の帰る場所はまだＦＨなのかって。……ＦＨがどうなのかはわからないけど、ケルベロスには愛着があるわ。

朱香：ミユキちゃん……！　うう、感動する。

ＧＭ：それを聞くと、タクミは少し迷まよったような、悲しいような表情をします。

ミユキ：……タクミは、これが終わったらどうしたいの？

ＧＭ：「少なくとも、ぼくはＦＨには残らないよ」

ミユキ：……そう。それはあなたが自分で決めたことね。なら、何も言わないわ。




　ＦＨには残らない。それはミユキとタクミの訣けつ別べつを意味するのかもしれない。

　だが、三年間執しゆう着ちやくし続けた弟のその言葉を、ミユキは素す直なおに受け入れていた。




ＧＭ：「……うん。じゃあ、行こう。もうみんな準備できてるはずだよ」

ミユキ：ええ。……みんなで、生き残りましょうね。




　姉弟はもう一度見つめ合い、強く頷うなずいた。

　これならきっと大だい丈じよう夫ぶだ。何があっても、強く戦い抜ぬける──そう確信して。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：ここでシーンを終了しましょう。なお、タクミを生き残らせたままコキュートスの奥おくまで連れて行けるかどうかで、クライマックスの難易度が変わります。

ミユキ：ちゃんとタクミを連れて行くことに意味がある、ってことですね。わかりました！

朱香：責せき任にん重大だよ、ミユキちゃん！（笑）







◆Middle07◆ブリーフィング

Scene Player ── 闇条晃士朗




　マレボルジェ突とつ入にゆうまで、残り一時間を切った。

　四人は万全を期すため、最後のブリーフィングを行う。




ＧＭ：では、全員登場のシーンです。突入前に確かく認にんしておきたいこと、調べておきたいことなどを済すませておく最後のチャンスだと思ってください。

晃士朗：それは重要だな。とりあえず、今わかってる情じよう報ほうと、作戦の内ない容ようをまとめておこう。

九鬼：確たしか自じ爆ばく装そう置ちがあるんだよねえ。それを起き爆ばくさせればダメージを与あたえられるかも、と。

晃士朗：そうだな。あとは内部構こう造ぞうが大分変わってるんで、脱だつ出しゆつ経けい路ろも確かく保ほした方がいい。

ミユキ：あと、さっきのタクミの話をしておきますね。コキュートスまでタクミを連れて行けば朱しゆ香かちゃんたちのジャーム化を少し遅おくらせることができる、という話。

朱香：タクミくんすごーい！

晃士朗：ふむ……。とすると、こんな感じか。




【作戦内容】

・真たちが開いた突入口から侵しん入にゆう。

・自爆装置の起動、脱出経路の確保を行う。

・コキュートスまで攻せめ込こみ、蔵人くろうどを倒たおす。




ミユキ：まとめると三行ですね（笑）。

晃士朗：できれば中がどうなってるかはあらかじめ知っておきたいがな。どこで自爆装置を起動するのかとか、どこに脱出経路を置くか、とか。

九鬼：ふむ……。ＧＭ、それは調べられる？

ＧＭ：〈情報：ＦＨ〉で難なん易い度ど16の判はん定ていに成功すれば、内部の見取り図を入手可能のうです。

九鬼：16か……。よし、ここは《インスピレーション》！

ＧＭ：では、現げん在ざいのマレボルジェ内部がある程てい度ど把は握あくできます。
















晃士朗：なるほど。これを使ってマレボルジェを攻こう略りやくするわけか。

朱香：いわゆるダンジョンみたいな感じだね！

ＧＭ：なお、更さらに内部の詳くわしい調査が可能です。どのエリアも〈知識：機械工学〉または〈知識：至高天〉で難易度12。朱香は『至高天』に呼よびかけることで〈意志〉でも判定が可能です。九鬼も含め、あとひとり一回ずつ判定する時間しか残されていない、としますね。

九鬼：俺も判定できるのは助かるねえ。ＧＭ、《セキュリティカット》を使っていいかい？

ＧＭ：問題ありません。その場合〈ＲＣ〉で判定可能です。

九鬼：じゃあ、まずは［エリアＤ］のコキュートスを調べるかねえ。……14で成功だ。

ＧＭ：では、以下のエリア情報が開かい示じされます。




・エリアＤ：コキュートス

　かつて『至高天』の本体である水すい晶しようの薔薇ばらを安置していた場所。起動と同時に砕くだけ散ちった水晶の薔薇の破は片へんは、蔵人に吸きゆう収しゆうされることなく部屋中に散っている。

　なお、到とう着ちやくするまでにいくつかの隔かく壁へきを破は壊かいする必要がある。




九鬼：隔壁の破壊か……。まあ、俺おれかミユキだろうねえ。

ミユキ：私がタクミを連れて突つっ切きるのがよさそうですね。

晃士朗：突入してから決めても良いだろう。全員で一箇か所しよずつ回る手もあるしな。

九鬼：なんか時間制せい限げんとかありそうで怖こわいんだもん（笑）。

朱香：あー、ありそう！（笑）

晃士朗：その時はその時だ。んじゃ、俺は司令部を調べるが……ダメだな、９で失敗だ。

ミユキ：じゃあ私も司令部を調べてみます。〈知識：至高天〉は５レベルあるのでそうそう失敗しないはず……って、ダイス目が最大で６!?　し、失敗です……。

朱香：どうしよう……。あたしも司令部を調べたほうがいいかな？

晃士朗：自爆装置がありそうなのは、司令部の方だな。美み奈な子こが仕し掛かけてるのであれば。

朱香：じゃあ、あたしも司令部を調べる。『至高天』ちゃんに呼よびかけて……13で成功！

ＧＭ：了りよう解かいです。では、ここもエリア情報が開示されます。




・エリアＣ：司令部

　何者かが仕し掛かけた自爆装置が存そん在ざいするエリア。

　通つう常じようよりも激はげしく消しよう化か液えきが分ぶん泌ぴつされており、危き険けん度どが高い。

　装置は今なお生きており、周囲の空間が歪ゆがんだ状じよう態たいで消化液から保ほ護ごされている。




ＧＭ：自爆装置の起動は〈知識：機械工学〉の判定が必要ですが、その前に保護している空間を解かい除じよする必要があります。ただしその時点で装置も消化液の影えい響きよう下に入ってしまうので、起動させる人員とは別に装置を保護する人員が必要になります。

朱香：……だってさ！　あたしをご指名みたいだね、ここ。

晃士朗：自爆装置が生きてたのはありがたい。しかし、空間か……。

九鬼：美奈子が仕掛けて保護したのかねえ。

朱香：お母さんが……。

ミユキ：……美奈子さんだとしたら、どういう目的があったんだろう。

九鬼：行ってみないとわからないだろうねえ。ところでＧＭ、自爆装置を起動させる判定は《究極鑑定》でもいい？

ＧＭ：構かまいません。

九鬼：とすると、ここは俺と朱香が行くのがいいかねえ。

晃士朗：ならミユキにはコキュートスへ向かってもらって、居住区は俺が行ってみるか。何があるかはわからんが、行ってみて対たい応おうできなきゃ諦あきらめるさ。

九鬼：あ、そうだ。ＧＭ、居住区は《インスピレーション》でわからないかな？

ＧＭ：……なるほど、それは構かまわないでしょう。

九鬼：お、じゃあ使うよ。《インスピレーション》！　テセウス、解かい析せきよろしく～。

ＧＭ：では、残った［エリアＢ］の情報を開示します。




・エリアＢ：居住区

　施し設せつとしての重要度が低く、蔵人の手が比ひ較かく的てき及およんでいない。

　特に難むずかしい判定の必要もなくクライマックスまで到とう達たつ可能。




九鬼：なるほど。ここは当たりのルートってことかな？

晃士朗：戦力を温おん存ぞんできるってことか。だがなあ……ＧＭ、脱出時にＦＳ判定をやるのはイヤなので、このあたりに脱出経けい路ろは確保できねえか？

ＧＭ：ふむ……そうですね。ではエリアの構造を把握するために〈情報：ＦＨ〉で難易度12。経路を構こう築ちくするために〈調達〉で難易度13。で、それを蔵人から隠いん蔽ぺいするために〈調達〉で難易度15。以上の判定にすべて成功することで、脱出経路を確保できます。

晃士朗：……まあ、俺だろうな。脱出は《ディメンジョンゲート》でなんとかしようと思ってたが、こういうエリアがあるなら先に手を回しておこう。

ＧＭ：なお、ひとつでも失敗すると脱出する時にＦＳ判定が発生します。

晃士朗：ふむ。……なら、これでひとまず下調べは終しゆう了りようだな。あとは突っ込むだけだ。

九鬼：へいへい。んじゃ、最後のひと仕事といきましょうか。

ミユキ：ええ。行きましょう、リーダー！

朱香：うん！

ＧＭ：タクミも力強く頷うなずきます。というところで、シーンを終了しましょう。







◆Middle08◆GO AHEAD

Master Scene




　午前二時、稲いな荷り山やま付近。ＵＧＮ総そう戦せん力りよく一七名。

　バックアップ要員五名、メディカルスタッフ八名、指し揮き官かん一名。そして──前線、三名。




ＧＭ：では、突入前にマスターシーンです。ＵＧＮサイドの演えん出しゆつを行いますね。




　前線で突入役を担になうのは、年とし若わかいオーヴァードの男女。

〝クレセントエッジ〟雪村豪たけ久ひさと、〝クィーンビー〟高円寺真ま梨り子この二名。

　彼かれらの突入口を抉こじ開あけるのは、天才と謳うたわれたＵＧＮエージェントの少年。

〝ブレイクエンド〟真田賢人──またの名を、柾木真。




ＧＭ：稲荷山周辺、突入直前。指揮官と思しきオーヴァードが真たち三人に語りかけます。「我われ々われに抵てい抗こう力りよくがあれば、キミたち三人だけにこんなことを……」

晃士朗：ここは若わか林ばやしさんが真をやればいいんじゃないですかね？

ＧＭ：へ？

朱香：あ、じゃあそうします。（真になって）「……僕ぼくがＵＧＮを裏うら切ぎったのは事実です。その不ふ義ぎ理りを返すためならなんだってします。それに──僕ひとりじゃないしね」

九鬼：（雪村になって）「ああ。まさかこの三人でこんなに早くチームを組むとは思わなかったがな。しっかり借りは返してもらうぜ、賢人……いや、真」

朱香：（真になって）「ああ、わかってるよ。──高円寺さんもよろしく」

ミユキ：（真梨子になって）無言でこくこく頷きます。




　ＧＭが呆ぼう然ぜんとする中、プレイヤー三人は容よう赦しやなくＮＰＣの乗っ取りを始めた。

　無む論ろん、すべてアドリブである。




晃士朗：……加か納のうくん、これでいいの？　いや、言いだしっぺは俺だが（笑）。

ＧＭ：あ、はい。ロールプレイやセリフに問題ないんで。まあこのまま様子を見ます、ええ。

晃士朗：そうか。いいならいいんだ。




　……というわけで、合あい鴨がもさん・若林さん・三田さんの三名に、しばらくＵＧＮの三人組をやってもらうことになった。




朱香／真：「始めよう。……僕たちだけがこの京都を救える。ふたりとも準じゆん備びは良い？」

ミユキ／真梨子：こくこく。

九鬼／雪村：「愚ぐ問もんだ。とっとと始めんか！」

朱香／真：「わかった。──霧谷さん。父の残したあの賢けん者じやの石を渡わたしてもらえますか？」

ＧＭ：き、霧谷だったんですか、この指揮官（笑）。

朱香：霧谷さんです。

ＧＭ：じゃあ、霧谷が頷うなずくと、厳げん重じゆうに封ふう印いんされた箱を取り出します。四つロックを解除して、さらにパスコードを打うち込こんで開けると、冷れい却きやくの蒸じよう気きと共に賢者の石が現あらわれる。

朱香／真：「……父さんの力、借りるよ」




　最後まで道を交わらなかった父の形見を握にぎりしめ、真は意い識しきを集中する。

　──京都を、そして大切な人たちを守るために。

「いつでもいいぞ、真！」

　自らの能のう力りよくで作り出した十文字槍やりを構かまえ、雪村が吠ほえる。

「……わたしも」

　愛用のライフルを二挺ちよう脇わきに抱かかえ、真梨子が頷く。

　そして──。

「行くよ！」

　真は賢者の石を握にぎった右手を異い形ぎようの爪つめへと変へん異いさせ、山やま肌はだに渾こん身しんの一いち撃げきを叩たたき込こむ──!!




朱香／真：「父さん、力を……!!」って言いながら全力を振ふり絞しぼるんですよ。めきめきめき、ぶ───ん、ど───ん！　……って感じで！（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：楽しそうだなあ。では、衝しよう撃げきと反動で右みぎ腕うでが吹ふき飛とび、全身傷だらけになりながらも、真はその場で立ったまま入口の維い持じに集中しはじめます。

九鬼／雪村：俺は壁が壊こわれたところで、「行くぞ！」と言って、真の姿すがたは振ふり返かえらずに十文字槍を担かついで駆かけ出だしていく。

ミユキ／真梨子：そこで私も雪村さんに続いて走っていくんです。もちろん真くんは見ない。

ＧＭ：雪村と真梨子はマレボルジェの内部へ駆かけ込こんでいき、すぐに姿が見えなくなります。というところでシーンを切……。

晃士朗：（遮さえぎって）よし、そこで登場する。雪村と真梨子が行ったあと、ゆらって空間が歪ゆがむと、俺たちが出てくるんだよ。

ＧＭ：……あ、はい。




　霧谷率ひきいる後こう衛えいは弱体化の影響を避さけるため、後方に下がっている。実じつ質しつ、前線には三人──雪村と真梨子が突入した今、ボロボロの身体で入り口を支ささえる真しかいない。

　その目の前で、不意に空間が歪んだ。晃士朗が自ら創つくり出だした空間の扉とびらを開き、その場へと現あらわれたのだ。そしてケルベロスの面々が晃士朗に続く。

　彼らもまた、決着をつけるために来たのだ。




九鬼：あ、俺は真くんが疑うたがわれないようにバックアップチームを死なない程てい度どに蹴け散ちらして入ってこよう。

ＧＭ：なるほど、わかりました。

晃士朗：マメなヤツだな。

朱香：……真くんはボロボロなんですよね？　半分くらい自分で演出したけど（笑）。

ＧＭ：はい。必死に入り口を維持している状態です。意識はあります。

朱香：わかりました、じゃあ思わず駆かけ寄よります。……真くん！

ＧＭ：「僕は、大だい丈じよう夫ぶだから……。だから早く行くんだ」絞しぼり出だすような声で言う。

朱香：（震ふるえる声で）で、でも……。真くん、そんなに怪け我がして……。

ＧＭ：「行くんだ」と、毅き然ぜんとした表ひよう情じようで言います。「……これが、僕の役目なんだから」

ミユキ：朱香ちゃん、行きましょう。真くんの気持ちを無む駄だにしないであげて。

朱香：ミユキちゃん……。

ＧＭ：「……頼たのむ」

朱香：……わかった。あたし行く。行って、決着をつけてくる。

ＧＭ：「気をつけて──朱香ちゃん」そう言って、精せいいっぱいの笑顔を見せます。

朱香：真くんもね。絶対、お互たがいにジャームになんかならないようにしようね。

ＧＭ：「……うん。約束する」

朱香：……よし！　行ってくる！

晃士朗：そこに続くか。真、お前はよくやった。一言だけ言って脇を抜ぬける。

九鬼：はいはい、ＦＨと馴なれ合あうのはそこまで。軽く頭を叩たたいて通とおり過すぎる。

ＧＭ：「痛っ……はは、そのとおりだね」

ミユキ：九鬼さんは優やさしいなあ……。私は目だけ合わせて、何も言わずに行っちゃおう。あ、タクミもそのまま引ひっ張ぱっていきます。

ＧＭ：わかりました。真もミユキの気持ちは察したのか、目を合わせるだけです。




「……死ぬなよ、みんな」

　雪村、真梨子、朱香、ミユキ、タクミ、晃士朗、九鬼──マレボルジェへの内部へと赴おもむいた大切な人たちに思いを馳はせながら、真は意識を集中した。激げき痛つうも疲ひ労ろうも、彼らのためなら耐たえられる。戦いが終わるまで、この入り口を維持するのが自分の役目だ。

　──真にとっての正念場は、ここからだった。







◆Middle09◆管制区──開始

Scene Player ── 九鬼




　真の開いた入口を抜ぬけ、五人は生物の血管や内ない臓ぞうが建けん造ぞう物ぶつと交じり合っているような不気味な空間──変わり果てたマレボルジェへと突入する。

　大門寺蔵人と『至高天』の待つ最さい下か層そうエリア、コキュートスを目指して。




ＧＭ：それでは、全員登場のシーンです。あなた方はマレボルジェへと突入し、先行した雪村と真梨子の姿は見えないまま、少し開けた場所、管制区に到達します。

ミユキ：管制区……ということは、今はこの［エリアＡ］にいるんですね。

ＧＭ：そうです。なお、壁や床ゆかが不気味に蠕ぜん動どうする肉に変化しています。

朱香：いやー！

ミユキ：もう、本当に最悪……（笑）。

ＧＭ：なお、真が蔵人を抑えておけるのにも限げん界かいがあります。なので、このシーンを含ふくめてひとり二シーンまでしか登場できません。

朱香：やっぱり時間制限があるんじゃん！（笑）

ミユキ：……ということは、あと一シーンだけ？

ＧＭ：そうです。それが終わるとクライマックスに移い動どうしますが、それまでにクリアしたイベントによってクライマックスの難易度が変わります。

九鬼：なるほどねえ。んじゃ、ここからは手分けだな。

朱香：早く行こう！！　時間がもったいないよ！

ＧＭ：……では、そこでイベントが発生します。九鬼が調べようとすると、もこっと肉につ塊かいが盛もり上あがり、神しん経けいや血管といったものが寄より集あつまって老人の顔になる。

九鬼：うげ……。

ミユキ：き、気持ち悪い……!!




　肉にく片へんが寄よせ集まってできたような老人の顔は、間ま違ちがいなく大門寺蔵人のそれだ。

　恍こう惚こつの表情を浮うかべたまま、その顔は侵しん入にゆう者しやたちに語りかける。

「放っておいてくれないかなあ…………。私は今非ひ常じように満足しているんだよ。もうキミたちに手を出すつもりはないから、帰ってくれるとうれしいんだがねえ……」




ＧＭ：言い終わると、顔を形成していた物ぶつ質しつがどろりと溶とけ崩くずれ。地面に落ちます。

九鬼：何を言ってるんだこいつは。

晃士朗：なんか駄だ目めなニートみたいなこと言ってやがったな……。

朱香：今一番満足しているって言ってたよね。どういうことなんだろう。

ミユキ：もう、とにかく気持ち悪い……。蔵人に〝嫌けん悪お感〟でロイスを取ります。

晃士朗：よし。九鬼と朱香は司令部に向かい、自爆装置を起動させる。それでいいな。

九鬼：ま、そうだろうねえ。機械操そう作さになるだろうし。

朱香：ガード役はあたししかいないしね！

晃士朗：コキュートスへの中央突とつ破ぱはミユキに任まかせた。で──タクミには中ちゆう枢すう部ぶで『至高天』にアクセスしてもらい、ジジイへの抵てい抗こうを補ほ助じよする。

ミユキ：わかりました。

ＧＭ：「うんっ」

晃士朗：俺は居住区で脱出経路を確保する。時間はねえ、ジジイを倒すか、俺たちが殺されるか、さもなきゃ『至高天』が食われて、元適てき格かく者しやのジャームが三人できるかだ。

朱香：うん。じゃあ……コキュートスで合流、だよね！




「合流はコキュートスに一時間後だ。いいな！」

　晃士朗の激げきに、ミユキ、朱香、九鬼、タクミが応おうじる。

　それぞれの役やく割わりを果たすべく、一行は三方へと散って行った。







◆Middle10◆居きよ住じゆう区く──経けい路ろ

Scene Player ── 闇条晃士朗




　蔵人くろうどの体内になり果て、変へん容ようした居住区内。晃士朗は脱だつ出しゆつ用のルートを確かく保ほするため、周囲を見回し確かく認にんしていた。たとえ蔵人を倒たおしたとしても、もし脱出できずに死んだとすれば、それほど馬ば鹿からしいことはない。生いき延のびてこそ勝利と言えるのだ。




ＧＭ：では──まずはエリアＢ、居住区から処しよ理りしましょう。

晃士朗：俺おれか。このエリアの様子はどんな感じになってる？

ＧＭ：居住区ということで、部屋や購こう買ばい部ぶなどがかつて存そん在ざいしただろう、という痕こん跡せきがあちこちにあります。肉につ塊かいに変わった壁かべに、誰だれかの部屋のポスターが貼はってあったりとか。

晃士朗：無む駄だに生活感があるのも不気味なもんだな……。で、必要な判はん定ていはなんだっけ？

ＧＭ：構こう造ぞうの把は握あくに〈情じよう報ほう：ＦＨ〉で難なん易い度ど12、経路の構こう築ちくに〈調達〉で難易度13。脱出経路の隠いん蔽ぺいに〈調達〉で難易度15。これにすべて成功する必要があります。《ポケットディメンジョン》などのイージーエフェクトを使用する場合は判定は一回、〈ＲＣ〉で難易度15としますが、判定後に侵蝕率が１Ｄ10上昇します。

晃士朗：侵蝕率１Ｄ10と引ひき換かえに成せい功こう率りつの高いほうを選ぶか、三回まっとうに判定するかの違ちがいか。……ＧＭ、最後の〈調達〉判定だけを《ポケットディメンジョン》にできる？

ＧＭ：……可か能のうとしましょう。その場合は侵蝕率の１Ｄ10上昇もなしです。

晃士朗：ならそれだな。最初の二回はまともに、最後だけ〈ＲＣ〉で判定する。……よし、三回とも問題なく成功だ。




　把握した内部構造の隙すき間まに中ちゆう継けい地点を置く形で空間を形成し、それらに移い動どうするためのゲートをつなぐ。バロールの力で空間を操そう作さすることに長けた晃士朗ならではの手管だ。




ＧＭ：……では脱出経路は確保できます。具体的には、これでクライマックスであなた方が戦せん闘とうに勝てたあとのＦＳ判定が必要なくなります。

晃士朗：なるほど。……こんなところか。

ＧＭ：では、ここであなたの脳裏にあるイメージ──が蔵人の意識や記憶が流れ込んできます。おそらく結界が効かないことと原因を同じにした現象でしょう。

晃士朗：……ジジイの記憶、か。

ＧＭ：はい。二〇年前、蔵人が後に『至高天』と呼ばれる物質を発見した時の記憶です。

晃士朗：このジジイが発見してたのか……。

九く鬼き：そういえば、『神曲』セルを作った、とか言ってたもんね。




「〝これ〟は素す晴ばらしい……！」

　彼かれは、歓かん喜きに打ち震えていた。その素晴らしい物体に。そしてそれに触ふれたことで手に入れた力──レネゲイドウイルスに。

　聳そびえ立たつ水すい晶しようの薔薇ばらは、彼にとって紛まぎれもなく崇すう拝はいの対象だった。恍こう惚こつの表ひよう情じようで、蔵人はひんやりとした水晶の薔薇に頰ほおずりをする。

「〝これ〟は女神、私わたしの女神だ。ああ……いつか、私のものにしてみせるよ……」




晃士朗：『至高天』に触ふれてオーヴァードになった……ってことか。で、それを保ほ護ごするためにこの施し設せつと『神曲』セルを作った。

ＧＭ：それはもう少し後の話です。それよりもまず、彼は──自分の弱さに絶ぜつ望ぼうします。

朱香：絶望しちゃうんだ……。




　──大門寺蔵人は、『至高天』に触れた瞬しゆん間かんからジャームであった。

　レネゲイドに感かん染せんしたショックに耐たえきれず、理り性せいや倫りん理り観かんを失っていたのだ。

　だが、ジャームだから強大という理り屈くつは成り立たない。彼は、弱かった。周囲のオーヴァードに比くらべて、あまりにも力が足りなかったのだ……。




晃士朗：……哀あわれなジジイだ。

ＧＭ：それから彼は研究に没ぼつ頭とうします。自らの弱さについては諦あきらめ、それでも『至高天』だけは自分のものにするために。そして研究の結果、二度目の絶望が彼を襲おそいます。

九鬼：それはあれか、自分じゃ起動できないってことに気づいたか？

ＧＭ：その通りです。『至高天』は人の心を欲ほつしている。だが、自分にはそれがわからない。




　──ならば揃そろえればいい。有ゆう資し格かく者しやを。私を導くウェルギリウスを見つければいい。

　天上の薔薇、至高天へ私というダンテを導くウェルギリウスを。




晃士朗：こいつが名前を付けたのか……。

ＧＭ：そのようです。そこでイメージは途と切ぎれます。

晃士朗：……なるほどな。不ふ快かいそうにコキュートスへ向かって歩いているんだが、俺の足がわずかに地面から浮ういている。ここで《魔王の玉座》を取得するぜ。ただ浮かんで移動するだけのイージーエフェクトだが、このジジイにちょっとでも触れたくねえ。

ＧＭ：なるほど、わかりました。

晃士朗：そのままいつしか居住区を越こえて、コキュートスに行く途と中ちゆう、研究区を抜ぬけて下っていく。その途中で少し脇わきにそれ、別の方向へ向かう。

ＧＭ：わかりました。研究区も原形はとどめておらず、実験用の器具や生物、標本などが陳ちん列れつされている分、非常に混こん沌とんとした状じよう態たいです。

晃士朗：そんな中から、一本のガラス瓶びんを拾い上げる。……食われずに残ってやがる。




　それは、晃士朗の敗北の記憶そのもの──奪うばわれた眼がん球きゆうの入ったガラス瓶だ。

「……認みとめたくはねえが」

　拾い上げた瓶の中の眼球を見ながら、晃士朗はひとり呟つぶやく。

「じいさん、あんたの気持ちはわからんでもない」




晃士朗：……焦こがれても力が及ばない、そのために努力を重ねてきた──それは理解する。




　晃士朗の脳裏に、かつての記憶がよみがえる。敗北の記憶。その後、プルガトーリオによってミユキと朱しゆ香かをあてがわれ、指し揮きを命じられた記憶──。

「……だが、お前はやりすぎた。ここらが潮時だ──引導を渡してやるよ」

　ガラス瓶を無造作にポケットに押し込み、晃士朗は今度こそコキュートスへと足を向けた。







◆Middle11◆司令部──遺ゆい言ごん

Scene Player ── 大門寺朱香




　自じ爆ばく装そう置ちが存在するエリア。そこはかつて、美奈子──否いや、彼かの女じよを操あやつっていたレネゲイドビーイングが拠きよ点てんとし、朱香にとっては安らぎの場所だったところだ。

　それも今や蔵人の内ない臓ぞうの一部と化し、見る影かげもなく醜みにくく変容していた。




ＧＭ：では、次はエリアＣ、司令部のシーンです。このエリアは消化液が特に多く分泌されていますが、自爆装置だけを消化液が避けている状態です。

朱香：なんだろう……。

九鬼：やっぱりここだけおかしいな。どういう感じなんだい？

ＧＭ：自爆装置の周囲だけ空間が歪ゆがんでいます。バロールのエフェクト──具体的には《ポケットディメンジョン》の拡かく大だい解かい釈しやくです。で、ここでの手順は以下の通りです。




・〈知ち識しき：レネゲイド〉、難易度８の判定に成功することでエフェクトを解かい除じよできる。

・その後、〈知識：機械〉、難易度８の判定に成功することで自爆装置を起動できる。




ＧＭ：ただし、判定を行うキャラクターはガードを含ふくめたリアクションができません。また、最初の判定に成功した時点で自爆装置は装そう甲こう値ち０、ＨＰ１のオブジェクトになります。

九鬼：ふむ……つまり、自爆装置をかばわないと瞬しゆん時じに壊こわれちまうわけだ。

朱香：やっぱりあたしがここに来て正せい解かいだったね……！

ＧＭ：そして最初の判定の直後に、シーンに登場しているすべての対象は４Ｄ10のダメージを受けます。装甲値は無効です。

九鬼：くう、厳しいねえ……。まあいいや。何はともあれ、これが最終決戦一歩手前だ。ずらかる前に爆ばく薬やく仕し掛かけてとんずら、ってのは俺たちらしいよ。

朱香：……ねえ九鬼さん、あの自爆装置を守ってるエフェクトって、お母さんのだよね？

九鬼：多分、ね。

朱香：そっかー……。最終的にはこうなること、お母さんわかってたのかな。

九鬼：さあねえ。けど、何かの可か能のう性せいは残したかったんじゃない？

朱香：……じゃあ、あたしはお母さんの意い志しを継ついでるんだね。そう言って、形見の手て袋ぶくろを両手につける。

九鬼：そうだねえ……。ま、どのみち俺たちは先に進まなきゃいけない。

朱香：わかったよ！　じゃあ、ここで九鬼さんにロイスを取ります。〝尊そん敬けい〟で！

九鬼：んじゃ、さっさと解除しようかねえ。テセウスの力も借りて──ん、成功だ。

ＧＭ：では、空間のバリアが外れて全員に４Ｄ10のダメージが発生します。

朱香：あたしは自爆装置をかばうよ！　エフェクトは使わずに、ガードシールドの効果と守護者の手袋で14点止める。かばったので倍になって24点ダメージ。あとで回復しよっと。

九鬼：こっちは一気に残りＨＰが３だよ。ま、気を取り直して次の判定だねえ。〈知識：機械工学〉なんざ無いけど、ダイスは８個振れる。……うん、出目だけで成功だよ。

ＧＭ：さすがに【精せい神しん】は高いですね。では、自爆装置が起動します。どこか遠い場所で爆発音が聞こえますよ。それと同時に、傍かたわらにあったモニターに映えい像ぞうが映うつし出だされます。

朱香：何……？

九鬼：ふむ、なんだろうねえ？　念のため《電子使い》でデータを保ほ存ぞんしておこう。

ＧＭ：画面に出てくるのは美奈子の顔です。

朱香：お母さんだ……！




「この装置が起動されたということは、大門寺蔵人の計画が最終段だん階かいに入ったものだと思われます。私は永石美奈子。今は運良く〝プルガトーリオ〟の呪縛から逃れられていますが、それもいつまで保つかわかりません」




ＧＭ：見ていると気づきますが、細切れのものを繫つないで編へん集しゆうしたような痕跡があります。

朱香：あー……じゃあ、時々意識が戻もどってて……。

ＧＭ：何かの拍ひよう子しにほんの少し意識が戻った時に、少しずつ手を回していたんでしょう。

朱香：お母さん……。

九鬼：プルガトーリオに気づかれないように、ずっとか。地道な努力だねえ……。

朱香：一体どのくらいかかったんだろう……。

ＧＭ：メッセージは続きます。「このメッセージを見ている人にお願いしたいことがあります。私の娘むすめ、朱香のことです」

朱香：…………!!

ＧＭ：「姓せいを変えて繫つながりを断たち、保護しようとしましたが、無駄な足あ搔がきに過すぎませんでした。蔵人は朱香を使い、自分の欲よく望ぼうを満たそうとしています。これを見ている人がもしも朱香を、娘をご存ぞん知じであれば、どうか彼女を守ってください」

朱香：おか、おかあさぁん……。

ＧＭ：「そしてもしできるのであれば、娘に、朱香に伝えてください。あなたが立りつ派ぱにひとり立ちすることが、私の一番の願いであると。そして──」




「そして──朱香、何よりもあなたのことを愛している、と。そう伝えてください」

　娘を思う母の気持ちだけでつむがれたビデオレター。

　その最後は、心からの言葉で締しめくくられていた。




朱香：（涙声で）う、ううっ……。あたしも、あたしも愛してます……お母さん……!!　九鬼さん、お母さんだよ！　お母さん……だよう……。

九鬼：ああ、そうだな。そう言って優やさしく頭を撫なでてやろう。

朱香：お母さん、頑張ってたんだね……。

九鬼：この短いメッセージに、どのくらい時間をかけたんだろうねえ……。

ＧＭ：数秒すると、また最初からメッセージが繰くり返かえされます。何度も繰くり返かえし再さい生せいされるようにセットされていたようですね。

九鬼：ああ、なるほど。

朱香：うう……。

ＧＭ：繰り返されるメッセージは同じですが、そこにはずっと朱香への気き遣づかいと、自分の全てを引き換えにしてでも朱香を守りたいという気持ちが篭こもっています。

朱香：ありがとう、お母さん……。

九鬼：……そういや、自爆装置が起動し始めたってことは何か反はん応のうがあるんだよね。

ＧＭ：そうですね。地面がゴゴゴっとゆれ始めたりしています。その自爆によるダメージを抑おさえるため、蔵人が少し弱体化するというイメージです。

九鬼：オッケー。んじゃ、朱香。お母さんの言うとおりにしようじゃないか。

朱香：（しゃくりあげながら）ひぐっ……うん、そうだね。あたし、前に進む。お母さんから自立して、前に進むよ。

九鬼：ああ。俺はお母さんから守れ、って依い頼らいされちゃったし、遂すい行こうしないとねえ。実はおじさんの前ぜん職しよくはボディガードなんだよ。

朱香：……そうだったね。じゃあ九鬼さん、あたしを守ってくれたりするんだ？（笑）

九鬼：ま、ＦＨにいるのもそろそろ潮しお時どきだろうしねえ。

朱香：九鬼さんがあたしを守ってくれるんだったら、あたしはミユキちゃんを心置きなく守れるし、リーダも守れるし……余よ裕ゆうがあったら九鬼さんも守ってあげるよ（笑）。

九鬼：はいはい。んじゃ、再さい就しゆう職しよく前のひと仕事といきますか。

朱香：うんっ！

ＧＭ：では、司令部から離はなれようとすると、あなた方にも晃士朗が感じたのと同じような、蔵人の意識が流れ込んできます。

朱香：！　これって……。

晃士朗：さっき俺が見たようなヤツか。




「ああ、ああ……もう……どうすればいいのかねえ……」

　しばしの時が経たち──大門寺蔵人は焦あせっていた。

　美奈子と朱香の絆きずなは思いのほか強い。折角の適てき格かく者しやなのに、手出しが出来ない。




九鬼：これは……どのくらい前だろう？

ＧＭ：三年より前でしょう。朱香がお母さんと仲良く暮くらしていた頃ころです。

朱香：はう……。

ＧＭ：この時点では美奈子が適格者であり、朱香はそうではありません。なのに美奈子が思うようにロイスを取ってくれない、と焦っていたようです。

九鬼：ふーむ……。




　それから、また少し時間が経けい過かする。

　蔵人はまるで福音を聞いたかのような恍惚の表情を浮かべていた。

「……はっはっはっ、これだよ。これがあればいいんだ」

　手にしているのは一本のフラスコ。その中には、黒い靄もやのようなものが入っている。

「本当にいただいてよろしいのですか？」

　フラスコを大事そうに抱かかえたまま、蔵人が振ふり向むく。そこにはひとりの人物が立っていた。恐おそらくは彼にそのフラスコを与あたえた人物なのだろう。




九鬼：げ……、ここに来て何か知らないやつが出てきたよ？

朱香：ど、どんな人……!?

ＧＭ：顔かたちや姿すがたは何か影がかかったようになっていて判はん別べつできません。ですが、蔵人が随ずい分ぶん畏かしこまっているのはわかります。




　その人物は鷹おう揚ように頷うなずくと、いつの間にか蔵人の目の前から姿を消す。顔を綻ほころばせたままの老人は、まるで頰ほお擦ずりするかのようにフラスコに顔を近づけた。

「お前こそ、私が天国に至いたるために必要な存在──そう、お前が私の煉獄プルガトーリオだ」




九鬼：これが例のレネゲイドビーイングだったか……！

朱香：プルガトーリオの黒い意志は、この黒い靄から生まれたんだね。




　その後──『至高天』の起動は一度失敗に終わる。だが、幸いにも朱香は適格者となり、厄やつ介かいな美奈子は死に、その力はプルガトーリオに奪わせることができた。他の適格者の目星もついた──。




朱香：そういう映像が浮うかぶ、ってことだよね……。うう……。

九鬼：着々と目的に近づいてた、ってわけか。

ＧＭ：「もうすぐだよ、もうすぐだからねえ……」と、彼は『至高天』を見上げながら舌したなめずりをする……というところで、蔵人の過か去この再生は終わります。

九鬼：随分胸むな糞くそ悪いものも見せられちゃったねえ。

朱香：（ごしごし、と涙なみだを拭ふいて）お母さん……お母さんの辛つらさ、何も知らなくてごめんね。九鬼さん、行こう。あたし、お母さんの気持ちを無駄にしたくない！

九鬼：ああ。

朱香：あたし、ここに辿たどりつくまで随分時間がかかっちゃったよ。

九鬼：そうだねえ。少しだけ回り道したかもしれない。でも、無駄じゃあなかったさ。

朱香：うんっ！　早くミユキちゃんを守りに行かなきゃ！

九鬼：ああ、そうしよう。

朱香：じゃあ、ここであたしはミユキちゃんをＳロイスに指定します！

ＧＭ：おお、了りよう解かいです。

ミユキ：嬉うれしい……!!

朱香：待っててね、ミユキちゃん……！







◆Middle12◆氷獄への回かい廊ろう

Scene Player ── 青峰ミユキ




　コキュートスへと続く長い長い回廊。コンクリートもリノリウムも、すべて薄桃色の不気味な肉へと変わり、不気味に蠕動する内臓の中をふたりの姉弟が走り抜ける。

　一路、最さい下か層そう──最大の敵てきが待つ場所へと向かって。




ＧＭ：それではミユキのシーン──コキュートスへと続くエリアです。

ミユキ：わかりました。

ＧＭ：コキュートスを目指し、タクミと共に下へ下へと降おりていく途中、いくつもの隔かく壁へきがありますが、それらは破壊されています。おそらく先行したふたりがやったのでしょう。

ミユキ：先行したふたり……？　そうか、雪村さんと真ま梨り子こが……。

ＧＭ：で、隔壁の破は片へんなどはエナメル質しつで出来ています。

朱香：エナメル？　テカテカしてるのかなあ。

ミユキ：それって……。

ＧＭ：要するに、隔壁そのものが巨きよ大だいな歯になっているわけです。

ミユキ：（嫌いやそうに）な、なるほど……。

朱香：（気持ち悪そうに）うわぁ～……。

晃士朗：（不快そうに）つうことは、このエリアは口の中かよ。

九鬼：（顔をしかめて）周りの壁が歯は茎ぐきってことなんじゃないの～？（笑）

ミユキ：は、入りたくない……（笑）。

ＧＭ：また、砕くだかれた歯──というか隔壁の他に、ここまで辿り着いたのであろうＵＧＮのエージェントの無残な死し骸がいも転がっていたりします。

ミユキ：ま、まさかそれって……。

ＧＭ：どうやら雪村や真梨子ではないようです。それ以前に先行していた人員ですね。

ミユキ：なるほど……。

ＧＭ：やがて、ガチン、ガチンという金きん属ぞく音おんのようなものが断だん続ぞく的てきに聞こえ始めます。歯のようになった隔壁が嚙かみ合わされる音ですね。

ミユキ：本当に、どこまでも食い意地の張った人なのね……。とにかく先を急ぎます。

ＧＭ：わかりました。真っ直ぐ降りていくと、隔壁が嚙かみ合あう音に混まじって剣けん戟げきの音が聞こえてきます。

ミユキ：剣けん戟……戦闘中ってこと!?　急いで降りていきます！




　急ぎコキュートスを目指すミユキ。あと数百メートルもすれば辿り着くという時、その視し界かいに見知った人ひと影かげが映うつった。綺き麗れいにそり上げた禿とく頭とうにバンダナを巻まき、十文字槍やりを抱えた巨きよ軀くの青年と、大型の銃じゆう火か器きを二挺携たずさえた少女──先行していたＵＧＮのオーヴァード、雪村と真梨子だ。だが、真梨子の方は床ゆかに伏ふして動く様子がなく、雪村も満まん身しん創そう痍いである。




ミユキ：真梨子……！

ＧＭ：胸むねは上下しているので、かろうじて生きているとわかりますが、意識はないのでしょう。雪村は迫せまり来くる隔壁から真梨子を守り、防ぼう戦せん一方となっています。

ミユキ：……このまま見てたら、やられちゃいそうね。見捨てる……のも後味悪いなあ。

朱香：ハゲさんはともかく、真梨子ちゃんは助けてあげて（笑）。

ＧＭ：今のところ、まだ雪村はミユキに気づいていません。どちらにせよ、コキュートスに向かうには今雪村と真梨子を襲おそっている隔壁を突とつ破ぱする必要があります。

ミユキ：どうすればいいですか？

ＧＭ：突破するには二通りの方法があります。かいくぐって進むか、破壊するか。かいくぐるには【肉体】で難易度12の判定。ただし、タクミも連れていく必要があるので、マイナス２個のダイスペナルティを受け、失敗すれば隔壁に挟はさまれてダメージを受けます。

ミユキ：なるほど……それはしんどいなあ。破壊する方が性に合っていそう（笑）。

ＧＭ：破壊する場合は、とにかく攻こう撃げきを行ってください。装甲値とＨＰは不明ですが、こちらも破壊できなければダメージを受けます。どちらの場合も、戦闘不ふ能のうにならない限かぎり何度でも判定できます。

ミユキ：……タクミもダメージを受けますか？

ＧＭ：もちろん。タクミにもＨＰが設せつ定ていされており、０になると嚙かみ砕くだかれて死し亡ぼうします。

朱香：うわぁぁぁ、怖こわいー！

ミユキ：どのくらい硬かたいかわからないのね。……全力で行くしかないか。

朱香：大だい丈じよう夫ぶ？

ミユキ：今までやってきたことだもの。そう言って、氷の剣を作り出します。侵蝕率が足りないからまだ《終末の炎ほのお》は使えないけど、他は全部組み合わせる。達成値は……35。ダメージは装甲無む視しで63点！




　真梨子を守りつつ防戦する雪村の脇を駆かけ抜ぬけ、ミユキが隔壁へと肉にく迫はくする。逆ぎやく袈け裟さに斬きり上げた氷の刃はは、飢き餓がの権ごん化げたるおぞましき壁を瞬時に凍こおりつかせ、粉々に打うち砕くだいた。




ＧＭ：装甲値は25点、ＨＰも60あったんですが……それは一いち撃げきで破壊される！

ミユキ：……今までもこうやって、立ちはだかる壁は凍いてつかせて砕くだいてきたのよ。

朱香：かぁっこいいー！

ＧＭ：では、その破壊を見て雪村が口を開きます。「フェンリルバイト……青あお峰みねミユキに、その弟か。追いつかれてしまうとはな」

ミユキ：……ここまでのも、あなたたちが？

ＧＭ：「……ふん」答えませんが、彼らがここまでの隔壁を破壊したのは明白です。

ミユキ：悪いことは言わない。あなたたちは戻った方がいいわ。

ＧＭ：「…………何？」

ミユキ：ここまで随分無理をしたんでしょう？　そのおかげで楽に来れたのは感かん謝しやしてるわ。

ＧＭ：「貴き様さまらのためにやったことではない！」

ミユキ：でしょうね。でも、そのまま真梨子とふたりで潰つぶされて、無む駄だ死じにするつもり？

ＧＭ：「ッ…………」反はん論ろんしようとしますが、気き絶ぜつしている真梨子を見て唇くちびるを嚙かみます。

ミユキ：すぐに私の仲間も来るわ。ここの始末は私たちがつける。あなたたちは帰りなさい。

ＧＭ：「……口くち惜おしいが、貴様の言うとおりだ」そう言って真梨子を担かつぎ上あげます。「一時退しりぞかせてもらう。だが安心しろ、貴様らが失敗したら後は引ひき継ついでやる」

ミユキ：……期待してるわ。

ＧＭ：「…………ふん」では、雪村は真梨子を担かついだまま《壁抜け》を使って退たい場じようします。

ミユキ：……行こう、タクミ。手をのばします。

ＧＭ：「うん、お姉ちゃん」とその手を取って頷うなずきます。どうやら最後の隔壁だったらしく、その先はコキュートスですが──ここでミユキとタクミに蔵人の意識が流れ込んできます。

ミユキ：これは……！




　──その日、大門寺蔵人は殊ことの外ほかご機き嫌げんだった。

　机つくえに並ならべた数葉の写真を見下ろし、頰ほお杖づえをついてニタニタと微笑ほほえんでいる。




ミユキ：き、気持ち悪い……！（笑）

ＧＭ：写真に頰擦りでもしそうな勢いきおいです。写真には〝十字疵スカード〟や真、美奈子、朱香、タクミ──要するに適格者が写っています。




「さて、どういう組み合わせがベストなのだろうねえ……」

　並べた写真を見ながら呟く。美奈子の写真には大きく×がつけてあり、タクミの写真には△が描えがかれてあった。適格者としての用よう途と──ということなのだろう。




九鬼：組み合わせ……って、カップリングを考えてるってことかよ！

晃士朗：ひでえな……。

ＧＭ：「本物の絆でないといけないからなあ。洗せん脳のうじゃ意味がない……」

ミユキ：そ、そうよね。ロイスである以上、本物の絆じゃないと……。

朱香：言ってることは間ま違ちがってないけど、根本的に間違ってるよ！

ＧＭ：「〝十字疵スカード〟は思ったとおりに動いてくれているし、その息子もうまく朱香に接せつ触しよくしてくれた」呟つぶやきながら、蔵人は写真をためつすがめつしています。

晃士朗：む？　随分最近の記憶だな。

朱香：あたしと真くんが出会った後……だね。

ＧＭ：「若わか者ものはいいなあ──」




　朱香の写真と真の写真を憧しよう憬けいさえ篭もったまなざしで見つめ、蔵人は莞かん爾じと笑った。

「雨の中、子犬を拾って仲良くなる──。いやあ、実にすばらしい。私もシチュエーションを用意した甲か斐いがあったというものだ」




九鬼：お前かぁぁぁぁぁぁ!!

晃士朗：ま、まさかあの子犬、わざわざコイツが流したのかよ！

ＧＭ：その通りです。すべては偶ぐう然ぜんの運命的な出会いを演えん出しゆつするためですね。

朱香：……ほんとに？

晃士朗：言われてみれば、オーヴァードでなおかつマテリアルまで入ってる犬が……。

朱香：わざわざ川に流されてるのは、おかしい、よね。

晃士朗：それも朱香と真の前にタイミングよく流れてくるのは、今考えるとおかしい。むしろ今まで何の疑ぎ問もんも抱いだかなかったのがおかしい気がしてきた！（一同爆ばく笑しよう）

九鬼：そうだよねえ。泳げよ！（笑）

朱香：「パンをくわえて走ってきた転校生とぶつかる」くらいのレベルだったよ（笑）。

ミユキ：ロ、ロマンティストって言うのかしら……。

ＧＭ：「こうまで思おも惑わく通りに事が進んでくれるとはねえ……。本物の絆、というのは素晴らしいものなんだねえ。私には理解できないが」

朱香：ジャーム……だもんね。

九鬼：すげえっちゃすげえな……。

晃士朗：妙みような努力だけは重ねてきたんだろうな、こいつ。

ミユキ：大変だったんだろうけど、まったく評ひよう価かしたくないです。

ＧＭ：作り物ではない、本当の絆を結んでもらう必要がありますからね。だからこそ、朱香と真が仲良くなっていく過か程ていは感動ものだったのでしょう。

朱香：ううう……（複ふく雑ざつそうな表情をする）。

ＧＭ：さらにこの後、マテリアルの過か剰じよう反応でふらついていた真にタクミの意識を結びつけたのも蔵人です。

ミユキ：そんなことまで……！

晃士朗：……なるほど。それもこいつの計画のうちか。




　マテリアルの過剰反応。それにより、真は『至高天』の力をある程てい度ど受け取ることができる状態になっていた。

　それを利用し、タクミの意識だけを『至高天』から引ひき剝はがして真に結びつける。この〝領りよう域いき〟──マレボルジェの中であれば、それだけのことが蔵人には可能だった。




ＧＭ：具体的には《ブレインジャック》と《メンタルインベイジョン》です。タクミに「しばらく意識をとりつかせろ」と命令していた、ということになります。

晃士朗：な、なるほど。

朱香：三巻の時のこと？

ＧＭ：そうですね。タクミの意識が真と合体していた時のことです。

晃士朗：それもこいつの仕業だったのかよ！

ＧＭ：はい。これも真とタクミにロイスを結ばせるためですね。




「もうすぐだ──」

　笑みは次第に哄こう笑しように変わる。適格者たちの写真を掲かかげ、来るべきその時に思いを馳はせ、老人は呵か呵か大たい笑しようする。

「もうすぐ、人間の絆の素す晴ばらしさを見ることができる！　その時こそ──！」




九鬼：すげえなあ。ロイスに執しゆう着ちやくするジャームなんだねえ……。

朱香：ずっと適格者同士をくっつけようとしてたのか……。

九鬼：笑えるんだが、同時にものすごくおぞましい。

晃士朗：こいつの思うとおりに仲良くさせられた、って思うと嫌けん悪お感が沸わきそうだな。

ミユキ：……コメントしづらいわね。

ＧＭ：──流れ込んでくるイメージは以上です。それはほんの一いつ瞬しゆんだったようで、気づけばタクミが神しん妙みような顔でミユキを見上げています。「……お姉ちゃん、今の」

ミユキ：……ええ。タクミも見たのね。

ＧＭ：タクミは顔を蒼あおくし、震ふるえながら頷きます。「……あ、あいつが仕組んでたんだね。ぼくたちや、朱香さんや、真さん──美奈子さんや〝十字疵スカード〟さんのことも」

ミユキ：……そう、ね。

ＧＭ：タクミは顔を蒼くして震えています。「……ぼく、お姉ちゃんが好きだよ。真さんや朱香さんのことだって、好きだし尊敬してる」

ミユキ：タクミ……。

ＧＭ：「で、でも……その好きだ、って気持ちも、あいつに操あやつられてたんだとしたら……」




　好意や愛あい情じよう、友ゆう情じようといった感かん情じようを自分の欲望のために操作する。

　それはなんともおぞましいものに思えた。

　そして、自分の好意すら植えつけられた、操られたものであったなら──。忌いまわしい想像が、タクミを恐きよう怖ふに震ふるえさせる。




ミユキ：それは違ちがうわ、タクミ。

ＧＭ：「おねえ、ちゃん……」

ミユキ：きっかけは、あいつが──蔵人がちょっかいをかけたからかもしれない。でも、私やタクミ──それに朱香ちゃんや真くんの気持ちも、作られたものじゃないわ。

ＧＭ：「うん、うん……」涙目になりながら、ミユキの顔をじっと見ています。

ミユキ：だから、大丈夫。好きだって気持ちは、噓うそなんかじゃないのよ。そう言ってタクミの手を取ります。

ＧＭ：「……ありがとう、お姉ちゃん。大好きだよ」

ミユキ：私もよ、タクミ。……じゃあ、タクミの手を取ったまま先に進みます！

ＧＭ：わかりました。では、あなたとタクミはかつて慣なれ親したしんだ場所──コキュートスへと足を踏ふみ入いれます。

ミユキ：毎日のように通った場所なのに、すごく久ひさしぶりの気がするわ。

ＧＭ：その場所は、昨日──前回のクライマックスよりも更さらに変へん貌ぼうが進み、壁なのか肉なのかもわからない、おぞましい空間に成り果てています。




　わずか一日の間に、醜悪な肉の揺よう籃らんへと姿を変えたその場所へ、ミユキとタクミは足を踏ふみ入いれる。『至高天』と呼ばれた巨大な水晶の薔薇は砕くだけ散ちり、それを保護していた強化アクリルガラスと共にその破片を周囲に撒まき散ちらしているのみだ。

　そして、かつて水晶の薔薇が鎮ちん座ざしていた場所には、同じくらいの大きさ──高さ二〇メートルほどの、ぶよぶよとした巨大な肉塊が蠢うごめいていた。




ミユキ：構かまえて、タクミを守るように前に立ちます。

ＧＭ：あなたとタクミが入ってきた直後、肉塊の皺しわや襞ひだが集まり、老人の顔を形作ります。それは正しく大門寺蔵人の顔です。

朱香：う、うわぁ……気持ち悪い……。

ミユキ：どこまでも醜悪なのね。

ＧＭ：「どうして……私の食事の邪じや魔まをするんだい……？」

ミユキ：あなたが気に入らないからよ。

ＧＭ：「そう……そうか。そうだったね。最初から最後まで、青峰ミユキ、キミがイレギュラーだったんだなあ。ふむう……」

ミユキ：……私が？

ＧＭ：「そもそもねえ、キミがオーヴァードになったことさえ予想外なんだ。あそこで消えてくれていれば、タクミくんは拠より所どころをなくしてもっと操作しやすかったのに……」

ミユキ：だったらさっさと殺せばよかったじゃない。

ＧＭ：「それで忘わすれてくれればいいんだがねえ──。かえって彼の心に強きよう烈れつに残られても、それはそれで厄介なんだよ。わかるだろう？」

晃士朗：なるほど、タイタスになればいいけど、そうでなきゃ、ってことか。

九鬼：ずっとタクミの心に残られたら操作しにくい、ってことだねえ。ある意味ミユキがいるから、朱香や真ともロイスが結べたんだし。

ミユキ：…………黙だまって聞いています。不快そうに。

ＧＭ：「適格者でもないくせに、適格者の心に深く入はいり込こむ。今となっては問題もないが、キミは邪魔だったよ、青峰ミユキ」

ミユキ：そう。あなたの邪魔ができていたのなら悪くないわね。

ＧＭ：「やれやれ……もう少しゆっくり楽しみたかったが、仕方ない。食事を終えるとしようかな」蔵人がそう呟くと、周囲の壁や床が鳴動を始めます。

ミユキ：身み構がまえて、いつでも飛とび込こめる準じゆん備びをします。

ＧＭ：そこでタクミが落ちていた水晶の薔薇の破片を握にぎり締しめ、意識を集中し始めます。




「お姉ちゃん──はじめるよ」

　タクミがそうミユキに呼よびかけた刹せつ那な、彼の手にした破片は淡あわい光を放ち始めた。同時に、肉襞でできた蔵人の顔が苦く悶もんと不快に歪ゆがむ。

　破片を通して、タクミは必死に『至高天』に呼よびかけ始めたのだ。このまま食われてはいけない、抗あらがえ、と──。

「……そうまで私の邪魔をするのか。ゆっくり食事をしたいだけだというのに」

　不快はやがて怒いかりへと表情を変えた。直後、こちらに向かう足音がミユキの耳を打つ。

　──朱香が、晃士朗が、九鬼が、もうすぐここに来る。

「お姉ちゃん、今なら」

　ミユキと同時に足音に気づいたタクミが声をかける。

「今なら、みんなの力をあわせれば──きっと勝てるよ」

　ミユキが頷くと同時に、共に戦い続けた仲間たちがコキュートスへと辿り着いた──。










　　　　ＣＬＩＭＡＸ ＰＨＡＳＥ







◆Climax01◆最後の晩ばん餐さん

Scene Player ── 大門寺朱香




　大門寺蔵人くろうど。『至高天』を喰くらうという目的のみを果たすため、暗あん躍やくし続けた男。

　数え切れぬほどの命を犠ぎ牲せいにしたジャームとの、決戦の時が訪おとずれようとしていた。




ＧＭ：では、クライマックスに移うつります。ミユキが表ひよう情じようを引ひき締しめて蔵人に対たい峙じしたその時、残り三人──朱しゆ香か、晃こう士じ朗ろう、九く鬼きもコキュートスに辿り着きます。

朱香：ミユキちゃん、お待たせ！

ミユキ：朱香ちゃん、リーダー、九鬼さん！

晃士朗：はん、全員首しゆ尾びは上々みてえだな。そう言って、トン、と地面に降おりる。

九鬼：んじゃ、さっさと終わらせちゃいますかねえ。

ミユキ：……はい！

朱香：うんっ！




　ここに至いたるまで、三度にわたって蔵人から流ながれ込こんできたイメージ。それは、彼かれが『至高天』を我わが物とするために積み上げてきた悪意そのものだ。

　人の絆きずなを利用するため、様々な犠牲を生み出してきた悪意。それが形を取って、今四人の前に顕あらわれていた。




朱香：あ、イメージは全部知ってていいのね。

ＧＭ：はい。シーンごとに分けて演えん出しゆつしましたが、全員すべてのイメージを認にん識しきした、ということで構かまいません。

九鬼：なあ、爺じいさん。確かく認にんしたいことがあるんだ。アンタの動機はわかった。動機はわかったんだけどさあ……。

晃士朗：ああ、わからねえことがひとつある。──お前、『至高天』を食って、それからどうするつもりなんだ？

ＧＭ：「どうする……？」

ミユキ：そうね、言われてみればわからないわ。あなたにこれだけ振ふり回まわされてきたんだし、そのくらいは知っておきたいわね。

朱香：まさか、ほんとに世界征せい服ふくとかなの!?

ＧＭ：「ふむ……ほぉ……。はぁ、そうか……ふむ」

朱香：…………な、なに？

ＧＭ：「いやぁ……はははは、そうか、食ったあとか。ははははは、ふふふふふふふ」

ミユキ：な、なんなの……？

晃士朗：何がおかしい。

ＧＭ：「……なに、考えてもみない質しつ問もんだったんだよ」

朱香：え……？

ＧＭ：「うん、いや、気になるのは仕方ないのかなあ。……いいよ、教えてあげよう」




「──私わたしにはねえ」

　巨きよ大だいな肉につ塊かいが、ぶよぶよと脈動しながら、嗤わらう。

　口に当たる部分が大きくにんまりと裂さける。

「『至高天これ』を食べる以外の目的なんて、なぁんにもないんだよ」




九鬼：はいぃ？

晃士朗：あぁ？

ミユキ：………………え？

朱香：何も、って……。

ＧＭ：「何も、ないよ。ただ食いたかっただけだ」

ミユキ：……開いた口が塞ふさがらないわ。

ＧＭ：「私はただ──私が『至高天』と名づけた、この素す晴ばらしい存そん在ざいを自らに取とり込こみたかっただけなのだよ」




　蔵人の顔をした肉塊は、うっとりと、酔よったような声音でさえずり続ける。

「頰ほお張ばり、咀そ嚼しやくし、嚥えん下かし──その恍こう惚こつの中で、自らの存在を永えい遠えんのものとして終しゆう焉えんを迎むかえる。それこそが、私の目的に他ならない」




九鬼：……二十年前に『至高天』を見つけてから。

ＧＭ：「長かったなあ……」

朱香：あたしや、お母さんや、真くんを利用して……。

ＧＭ：「実に、実に長かったぁ……」

ミユキ：そのために、たくさんの人が死んで……。

ＧＭ：「本当に、長かった……」

晃士朗：はん、なるほどな。願いを叶かなえることも必要ない、ってわけだぜ。

ＧＭ：「無む論ろんだ。最高のシェフが『至高天』という料理を仕上げてくれた結果、誰だれかの願いが叶かなうだけに過すぎない。そんなものは大して重要ではないよ」

晃士朗：……ちっ。まったく話にならねえ。

九鬼：イヤだねえ……。こいつ倒たおして、全部終わらせようや。

ミユキ：そうですね。……この人だけは絶ぜつ対たいに許ゆるせない。

ＧＭ：「やれやれ……。私がこうやって粉ふん骨こつ砕さい身しんしたおかげでキミたちはみんなかけがえのない絆を手に入れ、欲望ねがいだって果たされたのだろう？　何の不満があるんだい？」

九鬼：不満だらけなんだけどねえ……。なあ？　朱香、ミユキ。

朱香：……うん。

ミユキ：こんな不ふ愉ゆ快かいな気分になったのは初めてよ……。

晃士朗：ふたりとも、まともな会話は期待するな。──そうだ、久ひさしぶりすぎて忘わすれてたぜ。




「これが、ジャームってヤツだ」

　不気味に蠢うごめく肉塊に嫌けん悪お感に満ちた目を向け、晃士朗が吐はき捨すてる。

　そこにいるのは、紛まぎれもなくジャームだ。妄もう執しゆうにとり憑つかれ、人としての尊そん厳げんも、理り性せいも捨すて去さり、社しや会かい性せいというものを完全に失った存在。




朱香：……うん。

ミユキ：深く頷うなずきます。

晃士朗：衝しよう動どうのみに支し配はいされた、人とは異ことなる思考回路を持つ生物。ただその食しよく欲よくを埋うめるだけのバケモノだ。

九鬼：あのしち面めん倒どうくさい労力も、こいつにとっては当然の作業なんだよ。

晃士朗：そういうこった。──ま、俺おれはむしろそのジャームの衝動を以ってして「満足して死にたい」と思わせる『至高天』のほうに薄うすら寒さむいものを感じるがな。

九鬼：そうだ、ひとつ聞きたい。プルガトーリオが朱香に真を殺させようとしたのもアンタの差し金か？　絆がちゃんと結ばれているか、それを確認したかったってことかい？

ＧＭ：その質問には、蔵人はニマァっと満面の笑みを浮うかべます。「もちろん。あの瞬しゆん間かん私は確かく信しんしたね──このふたりの絆は本物だ、と！」

九鬼：……あそこで朱香が逡しゆん巡じゆんしたのが、あんたにとって最高の答えだったわけだ。

ＧＭ：「ハハ、そういうことだね。ためらわずにかばってもよかったし、殺したら殺したで、また別の適てき格かく者しやを待っていただけだ」

朱香：そう、か。……おじいちゃん。

ＧＭ：「なんだい、朱香」

朱香：あなたのコードネームはなんなの？

ＧＭ：「私かい？　〝イート・ザ・ミート〟だが──誰だれもそれを気にするものはいなかったねえ。コードネームを覚えられるほど、私は強大なオーヴァードではなかった」

朱香：……大門寺、って名前がこんなに不ふ快かいだったことはないよ、おじいちゃん。だから、大門寺蔵人じゃなくイート・ザ・ミートにロイスをとる。

ＧＭ：なるほど、わかりました。

朱香：おじいちゃんがこうやって働いたことで、あたしはミユキちゃんやリーダー、九鬼さんに会えた。……真くんとも仲良くなれたし、タクミくんにも会えた。だから、感かん謝しやしてるし──そのことは尊そん敬けいもしてる。

ＧＭ：「ほほう……？」

朱香：でも、あなたは絶対に受け入れられない！　なので、キャラクター作成時の初期ロイスと同じ〝尊敬〟と〝隔かく意い〟でロイスを取って、すぐにタイタスにする！

ＧＭ：おお！　では、タクミがミユキに声をかけます。「お姉ちゃん……。ここまで気分が悪くなったのは、ぼくの短い人生の中でも初めてだよ」

ミユキ：……私も同じ気持ちだわ（笑）。

九鬼：気持ち悪い敵てき、ってことなら『デザイア』シリーズ屈くつ指しだよ（笑）。

ＧＭ：「だから──あいつをやっつけよう！」

ミユキ：ええ、終わらせましょう。

晃士朗：──蔵人さんよ、二十年もご苦労だったな。今もさぞかしいい気分だろうさ。

ＧＭ：「食事の邪じや魔まをしてくれなければ、もっと最高だったんだがね」

晃士朗：……そのために踏ふみ潰つぶしてきたものも、今のてめえにゃいいスパイスにしか思えんだろう。だがな、てめえが好きにやってきたように、俺たちも好きにやらせてもらう。




「借りを返したい、ただてめえが気に入らない──そんな奴やつらがここに五人揃そろってる」

　はん、と鼻を鳴らしながら、晃士朗が仲間たちを見る。

　ミユキ、朱香、九鬼、そしてタクミ。

　蔵人の欲望によって運命を狂くるわされたもの、親しい人と別れたもの、その傲ごう慢まんに怒いかりを禁きんじ得えないもの。

「ＦＨらしく、最後はこいつで決めようじゃねえか」

　そう言って、晃士朗は両手に黒い風を纏まとわせる。──ケルベロス、戦せん闘とう開始の狼煙のろしだ。




ＧＭ：「……やれやれ。もう少し食事のために働かなければならないのか」肉塊はくぐもった声で面めん倒どうそうに呟つぶやき、ようやく明めい確かくな敵てき意いをあなた方に向けます。

ミユキ：……リーダー、号令をください。

晃士朗：ああ。イート・ザ・ミートこと、大門寺蔵人をここで撃げき破はする。──行くぞ！




　リーダーである晃士朗の号令にあわせ、ミユキ、朱香、九鬼、タクミが頷うなずく。

　三年前──否いや、二十年前から続く妄執を断たち切きるため、最後の戦いが始まった。




ＧＭ：では──ここでタクミが握にぎり締しめた水すい晶しようの薔薇ばらが少し強く発光し、それを見た蔵人が「む？」と不快げに声を上げます。

朱香：何？

ＧＭ：蔵人の身体の一部がぐにゃり、と歪ゆがみ、何かが盛もり上あがるようにして出てきます。ちょうど四、五歳さいの幼おさない少女の姿すがたをしていて、どこか現実感のない美しさというか、愛くるしさを備えています。

ミユキ：は、それはまさか！

朱香：至高天ちゃん？




　ぼとり。蔵人の身体から、美しい少女の姿が転がり落ちる。

　──これが、『至高天』が生み出そうとした人間。朱香に、真に、タクミに、ずっと助けを求め続けていた存在なのだ。

　タクミの干かん渉しようにより一時的に蔵人の捕ほ食しよくから逃のがれた彼かの女じよは、泣きながら苦く悶もんを訴うつたえる。

「痛いたい……怖こわいよ。助けて、おかあさん──」



















朱香：ひどい……。見た目は小さい子だから、なおさらかわいそう。

ミユキ：助けにいけます？

ＧＭ：少女──仮かりにアバターとしますが、彼女は苦しげに呻うめき、助けを求めながら周囲に破は壊かいの力を撒まき散ちらし始めます。

九鬼：暴ぼう走そう状じよう態たいか……！

晃士朗：厄やつ介かいだな。

ＧＭ：そういうことです。なお、彼女の顔にはどこか見覚えがあります。朱香、真、タクミの三人にどこか似にている感じがします。

朱香：そっか、あたしたちをベースにしたからだね。

ミユキ：間ま違ちがいなさそうね。

晃士朗：しかし、こいつ倒しちまっていいのか？

ＧＭ：仮に彼女を倒してしまうと、無力になったその身体を蔵人が即そく座ざに捕食するでしょう。そうなれば、朱香たち適格者は即座にジャーム化します。

晃士朗：……なるほどな。

朱香：落ち着かせる方法はないの？

ＧＭ：アバターが姿を見せている間に蔵人から完全に切きり離はなす──つまり、タクミが捕食を中ちゆう断だんさせている間に蔵人を倒たおす必要があります。

九鬼：なるほどねえ、わかりやすい。

朱香：うんっ！　待っててね、至高天ちゃん。

ミユキ：タクミ、しばらくの間頑がん張ばってね。

ＧＭ：「うん。でも──長くは保たないよ」具体的には、二ラウンド目のクリンナップにタクミの力は途と切ぎれ、アバターと『至高天』は完全に捕食されます。

ミユキ：わかったわ。それだけあれば……！

朱香：十分だよ！　ね、ミユキちゃん！

ミユキ：ええ！

ＧＭ：では、改めてＰＣと敵を配置します。なお、アバターはルール上は蔵人のＥロイス〝さらなる絶ぜつ望ぼう〟で登場しているため、ＰＣのみを攻こう撃げきします。

[image: ]

晃士朗：なるほどな。

ＧＭ：蔵人は「やれやれ、本当は動きたくさえないのに」と言いつつ、全身から触しよく手しゆを伸のばし始める。

朱香：うぇぇぇん、気持ち悪い!!

ＧＭ：彼からは、飢き餓がの衝動しか存在しません。では、ここで衝動判はん定ていです！　そしてそのタイミングでＥロイス〝堕だ落らくの誘いざない〟を使用！




　深く昏い、漆しつ黒こくに染そまった飢餓の衝動。たとえようもない悪意と妄執が空間に満ち、こちらへ来いと誘さそう。欲望と衝動だけに身を委ねよと──。




ＧＭ：このＥロイスの効こう果かで、衝動判定に失敗した場合、侵しん蝕しよく率りつが99％未満のＰＣは[image: ]％になってから、更さらに侵蝕率が２Ｄ10上じよう昇しようします。

九鬼：ゾッとしないが……判定は成功だよ。アンタと同類にゃなりたくないからねえ。んで侵蝕率だが、なんと２点しか上がらなかった（笑）。

ミユキ：１ゾロ!?（笑）

九鬼：……まあ、あんまりよくないんだけどねえ。時間制せい限げんがあるし、できればなるべく上げておきたかったんだよ。

晃士朗：そこは仕方ねえか。……俺も成功だ。侵蝕率は[image: ]まで上昇。

ミユキ：私も成功。タクミの前で衝動にとらわれたりできないわ！

朱香：あたしは……クリティカル、またクリティカル（笑）。

ミユキ：どうしたの朱香ちゃん！（笑）

九鬼：そんなにおじいさんが嫌いやだったのか（笑）。

朱香：……達成値ち37で成功したよ（笑）。侵蝕率は10上昇。

九鬼：おじさんは侵蝕率が低すぎるなあ……87％しかない。《コンセントレイト》を３に上げないといけないかもねえ。

ＧＭ：おっと、全員成功ですか。では続けて〝暴ぼう食しよくの胃い袋ぶくろ〟を使用！　周囲から胃い液えきがだらだらと流れはじめ、あなた方を溶とかそうとし始めます。

晃士朗：前回の最後に使われたヤツか……！

ミユキ：なおさら時間がかけられなくなったわね。

ＧＭ：この効果で、クリンナッププロセスに全員１Ｄ10のＨＰダメージを受けます。また、蔵人に対する攻撃の判定ダイスは常つねに２個こ減げん少しようします。

朱香：あたしは平気なんだけど……。

晃士朗：《終末の炎ほのお》でＨＰが減へるミユキや、もともとＨＰの低い九鬼は厳きびしいかもな。

九鬼：ま、やるっきゃないよ。

ミユキ：ええ。全力でぶつかるだけです！

ＧＭ：では、ここからラウンド進行。戦闘を開始します！




◆第一ラウンド

ＧＭ：では、まずセットアップです。蔵人の行動値は６、アバターの行動値は27。

九鬼：俺は《加速装そう置ち》だ！　蔵人よりは先に動くぜ。

ＧＭ：こちらはまず蔵人が《ヒュドラの怒り》＋《力場の形成》＋《ヴァイタルアップ》。暴走状態になり、ＨＰや攻こう撃げき力りよく、ダイスの数が上昇します。

晃士朗：避さけたりガードする気はないってことか。

九鬼：ま、助かるけど……ねえ。

ＧＭ：次にアバターが《原初の黄：氷の城じよう砦さい》＋《螺ら旋せんの悪あく魔ま》。こちらも暴走状態になり、攻撃力の上昇とダメージの減少効果を得ます。

ミユキ：……どっちも暴走するのね。でも、それは助かるかも。

朱香：あ……そっか、カバーリングされずにすむんだ！

九鬼：アバターはウロボロスか。《氷の城砦》はきっと朱香から取ったんだな。

ＧＭ：そんなイメージです。では、イニシアチブプロセスになります。

晃士朗：一番手は俺だが……さて、どうするかな。ダメージが走ってアバターを殺しちまうのはまずいが、ダイスペナルティは与あたえておきたい。

ＧＭ：おっと、ここで蔵人が《加速する刻とき》を使用して行動します。

晃士朗：……いや、先手は取らせねえ！　さっき持ってきた邪じや眼がんを取り出すぜ！

一同：おおお！




「さあ、欲望の比くらべ合いといこうじゃねえか！」

　そう言うと、晃士朗はケースごと自らの失った右みぎ眼めを嚙かみ砕くだいた。刹せつ那な、溢あふれ出だす漆黒の奔ほん流りゆう。バロールの力の塊である邪眼は晃士朗の身体をみるみるうちに侵蝕していく。

　反動で全身から血を噴ふき出だしながら──晃士朗以外の時間が、止まった。




晃士朗：未使用の経けい験けん点を15点使って《時間凍とう結けつ》を取得して即座に使用する。行動値は俺の方が速いので、こっちが先だ。20点もＨＰが減るんだ、使いどころはここだけだろう！

ＧＭ：おお……！

朱香：リーダーすごーい！

九鬼：おいおい晃士朗、無茶はすんなよ!?

晃士朗：いくぜぇ……！　マイナーアクションで《ダークマター》を使用、メジャーは出だし惜おしみなしで全部組み合わせ。対象は蔵人とアバター、両方だ。

朱香：リーダー……！

ミユキ：大だい丈じよう夫ぶ……なの？

晃士朗：《氷の城砦》を使ってるし、初期ＨＰがいくら低くても30～40点のダメージは大丈夫だろう。それより、ダイスペナルティを与えておきたいんでな。達成値は24だ。

ＧＭ：わかりました。両者とも暴走状態なので、リアクションはありません。

晃士朗：ダメージは32点、装そう甲こうは無む視し。ダイスペナルティ12個と硬こう直ちよくもコミ。……本当なら、プルガトーリオに叩たたき込こむはずだったとっておきだ。

ＧＭ：「なるほど……時間を止めたか、ハハハ」蔵人は32点そのまま受けますが、アバターは17点のダメージを受けます。

九鬼：そのダメージじゃ死なないだろうねえ。

晃士朗：……よし、結果としちゃまずまずだ。先手を取らせたのが致ち命めい的てきだぜ。

ＧＭ：では、《加速する刻》を使用した蔵人の行動です。マイナーで《絶対の空間》、メジャーの直前に《呪のろわれし者の印》でダイスペナルティを消去。

朱香：硬直は消さないの？

ミユキ：移い動どうできなくなるだけだから……消さないのかも。

ＧＭ：メジャーで《コンセントレイト：オルクス》＋《大地の加か護ご》＋《無機なる四し肢し》＋《茨いばらの戒いましめ》＋《プラズマカノン》＋《縛ばく鎖さの空間》＋《細さい胞ぼう侵蝕》！

九鬼：おいおい、なんか剣けん吞のんな組み合わせだよ？

晃士朗：……バッドステータス重じゆう視しか。

ＧＭ：ダメージにくわえて重じゆう圧あつ、硬直、ランク７の邪毒を与あたえる攻撃です。そして《拡かく散さんする世界》を使用し、対象を場面に拡かく大だい。

晃士朗：させるかよ！　それは《時の棺ひつぎ》で判定を失敗させる！

ＧＭ：くっ……では攻撃は失敗。ですが、《アナザーセルフ》を使用して《拡散する世界》の使用回数を回かい復ふくさせます。

九鬼：なるほどねえ。色々しやがるぜ。

晃士朗：言ったろうが、先手を取らせたのが致命的だってな。そう言うと、さっき撃うち込こんだ攻撃の傷きず痕あとから黒い風が吹ふき出だして攻撃を散らす。

ＧＭ：「なるほど……キミは確たしかに優ゆう秀しゆうだ。もしキミが適格者だったら、私はどうやってキミと朱香を番つがわせるかを苦心しただろう」

朱香：い───や─────！（笑）

ミユキ：ほんとに最低……。

九鬼：も、もう本当に気持ち悪いよ、この爺さん!!（笑）

晃士朗：はん、あのガキっぽさをどうにかしねえと話にもならねえよ。

ＧＭ：「個こ々こ人じんのパーソナリティや嗜し好こうはどうしようもないねえ。ま、結果的に朱香のそういうところにコロリと堕おちた少年がいるし、よしとするよ」

朱香：真くんのことか─────！（笑）

晃士朗：他に誰がいるんだよ。

ミユキ：朱香ちゃんをバカにしないで！（笑）

九鬼：ほんとに気持ち悪いねえ、このじいさんは……。

晃士朗：で、俺の侵蝕率は既すでに[image: ]だ（笑）。

ミユキ：もうですか!?

ＧＭ：次は行動値27で晃士朗ですが……。

晃士朗：まだ序じよの口くちだ、この程てい度ど。全力で撃うつが、ただ今度は蔵人だけが対象だ。まずはマイナーで５ｍほど移動、エンゲージを離り脱だつ。

ＧＭ：わかりました。リアクションは無いので、そのままダメージも出してください。

晃士朗：わかった。硬直とダイスペナルティはもういらないだろうし、攻撃だけだ。達成値は36、ダメージは……大分いい目だ、装甲無視の55点！

ＧＭ：「ほう……先さき程ほどよりは強力だねえ。ではいい事を教えてやろう、レネゲイドチェッカーで確認した私の侵蝕率は[image: ]％ある」

九鬼：[image: ]か……！

朱香：えと、つまり？

ミユキ：さっきの《ヴァイタルアップ》でＨＰが[image: ]増ふえてるってことね。

晃士朗：はん、その程度か。どうせ〝十字疵スカード〟の連撃を全部喰くらえば立ってられねえ程度の生命力じゃねえか。

ＧＭ：「そのとおり。だからねえ、彼を倒してくれたキミたちには感謝してるんだ。まったく、彼はいい適格者だったのに……ジャームになってしまうなんてね」

晃士朗：少し待ってな。その〝十字疵スカード〟を殺した『最強』の刃やいば、じきにお前の身体に突つき立たててやるぜ。

九鬼：……持ち上げてくれるのは嬉うれしいけど、どこまで期待に応こたえられるかねえ。

晃士朗：仕事しろよ、おっさん。

九鬼：給料安いんだもん！

朱香：いつもの九鬼さんだ（笑）。

ミユキ：このふたりのやりとり、見ててホッとするね（笑）。

ＧＭ：では、ここでアバターの行動になります。

朱香：そうだ、至高天ちゃん！

ミユキ：どのくらいの力を持ってるんだろう……。

ＧＭ：「あああ──！」髪がみを振ふり乱みだし、絶ぜつ叫きようしながら彼女は力を迸ほとばしらせます。マイナーで《原初の青：ダブルクリエイト》＋《影かげの武ぶ具ぐ：ハンドレッドガンズ》＋《千変万化の影》！

晃士朗：おっと、俺が与あたえたダイスペナルティを忘わすれるなよ。マイナーでエフェクトを使ったなら消せないぜ。

ＧＭ：それは判定の前にオートアクションでマテリアル『肺はい』を使用。これでＨＰ全ぜん快かい、およびバッドステータス、ダイスペナルティなど不都合な効果を全て打ち消します。

晃士朗：そんなものまで使いやがるか……！

九鬼：ＨＰ全快とバッドステータス回復って、タイタスふたつぶんの効果かよ！

朱香：そういえば、この子の身体ってマテリアルでできてたんだった！

ミユキ：なんて厄介なの……！

ＧＭ：では改めて──《コンセントレイト：ウロボロス》＋《混こん色しよくの氾はん濫らん》＋《原初の赤：巨きよ人じんの斧おの》＋《原初の白：クロスバースト》で晃士朗以外を攻撃。達成値は64！




　少女──アバターの両手に炎の力場が形成され、そこから無数の炎の剣けんが撃うち出される。断だん続ぞく的てきに撃ち出される刃は、半径五メートルほどの空間を吞のみ込こんで焼き、斬きり裂さく──。




ＧＭ：ダメージは[image: ]点、装甲は有ゆう効こうです。

九鬼：かわせなーい。《リザレクト》して10点回復だ。

朱香：ミユキちゃんを《炎陣》＋《氷盾》＋《イージスの盾たて》でかばうよ！

ミユキ：いつもゴメンね、朱香ちゃん……！

朱香：へっちゃらだい！　まだ[image: ]％は超こえてないけど、《イージスの盾》で……すごい、３Ｄ10で27点減へった！　《氷雪の守しゆ護ご》も使って、結局ダメージは78点受けちゃう。

晃士朗：なら《波は紋もんの方ほう陣じん》だ。……よし、でかい！　35点軽けい減げん。

朱香：じゃあ結局ダメージは43点。残りＨＰ17！

九鬼：侵蝕率[image: ]％未満で、[image: ]点の範はん囲い攻撃を受けても立ってるのか……（笑）。

ＧＭ：恐おそろしい（笑）。

ミユキ：ありがとう、朱香ちゃん。その分全力で攻撃するからね！

朱香：（満面の笑みで）うんっ！

ＧＭ：しかしダメージは与えたので、《喰くらわれし贄》を使用して攻撃力を上昇。で、《加速装置》で行動値が上がっているので、次は九鬼の行動です。

九鬼：オッケー。俺はここで経験点を５点使用して《コンセントレイト：ノイマン》を３レベルに上昇。んで、マイナーで蔵人にエンゲージだ。




　実戦の中で研けん鑽さんを重ね、『最強』のふたつ名に恥はじぬ威い力りよくと精せい度どを誇ほこる九鬼の連撃。駆かけ抜ぬけ、肉にく迫はくし、用意した武具を一いつ気き呵か成せいに叩たたき込む──。

　時も、場所も、相手も選ばない。たったひとつの攻撃方法を絶対の必ひつ殺さつ技わざにまで昇しよう華かする。シンプルであるが故ゆえに、最強。




九鬼：出し惜しみなしだ！　《バリアクラッカー》も使って全力で叩っ斬きる！　達成値は34、パイルバンカーの効果を使うが……ちっ、いまいち低いねえ。ダメージは41点だ。

ＧＭ：「ん～……中々、と言っておこうかねえ。では、こちらの番だ」というわけで、行動値６で蔵人が行動。組み合わせは先程と同じですが、《細胞侵蝕》がもう使えないので邪毒はありません。で、《拡散する世界》を使用して場面に攻撃。

晃士朗：喰らうと重圧か。それほど厳きびしくはないが……。

九鬼：……重圧を受けるとオートアクションのエフェクトが封ふうじられちゃうから、《ラストアクション》を事実上封ふうじ込こめられちゃうんだよねえ。

ＧＭ：達成値は54。蔵人の顔が浮うかぶ肉塊だけでなく、周囲の壁かべや床ゆかからも粘ねん液えきに塗まみれた触手が伸のび、全員に襲おそい掛かかります。

朱香：もちろんミユキちゃんをカバーリングする。ＨＰは残り少ないし、もう倒たおれちゃうと思うから《炎陣》だけ使うね。

ＧＭ：ダメージは[image: ]点、重圧、硬直、放心つきです。

九鬼：そいつはひとたまりもない。雪村をタイタスで取得して昇華、即座に起き上がるよ。

晃士朗：蔵人をタイタスで取得して昇華だ。

朱香：あたしもおじいちゃん……いや、イート・ザ・ミートのタイタスを昇華して耐たえる！　あたしはいつまでもあなたの操あやつり人にん形ぎようじゃない！　ミユキちゃんを守るのが、あたしの生きる道だもん！

ミユキ：ありがとう、朱香ちゃん……！

朱香：ミユキちゃんのＨＰは大切だもん！

ミユキ：……ええ、おかげで全力が出せるわ！




　常じよう人じんならば五回は死んでもおかしくない猛もう攻こうに晒さらされながら、朱香は倒たおれない。ミユキを守り、両手に炎を纏まとって蔵人の攻撃を耐たえ凌しのぐ。

　ミユキもまた、親友が自分を守って傷きずつく姿を見せつけられることに耐えていた。その感謝も、朱香を傷きずつけた蔵人に対する怒りも、すべて力に変えて剣に注ぐ。刃はミユキの力を受け取り、原子の動きを停止させ、あらゆる物ぶつ質しつを打うち砕くだく絶対零れい度どの牙きばと化すのだ。




ミユキ：マイナーはいつもの通り、《終末の炎》でＨＰを25点消費。メジャーも全部組み合わせて攻撃！　……達成値は36、ダメージ88点、装甲無視！

ＧＭ：「ぬう……！　やはり、キミは恐ろしいね。たった三年でここまで力を……」倒たおれるほどではありませんが、かなりのダメージを与えているようです。では、最後に朱香。

朱香：あたしだね。硬直してるので移動はできないけど、《鋼はがねの肉体》を使ってＨＰは39まで回復、バッドステータスも全部消えるよ！

ＧＭ：了りよう解かいです。では、クリンナップ直前のイニシアチブプロセスで、アバターが《裏うら切ぎりの真名》を使用。対象はミユキと九鬼です。

九鬼：げぇ、勘かん弁べんしてよ～！

ミユキ：まずい…………！




「あ、あ、あああああああ！」

　アバターの慟どう哭こくに呼こ応おうするように、至し近きん距きよ離りにいるミユキと九鬼のレネゲイドが暴走、その肉体を食くい破やぶろうとするかのごとく暴あばれまわる。

　体内を駆かけ巡めぐり、その身を貪むさぼるレネゲイド──負荷に耐え切れず、ミユキと九鬼の全身から血が飛沫いた。




朱香：ここで庇かばいたいのに……！

ＧＭ：ダメージは42点に現げん在ざいの侵蝕率の十分の一を足した値です。

九鬼：無理無理、42点だけで十分だ（笑）。蔵人のタイタスを昇華して耐えるぜ。お～痛いた！　一ラウンドでタイタスをふたつも使わされたぜ。

ミユキ：私も蔵人さんのロイスをタイタスにして昇華。こんなところで倒れるわけにはいかないのよ……！

ＧＭ：では、クリンナッププロセスです。行動値順に処しよ理りをするので、まずは〝暴食の胃袋〟の効果。全員に……おお、10点のダメージ。

晃士朗：最さい大だい値ちかよ。かろうじて立ってるが残りＨＰは１だぜ。

ミユキ：い、いたたたた！　折角立ち上がったのにまた倒たおれそう……。

九鬼：俺もかなり厳しいねえ……。シャレになってないよ！

朱香：あたしは《氷の城砦》が効きいてるので無む傷きず！　ついでに《フェニックスの翼》を使って回復する。49まで回復したよ。

九鬼：こりゃ躊ちゆう躇ちよしてたら死ぬねえ……。ＧＭ、ここで経験点30点を消費してユニークアイテムのレールガンを常じよう備び化するぜ。

ＧＭ：わかりました。では、これで第一ラウンド終しゆう了りようです。




◆第二ラウンド

ＧＭ：では、セットアップ。アバターは《原初の黄：氷の城砦》＋《螺旋の悪魔》、蔵人は《ヒュドラの怒り》と《力場の形成》、同時にＥロイス〝唯ゆい我が独どく尊そん〟を使用。

朱香：また何か新しいことしてきたよ!?

ミユキ：今度は一体何……？

ＧＭ：エフェクトと同時に、「タイミング：セットアップ」のＥロイス〝楔くさびの呪のろい〟を使用します。このラウンドの間、「戦闘不ふ能のうからの回復」以外にタイタスを使用できません。

晃士朗：ということは、バッドステータスも消せない……タイタスで重圧が解かい除じよできないな。

九鬼：うげげっ。しかしこいつ、いくつＥロイス使ってるんだよ！

ＧＭ：〝ありえざる存在〟と〝超ちよう越えつ活かつ性せい〟も持っているので、七つです。これで打ち止め。

朱香：ロイス枠わく全部Ｅロイスなの!?

ミユキ：Ｄロイスさえないのね……。

ＧＭ：そんな上等なものはありません。では、セットアッププロセスの続きです。

朱香：んー……《氷の城砦》はあきらめて、《クイックダッシュ》でミユキちゃんたちにエンゲージするよ。お待たせ、ミユキちゃん！

ミユキ：うん、これで百人力！（笑）

九鬼：俺はまた《加速装置》だ。

ＧＭ：これでセットアップは終了ですね。では、行動値27の晃士朗からです。

晃士朗：俺からか。放心はクリンナップで消えてる、硬直は俺には関係ない。マイナーで重圧を解除、メジャーで相変わらず攻撃だ。さっき回復してたし、アバターも巻まき込こむ。

ＧＭ：わかりました。相変わらず暴走状態なので、達成値とダメージをどうぞ。

晃士朗：《魔ま王おうの腕うで》は抜ぬきで攻撃だ。達成値は27、ダメージは33点だ。

ＧＭ：その攻撃に《復ふく讐しゆうの刃》。受けた衝しよう撃げきを飲のみ込こみ、そのまま晃士朗に叩き返します。

晃士朗：はん、そりゃ好都合だ。残りＨＰが１だったんでな、どのみちクリンナップのダメージで死ぬところだったんだよ。プルガトーリオのタイタスを昇華して起き上がるぜ。

ＧＭ：わかりました。で、次にアバターの行動ですが……。

晃士朗：おっと、今ダイスペナルティは15個こだぜ。侵蝕率が[image: ]を超こえたからな（笑）。

ＧＭ：ぐ……それだとダイスが振ふれなくなるので、マイナーはダイスペナルティを解除。メジャーは先程と同じ組み合わせで晃士朗以外を攻撃、達成値は44！　晃士朗の黒風を振ふりほどきながら、アバターがふたたび炎の剣を解とき放はなつ！

ミユキ：朱香ちゃん、私はまだ大だい丈じよう夫ぶ。九鬼さんを！

朱香：ミユキちゃん……わかった！　九鬼さんをカバーリングするね！

九鬼：すまん、朱香、ミユキ！

ＧＭ：ダメージは……[image: ]点、装甲は有効です。

朱香：ガードシールドの効果は使って、合計で67点軽減して52、倍になって[image: ]。《氷雪の守護》は……13しか減らせなーい！　91点はダメだ……。

ミユキ：私は耐たえられないので、『至高天』をタイタスにして昇華します。……今まで三年間見てきて、どちらかといえばネガティブな印象を持っていた『至高天』はタイタスにする。

ＧＭ：……おお、なるほど。




　三年間──タクミを束そく縛ばくし、それでいて彼女の、そして関わる様々な人のよすがとなっていた『至高天』という存在。ミユキはその関係を一度リセットしようと決意した。

　目の前で苦しむアバターを救うことが出来たなら、それはきっと新たな関係となるはずだ。




ミユキ：なので……ここで倒れるわけにはいかない。蔵人さんも、『神曲』セルも離はなれて、ちゃんと話をしましょう。そうアバターに呼よびかける。

ＧＭ：わかりました。では、その瞬間にアバターはミユキに対しても「……お姉ちゃん」と、すがるような声をかけます。

ミユキ：待ってて、もうすぐ助けてあげる。ね、朱香ちゃん。

朱香：うん。……で、あたしはタイタスだったお母さんを昇華して、起き上がります。




　朱香もまた、母親への愛あい情じようを、思いを胸むねに立ち上がる。偽いつわりの母親を演えんじてきたプルガトーリオではなく、朱香が本当に求めた愛情を与えてくれる母への気持ちを胸に、立つ。

　そのために──胸に秘ひめた悲しみにひきずられるわけにはいかない。




朱香：お母さん、あたしに力を貸かしてください。あたし、前に進まなきゃいけないの！

ＧＭ：「随ずい分ぶんタフだねえ……。諦あきらめてしまえば楽になれるというのに」蔵人がうんざりしたような声で嘆たん息そくします。では、次は九鬼の行動ですね。

九鬼：その前にイニシアチブで《フルインストール》を使うぜ。生あい憎にくだがねえ、簡かん単たんに諦あきらめるような連中だったら、そもそもここに来ちゃいないんだよ。




「テセウス、特殊機構限定解除エクストラリミテツドリリース、《フルインストール》」

『Yes,Master』

　音声と思考によるトリガーが体内のＡＩ『テセウス』と特殊機き能のうの詰つまったコートに認識され、九鬼の神しん経けい速度を極きよく限げんまで加速する。




九鬼：重圧は諦めるか。マイナーで《ポルターガイスト》、さっき常備化したレールガンを使用するぜ。テセウス、完全限定解除アンリミテツドリリース！




「零ぜろ距離の電磁加速砲レールガンだ。たっぷり味わいな！」

　九鬼の隠かくし持もつ最終兵器──電磁加速式の小型砲がコート下から展てん開かい、回かい避ひも防ぼう御ぎよも不ふ可か能のうな零距離から撃ち出される。

　衝撃──それにしばらく遅おくれて、轟ごう音おんが響ひびいた。




九鬼：いつもどおり全部組み合わせて攻撃。達成値は……44、ダメージは86！　どうだ！

ＧＭ：……《透とう過か》を使用。「残念、ダミーだよ」と、九鬼の攻撃で撃ち貫つらぬかれた部分からがらんどうが覗のぞき、次の瞬間肉にふさがれて再さい生せいします。

晃士朗：はん、まともに当たってたらくたばってたんじゃねえのか？

朱香：そうだよ！　切り札っぽいもんね、今の！

ＧＭ：「……大きな口はこれを凌しのいでからにしてもらおうかなあ？」マイナーでダイスペナルティを解除、メジャーでさっきの組み合わせに《要の陣じん形けい》を加え、目の前の三人に攻撃。達成値は……おお、大分クリティカルした！　75！

朱香：ミユキちゃんだけはやらせない！　どうせＨＰもあんまりないし、《炎陣》だけでカバーリング！

ミユキ：朱香ちゃんを信じてるので、微び動どうだにしません。

ＧＭ：ダメージは[image: ]点。無数の触手と大量の消しよう化か液えきが九鬼と朱香に襲い掛かります。

九鬼：俺は真のロイスをタイタスにして昇華しよう。もうあいつを気にかける必要はなくなったしねえ、いろいろ大人に心配かけさせてくれたけど（笑）。

朱香：あたしもそれでＨＰは０。……ねえ、至高天ちゃん。聞こえてる？　全部終わったら、ちゃんと名前をつけてあげるから──ね！

ＧＭ：「…………!!」




　傷きずだらけで声を振ふり絞しぼる朱香。その叫さけびに、『至高天』から産み落とされた少女は、涙なみだを流しながらも目を丸くする。朱香に向けられたその視し線せんは──まるで、子こ供どもが母親に向ける視線のようだ。




朱香：で、今持ってる『至高天』はタイタスにして昇華する！

ＧＭ：わかりました、それは素晴らしい。つけてあげた名前で、改めてロイスを取ってあげてください。

朱香：もちろん！

ＧＭ：まあ、生き残れてジャーム化もしなかったら、ですけどね！

朱香：うるさーい！　大だい丈じよう夫ぶだもん！（笑）

ミユキ：そうよ、私たちは大丈夫だもん。ねー？

朱香：ねー？

ＧＭ：……は、ではそのおふたりの行動ですね。

九鬼：こっちはかなりジリ貧ひんだからねえ。ここでミユキが倒してくれるとありがたい。

晃士朗：そうだな。次二回攻撃を耐えるのはかなり厳しい。

朱香：大丈夫！　ミユキちゃんがこのラウンドでやっつけてくれるよ！（笑）

ミユキ：頑がん張ばるわ。……ＨＰは今16、か。

晃士朗：限げん界かいまで使え。倒たおせなかったらクリンナップのダメージは俺の《波紋の方陣》で防ふせいでやる。

ミユキ：わかりました、リーダー。……マイナーで《氷の加護》＋《終末の炎》、ＨＰを15点消費。

ＧＭ：「ほう、先程より冷気が些いささか少ないようだね？」

ミユキ：私は全力をぶつけるだけ。それしか──知らないもの。




　手にした剣に自らの生命力を極限まで注そそぎ込こみ、冷気と鋭するどさを研とぎ澄すませる。剣の周囲の大気は瞬しゆん時じに凍こおりつき、ミユキの振ふるう剣けん戟げきの軌き跡せきにオーロラを描えがいた。

　銀光一いつ閃せん。

　足を止め、真っ向から巨大な肉塊を断たち割わらんと剣を振ふり下おろす──！




ミユキ：達成値は46、ダメージは──81点。

ＧＭ：「………………」




　沈ちん黙もく。

　皺しわと襞ひだでできた蔵人の顔が、驚きよう愕がくの表情になってミユキを見下ろす。




ＧＭ：蔵人のＨＰは[image: ]。ダメージは[image: ]点累るい積せきしていました。で、81点……。

朱香：あ…………！

九鬼：ぴったり０か!!

晃士朗：……決まったな。




「あ……れ？」

　──ひと呼こ吸きゆうの間を置いて、ミユキの剣閃、その軌跡に沿そって肉塊に一ひと条すじのラインが走る。その部分から、全身が急速に凍りつき始めた。

「そ、そんな、いやだ、私は、私はまだ食べ終わっていない！」




ミユキ：もう終わりよ。そう言って剣を消し、蔵人さんから視線を外します。

朱香：さすがだよ！　いざという時頼たよりになるのは、やっぱりミユキちゃんだね！

ＧＭ：「このために──このためにどれだけの年月を！　労力を！」

朱香：……そうだ、おじいちゃん。死ぬまえにひとつ聞かせて。

ＧＭ：「あ、あ……」苦悶に呻きながら、蔵人は朱香に視線を向けます。

朱香：……あたしのお父さんって、一体誰なの!?

九鬼：そ、そういえば！（笑）

晃士朗：当然の疑ぎ問もんではあるな。これまで一度も触ふれられてねえ。

ミユキ：そっか、この人なら知ってるかもしれないんだ。

ＧＭ：「……私には……それを……語る事は……ああああああああ！」




　朱香の父、美み奈な子この夫、すなわち、自らの義ぎ理りの息子──。

　それが一体誰なのかを問われた時、死しに際ぎわの蔵人の表情に浮うかんだものは。

　──恐きよう怖ふ、だった。




ＧＭ：彼は言葉に成らない断だん末まつ魔まを上げながら、完全に凍こおり付ついて粉々に砕くだけ散ちります。

朱香：ちょっと、待って！　待ってよ──！

九鬼：い、《インスピレーション》撃ちてえ！（笑）

ＧＭ：今は使っても答えないと言っておきます。

九鬼：く、くそ！　ＧＭの横おう暴ぼうだ！（笑）

朱香：い、いったい何者なんだろう……あたしのお父さん……。

ミユキ：朱香ちゃん……。

晃士朗：……さあな。それより、悩なやむのはあとにしとけ。

九鬼：そうそう、逃にげないとねえ。

ミユキ：あ……タクミは？　タクミ、大丈夫？

ＧＭ：「……うん。終わったね、お姉ちゃん」そう言って笑い、へたり込こみます。

ミユキ：タクミのそばに行って抱だきしめます。ありがとう。お疲つかれ様さま……。

朱香：よかったね、ミユキちゃん。……そうだ、至高天ちゃんは？

ＧＭ：蔵人の崩ほう壊かいと共に、アバターは糸の切れた人形のように倒たおれ込みます。

朱香：じゃあ、駆かけ寄よってあたしが抱だきとめるよ。

ＧＭ：朱香がアバターを抱きとめると、その腕の中で彼女はまるで時間を巻まき戻もどすかのように、みるみるうちに小さく、幼おさなくなっていきます。

朱香：……赤ちゃんになるの？

ＧＭ：はい。大体生後数ヶ月の乳にゆう児じの姿になり、朱香の腕の中で寝ね息いきを立て始めます。やがて、コキュートス──否、マレボルジェ全体が激はげしく鳴動し、爆ばく発はつ音おんなども聞こえ始めます。
















九鬼：おっと、ここでのんびりしてられないんじゃない？

晃士朗：そうだな。……とっととずらかるぜ。帰り道はつくってある。ＵＧＮに見つからねえように、稲いな荷り山やまの外に出られる経けい路ろをな。

朱香：ＵＧＮ……そうだ、真くんたち大丈夫かな。

ミユキ：大丈夫だと思うけど……。

晃士朗：……遠くから様子は見られる程度の位置に出られるようにしてやる。

朱香：ほんと？　ありがと、リーダー。

ミユキ：朱香ちゃん、よかったね……。

朱香：……うん。

九鬼：さて、そろそろ行こうか。頼たのむよ、晃士朗。

晃士朗：ああ。




　晃士朗の開いたゲートを潜もぐり、六人に増ふえた一行はマレボルジェを後にした。長年慣なれ親したしんだその場所が完全に崩壊を遂とげた頃ころ、山中の木々の合間に脱だつ出しゆつを終える。

　ふと、朱香はＵＧＮ──真たちの突とつ入にゆう地点がある方を見上げたが、そこでは既に撤てつ退たいが始まっていた。

　自然、視線はその中のひとり、眼鏡めがねの少年の姿を追う。見つけた少年も、どこか後うしろ髪がみ引かれる様にして周囲を見回している。

　ふたつの視線は交わらないまま──程ほどなくして、ＵＧＮは撤退を終えた。

　時を同じくして、朱香もまた仲間に促うながされるままに稲荷山を後にしていた。










　　　　ＥＮＤＩＮＧ ＰＨＡＳＥ




ＧＭ：それでは皆みなさん、お楽しみのバックトラックのお時間です。

九鬼：加か納のう、Ｅロイス！　Ｅロイスはいくつだ！

ＧＭ：蔵人くろうどは九つぶんのＥロイスを持っていました。というわけで、９Ｄ10の侵しん蝕しよく率りつをまず下げることができます。で、そのあとで残ったロイスの数ですね。

九鬼：危あぶない危ない、自分のロイスのぶんは４点しか減へらなかった（笑）。その分Ｅロイスで大分下がったので、87％で生せい還かんだよ。

ミユキ：わぁ、９Ｄ10で53も下がっちゃった（笑）。

晃士朗：俺おれは58も下がったぞ。で、今は[image: ]で残りロイスが四つ。うむ、85％で生還。

朱香：あ、あたし、49％まで下がった…………（一同爆ばく笑しよう）。

ＧＭ：な、何があったんですか!?

晃士朗：……うお、すごい出目。最初の９Ｄ10で70近く下がってる（笑）。

朱香：あたし、不死者だからそんなに下がらなくていいのに……！

ミユキ：よっぽど蔵人がイヤだったのね（笑）。

ＧＭ：いやあ、すごい。そこまで下がったのは初めて見た（笑）。

朱香：うえーん、経けい験けん点が２点減へっちゃったよう。

ミユキ：……安心して、私わたしも69％で経験点が減ったから。

晃士朗：あと２点……！（笑）

九鬼：ミユキも減っちゃったか……（笑）。

ＧＭ：まあ、無事全員生還できただけよし、ということで。それでは、エンディングに移うつりましょう。







◆Ending01◆戦い済すんで日が暮くれて

Scene Player ── 闇条晃士朗




　激げき闘とうを終え、数多の傷きずと疲ひ労ろうを負いながらも、五人プラス一のオーヴァードは崩ほう壊かいせるマレボルジェからの脱だつ出しゆつに成功した。

　夕ゆう暮ぐれに染そまる稲いな荷り山やまを見上げながら、彼かの女じよたちは何を思うのか──。




ＧＭ：では、エンディングはまとめて行いましょう。脱出の直後ということで。

一同：はーい。

九鬼：そういや、稲荷山はどうなったの？

ミユキ：そうですね、ちょっと気になる。

ＧＭ：崩壊まではしていませんが、大分被ひ害がいは受けていますので、しばらく立たち入いり禁きん止しになるでしょう。

晃士朗：まあ、言ってしまえばデカい死体になったようなもんだからな。

朱香：どうなっちゃうんだろう？

ＧＭ：ＵＧＮも手を回して整せい備びや補ほ修しゆうをするでしょうし、しばらくすればまた参さん拝ぱい客きやくも来るようになるでしょう。単にそこを拠きよ点てんにしていたＦＨがいなくなった、ということです。

晃士朗：蔵人がオルクスの因いん子しで変へん容ようさせてたわけだから、死んで因子が抜ぬけたらもとには戻るのか。まあ、ぶっ壊こわしたところや蠕ぜん動どうしていた地形なんかは戻もどらんだろうが（笑）。

朱香：鳥とり居いがぐちゃぐちゃになってそう（笑）。

ミユキ：それで立ち入り禁止になるんでしょうね。がんばって、ＵＧＮ（笑）。

ＧＭ：また、当然ながら京都全ぜん域いきに展てん開かいされた《ワーディング》も解かい除じよされます。人々は意い識しきを取とり戻もどし始め、少しずつ普ふ段だんの生活を取り戻していくでしょう。

九鬼：一日二日、ってところか。いろいろ大変だろうけどねえ。

晃士朗：ＵＧＮがなんとかもみ消してくれるだろう。バイオテロとかそういうことでな。

ＧＭ：そうですね。少し経たてばすぐにまた日にち常じようは戻もどるでしょう。──というわけで、改めてエンディングを演えん出しゆつしていきます。




　戦いは終わった。

　願いを叶かなえるという物ぶつ質しつ、『至高天』を巡めぐる長い戦いはひとまずの終結を迎え、ＦＨセル『神曲』は完全に消しよう滅めつした。

　その後に残ったものは、朱しゆ香かの腕うでの中で眠ねむる小さな赤あかん坊ぼうだけだ。




晃士朗：とりあえず、一いつ旦たんロングアイランドに戻るか。

ミユキ：そうしましょう。結けつ構こう疲つかれちゃいました。

朱香：よしよし、いい子だねー。おうちに帰るよー。

ＧＭ：では、何事もなくロングアイランドに戻もどります。ピッツァは疲つかれた様子で眠ねむり、マスターもいつも通り無言でカウンターに。『至高天』の生み出した赤ん坊は、だあだあ、と朱香の腕の中で甘あまえております。

ミユキ：今回といいピッツァの時といい、何気に朱香ちゃんは面めん倒どう見みいいよね。

朱香：そうかな？

ミユキ：そうだよ。いいお母さんになりそう（笑）。

朱香：（嬉うれしそうに）えへへ……。

九鬼：うん、そうだねえ。と相あい槌づちを打ちつつ、俺はなんとなくそわそわしている（笑）。

ミユキ：どうしたんですか、九鬼さん。

朱香：あ、わかった。セシリアさんでしょ～？

九鬼：いや、ん、まあ、その、なんだ。

晃士朗：（にやあっと笑って）行きゃあいいんじゃねえのか？

九鬼：か、かまわない、かな？

朱香：もちろんだよ、あたしたちはいつでも会えるしね。なんだったらセシリアさんもここに……って、それはダメか。

晃士朗：九く鬼きが嫌いやがるだろう。なんだかんだで、ここはＦＨの一部だ。

九鬼：ははは……。照てれ隠かくしに、久ひさしぶりにしんせいをくわえるんだけど、煙けむりにむせてゴホゴホやってる（笑）。

ミユキ：……なんか、珍めずらしい九鬼さんを見てる気がするわ（笑）。

朱香：行ってきなよ、九鬼さん。きっとセシリアさんも待ってるよ。

九鬼：あ、うん。……それじゃ行ってくる！

晃士朗：（鼻を鳴らして）はん。




　慌あわてて居い住ずまいを正して立ち上がる九鬼。それを見て、晃こう士じ朗ろうが意地悪く笑って言う。

「おいテセウス。オッサンの泣き顔をちゃんと記録しておけよ？」

「ちょ……！」

『Yes,Sir』

　九鬼が抗こう議ぎを挟はさもうとした瞬しゆん間かん、テセウスの音声認にん識しきシステムは晃士朗の命令オーダーを問題のない依い頼らいとして認識していた。

　バーの中にどっと笑い声が上がる。




九鬼：な、何言ってんだテセウス！　おい晃士朗、このバカ野や郎ろう！（笑）

晃士朗：はん、シャレのわかるＡＩじゃねえか。

朱香：あははははっ！

ミユキ：……ふふ。

ＧＭ：タクミも申もうし訳わけなさそうに俯うつむいて肩かたを震ふるわせて笑っております。

九鬼：や、やれやれ、もう。んじゃ……行ってくるよ。そう言って俺は外に出て行く。

朱香：いってらっしゃい、九鬼さん。

晃士朗：……そうだＧＭ、俺はここで〝工作員〟を使っておく。『至高天』と大門寺蔵人は倒たおされたが、俺がＵＧＮを上手くだまくらかして、ひとりで倒たおしたってことにする。

ＧＭ：なるほど。ミユキとタクミ、朱香と赤ん坊、九鬼とセシリアはＦＨの目から逃のがれさせる、ということですね。

晃士朗：そういうことだ。ブレイクエンドがＵＧＮに復ふつ帰きした話は隠かくせねえだろうし、隠かくしてもしょうがない。

ＧＭ：なるほど、了りよう解かいです。では、追って晃士朗はマスタークラスと認みとめられるでしょう。好きなマスターの称しよう号ごうを名乗っていいですよ（笑）。

晃士朗：い、いらない（笑）。

九鬼：いいなあ、俺ちょっと欲ほしいよ！（笑）

朱香：マスターリーダー……。

ミユキ：なんだかわからない（笑）。

晃士朗：ま、それはどうでもいい。──ミユキ、朱香。

ミユキ：はい、リーダー。

朱香：はーいっ。

晃士朗：『神曲』セルは、名実共にこれで完全に無くなった。俺たちケルベロスの役やく割わりも終わり、これで解かい散さんだ。

ミユキ：解散……。

朱香：そう、か……そうだよね。

晃士朗：──お前らはこれからどうする？　無む論ろん、すぐに答えを出す必要はないがな。

ミユキ：これから……。

朱香：…………。

ミユキ：…………。

九鬼：ち、沈ちん黙もくが続くな（笑）。

晃士朗：まあ、急に言われて戸と惑まどうのはわかるが。

ミユキ：……リーダーはどうするんですか？

晃士朗：俺か？

ミユキ：はい。そういうリーダーこそ、どうするのかな、って。

晃士朗：そうだな……どうしたもんかな。ずっと忙いそがしかったし、当分は寝ねて暮くらしてえ。そう言って首をボキボキ鳴らす。

ミユキ：確たしかに、休みは欲しいかも。朱香ちゃんは……って、何してるの？

朱香：んー……ねえ、ミユキちゃんやタクミくんの名前って漢字だとどう書くの？

ミユキ：え？　（空中に指で示しめして）深い雪と、拓ひらく海……だけど。




　ずっと黙だまったままの朱香は、カウンターに座すわってなにやら書き物をしていた。ああでもないこうでもないと、いくつかの漢字や文字を組み合わせて悩なやんでいる。

　朱、雪、拓、深、真、海……書かれている文字は様々だが、それらには共通点があった。




ミユキ：あ……。

朱香：朱真海……しゅまみ。変な名前ー！（笑）

晃士朗：……何してるかと思ったら。

ミユキ：一いつ生しよう懸けん命めい名前を考えてたのね（笑）。

朱香：そう！　なんとかみんなの名前をもらえないかなーってずっと考えてたの。思ったよりずっと大変だね！

晃士朗：ずっと黙ってると思ったら……。

朱香：リーダーが「どうするんだ」なんて聞くから、名前付けなきゃって思ったんだもん！

晃士朗：（驚おどろいた顔で）ほう？

ミユキ：……朱香ちゃん。

晃士朗：ははっ……。おいミユキ、こいつが真っ先にやること見つけちまったみたいだぜ。

ミユキ：あは、本当ですね。

朱香：えらいでしょー？（笑）

ミユキ：ええ。……そうね、私、まずは朱香ちゃんを手伝いたい。自分のやりたいことは、きっとおいおい見つかると思うもの。

朱香：……！

晃士朗：なんだ、何か思いついたのか。

朱香：ミユキと朱香で、深み香かちゃん！　あ、でもそれだと真くんとタクミくんが抜ぬけちゃう。真ま深み香かちゃん……真ま深み香か海うみ？

ミユキ：それじゃおすもうさんみたいだよ……（笑）。

晃士朗：わかりやすく混こん乱らんしてやがるな。……やれやれ。

朱香：あーもう、保ほ留りゆう保留！　名前はいったん保留！




　くしゃくしゃと紙を丸めて捨すてる朱香。ミユキも、タクミも、赤ん坊も──晃士朗でさえ、険けんの取れた表ひよう情じようで笑っている。

　こんなに穏おだやかな空気を感じたのは、いつ以来だろうか。誰だれもが同じ思いを抱だいていた。




朱香：……それに、なにより先にお母さんを弔とむらってあげないと。

ミユキ：そうね。私たちもお父さんとお母さんのお墓はかに行きたい。

ＧＭ：タクミも頷うなずきます。

晃士朗：なんだ、結構やることは多そうだな。ま、そのくらいのほうがいいか。




　生きている限かぎり、人は前に進まなければならない。であれば、やるべきこと、やりたいことは案外すぐに見つかるものなのかもしれない。

　戦い済んだオーヴァードたちの表情は、いつにも増まして晴れやかだった。
















◆Ending02◆はじまりの時

Master Scene




　大門寺蔵人の死し亡ぼう、『至高天』の起動と消失、そして──『神曲』セルの消滅。

　そして──あらたな生命の誕たん生じよう。

　僅わずか一日で京都の重要度は激げき変へんしていた。ほとんどのオーヴァードにとって、『至高天』を失った京都の優ゆう先せん順位は数すう段だん低いものとして位置づけられるだろう。

　──ただひとりを除のぞいて。




ＧＭ：では、最後にマスターシーンを演出します。

九鬼：お、来るか来るか。

ミユキ：そうでした、まだ五巻かんまで続くんでした……。

朱香：こ、これで終わりでいいのにー！（笑）

晃士朗：いろいろ伏ふく線せんはあったからなあ。




「大門寺蔵人はその役割を果たした」

　暗くら闇やみの中、その人ひと影かげは反はん芻すうするように呟つぶやく。

「『神曲』セルと『至高天』はその役割を終え、物語は新たなステージへと移うつる──」




朱香：また不ふ穏おんなこと言ってるよう……。

ミユキ：……何事もなく終わって欲しいけど、まあ無理よね……。




「では、迎むかえに行くとしよう」

　その影かげは、満足げな笑みを浮うかべていた。

　その瞳ひとみの先に映うつるのは、赤ん坊を抱いて微笑ほほえみあう、朱香とミユキの姿すがただ。

　それを見る影の視し線せんは、愛めずる──という表ひよう現げんがもっともしっくりくるだろう。

　随ずい喜き、歓かん喜き、愉ゆ悦えつ、法ほう悦えつ──

　よろこびに分類されるあらゆる感かん情じようを包ほう括かつした表情を浮かべ、影は少女を見る。




「我わが愛すべき花はな嫁よめと──娘むすめをね」




　ゆっくりと重い腰こしを上げ、影は──京都へと向かう。





……To Be Continued.












　　　　あとがき




　悪役って、いいですよね。

　そう言ってから、まる一年以上が経たちました。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




　本書を手に取っていただき、ありがとうございます。

　著ちよ者しやの加納正顕かのう・まさあきです。




『ダブルクロス　リプレイ・デザイア④　黒影の王都』、いかがだったでしょうか？

　自らが抱かかえる欲よく望ぼうのために戦うオーヴァードたちの物語も第四巻かん。冒ぼう頭とうでもお話ししましたが、本来ならばこの巻が最終回だったところ、ご好こう評ひようをいただき全五巻となりました。もう一巻ぶん、ケルベロスのメンバーとお付き合いください。




　さて、今回はもう何を言ってもネタバレになりそうな気がしますので、ちゃっちゃとシナリオの解かい説せつに行きたいと思います。あとがきから読んでいらっしゃる方は回れ右して本文をお読みいただくのがよろしいかと存ぞんじますが、この文章に強きよう制せい力りよくはありません。欲望のままになすってください。それがファルスハーツ魂だましいというものです。




第七話

　この話は、「本当に願いが叶かなえられる状じよう況きようになったらどうするのか」というところからシナリオ作成が始まりました。

　要するに、『至高天』を完全に起動させ、願いを叶えられるようにしてしまえ、という判はん断だんです。もちろん、その中にＰＣたちが葛かつ藤とうするであろう要よう素そを含ふくめた上で。

　美み奈な子この正体──すでに死亡しており、その肉体をレネゲイドビーイングに乗っ取られている──というのもようやくここで出すことができました。驚おどろかれた方、予想していらした方などはいらっしゃるかと思いますが、プレイヤーの驚おどろきもひとしおでした。当然ながら、一番衝しよう撃げきを受けていたのは朱香のプレイヤーである若わか林ばやしさんです。

　本来、ここで母親を取とり戻もどすという想定だったのですが──。

　結果は、本文をご覧らんになっていただきたいと思います。またしても、若林さんはＧＭである筆者の予想や期待をはるかに上回る、素す晴ばらしい決けつ断だんを見せてくれました。




第八話

　四巻で終わる場合、本来はこの話が最終話の予定でした。そして、当初の予定からほとんど変へん更こうしていません。

　というのも、実はぼんやりと「もし五巻まで出せたら」という構こう想そうはあったからです。その結果、この話は「一区切りではあるが、完結ではない」話にすることができました。

　これまでの戦いをずっと後ろで操あやつり、『至高天』に対しておぞましい欲望を抱だくジャーム、大門寺蔵人との最終決戦。基き本ほん的てきにはこのシナリオはこれだけです。

　予想外だったのは、ＰＣ──ミユキと朱香の提てい案あんにより、真がふたたびＵＧＮへと戻もどれたことでしょうか。プレイヤーである合あい鴨がもさんと若林さんが、筆者の思っている以上に柾木真というキャラクターを大事にしてくれた結果だと思います。本当にありがたいことです。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




　続いて、本書を執しつ筆ぴつするにあたってご協力いただいた皆みな様さまに感かん謝しやを。




　まずはプレイヤーの皆様。若林さん、合鴨さん、三田さん、矢野さん、いつもありがとうございます。『デザイア』シリーズのラストスパート、よろしくお願いします。

　イラスト担たん当とうの片かた桐ぎりいくみ先生。今回もまた、本当に素晴らしいイラストをありがとうございます。最早片桐先生なくしてデザイアは語れません。

　そして本書にかかわったすべてのスタッフに。お忙いそがしい中の作業ありがとうございます。




　最後に、本書を手にとってくださった読者の皆様へ。

　本当にありがとうございます。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




　次巻、いよいよ『デザイア』シリーズは完結を迎むかえます。

　願わくば、ミユキ、朱香、晃士朗、九鬼、四人の最後の旅路の果てが幸多からんことを。

　それでは、最さい終しゆう巻かんでお会いしましょう。
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